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あ い さ､っ

博物館とは､自然や文化に関する調査を行い､さまざまな資料を集め､それらを研究 した結果に基づいて展示 し､

また､いろいろな情報を発信 し､さらには利用者とのあいだに多種多様な交流を促 し､そして､みんなで博物館を

さらにいっそう役立っものに作り替えていく､そのような機関です｡とくに琵琶湖博物館では､滋賀県を中心にそ

の地に住んでいらっしゃる人々自身が中心になって､学芸員とともに調査 し収集 して来た内容を､展示に作 り上げ

たものがかなりたくさんあること､すでに御承知の通 りです｡

調べられ並べられた展示そのものから､来館者はどのように自ら学ぶのか､展示と来館者のあいだの関係は､ど

のように深まっていくのか､また､個々の展示物あるいは展示全体を通 じて､それを見に来 られる人々のあいだで

は､いかなることが起こり､互いの交流が進んでいくのか､さらには､その交流が展示をいかに変え､新 しいもの

を生みだしていくのか｡ このようなことも､博物館にとってはたいへん重要です｡考えてみれば元来､さまざまに

異なった経験をしてこられた来館者は､それぞれに異なったかたちで展示を受け止めている筈ですが､それを少 し

でもまとめることは出来ないもので しょうか｡｢展示室におけるものと人､人と人の関係､そして､その交流がう

みだすものを､なんとか探 りたい｣｡そう考えるのは､むしろ当然のことかも知れません｡

琵琶湖博物館では､長年にわたって共同研究 ｢子ども博物館｣･｢- ンズ-オン｣･｢展示評価｣(代表者 :芦谷美

奈子など)などを行い､また2000年には､文部科学省の ｢科学系博物館活用ネットワーク事業｣としても実施 しま

した｡その成果の一端は､すでにこの報告書 シリーズにも出ています｡そこで､数年前からかなりの準備をして開

く毎年一度の企画展示の2004年度のもの､｢のびる ひらく ひろがる-植物が動 くとき｣(企画責任者 :芦谷美奈

子｡布谷知夫)において､展示を ｢-ンズオン｣手法の実験としても計画 し､併せて､期間中に展示手法を変更す

るなどし､展示評価の調査をかけることにしました｡

その期間中の2005年 2月14-15日の 2日間､｢展示室におけるコミュニケーション｣ という主題の会が開かれま

した｡この報告書は､そのときの話題提供者の記録です｡ この会は､基調講演を含めて 9人の方々に話題提供をお

願いし､十分な議論ができるようにと願って､参加者を敢えて20人に絞ってみたものです｡少人数で集中して議論

することにより､展示室におけるコミュニケーションの性格を明確にしたいとの､担当者布谷さんの意見によるも

のです｡なお､この開催から現在までの 1年ばかりのあいだに､ここでの議論を基礎に､さらに新 しい試みをおこ

なっている参加者 も､すでにおられるやに聞いています｡

2004年度の企画展を材料にした本格的な展示評価の結果､さらには､上記の共同研究の成果などは､鋭意まとめ

られて､近 く何 らかのかたちでお目にかけることになると期待 しておりますが､取 り敢えずこのフォーラムの報告

記録によって､展示室をいかに利用 しそれを変えていくかが話題になり､議論がいっそう進むことを期待 しており

ます｡

この会に参加 して下さった方々はもとより､企画展示を見ていろいろな情報を与えて頂いた方々､さらには琵琶

湖博物館に関心を持って下さっているすべての皆さまに､感謝の意を込めっっ ｡

2006年 2月17日

滋賀県立琵琶湖博物館

館長 川那部 浩 哉
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(趣旨説明にかえて)

現在の博物館の中の展示の位置

布谷 知夫

(琵琶湖博物館)

日本の博物館が､堅苦 しい ｢勉強をする場｣となっ

たのは､その初期か らの設置者の目的によっている｡

すなわち､開国をして世界の仲間入 りをした日本はそ

の日本という国と国民のアイデンティティを確立する

ために万国博覧会に出品をするとともに､国内に博物

館を作 り､啓蒙の場とした｡あるいは教育博物館を作

り､全国的に統一的な教育制度の確立を目指 した｡そ

してこの中央の動きを各府県が見習い､府県版の ミニ

国立博物館を作ろうとした｡その意図は必ず しも成功

しなかったが､博物館は教育の場であるという意識の

みは定着 したといえる｡ そして教育と啓蒙の手段とし

ての博物館展示は､ごく最近に至るまで､教育啓蒙の

場として位置づけられてきた｡

現実の博物館の活動では,博物館の学芸員の下に集

まる熱心なアマチュアの研究者の手を借りて､博物館

活動は活発に行われてきた｡設置者の意図を実現する

にはあまりに規模が小さく､社会的なステイタスにも

恵まれなかった博物館は､アマチュアとの共存という

独特のスタイルを維持することで博物館活動を行 って

きた｡そのためか､博物館の展示については､特別な

発展は見 られなかった｡むしろアマチュアグループが

集める資料に依存 して展示を作 り､展示室を教育の場

とすることに協力をしてきたといえるかもしれない｡

そうした中で展示室と博物館を見直す作業を行った

のは､1986年の伊藤寿郎の論文｢現代博物館の課題 と

展望｣であろう｡ 伊藤の議論は地域博物館論や博物館

世代論として紹介されることが多いが､展示資料論と

してみることもできる｡ 伊藤は第三世代の博物館の資

料の意味を｢資料の価値を見出す｣という｡ すなわち過

去の博物館のように宝物的な資料を収蔵することが目

的であったり､それを展示 して見せることが目的であっ

たりするのではなく､｢利用者が資料の中にある価値

を見出し､作 り上げていく｣と表現 している｡ このこ

とを展示のあり方として捕 らえると､まったく異なっ

た展示観が生まれると考えられる｡

｢利用者が資料の中の価値を見出す｣ということは､

同 じモノに対 して､それに向かい合 う人によって､受

け取る意味合いが変わってくるということである｡ 展

示室での例を考えてみると､展示 してある資料に向か

う人によって､その展示から得 られるイメージ､意味

合いが変わるということである｡ その理由はおそらく

展示を見る人の個人史の違いによっている｡ 個人の人

生経験と知識､ もちろん住環境や年齢などの影響 も大

きい｡そういうそれぞれの個人史を背負 った個人が展

示に向かうと､その記憶の中から､展示 してあるモノ

とかかわった記憶が思い出され､あるいは気にかかる

こととして考えるきっかけとなる｡

このようなモノと来館者との有 り方を考えると､展

示室は教育の場ではありえなくなる｡ 展示室は誰に対

しても同 じ情報を与え､その情報を持って帰 ってもら

う､あるいは覚えて帰ってもらう場ではなく､人によっ

てその人なりの展示に対するかかわりを持って帰って

もらう場と考えることができるようになる｡

展示室の展示をその製作者が考えた意図のとおりに

は来館者は見ない､ということはある意味ではすでに

常識になりつつある｡ またグラフィックパネルなどは

大部分の人は読まない｡いわば自分の記憶の中にひら

めくものがあった場合だけに改めてモノの横に置いて

あるパネルの文字を読むと思われる｡ 特別な目玉とな

る展示以外については､大部分の来館者はそのように

展示室を巡っているだろう｡

けれども､そのように考えられながら､では展示に

は何ができるのか､あるいは展示室という場で､人は

どのように学ぶのか､というようなことはあまり深 く

は議論がされてこなかった｡

1980年代の終わりから1990年代 ころにかけて､非常

に多様な博物館が生まれ､それを背景として1990年代

には改めて博物館とは､展示とは何かと言 う議論が行

われるようになった｡日本での博物館に関する議論は､

戦後の博物館法を作るために､博物館の姿を形作る際

に､そ して高度経済成長の成功と明治100年を契機に

して多数の博物館ができ､どこの街にもひとつぐらい

の博物館があるようになり､博物館が一定の市民権を

得るようになって､改めて博物館のあり方を考えよう

とした際の二度､大きな博物館に関する議論があった｡
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そして1990年代以後に社会の大きな変化を受けて､今

回は博物館の社会的な役割や利用者にとって使いやす

い博物館の在 り方についての議論が広 く行われるよう

になった｡ しか しながら､そういうなかでも展示と展

示室についての議論はあまり行われていない｡

そして､そういう時代と議論の流れの中で､琵琶湖

博物館が誕生 したということができるかもしれない｡

琵琶湖博物館の展示の特徴は､普通のものの中にある

意味を､それぞれの展示を見る人が見出し､その資料

との対話を通 して展示を自分のものとするということ

である｡ そして個人にとって意味を持った展示の印象

は､そのまま新たな記憶として残 り､その記憶を持っ

て自分が暮 らしている地域の中で､新たな目で地域を

見直 し､地域について考えるきっかけを作る場とする

ということである｡

したがってある展示の意味は､それを見る人の人生

経験や知識､興味などによってまったく異なっていく

と考える｡ そしてその展示と人との結びつきを助ける

存在として､展示交流員というスタッフが配置された｡

このような一方的な教育の場とは考えない展示室の登

場によって､博物館の展示の可能性は大きなものとなっ

た｡展示室はこれまで言われていたように始めて博物

館を利用する人を受け入れ､今後の利用のきっかけを

作る場と考える博物館の顔としてだけではなく､ひと

つの独立 したスペースとして､来館者の学びの場とし

て､多 くの可能性を持っことができるはずである｡

ここ数年の展示に関する議論をキーワー ドとしてな

らべると､-ンズオン展示､展示評価､政治性､エデュ

ケイクー､ ミュージアム ･ティチャーそしてコミュニ

ケーションなどがあげられるであろう｡ しか しこれら

の課題は､個別の課題として議論がされても､展示室

の持っ可能性として､いくつもの視点から議論をされ

るということはほとんどなかったと考えられる｡

今回のフォーラムではこれらのキーワー ドを三つの

小テーマに区分をして議論を行いたい｡全体を通 した

6

共通テーマはコミュニケーションである｡

最初のテーマは｢人と人のコミュニケーション｣であ

る｡ 展示室の中で人が介在することで展示の効果が大

きくなると考えられる｡ このときの人の役割や働きか

けの課題などはあまり議論がされていない｡また日本

ではまだ博物館でのエデュケイクーに当たる人材の活

動内容についての議論がされておらず､人が人に働き

かけていくことで､展示室で何ができるのか､あるい

は展示側の意図をどのように伝えるのか､ということ

を議論 していきたい｡

二つ目のテーマは｢モノと人 とのコミュニケーショ

ン｣であり､展示資料あるいは展示が､その展示手法

や展示の理念などによって､どのように人に働きかけ

ていくことができるのか､またその効果をどう評価す

るのか､などについての議論を行いたい｡

三つ目のテーマは ｢展示の活用｣である｡ 展示をより

多 くの利用者に結びつけるために､どのような考え方

や方法があり､それは人と人のコミュニケーションや

モノと人のコミュニケーションとどのようにかかわる

ことなのか､を議論 していきたい｡

全体としては､展示と人と人との相互のコミュニケー

ションを高めていくことで､展示室は利用者にとって

どのようにかかわりを持っことができ､その展示効果

をより高めるためには､何が必要なのか､そして今後

どのような可能性を持っことができるのか､というこ

とを考えてみたい｡

今回のフォーラムでは参加者を議論ができる人数に

絞 り､報告者が報告するだけではなく､参加者の声が

生かせ､議論ができるような場を作 りたいと考えた｡

まとまった報告は事務局が依頼 した8名の報告者か ら

行われるが､同時に参加者自身が持っ体験や実践例の

中から､必要なテーマに対 して､できるだけ多数の事

例を報告 していただき､具体的な､幅の広い議論にな

るような場にしたいと考えている｡

なおフォーラムの日程と当日配布 したプログラムは

次ページのとおりである｡
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｢展示室におけるコミュニケーション･展示と人･人と人｣

プログラム

2月14日 13:00-17:00

主旨説明 ｢現在の博物館の中の展示の位置｣ 布谷 知夫(琵琶湖博物館)

基調講演 ｢playfullearningmeetschildren■smuseum｣

上田 信行(同志社女子大学)

小テーマ ｢展示室での人と人とのコミュニケーション｣

井島 真知(林原自然科学博物館)

｢なぜコミュニケーション?どんなコミュニケーション?

ダイノソアファクトリーでのプログラムの例から｣

佐藤 優香 (大阪大学)

｢｢っくること｣を通 して増幅されるコミュニケーション｣

討論

2月15日 9:00-12:00

小テーマ ｢展示と人とのコミュニケーション｣

芦谷美奈子 (琵琶湖博物館)

｢琵琶湖博物館企画展日のびる ･ひらく･ひろがる一植物がうごくとき-'-における

-ンズ ･オン展示手法比較と展示評価の試み｣

久留島 浩 (国立歴史民俗博物館)

｢歴史展示だってできるコミュニケーション｣

坂本 昇 (伊丹市昆虫館)

｢すすんで展示を経験 してもらう｣

討論

13:00-17:00

小テーマ ｢展示の活用｣

坂東 元 (旭山動物園)

｢心に響 く展示を目指 して｣

坂本 和弘 (東京都恩賜上野動物園)

｢葛西臨海水族園における子どものための展示を活用 した催 しと評価の試み｣

鈴木 有紀 (愛媛県美術館)

｢すでに出来上がっている展示を活用する～国宝鑑真和上展での試み～｣

討 論

総合討論
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｢展示室におけるコミュニケーション･展示と人 ･人と人｣

｢playfullearningmeetschildrensmuseum｣
上田信行

(同志社女子大学)

ミュージアムにおける､展示のデザインと展示を媒介にした

コミュニケーションについて関心を持 っておられる方々

が集まって研究会が 2日間開かれました｡基調講演を

ワークショップ形式で進めなが ら私が日頃感 じています

｢学び｣や学習環境デザインについてお話をさせていただきました｡(この文章は私が

お話 したことを書き起こしてくださったものを加筆修正

したものです｡)1 neomuseum 初めまし

て｡ 今 日はどうかよろしくお原臥1いたします｡布谷さん

か らご招待をいただいて私の博物館に関する考えなど

をお話させていただくことに な りま した｡ 今 日はみ

な さ ま に ｢playfullearningmeetschildren.smuseum｣というテ

ーマでお話をさせていただこうと思っています｡まず最初

に､私自身の ミュージアムとの関わりからお話をスター

トさせていただきます｡実は1991年に奈良県の吉

野に小さな ミュージアムをつ くりました｡世界で一番

小さなプライベー ト･ミュージアムです｡なぜ ミュー

ジアムという名前をつけたかというと､私がイメージ

している活動がチル ドレンズ ･ミュージアムの参加 ･

体験型の学びのイメージとどこか重なっていたためで

す｡ミュージアムというと大きな建物をイメージします

が､ネオ ･ミュージアムはキューブと呼んでいる7メ

ー トルの立方体空間を中心にしたア トリエです｡従来の ミュ

ージアムのようにオ リジナルの資料を展示 しているの

ではなく､学びやコミュニケーション活動そのものを展

示の対象にできないかということへの挑戦で した｡学校

でもない､工房でも､研究所でもない､何か楽 しいコトがおこりそうな予感が

する場｡アトリエとギャラリーが一緒になった空間｡ ミュージア

ムのようだけれど展示物がない｡モノでなくて ｢出来事

を展示する｣ ミュー8 ジアム｡ このような場を表現

する言葉や概念がなかったので､今までにない新 しい

(neo) ミュージアムとして､ネオ ･ミュージアムと

いう名前をっけたのです｡neoMuseum,Yoshino,Nara,Japan

□POP(PedagogyofPlace)場

の教育学私はこの頃か ら､｢場｣のデザインにと

ても興味がありました｡特にひとがいきいきと学べる場､ コミュニケーション

が楽 しくなる場､そんな空気感はどのようにして立ち

現れてくるのだろうかと考えていました｡教育の新 し

い考えをどう場に埋め込むか､学びがワクワク､どきどきするも

のだと実感できる活動はどのような場で活性化されるか

など､学習空間のデザインには特に



者｣ という4つのエレメントを有機的に組み合わせる

ことによって活性化されます｡ この考えを実現するた

めに､ネオ ･ミュージアムでは空間を7m X 7m X7

m の立方体にして､ 1階を ｢経験のフロアー｣､ 2階

のギャラリーの部分を ｢リフレクション (内省)のフ

ロアー｣と位置づけ､空間を多層化することによって

身体の動きと認知の働きを リン クするようにデザイン

しました ｡

ネオ ･ミュージア

ムの多層空間例えば､ ワークショップを ｢つ

くって｣｢語 って｣｢ふ りかえる｣ という3つのフ

ェーズで組み立てる場合､学びの活動 と空間を有機的

に リンクできるようにしています｡つまり､夢中になって表現づ くりに没頭すること､

人に考えを伝えること､そしてそのプロセスをステップ ･バ ックして客観的にながめたり､自分

の表現活動そのものを感度を上げて じっと内省すると

いう行為を､空間を移動することによって経験できるようにデザインしています｡ 1階は ｢つ くって｣｢語

る｣活動を中心に､ 2階は 1階での自分の経験を ｢

ふりかえる｣ メタ認知的空間として しっ らえています

｡空間が作業のための ｢スタジオ｣になったり､人と

交流 ･発表するための ｢ステージ｣になったり､ゆっ

くり自分の考えを吟味できる ｢カフェ｣にもなります｡

この多層的空間が活動を活性化すると共に､メタ的思

考 (角度を変えてものごとを捉えたり､自分の考えや

経験を再構成すること) を鍛えていく､パ ワフルな

｢学びの装置 (メディア)｣になっています｡ ロラー

ニング ･ミュージアムの幕開け私が吉野で ネオ ･ミ

ュー ジアムの活動 を始 めた頃､ ミュージアムの世界にも-

イパーメディアやマルチメディアを取 り入れていこう

という動 きがあって､ピッツバーグで ICHIM(InternationalConferenceo

nHypermediaandlnteract

ivityinMuseum)という国際会議が

開かれました｡そこに私 もなぜか招待されました｡こ

の時､日本からは国立民族学博物館でコンピュータ民族

学を研究 している先生 と私だけだったのです｡この会

議のシンポジウムで､私はコミュニケーションやラー

ニング (学び)に興味があって､ 日本で新 しいミュー

ジアムの試みを していることをお話させていただきま

した｡ これか らは､モノだけではなく､出来事を展示

するミュージアムが現れてくると主張 しました｡その

時､参加者か らは､君のやっている活動は ミュージア

ムではないと言われましたが､ これか らの ミュージア

ムはもっと展示を通 して人と人とが交流 していくとい

うことが大切になって くるという､私の ミュージアム

に対する新 しいヴィジョンを述べたことを今でもよく覚えています｡ これは今から14,5年前の話です｡

最初にお話させていただいたようにネオ ･ミュ-ジア

ムは､ もう一つのオールターナティブな､あるいは新

しい ミュージアムです｡学びをデザインするミュージ

アム､ ラーニングについて実験 したり､考えたりする

､学びをデザインや展示の対象とするミュージアムです｡今でこそ､学びや経験のデザインと言



と言えるかもしれません｡ わくわくするような経験が

立ち現れて くる状況をデザインする､ こんなデザイン

アプローチが見つかるといいですね ｡

2 object-to-think-with

まず今 日の参加者のみなさんがどのような方かお互

いに理解 し合 うためにオブジェク トを使 って自己紹介

していただこうと思 っています｡ このセッションのた

めに､昨日大阪のソニープラザにジェリービーンズを

買いに行きました｡ ジェリービーンズは色がカラフル

でポップな雰囲気を醸 し出 していることと､お菓子と

いうだけでみなさんがワクワクすると思ったからです｡

ソニープラザに入 ったとたんびっくりしたのは､店中

がバ レンタイン一色なんですね｡ で､ふと考えてみた

ら､そうか明日はバ レンタインなんだ !そうだ､ ワー

クショップはバ レンタインでいこう､とワークショッ

プの基調雰囲気を決めました｡私は､ ワークショップ

を考えるときは､素材か らヒントとインスピレーショ

ンをもらいます｡私の気持ちの中での旬な考えと素材

が出会 ったとき､ぴ??んとくるのです｡あっと思 う瞬

間の閃きと､その後 じわーっとやってくる､お腹のそ

こから立ち上がってくるボイ リング ･エナジー (知的

興奮の沸き立っェネルギー)と言えばいいので しょう

か｡アイディアが emerge(立ち現れる) して くるの

です｡

今日は､まず､みなさんにそれぞれの仕事と仕事に

対する取 り組みの姿勢をジェリービーンズやこのテー

ブルに用意 しました素材を使 ってダイナ ミックに表現

していただければと思 っています｡

自分はこういう仕事をしているんだということを､ こ

れらの素材を使 って表現 していただいて､それを媒介

にして､ これはこうで､ こんな仕事を していますとい

うような話をしていただきたいと考えています｡みな

さんの作業風景をビデオで撮 ってみようかなと思 うん

ですが､いいで しょうか｡10分間でオブジェをつ くっ

ていただいて､その後､30分間で発表 していただくと

いうことでいいで しょうか｡よろしくお願いします｡

この 2日間に期待することがあれば､それも表現 して

くださってもokですよ｡ (10分経過)

みなさん､よろしいですか｡では､ポスターセッショ

ンのように､自分の作品の前に立 っていただけません

で しょうか｡隣の人と2人でペアを作 っていただけま

すか｡そのお 2人でまず リ-ーサルし合ってください｡

皆さんの前でお話をするための リ-ーサルです｡

10

はい､みなさん､よろしいですか｡それでは､一人

1分弱で､簡潔にお願いいたします｡

(自己紹介 約30分あまり)



ロブリコラージュ

今､みなさんにやっていただいたジェリービーンズ

の作業は一種のブリコラージュだと思 うんですね｡ ブ

リコラージュは身の回 りにあるモノをいろいろ器用に

組み合わせ (いろんなものに見立て)て表現すること

ですね｡今 日みなさんにチャレンジしていただいたお

菓子のオブジェはみなさんの思いを外化 したもので､

このオブジェを使 ってコミュニケーションを していた

だいたわけです｡そ して自分で発表 したメッセージが

参加者のみなさんにどのように伝わったかをコメント

や反応を通 してふ りかえっていただいたと思います｡

この活動がネオ ･ミュージアムの時に紹介 しま した､

｢っ くって｣｢語 って｣｢ふ りかえる｣ というプロセス

です｡私はワークショップの活動を組み立てるときの

モデルとして使 っています｡MITMediaLabのシー

モア ･ペパー トがこのような考えるためのオブジェを

object-to-think-withと呼び､オブジェク トを組み立

てる (操作する) ことによって考えることが大事だと

いうことを提唱 しました｡ このようにモノづ くりを通

して学ぶというアプローチを ｢コンス トラクショニズ

ム (構成主義)｣と呼んで､特にコンピュータを使 っ

た新 しい教育の柱 となるセオ リーとして使 っています｡

アメ リカには昔か らShow andTellというプ レゼ ン

テーションとコミュニケーションの教育方法があり､

子どもたちは小さな時か ら見せたいモノを学校に持 っ

て来てみんなの前で説明をするという発表形式になれ

ています｡ 日本にもこのような教育が必要だと思いま

す｡ 自己表現で完結するのではなくて､伝えたい､伝

えるためにはどう表現すればいいか｡自分の思いを形

にして伝えていく､そういうことがとても大切なので

はない かなと思 っています｡

ロ ドキュメンティング ･テクノロジI

realtimevideo

それか ら､先ほどみなさんの様子をヴィデオで撮 っ

ていたのですが､ ヴィデオはとても便利でパ ワフルな

マシンです｡撮った後､すぐに再生できます｡コンピュー

タに取 り込めばす ぐに編集できます｡私は ｢お手軽テ

クノロジー｣ と言 っているんですけれど､操作 も簡単

で映像のクオ リティもすごくいい｡いちいち現像所に

出さなくてもいいので､その場の雰囲気をさっと缶詰

にして､す ぐに再生することができます｡空気感を共

有するために音楽を乗せれば (著作権をクリアーする

必要がありますが)､ ぐっと効果的になります｡特に､

ワークショップの様子を撮 って､最後に リフレクショ

ン (ふ りかえり)の道具 としてヴィデオをみるととて

も効果的です｡ぜひ､みなさんも日常的に活用 して く

ださい｡

3 playfuHearning

今 日のテーマでありますプ レイフル ･ラーニングに

ついてお話 したいと思います｡プレイフルという言葉

は､なかなかぴったりの日本語がないのですが､ ドキ

ドキ､わ くわ くするような､何かに夢中になっている

気持ちなんですね｡プレイフル ･スピリットというの

は､どんな状況でもその場の人 とモノを活か して新 し

い意味を創造 しようとする精神｡ このプレイフル ･ス

ピリットをェンジンとした学びをプレイフル ･ラーニ

ングと呼んでいます｡先ほどお話 しましたブリコラー

ジュと同 じスピリットですね｡プ レイフル ･ラーニン

グは単に楽 しいというのではな くて､-- ドなファン

というか､結構そこで乗 り越えるバ リアがあったり､

何かこう達成感があるような､｢や った !｣という｡

ものごとに本気でかかわっていく､ コミットすること

によって経験できる楽 しさです｡1999年にチャイル ド･

リサーチ ･ネット(CRN)という､ベネッセがサポー ト

している ｢サイバー子ども学研究所｣があるんですけ

れど､そこでプレイフルというテーマで､大 きなワー

クショップを企画 させていただきました｡ その時に､

今 こどもたちに大切なのはプ レイフル ･スピリットな

んだということをアピール しました｡プレイフル ･ス

ピリットがあれば､例えば友達との会話が ドラマティッ

クになります｡会話を活性化するためには､まず相手

の話をよく聞かないといけませんよね｡それと同時に､

話を聞きなが ら､その聞いたものを自分の頭の中でブ

レンドして､自分の話 とリンクさせなが ら関係性を生

み出そうとする､少 しメタレベルか らコントロール し

なが ら会話を自分で組み立てていくような｡ このよう

な知性を playfullntelligence､IQ にもじって､PQ

と呼びました｡

今 日はコミュニケーションがテーマだと思 うんです

けれど､ コミュニケーションしている自分を､ちょっ

とメタ的に眺める｡ メタというのは､超えるとか､少

しステップバ ックしてみるという感 じなんですけれど

も､客観的に話 している自分を少 し (認知的に)上か

ら見てみるという､そのメタレベルと､話に夢中になっ

ているオブジェク トレベルと､行 ったり釆たりするこ
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とによってコミュニケーションがすごく楽 しくなるん

ですよね｡ ですか ら､全体の状況をコントロール して

いる自分がいて､自分の話 も自分でコントロール しな

が ら相手の話 も聞 くという､そんなダイナ ミックな会

話ができる人 というのは､メタ的に会話を楽 しめるの

ですね｡

Playfullntelligence､ その場 を ドラマティックに

演出 していくような力が持てればいいなということを

テーマに行 ったのがプレイショップだったのです｡プ

レイフル ･スピリットの意味をもう一度原点に戻 って

考えなが らそのプレイフルなコミュニケーションがで

きるようなワークショップにしたいという思いを込め

て､プ レイショップと呼んだのです

playshop風景4 sesames

treetとの出会いここで私がなぜメディアや playful

learningに興味を持 ったのかの研究のルーツ

をお話 ししたいと思います｡ もう35年 も前のことで

すが､大学 4年生の時に､ 日本でセサ ミス トリー ト

の TV番組が始 まったんですね｡その頃アメ リカンフ

ォークソングのブームで私 もバ ンドを組んでいて､ ラ

ジオとかテレビにアマチュアバ ンドが出られる時代だ

ったんです｡私たちもラジオやテレビにでるチャンス

があって､特にテレビに興味があって､テレビ関係の仕事が出来ればいいな

と思 っていました｡その時にセサ ミス トリー トが

日本にやってきて､テレビで見たんですよ｡｢何だろ

う､ これは !｣と｡ 私はアメ リカンフォークソングを

やっていま したので､アメ リカにすごく行 きたかった

んですね｡アメ リカに行 く理由を探 していた時だったの

で､｢あ､ これ !｣と思 ったんです｡ これは何かわ

か らないけれどおもしろそうと｡ すごくポップで､私にとっ

てはアメ リカ的12 で､何かそこには夢があって､

その時はこれが教育番組だとは知 らなかったんですね

｡ アメ リカか ら帰 ってきた方に ｢これ何 ? 何かすご

くおもしろそうなんだけど｣ と聞いた ら､｢これはね

､教育番組で視聴覚教育 という研究分野があるんです

よ｣ と言われて､私 もやってみたいと

直感的に思いました｡それでセサ ミス トリー トを制

作 している本場で勉強しようと思 って､アメリカに行 く

ことを決心 しました｡若かったのでこんな大事なこと

を思い切 って決められたのですね｡ アメ リカにいく不

安はあまり感 じませんで した｡む しろ､世界が開けて

いくような気持ちになりました｡最初は先輩の紹介で

､セントラル ミシガン大学というミシガン州の田舎町に

ある教育大学院に入って視聴覚教育を勉強 し始めたの

ですけれど､セサ ミストリー トはニューヨークでつ く

っていたのですね｡ すぐにはセサ ミス トリー トに出会

うことができませんでした｡やっとその年の冬休みに

ニューヨークに行 くことが出来､スタジオに行 ったら

､ もうびっくりしました｡すごい熱気で多 くの人たち

が ビッグバ- ドと一緒になって番組をつ くっているの

ですね｡ クリエイティブなものづ くりの現

場に圧倒されました｡あの頃のアメ リカはシリアス

な貧困問題を抱えていました｡都会のゲ ットーエ リア

､スラム街に住む子どもたちが小学校に入 った時に､

もうすでに中流階級の白人の子 どもたちと知的な差が

ついているのですね｡例えば小学校 2年生 ぐらいか ら

文字がきちんと読めなくなるため､学校の勉強につい

ていけなくなる｡ だから途中で ドロップアウ トして学

校をやめますよね｡ 学校をやめると､またちゃんとした

仕事に就けなくなる｡そうすればまた貧困になる｡ こ

の悪循環をどこかで断ち切 らなくてはならない｡ ポパティ ･

サイクル(Povertycycle)､貧困のサイクルという

のがあったわけです｡アメ リカはそれをどこかで断ち

切 らないと大変なことになるということで考えたのが

､やはり教育だったのですね｡特に就学前の教育を何

とか しようということで､いろんなプロジェク トが出

来ました｡例えばヘ ッドスター ト､幼稚園の施設を使

って放課後に真因な家庭の子どもたちの教育をすると

いうものですが､ この-ッドスター トだけでは間に合わ

ない｡そこで､ニューヨークに住む女性のテレビ･プ

ロデューサーが ｢テレビで教育が出来ないか｣ と考え

たのです｡ どんな貧困な家庭にもテレビはある､新聞

を取 っていない家でも白黒のテレビはあって､それを

子どもたちは熱心に見ている｡ しかも楽 しそうに見て

いる｡ このテレビとい琵博研報 2



うエンタテインメントのメディアを今度は教育のメディ

アにできないかと思 ったのがセサ ミス トリー トという

壮大な実験の始まりだったのです｡今だか らこそ教育

テ レビという概念があ りますけれども､ そのころは

｢テレビで教えるの?｣という､つまり ｢あれは娯楽

のメディアで しょう｣ と｡｢テ レビで教育なんて !｣

というのが一般的なイメージで した｡ この実験に取 り

組んだ人たちは ｢いや､ これは絶対 にいけるんだ｣

｢テ レビで教えることができるんだ｣ という強い信念

を もってセサ ミプロジェク トが始 まったのです｡｢こ

どものためのテレビ :一つの提案｣ という企画書を書

いたのが､ ジョーン･ガンズ ･クーニーという先はど

紹介 した女性プロデューサー､それに賛同 したのが--

バー ド大学の発達心理学者 ジェラル ド･レッサー､彼

等に資金援助を申 し出た､ ジョン･アンド･マ リー ･

マークル財団の理事長 ロイ ド･モ リセット､ この三人

がセサ ミス トリー トのチーフアーキテク トで した｡彼

らはまず 3つの異なるプロフェッショナル集団か らス

タッフを集めようとしま した｡800万 ドルはどお金が

ありましたので､本当にすぼ らしい人たちを集めてき

たのです｡一つ目は ｢プロデューサー集団｣です｡ こ

ども番組を作 っている優秀なプロデューサーをアメ リ

カ各地か ら集めました｡二つ目のグループは ｢コンテ

ンツ専門家集団｣です｡つまりこどもの専門家､教育

関係者たちですね｡ 発達心理学､幼児教育の専門家､

絵本作家など､あらゆるこどもの発達 と教育に関わっ

ている専門家の集団をつ くりました｡それか ら､三っ

目が ｢リサ-チャー集団｣だったのです｡ この リサー

チャー集団はセサ ミス トリー ト特有のもので､今まで

になかった研究手法を考え出 しました｡それまでのテ

レビ研究 というのは､テレビ番組を視聴 した後の影響

研究なんですね｡例えばバイオレンスの番組を見ると､

子どもが衝動的になったり､暴力を振 るったりするか

どうかというようなことを調査するのが､テレビ研究

の中心で した｡ このセサ ミス トリー トでは､番組を放

送 した後の影響よりも､放送前にいい番組をっ くるた

めの リサーチ手法を開発 しました｡番組をフォームす

るための リサ-チ､ フォーマティブ ･リサーチ (構成

的評価)と呼んで､番組制作に徹底的に活か しました｡

明確な教育 目標を持 ったパイロットセグメント (完結

した 2, 3分か らなるシーン)が出来るとす ぐにこど

もに見せ､その反応をプロデューサーやコンテンツス

ペシャリス トにフィー ドバ ックし､番組を修正する｡

これがフォーマティブ ･リサーチです｡セサ ミの 3つ

のプロフェッショナル集団を有機的に繋げるためにフォー

マティブ ･リサーチは非常に大 きな役割を果た しまし

た｡ このセサ ミス トリ- トのユニークな制作 ･研究ア

プローチはあまり知 られていないんですけれど､モノ

をフォームするための研究､つまり､番組を改善する

ための評価研究をセサ ミス トリー トがテレビで初めて

取 り入れたのです｡

theCTW model

具体的にどうしたかというと､セサ ミス トリー トと

いうのはみなさんご存 じのようにマガジン･フォーマッ

トになっていて､ 1時間ず っと ドラマみたいに続いて

いるわけではなくて､雑誌のように40ぐらいの小さな

セグメントがこれで もかこれで もかというふ うに現れ

て くる｡ バ ラエティーショー的なや り方なのですね｡

常識的な考えとしては､ 2歳か ら5-6歳のこどもを

1時間テレビの前にくぎ付けにするというのは不可能

な話だったんです｡子 どものアテンションはそれほど

長 く持たない｡そのために､短いセグメントを効果的

に組み合わせ､ゆっくりとしたシーンやアクティブな

シーンをバランスよく配置 し､人形劇､アニメーショ

ン､音楽などをふんだんに取 り入れて 1時間飽 きさせ

ないように した｡ このテレビが持 っているエンタテイ

ンメントの先端技術を使いなが ら､そこに教育的コン

テンツを埋め込んだのです｡

今までの幼児教育というのはコグニティブというか､

認知的なカ リキュラムを扱わなかったんですね ｡ 初め

てセサ ミがアルファベットを教えるとか､算数の計算

や簡単な問題解決を教え出したわけです｡ これでもか､

これで もかという､本当にある意味では極端な教育の

方法だったか もわか らないですけれど､そうで もしな

いと､他のアニメ番組に負けて しまうのですね｡オー

ディエンスを教室にいるこどものようにキャプチャー

できないか ら､真剣勝負だったんですね｡ こどもは教

育番組だか らといってテレビを見ているわけではない
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ですね｡ おもしろいかおもしろくないか｡おもしろく

なければ､いくら内容のいい番組で もだめなのです｡

これがテレビの宿命でもあり､ このことがあったか ら

こそテレビメディアの魅力を徹底的に研究 して教育メッ

セージを送ろうとしたのです｡

帰国 してか ら､NHKの ｢おかあさんといっしょ｣

で､2歳児向けのセグメントを新 しく開発するという

ことで､フォーマティヴ ･リサーチャーとして 7-8

年間関わらせていただきました｡NHKの番組は大掛

かりなんです｡ちょっと変えようと思 っても､台本を

書き直 して､スタジオを予約 して､それから役者さん

と打ち合わせをして､音楽も変えてと｡作業は大変だっ

たのですが､｢おかあさんといっしょ｣でもできるだ

けのことはやりました｡でも､やっぱりこのフォーマ

ティブ ･リサーチを日常の番組づ くりに取 り入れるの

は無理だなと思 ったんです｡ これほど大仕掛けだった

ら｡そうこうするうちに､マルチメディアやコンピュー

ターが現れて､少人数でソフ トを開発することが可能

になったのです｡少人数での教材開発にはこのフォー

マティブ ･リサーチは使えるなと思いました｡

ミュージアムの世界でも最近は フォーマティヴな

評価が注目されてきていますね｡サンフランシスコの

エキスプロラトリウムには､展示をどんどん変えてい

くための部屋が大きく取 られていますよね｡ ミュージ

アムでは特に来館者の反応を見なが ら､展示をどんど

ん日常的に変えていけるようなシステムを考えること

はとても大切なことだと思います｡ ミュージアムの展

示デザインには､ぜひ積極的にフォーマティヴ･リサー

チを取 り入れていただきたいと思 っています｡来館者

の反応を通 して展示をつ くっていく｡ このことが来館

者が展示にかかかわるということになるのだと思いま

す｡

セサ ミプロジェク トのすぼらしいところは､これぐ

らい大がかりなプロジェク トになりますと､幼児教育

のすべてがテレビでやれると思 って しまうところなの

ですが､テレビで出来ること､ このメディアが一番得

意 としているところに焦点をあてて番組を開発 しよう

という姿勢だったのです｡アメリカのショービジネス

とテレビというテクノロジー､それから先端の学習の

理論を組み合わせて作 られた番組だったんですね｡今

でこそエデュティメントという言葉がありますが､メ

ディアを使 って単に楽 しくするのではなく､学ぶこと

そのものがプレイフルなんだということを子どもたち

に伝えたのだと思います｡ こういうことを､私はセサ

14

ミス トリー トから学びました !

5 cAMP(ChildrentsArtMuseumandPark)

と constructionism

次に関西文化学術研究都市のcAMP(大川センター)

で行われている新 しい ミュージアムの活動をご紹介 し

たいと思います｡cAMPでワークショップをなさっ

ている森秀樹さんがここに来 られていますので活動の

紹介を していただきたいと思います｡ じゃ､森さん､

ヴィデオをスター トさせますのでよろしくお願いしま

す｡

(森)

この映像はクリケットを使 ったワークショップです｡

ク リケットは MITMediaLabで開発 された小 さな

コンピュータで､コンピュータ上でプログラムするこ

とができます｡ このワークショップはいろんな素材を

用意 して､それとクリケットとモーターとセンサーを

組み合わせておもちゃをっ くるというものです｡ これ

は小学校 4年生の男の子が初めて作 った作品です｡男

の子はす ごくロボットとか車に興味があるみたいで､

はっておくと､ 7割 ぐらい車かロボットをっ くるんで

す｡ クリケットにはいろんなセンサーとかスイッチも

付けられるので､すごく複雑なおもちゃを作ることが

できます｡例えば､ これは白い船が近づいていくと､

温度センサーが感知 して耳を振るとか､光の明るさの

ちがいで走 り方を変えるとか､いろんなことができま

す｡

今までは大川センターという京都の施設だけでワー

クショップをやっていたのですけれど､ これからはい

ろいろなところで､ このクリケット･ワークショップ

を開催できないかと現在検討 しているところです｡

(上田)

森さん､ありがとうございました｡ ここに当事者が

お られて詳 しくお話が聞けてとて も- ッピーで した｡

ここで少 しcAMPの活動の背景 となっていることを

お話 したいと思います｡森さんのお話にもありました

ように､クリケットというのは､MITのメディアラ

ボで開発されているのですが､.私 と MITの研究者た

ちとの出会いは､私の 2度目のアメリカ留学の時です｡

もう少 しこどもとテレビのことを研究 しようと思 って

ボス トンに戻 った時です｡セサ ミス トリー トの時はテ

レビジョンが先端テクノロジーだったのですが､今度
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は コ ンピュー ターだ ったんです｡ Object-to-think-

withのところでお話 しま した シーモア ･ペパー ト教

授 が､ learningandepistemologygroupを率 いて

Logoというこどものためのコンピュータ言語を開発

して､まったく新 しいコンピュータを使 った教育理論

を 提 唱 して い ま した ｡ ジ ャ ン ･ ピ ア ジ ェ の

constructivism(構成主義)という認識論を基底に した

constructionismです｡この考えの中核となるのはラー

ニング ･スルー ･デザインという､モノを作ることを

通 して学ぶということです｡そしてさらに､ この活動

を他者と協調 して学ぶというラーニング ･イン･コミュ

ニティーズという考え方が登場 してきます｡ これはロ

シアのグィゴツキーの発達理論に影響を受けたもので､

学びは社会的 ･歴史的 ･文化的文脈 と結びついている

という社会的構成主義の学習観によるもので､学習共

同体の中での学びを重視するという教育の流れが生ま

れて きます｡そして､ コンピュータというテクノロジー

も今までのティーチングマシンというイメージから､ ラー

ニングマシンへと変わっていきます｡私がその頃出会 っ

た MITの音楽と認知科学の教授である､ ジーン･バン

パ-ガ～という人が Logoをベースにしたロゴ ･ミューッ

ジックという言語を開発 していました｡ 彼女 は､The

ReflectivePT･aCtitioner:How ProfessionalsThinkin

Actionという本を1983年 に出 してセ ンセーションを

起 こした ドナル ド･ショーンという MITの哲学者 と

一 緒 に学 びの研 究 を して い ま した ｡ シ ョー ンは

reflectiveconversationwithmaterialsinasituation

と言 うキーフレーズを使 って､｢反省的実践家｣ とい

う専門家概念を世に問 うたので した｡ このキーフレー

ズの中のそれぞれの単語に注目してみましょう｡ リフ

レクティブというのは日本語では反省的､内省的とい

うことなんですけれど､モノごとを リフレクティブに

吟味 しなが ら探求するという感 じですね｡ そ して､カ

ンパセーションということですが､何 と会話するかと

いうと､マテ リアルズ｡ これは､例えば課題であった

り､先ほどの cAMPでの活動であれば､ こどもがク

リケットを使 って動 くおもちゃをつ くるときの､自分

が今っ くっているおもちゃとの対話､あるいはそれを

動かすプログラムとの対話です｡さらにその活動が起

こるシチュエーションが大切になってきます｡学びの

文脈､状況ですね｡学びが協調的な雰囲気の中で起こっ

ているかとか､その場にいる人たちがお互いの リソー

スになっているか､ ヴィゴツキ-流に言 うと､多元的

な最近接発達領域 (一人でできることの範囲で活動を

行 うのではなく､あの人の助けがあればこんなことも

達成できるという希望のゾーン)がっ くられているか

どうかなどが探求には必要だということです｡バ ンバー

ガーはショーンの考えかたを受けて､学びとはある状

況での課題 との反省的な会話であるということを言 っ

ていました｡バ ンバーガーはコンピュータを リフレク

ティブなラーニング ･マシンに仕立て上げようとして

いたのです｡

cAMPはこの考え方をワークショップという文脈

に埋め込んで未来の反省的実践家を育てようとしてい

るのではないで しょうか｡ このような学びを実現する

ためには､知識伝達型の授業ではなく､ ワークショッ

プ型の学習環境をデザインする必要があります｡課題

とそれを遂行する適切な道具､そ して学びが生起する

文脈/状況をデザインするという､従来の教授設計学

(ⅠnstructionalDesign)を超えた学習環境 デザイ ン､

ラーニング ･デザイン (LearningDesign)の方法を

開拓 していく必要があります｡

今 日のテーマであります展示のデザインも､知識伝

達型ではなく､来館者がオ リジナルな展示 と反省的会

話ができ､他の来館者 ともインタラクションできる場

をどう構成するかという新たなキュレイションのかた

ちを模索 していくことが課題となって くると思います｡

この 2日間の研究会で何かの糸口が採れるといいです

ね｡

6レッジョ･エミリアの挑戦

cAMPはアー トとテクノロジーを融合 した先端的

なワークショップができる世界でも数少ないチル ドレ

ンズ ･ミュージアムだと思います｡cAMPを訪れた

人は感 じると思いますが､ ここに来るとこどもも大人

も､ ワクワク､ ドキ ドキして ｢モノづ くり｣に夢中に

なって しまいます｡cAMPで行われている魅力的な

ワークショップが､プ レイフルで､創造的で､協同的

な空気感を生みだ しているので しょう｡ 私 は 3年前

に FosteringCreativity とい うプ ロ ジェク トで北

イタリアの レッジョ･エ ミリアにある幼児学校を訪れ

ま した｡ ここで行われているプロジェックチオーネ

(progettazione)と呼ばれているプロジェク ト活動を

見たとき､｢あ?､僕がイメージしていた学びの活動が

すべてここにある｣という衝撃を受けました｡このレッ

ジョ･エ ミリアのチームが--バー ド大学教育大学院

の projectZero(HawardGardnerや DavidPerkins

率いるアー トと創造性教育研究チーム､http://www.
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pz.harvard.edu)と協同で MakingLeaningVisible

という本を出版 しました｡このタイトルは､レッジョ･

エミリアの教育実践の中心となっているドキュメンテー

ション (実践記録)の重要性を表現 したものですが､

｢学びそのものを可視化する｣ というフレーズが私に

はとても印象的で した｡

レッジョ･エミリアは社会的構成主義のメッカみた

いな所です｡ここでの幼児教育は､一見すると芸術教

育をやっているように思 うのですが､ リスニングの教

育学 (listeningpedagogy)なのです｡表現活動を通 し

て感受性を磨いていくのですね｡私がちょうど行った

ときには､葉っぱをとってきて､葉っぱの緑色を絵の

具で調合 していたんです｡その横で他のこどもたちは､

セロ-ンを使って葉っぱと同 じような色をだす｡光の

調合をしているのですね｡絵の具と光とでは色の混ぜ

方が違いますよね｡ 同じ色をっ くるためには､葉 っぱ

をじっくりとみないといけないのです｡また､別の部

屋では､葉っぱのにおいをシンセサイザーで音として

表現 している｡ 幼児学校そのものがア トリエなんです

ね｡そこにはア トリエリスタとペグゴジスタという人

たちがいます｡アトリエリスクは芸術家教師と呼ばれ､

一つの幼児学校に一人います｡ペグゴジスタは教育学

者で､いくつかの幼児学校をかけもちしてます｡ もち

ろんそれ以外にそれぞれのクラス担当の教師がいます｡

16

このような環境の中でこどもたちは､対象物をじっく

り見て味わうということを日常的に経験 します｡ ミュー

ジアムでの学び､特に展示を通 しての学びを考える時､

このレッジョ･エミリアの実践は､私たちに何か大切

なことを語 りかけているような気が します｡

7 ミュージアムのネキス ト･ジェネレーション

今日は､私の今までの経験をベースにして､私自身

が描いている学びのイメージについて語ってまいりま

した｡ ミュージアムの展示を学習環境として捉えると､

ミュージアム空間がよりダイナミックな世界へと広がっ

ていくのではないかと考えたからです｡ ミュージアム

も今新 しい世代へと移行 しっっあるように感 じます｡

今日ご紹介 しました ドナル ド･ショーンのキーフレー

ズ reflectiuecoTWerSation with Tnaterials in a

situationを､一人ひとりの来館者が展示を通 して経

験する､こんな対話空間が ミュージアムで実現できれ

ばすぼらしいなというのがこのキーノート･ワークショッ

プの私の意図です｡｢展示室におけるコミュニケーショ

ン･展示と人 ･人と人｣というテーマをこの 2日間か

けて討議 していく上で､私の話がみなさんの語 りとリ

フレクションを少 しでも誘発できれば幸いです｡すぼ

らしい展示の未来が立ち現れてきますことを期待 して

います｡今日はお招きありがとうございました｡
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｢なぜコミュニケーション? どんなコミュニケーション?

ダイノソアファク トリーでのプログラムの例から｣

井島真知

(林原自然科学博物館)

林原自然科学博物館の井島です｡岡山に本拠地を置

く博物館ですが､まだ岡山の展示施設は準備中です｡

今日お話 しするダイノソアファク トリー (以下 DF)

は､2002年の 9月から東京の有明で､松下電器産業と

林原自然科学博物館が共同で運営 している展示施設で､

林原にとっては初めての常設展示です｡私は今､DF

の展示 (小規模ですが､新 しい展示をっくることもあ

ります)やプログラムの開発､現場の運営に関わる仕

事をしております｡

さっき上田先生からリフレクティブ･プラクティショ

ナ-という言葉がありましたが､私がアメリカの大学

で博物館教育を勉強 していたときに､そこの先生に､

私たち自身が ｢リフレクティブ ･プラクティショナ-

であれ｣と言われていました｡これからする話も､オー

プン以来の実践の中で､スタッフ同士で話を したり､

または外部の方々と交流 し､エデュケーターとしての

私が DFでの人 と人 とのコミュニケ-ションについ

て リフレクションをしてきた､そんな話になります｡

DFについて､ まず簡単に説明 します｡ まず ｢ダ

イノソアファク トリー｣という名前ですが､これは恐

竜 (ダイノソア)について､化石や地層の事実 (ファ

ク ト)を集め､そこか ら恐竜の姿や生 きていた時代

の物語 (ス トー リー)を科学者たちが科学的に復元

していく場所 (ファク トリー)という意味が込められ

ています｡ロゴを見ていただくと (資料 1)､
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上に ｢PanasonicDigitalNetworkMuseum｣､ そ し

て､下に林原自然科学博物館のロゴがあります｡DF

がこの 2社の共同運営であるのがわかると思います｡

パナソニックとしては､博物館のような公共施設での

デジタルネットワークシステムの可能性を示すという

動機 もあって､林原と一緒に展示を造ったわけです｡

DFの展示概要

見学には携帯情報端末 (PDA)を使用 します (写

真 1)｡

(写真 1)FACTスコープと DFでは呼んでいま

すが､ これを一人ひとりに貸 し出 します (入場料に含

む)｡館内にあるスタンドに PDAを近づけるとブル

ー トゥースの無線通信で位置確認をし､その場所にあ

った話が聞こえて くるというシステムです (写真 2)

｡標本や展示物についている番号を PDAで選択する

とさらに詳しい話を聞くことが

できます｡展示場に入 ると､最初のエ リアは標本

倉庫です｡PDAで聞こえて くる話は､そのエ リアの

仕事を担当する研究者の語 りです｡研究者がどんな視

点で物を見て､どんなことを考えているのかが30秒か

ら1分 くらいの話で聞こえ

てきます｡次に進むと発掘現場の様子です｡林原自

然科学博物館はモンゴル古生物学センターと共同で､1

0年以上にわたってモンゴル ･ゴビ砂漠で発掘調査をし

ています｡ここでは95年にブギンニッァフという場所

で発掘をした時の出来事をもとに展示をっくっていま

す｡床が写琵博研報 2006 No.2



真になっていて､発掘時の骨の状態が見えるようになっ

ている他 (写真3)､地質調査の様子や､ 2カ月 ぐらい

キャンプを しなが ら過 ごす発掘現場での生活の様子を

見ることができます｡ ここでの語 り手は発掘隊長のワ

夕べです｡

(写真 3)発掘現場か ら持 って帰 って

きた後は､化石を詳 しく調べていくための準備作業を

行いますが､次のエ リアではそのようすを見ることがで

きます｡岩石か ら化石を取 り出 したり､ レプ リカをっ

くったり､骨格を組み立てたりという仕事です｡プ レバ レークーという化

石技師たちがいるのですが､そのチーフのマツモ トの

語りによって､どんなところに注目して作業を している

のか､どんな工夫を しているのかをみることができま

す｡最後はいろいろな研究が進む場面 ということで

､恐竜の骨格や､卵､足跡化石などがある研究 ドック

というエ リアです (写真4)

｡ ここでは､それぞれの標本について､どんなふ うに

研究がすすんでいるのかを見ることができます｡18 (写真 4)DFのスタッフ構成展示室には､

エデュケ-クーとナビゲーターという2つの職種を置

いています｡ナビゲーターは､ 日々の展示室運営に責

任を負 う職種です｡PDA の貸 し出 しや返却､使い方

の説明､その他機器のさまざまなメンテナンスの他､

質問対応 も含め､見学途中の利用者をサポー トします

｡エデュケーターは､よりプログラム開発に重 きを

置いた職種です｡DFでは展示室でいろいろな

プログラムを行 っていますが､新 しいプログラムを開

発する他､展示室で見て明 らかにうまくいっていない展示

があれば､改善を しています｡それ らを企画 し､実施 し

ていくのがェデュケーク-で

す｡資料 2では真ん中が重なっています｡エデューク

ーは展示やプログラムの開発をするときにはバ ックヤ

ードでの仕事が多 くなりますが､展示室に立っ仕事

も同様にあります｡展示室での活動がプログラム開発の基



り手である本人が現れるというわけです｡以上が展示

室でのコミュニケーションに関わるスタッフの構成で

す｡

サイ′ l/777アウトJJ-61入管･'17

(資料 2)DFでのコミュニケーショ

ンの考え方DFでは､人と人とのコミュニケーショ

ンが利用者の経験をより豊かなものにすると考えて展

示を開発 し運営 していますが､人と人とのコミュニケー

ションは､大きく2つに分けられると

思います｡ひとつは利用者同士のコミュニケーション

(例えば親子や友達同士でのコミュニケーション)で

､ もうひとつはスタッフと利用者とのコミュニケーシ

ョンです｡その両方を含めて大事にしようと DFでは考えて

います｡DFではCS(カスタマーサティスファ

クション/顧客満足)理念を定めています｡展示を開

発するときに､スタッフの行動指針としてつくった文

章です｡幾つかある中から､ここでは特にコミュニケ

ーションに関わるところを抜粋 して

みました｡･ いっしょにきた友人/家族との粋を

さらに強められるよう

に支援する･ スタッフとビジターが積極的なふれあ

いを通 じ､ビジターがより満足を感 じられる

ようにする最初の文章が利用者同士のコミュニケー

ションの促進､ 2つ目がスタッフと利用者のコミュニ

ケーションを促進することを意味 しています｡ しか し

､どうしてコミュニケーションを大事にするのか､そ

してどんなコミュニケーションが良いのかについても

う少 し掘 り下げて考えていかないと､現場で微妙なず

れや悩みが出てくることがあると､運営 3年目に入っ

て感 じています｡例えば､｢人がいた方がうまく説明

できるし､わかりやすい｡それが展示室でコミュニケーションす る意味だ｣と言ってしまうと､展示自体のコ

ミュニケーションカに限界があって､それを補 うため

に人がいるようにも思えます｡また､どんなコミュニ

ケーションなのかについても､｢押 し付けではないコ

ミュニケーションをしよう｣｢教え込むのは良 くない

｣ とみんなが賛同 していても､では具体的にどうした

らいいのかとなると､スタッフはそれぞれ悩みがある

わけです｡そこで､コミュニケーションのあり方に

ついて改めてよく考えてみると､その基本に､私たち

が ｢学び｣をどういうふうにとらえているのか､があ

るように思いました｡私たちは展示室が利用者それぞ

れにとって意味のある学びの場になったらいいなと思

っていますが､ところで ｢学びの場｣とは何なの

でしょう｡利用者の学びにスタッフはど

う関るのか私たちが考えているのは､利用者が博物

館から新 しい知識を受け取るという学習モデル (資料

3)ではありません｡ 博物館が持 っている知識が ｢は

い､知識ですよ｡ どうぞ｣とそのまま利用者に移動す

るのではない､そもそも知識とはそんなふうにボンと

渡せるものではないと考え

ています｡それよりも､利用者が周 りの環境 (博物

館展示)と関わることによって､自分との関係や意味

を兄いだすこと自体が学びであると考えています｡周

りの環境と関わったときにうまれて くる (上田先生

のお話で も｢構築する｣という話が出てきましたが)｢そ

の人にとっての意味｣を､｢知識｣ と呼んでいいので

はないかと思 うのです (

資料 4)0そう考えると､私たちスタッフが博物館

で利用者と関わるときに重視するのは､資料4の矢印の

部分です｡人が周 りの環境とどう関わり､そこで自分

との関係をどう兄いだしているのか､そのプロセスそのものを学

(資料 3



まわ りの環境
(博物館展示など)

ヽ 仁 王′
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(資料 4)びと

考え､促進 していこうと思っています｡ちょっと違

う言い方をしてみます｡展示室にいると､よく利用者

から質問を受けます｡そのときに､資料3のような､

博物館から知識を受け取る ｢受け身な利用者像｣に立

った場合､スタッフはどういう工夫をするかというと､受け渡すべき知識の内容をきちんと整理

することによって､利用者にわかりやす くしようとし

ます｡簡単なものから難 しいものへとちょっとずっ段

階を追って説明すべく､伝える内容を整理するわけで

す｡例えば､A を理解 してもらうためには､Bを

先に知っておくべきだ､というふうにカリキュラム的

なものをっくるかもしれません｡利用者に応 じて対応を

変えたとしても､それは､今その利用者がカリキュラ

ムのどの段階にいるのかを考えるだけで､利用者を見

ているのではなく､博物館がもっている_知識の内容を

中心に考えているわけです｡では､資料 4の'f

デルに立っとどうなるで しょう｡わかりやすくしようと

工夫をするのは同 じですが､資料 4の矢印の部分でど

んなことが起こるかに注目します｡そうすると､伝え

るべき内容の順序はあまり重要ではなくなります (実

際の利用者が博物館が想定 した順序どおりにものを見て

考えないことは､みなさんも経験上感 じていると思い

ます)｡利用者が周りの環境､つまりは展示のどこを見

て､それを何と関連付けて､どんなことを考えているの

かを観察 し､想像 し､または会話をしながら探ってい

く｡ その上で､展示と利用者の関連が深まるように工

夫をするのです｡獲得されるべき知識そのものでは

なく､展示と積極的に関わる利用者自身に注目したと

き､スタッフとしてのふるまいは､かなり違ってくる

のではないかと思います｡さて､利用者が展示と関

わるとき､そのプロセスは､単に利用者一人の心の中だ

けで起こるのではなく､-20 緒に行った人や博

物館のスタッフとのコミュニケーションの中で起 こり

ます｡ コミュニケーションによって､展示により興味

を持 って積極的に関わるようになる､親 しい人と話をし

ながら見ることで展示と自分をより関連付けやすくなる

､そういうことが起 こるのではないかと思います｡そ

れが､私たちが展示室のコミュニケーションが重要だ

と考える理由です｡もう少 し具体的に考えてみます

｡例えば一緒に行 った人はもちろんですが､見知 らぬ

人でも､はかの人が面白そうに見ていると ｢何だろう｣と思 って

､自分 も興味を持って見るようになります｡また､同 じ物

を見ていても､ほかの人が違 う感想



と思 うのは､利用者の方々が展示を見て思ったことを

報告 して くれるときです｡ ゴビの発掘のところでは､

発掘の経験のある子どもが ｢僕､ どこそこに行 って､

こうやって掘って-･｣と話をしてくれます｡また､年

配の方が ｢息子が考古学の仕事をしていまして-｣と､

個人的な話をしてくれることもあります｡そこで考古

学と古生物学の違いを説明するよりは､その人が両者

に見出した共通点を共有 しようと思ってお話を聞いて

います｡また､いろいろと質問を受けてお話をしてい

たら､最後に ｢発掘調査は山登りと同じですね｣と言っ

た方 もいました｡キャンプをして､物資を調達 して､

数 ヶ月間チャレンジするところが同じだとおっしゃい

ました｡先日は､小さい子どもが恐竜を見ていて突然

｢この間家族と茨城に行 ったらね｣ とそこのお土産屋

さんで､木でつ くる恐竜のパズルを買ったことを熱心

に話 してくれました｡私 も ｢それってどんなかたちな

の?｣と聞きながら､恐竜のからだのかたちの話をし

ましたが､こういう利用者に出会うと､感情面での場

づ くりには成功 したかなと思います｡そして､利用者

が自分のそれまでの経験と展示を何とかして結び付け

ようとしているようすを垣間見るような気が します｡

感情面としてもう1つ私たちが重視 しているのが､利

用者自身の達成感や満足感､知的興奮です｡私は､博

物館などで学んで楽 しかったときに､学んだ中身は忘

れてしまっても何かすごく楽 しかったという感覚だけ

は覚えていることがあります｡DFに来た人 も､別に

恐竜の名前や細かいことは忘れてしまっても､博物館

に行ってすごく楽 しく学んだという経験をしたら､ま

た博物館に行ってみようと思うかもしれないし､次に

同 じような トピックに出会ったときにより積極的な気

持ちで関わっていくことができるのではないかと思い

ます｡ こういう場合､資料3のような学習モデルに立

つと､何 も知識を得ていないことになってしまうかも

しれません｡ しか し､私たちは知的興奮や満足感とい

う感情が生まれたこと自体 も学びだと考えます｡その

後の人生でその人の経験の幅がより広がるような､例

えば ｢また博物館に行 ってみよう｣ とか､｢古生物､

面白そうだな｣とか､ポジティブな感情がうまれるよ

うな経験をっくりだしたいと思っています｡

｢恐竜博士への道｣プログラム

では､｢恐竜博士の道｣ というプログラムを例に､

コミュニケーションや雰囲気づ くりの具体的なお話を

していきたいと思います｡

｢恐竜博士への道｣は春休みと夏休みに実施 してい

るものです｡展示室内に指令書を置いておき､利用者

が自由に手に取 って進めていく形式です (写真5)｡

(写真 5)指令書には指令がいくつか書いてあって

､それを解いていくと最後に恐竜博士に認定されます

｡クイズラリーやスタンプラリーのようなものですが

､私たちは｢単なるスタンプラリーじゃないぞ｣ とい

う心意気で行っています｡どこかに答えが書いてあっ

て答え合わせをするとか､答えを見つけてスタンプを

押 していくのではなく､指令の答えはス.タッフに言い

に行 くという仕組みになっ

ています｡ふだん展示室で利用者と接するときは､

スタッフから話 しかけることが比較的多 くなるのです

が､そうすると無理やり話 しかけているような気 もし

てきます｡利用者は基本的に親切なので､ うるさいな

と思っても静かに聞いて くれます し､｢ありがとうご

ざいます｣と言 って帰 っていきます｡ しか し､｢こち

らがおもしろいと思 う情報を押 し付けているのではな

いか｣という不安がスタッフ側には常にあります｡また

､DFの場合､PDAを持 っている人に話 しかける

ことになるので､せっかく解説を聞いているのに邪魔

をしているのではとの不安 もあります｡ もちろん､標

本を持 って琵博研報 2006 No.2



話のきっかけをっくるなどいろいろな工夫はしている

のですが､それでも話 しかけるタイ ミングに悩むこと

も多いのです｡そこで､この指令を機会に ｢利用者か

ら話 しかけてもらう｣構造をつ くることにしました｡

普段は展示室での観察によって､その人が興味を持ち

そうなことを判断 して話 しかけていますが､指令をう

まくつくれば､利用者が展示のどこを見て､どんなこ

とを考えているのか､利用者の方から話 しかけてもら

えるだろうと考えたのです｡

このプログラムでまず気を使うのは指令づくりです｡

指令が利用者の行動を左右することにもなるので､い

ろいろ悩みながらつくっています｡まず大切にしてい

るのは､指令を基にした交流が単なる答え合わせにな

らないようにすることです｡

例えば ｢ブラキオサウルスの後ろ足の指は何本でしょ

う｣ という指令にして しまうと､｢5本｣ と言 って終

わって しまいます｡｢ほかの恐竜は違 うか ら見てみて

ね｣程度の促 しはできますが､結局はどれがブラキオ

サウルスか､そして､足の指の数をちゃんと数えられ

るかどうかが重要になってしまって､正解､不正解を

問うことになってしまいます｡それよりも､展示室内

のいろいろなものがヒントになるような指令にしたい､

例えばある特定の解説を PDAで聞かないとわからな

いという指令は避けたいと思いました｡指令は､利用

者が展示をよく見るように､ちょっと背中を押す役割

を果たします｡そうした後押 しを受けて､利用者が展

示とより積極的に関わり､そこでいろいろな意味や関

連付けがうまれてはしい｡そして､そういう意味付け

や関連付けは人それぞれいろいろとある､ということ

を大事にしたいと思って指令をつくっています｡

例えば､｢発掘調査に行 くときはどんなものを持 っ

ていく?それは何に使 うのかな?｣という指令があり

ます｡これはゴビ砂漠の展示室で解 く指令です｡展示

室を見渡すと､発掘 した化石を持って帰るときに使 う

石こうや水､ シャベル､スケッチしたりメモを取るた

めの道具など､いろいろなものが置いてあります｡発

掘隊は2カ月間を砂漠で過ごしますので､調査用の道

具はもちろん､食べ物など生活に必要なものも持 って

いくことがわかります｡発掘調査といっても骨を探す､

掘る､化石を持って帰るための準備をする､地質調査

に行 く､毎日のご飯をつ くるなど､いろいろな側面が

ありますので､どれに使 う道具でもよいというのがこ

の指令です｡

利用者は､｢これだ｣ と思 った答えをスタッフに伝

22

えます｡たまたま最初に見つけたものを言 ってくる場

合や､一番気になったものを言 ってくる場合など､い

ろいろなケースがありますが､指令の答えを聞けば､

利用者が発掘につかう道具として何に気付いたのかは

最低限わかると思っています｡答えを話 しかけてもらっ

たら､今度は ｢それはどんなふうに使 うのかな｣など

と問いかけて､一緒に考え､関連する展示や標本を一

緒に見る､という流れで実施 しています｡

利用者からの答えを受けたスタッフは､｢そうだね｣

で終わるのではなくて､そこで多少コミュニケーショ

ンを します｡例えば､｢この研究 ドックにいる恐竜を

1つ選んで､君がどんなことを知りたいか教えてくれ｣

という指令の場合､｢恐竜の大きさを知りたい｣と言っ

てくる子 もいます｡すぐ側に全身骨格が展示されてい

るのだから､大きさはわかるだろうに-とも思います

が､｢どうやったら大 きさがわかるかな｣などと問い

かけながら､その子がどんなことを考えているのかを

探っていきます｡この指令では､知 りたいことをどう

やったら調べることができるのかを話せたらいいなと

思っていたので､場合によってはその恐竜の横を一緒

に1歩､2歩と歩いて測ってみます｡これは発掘のフィー

ル ドで研究者たちが実際に行 う方法で もあるので､

｢実際に恐竜を調べる人 もこんなふ うにして測ってみ

るんだよ｣と話すこともあります｡また､子どもによっ

ては､ばらばらで見っかった骨からどうやって全長を

知るのか､ と考えている場合 もあるので､｢骨を並べ

てみたらわかるかな｣｢見つかっていない骨のことは

どういうふうに考えたらいいかな｣などの問答をする

ことになります｡

指令をっくるときには､展示や標本の観察を促すこ

とも大事にしています｡スタッフに答えを話 しにくる

前に､一緒に来た人同士で展示を観察 して､会話が促

進されたらいいなとも思 っています｡

観察を促すといっても､いろいろな答えがあるとい

うことも大事にしたいので､｢○○を探 してみよう｣

という指令はあまりつ くっていません｡プログラムの

運用上､ 1カ所にみんなの答えが集中 して しまうと､

その近 くで問答をすることになるので､ 1カ所が集中

的に混んでしまう上､答えがほかの人にもバレてしまっ

てつまらないので､答える場所が散 らばるように配慮

しています｡

とはいえ､｢タルポサウルスの肋骨を探 してみよう｣

という､答えをひとっに絞るタイプの指令を実施 した

ことはあります｡ リピーターの子どもたちの話による
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と､この指令は割と印象に残 ったようです｡床の発掘

現場の写真の中から､比較的見てわかりやすい骨を選

び､その骨のかたちを書いたカー ドを渡 して､その骨

を床の写真から探すという指令で した｡肋骨以外にも

しっぼや足の指の骨など､ 3種類のカー ドを用意 して､

答えの場所がある程度ちらぼるようにはしておきまし

た ｡

答えをひとつに絞 らないようにと思うと､指令自体

があいまいになって しまう危険もありますが､この指

令は何をしたらよいのかがすごく明確だったと思いま

す｡また､そんなにすぐ探せるものでもなく､床をじっ

と見る必要があったこと､そして､いったん骨のかた

ちが見えてくると､カー ドにある骨だけでなく他の部

分 もどうなっているのかがわかってくるので､利用者

にとってはチャレンジと達成感が十分に味わえたので

はないかと思います｡指令の明確さ､そして､チャレ

ンジと達成感のバランスの 2点が､この指令が印象に

残った要因だったのかもしれません｡

この指令の問答では､子どもたちが骨をどういうふ

うに見ているのかがわかって面白かったです｡ しっば

には1本の長い骨が入っていると思っている子も多 く､

ろっ骨をしっばの骨だと思って探 している子 もいまし

たO答えを 1つに絞った指令でも､スタッフとの問答

の仕方を工夫 し､探すプロセスを共有すれば､利用者

が展示をどのように見ているのかを探ることはできる

のだなと思いました｡

今は､春休みに向けて次の指令を考えているところ

です｡これで恐竜博士プログラムも5回目です｡ リピー

ターもいるので同 じ指令にするわけにもい かず､まさ

に生みの苦 しみの最中です｡今のところ､次は ｢君だっ

たらどうするシリーズ｣で考えています｡

スタッフに求められること

このプログラムは結局のところ､そこに関わるスタッ

フがその成否を決定 します｡利用者が答えを言 ってき

たときに､利用者が言っている意味をよく考えて､そ

れに沿った問答ができるように､スタッフひとりひと

りが十分に気をくぼる必要があります｡

DFには約20人のスタッフがいますが､全員がこの

プログラムの問答に関わるので､展示室でのコミュニ

ケーションのあり方について事前に以下のような共通

認識を持つように努力 しています｡

まずよく聞くこと｡ これは利用者が言っている意味

を理解 しようということです｡例えば､｢ティラノサ

ウルスが何を食べたのか知 りたい｣という答えの場合､

スタッフは ｢これで歯の話ができる｡ 肉食と草食の歯

のちがいの話 しをしよう｣と思ってそれを一方的にしゃ

べって しまうかもしれません｡ それが､利用者の意味

していたことと一致する場合 もありますが､ もしか し

たら利用者は肉食/草食の話ではなく､ティラノサウ

ルスがどんな恐竜を食べていたのかを知 りたいと思 っ

ている可能性 もあります｡同 じ言葉でも､スタッフの

想定 した意味とは違 うこともあるので､どういう考え

からその言葉を発 しているのかを､常に注意深 く考え

て話 していく必要があります｡

2番目は､利用者の答え (意味)をまず認めるとい

うことです｡スタッフが想定 していた ｢正 しい｣答え

と違っていても､それをまず聞 く｡ そして､その人が

何と結び付けて､どうしてそういうふうに言 っている

のかをよく考える｡ そして､その考えを大事にしてい

ることを態度で示す｡それは､｢安心 して思 ったこと

を話 してね｣と､利用者の感情面に配慮 していくこと

にもなります｡ しか し､肯定する､共有するといって

も､｢すごいね｡よくわかったね｣ という空虚な褒め

言葉で終わらせず､どこがすごいと思 ったのか具体的

にするように意識 しています｡そのためには､利用者

が見つけたものを一緒に見に行 って話す｡物を介 して

具体的に話 してみるのはよい方法だと考えています｡

3番目が､指令の答えを聞いたらちょっと話を膨 ら

まそうということです｡DFのことはスタッフが一番

よく知 っているわけです｡指令の答えに関連すること

で利用者がまだ気付いていないことがあったら､スタッ

フから ｢こんなのも見てみたら?｣｢こういう場合は

どうだろう?｣と促すことができるで しょう｡ ただ､

その人にとって関係のない話をべらべら話 してしまい､

終わってみたら最初と最後の話がまったく関係ない内

容になっていた､というのはダメです｡

また､混雑時にはひとりのスタッフに指令の答えを

言 う人の列ができて しまうことがあります｡そういう

ときには逆にその状況を利用 して､来た人同士が考え

たことを話 し合えるようにしてもいいのでは､と提案

しています｡ただ､他の人がいるとどうしても話せな

いタイプの子 もいるので､そこには配慮するようにし

ています｡

資料5は､事前にスタッフに配 っているものです｡

恐竜博士プログラムでは本当にさまざまな回答が来る

ので､展示室の中で何と何がどういうふうに関連する

のか､利用者がどういう関連付けをする可能性がある
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のかなどを､あらかじめ整理 しておくと､安心 して問

答ができます｡話の順序 (学ぶべき順序)を決めてお

くのではなく､いろいろな トピックの関連性を想定 し

ておくことに重 きを置いています｡資料5は ｢恐竜を

組み立てるときはどんなことを考えるのかな｣という

指令に関連 した資料です｡

(資料 5)プログラムを実

施 していると､｢こういう結び付き方があったか｣

｢この人はこういう経験と結び付けているんだな

｣と新 しい発見もたくさんあります｡この資料 も､プロ

グラムを実施 して利用者と話 しているうちにどんどん要

素を書き足 していくものとして位置付けています｡

恐竜博士のプログラムは､問答を通 じて利用者のいろい

ろな見方に気づかされると共に､自分が実践 している

問答が､DFが大切にしている学習観やコミュニケーション観に照 らしてうまくいっているか

どうかを振 り返る機会にもなります｡｢うまくいっ

た｣ というときもあるし､｢ちょっと失敗 した｣ とい

う時もあって､スタッフ自身の勉強にもなるプログラ

ムです｡以上が恐竜博士プログラムについてですが

､最後にDFの ｢学習観｣ と ｢展示のメッセージ｣

について少しお話 したいと思います｡展示のメッセージと

はこれまで話 してきたように､｢利用者ひとりひ

とりが自分のまわりの環境と関わる中でそこに意味を

兄いだ していくプロセスを学習 ととらえる｣ と言 うと

､｢じゃあ､博物館のメッセージは要 らないじゃない

か｣という話が出てくることがあります｡｢メッセ

ージを明確にして展示をつくるべき｣ということは､メ

ッセージを押 し付けることにつながり､｢ひとりひ

とりの意味づけを重視する学習観｣とは両立 しないの

ではないか､という問いです (後で述べます

が､私たちはこれ24 らは両立すると考えています)

0一方､ これらは両立できるという立場の発言でも

､矛盾を感 じるものもあ

ります｡例えば､ 1回博物館に来ただけで全部わか

るわけがないのだから､それぞれが感 じるところをもって帰ればいいのだ､

どこまで学ぶかは人それぞれだ､という説明です (資料6)｡



付けている点では､先の発言 と変わりません｡結局､

資料6､7の説明は両方とも､博物館の知識をそのまま

与えるという資料3の学習モデルに立 っているのでは

ないで しょうか｡

DFは､明確なメッセージをもって開発 した展示で

す｡展示開発の初期の段階でメッセージを文章化 し､

それを伝えるために個々の展示 トピックを選びました｡

展示室にあるすべてのことがメッセージを支持するよ

うにつくられています｡展示室に立っスタッフも､常

にメッセージを心においています｡資料4で示 した学

習モデルと展示のメッセージの両立について､私たち

の考えは以下の通 りです｡

資料 4のモデルにもう1回戻ってメッセージの位置

付けを考えてみると､利用者が関わる環境として展示

があります｡展示のメッセージを伝えるとは､その利

用者が関わる環境としての展示が ｢博物館がどんな方

法で､何を考えた (研究 した)ものなのか｣を明確に

示すことです｡それは､｢私たちが何者であるか｣を

示すことであって､利用者を同 じ考えに洗脳 しようと

いうことではありません｡利用者はどんな環境であれ､

自分の経験と関連付けながら意味を構築するものでしょ

う｡ しか し､せっかく展示という環境での関わりが生

まれるのだから､博物館が発する意味を明確に提示 し

て､展示室が ｢博物館の構築する意味｣と ｢利用者の

構築する意味｣との交渉がおこるような場になったら

よいと考えています｡

｢学習｣ として私たちが見つめるのは､｢メッセー

ジと同じ考えに利用者が到達 したか｣ではないのです｡

私たちが見つめるのは､博物館が提示 した意味 (メッ

セージ)と関わった利用者がどんなプロセスでどんな

意味を構築するのか､というところです｡展示開発や

運営に関わる全員が､博物館が構築する意味を共有 し､

明確に示すように活動する｡ と同時に利用者が展示と

関わった時に見出す意味をみつめ､その意味構築のプ

ロセスを促進する｡そうすれば､博物館の構築する意

味と利用者の構築する意味がぶつかりあったところで

何かがうまれるのではないか､そんなことを考えなが

ら日々実践 しています｡

最後は少 し概念的な話になってしまいましたが､今

回､自分たちの実践を振 り返 った結果､今のところは

このように整理 しています｡

質疑応答

(質問)

現場のスタッフがみな共通認識をもって活動できる

ようにするのがむずかしいと思うのですが､研修や日々

の情報共有などはどのように行っていますか?

(井島)

スタッフには､最初の研修で CS理念 (行動指針)

の説明をして､どういう心構えで展示室に立っのかを

話 しています｡あとは日々展示室に立ちながら覚えて

いくことになります｡現場で気付いたことがあれば､

私たちを含め先輩たちがア ドバイスするようにしてい

ますが､お客さんが目の前にいると､現場ではなかな

かやりにくいという悩みはあります｡

日々の対応に関 しては､一日のおわりの ミーティン

グで確認をしています｡毎日､エデュケーターはエデュ

ケーターで､ナビゲーターはナビゲーターで集まって

終業としています｡私はエデュケーターの ミーティン

グに出ていますが､そこで､どんな利用者がいて､ど

んな反応があって､どんな対応をしたかをお互いに出

し合 って､対応に悩むところがあれば皆で考えるよう

にしています｡そういう話 し合いを通 じて､コミュニ

ケーションについて､何を大切にしているのかをスタッ

フ同士で共有 していきたいと思 っています｡

また一番出勤者が多いのは土日なので､土曜日の開

館後に全員で残って ミーティングをしています｡ こち

らは､エデュケーターもナビゲ-クーも全員一緒です｡

先程お話 しした恐竜博士での対応に関する確認事項

も､｢博士プログラムが始まります｡ こういうことに

注意 してやりましょう｣というふうに､土曜 ミーティ

ングで話をしています｡恐竜博士のプログラムには､

利用者とのコミュニケーションについての考え方が凝

縮されているので､プログラムの説明というかたちで､

考え方の研修をしているつもりです｡

実際に博士プログラムで問答をしてみると､｢こん

な答えが来たけど､どういうふうに答えたらいいんだ

ろう｣ とか､｢こんな対応で良かったかな｣ とスタッ

フは日々考えさせられます｡博士プログラム実施中は､

バ ックヤー ドにノー トを置いて､そこに悩みや意見を

書き込んでいって共有するようにしています｡毎日み

んなで集まって話 し合 うことはむずか しいので､ こう

した方法をとっています｡

(質問)

普通に恐竜や生物 ･地学などの資料を展示 してある

場合に､そういうコミュニケーションは可能なのでしょ
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うか｡

(井島)

そうですね｡ 確かに恐竜の展示といっても､DF

では恐竜研究に関わる ｢人｣に重きを置いて､研究

のプロセスをみせていますので､人の姿が見えやすく

て､利用者 も自分との関連付けが Lやすい かもしれま

せん｡

私自身が林原自然科学博物館で働 くことになったと

きに､研究者がもっ ｢知識｣を､｢これが正 しいよ｡

自然はこうなっているよ｣と教えるような感 じになる

のかな､と不安に思ったりもしました｡展示物に対す

る利用者の多様な関連付けや意味付けを大切にすると

いう立場では､人文系の博物館の方が活動 しやすいの

かなあと思っていたわけです｡自然科学でも､地域の

自然というトピックであれば､身近な自然ということ

で利用者 もいろいろと関連付けをLやすいので しょう

が､恐竜ですと､人間はいない時代です し､発掘地 も

外国で身近でもない｡｢恐竜 ってこうなんだよ｣ って

教える要素が強 くなっちゃうのはいやだなあと思って

いたのです｡でも､どうやったらいいか分からないけ

れども､だからこそチャレンジだと思って､林原で働

きはじめました｡今では､DFでは､｢人｣や ｢思考

のプロセス｣を前面に出すことによって､利用者がい

ろいろな関連づけができるようになっているな､と感

じています｡ これがプロセス型の展示 じゃなかったら

どうなのかは､やってみていないので分かりませんが､

もし今後､そういう展示をっくることになれば､また

新 しい方法へのチャレンジになるとは思 っています｡

(質問)

PDAを使われているようですが､どんな機能があ

るのでしょうか｡

(井島)

PDA は､利用者のいる位置を確認 して､そこの解

説を呼び出すというのが基本的な機能です｡利用者が

どこの解説を聞いたかという履歴 も残 りますので､利

用者は､自分が見た場所の履歴を､あとでホームペー

ジで確認することができます｡ひとつひとっの PDA

に IDとパスワー ドを付与 していますので､それを入

力することによってインターネットで自分の履歴を見

ることができるのです｡PDAでウェブカメラを操作

して写真を撮ることができるスポットもあるので､そ
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れもインターネットで見ることができます｡博物館に

とっては､利用者が何時に入って何時に出たか､どこ

を見たか､という記録にもなります｡

(質問)

PDA を使わないで展示を自分で考えなが ら見たい

という人 もいると思 うのですが､そういう人を前提と

して､PDAを使わないコミュニケーションのプログ

ラムも必要なのではないでしょうか｡

(井島)

DFでは､パナソニック側の意向もあって PDA を

全員に貸 し出すということになりました｡そこで､せっ

かく全員に貸すのだからということで､展示を見る主

要なツールとして PDA を位置付けました｡ ただ､

PDA の使用については､DFのように全面的に使 う

のではなく､一部に限って使 う方法もあると思 ってい

ます｡また､DFでは､PDA だけが展示を見るため

のツールとは考えていないので､今日お話 した恐竜博

士の道をはじめ､PDA を使わなくても参加できるプ

ログラムも実施 しています｡

(質問)

利用者の年齢による違い､あるいは男女による違い

はありますか｡

(井島)

人それぞれで､いろいろな反応はあるのですが､年

齢によるちがいは特に感 じていません｡

先ほどちょっと紹介 しましたけれども､主な来館者

は小さいお子さんを持っ家族です｡ 平 日はビジネス関

係の人 も来ることがありますが､博物館側が展示をっ

くるときに想定 したのは､家族連れです｡家族連れと

いうのは結局異年齢の集団ですので､対象年令は明確

には決めませんで した｡

もちろん参照する経験が子どもの方が少ないという

ことはあるので､言葉遣いは､子どもでも分かりやす

いように注意はしましたが､恐竜というトピックにつ

いては､大人 も子どもも､ もっている知識は基本的に

あまり変わらないとも考えました｡ですから､子ども

だからとか､大人だからというようなことはあまり考

えませんで した｡

よくPDA というと､大人向けコンテンツ､子ども

向けコンテンツとわけることを考えるかもしれません
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がうちの場合はそうは考えずに､両方にわかりやすい

ようにしようということでつ くりました｡

男女差の話がありましたけれど､一般的に男の子が

恐竜好きというのはあるとは思います｡でも､女の子

で好きな子 もいっぱい来ていますので､それほど差は

感 じていません｡ 逆に面白いのは､｢女の子なのに､

この子は恐竜が好きなんですよ｣とお母さんが私たち

に話すことがあって､｢恐竜のことが好 きなのは男の

子｣という認識が広 く一般にあるのだなあ､と感 じさ

せられます｡あとは大人が ｢大人だけど楽 しめました｣

と感想を書いていくことがあって､恐竜は子どものも

のと思 っているのだなと思 うこともあります｡逆に､

｢子どもだけど楽 しかった｣ と書いていく子どももい

て､子どもは､博物館は大人が行 く難 しい所だと思っ

ているのかなあ､と推測 しています｡ これらの感想か

ら､利用者の意外な思い込みが見えて面白いですね｡

特に男女差というわけではありませんが､恐竜を組み

立てるための道具の工夫を紹介 しているところは､お

父さんが興味をもちやすいようだとは感 じています｡
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｢つくること｣を通して増幅されるコミュニケーション

佐藤優香

(大阪大学､国立民族学博物館*)

今日は民博でこの秋にやった実践を紹介させていた

だこうと思っています｡これまでわたしは､主に､

般的に ｢ファミリープログラム｣とよばれるタイプの

ワークショップのデザインをしてきました｡それとは

ちがって､今回お話させていただくのは学校でひとつ

の単元として取 り組んだものです｡およそ3ヶ月間同

じ子どもと継続的におつきあいしました｡民博で ｢国

立民族学博物館を活用 した異文化理解教育プログラム

の開発｣という共同研究会に参加 していて､そこで小

学校の先生と一緒にプログラム開発をする機会があり

ました｡その取 り組みの紹介を中心にお話を進めなが

ら､博物館でのコミュニケーションについて考えてい

きたいと思います｡とくに､コミュニケーションをゆ

たかにするための ｢つ くる｣という行為に注目してお

話 していきたいと思っています｡どうぞよろしくお願

いします｡

1.｢反省的実践家｣のための学びのデザイン

知の構成のための ｢きっかけ｣と ｢かかわり｣

先ほどからのお話で､｢学ぶ｣ ということについて

の話がたくさん出てきたのですが､私 も教育学の出身

で ｢学び｣について考える機会を､たびたび与えられ

てきました｡大学に､デューイ (JohnDewey)の研

究をしている先生がいらして､学部 ･大学院を通 して､

デューイによれば学ぶということは経験の再構成で

あると授業のたびにくりかえ しさかされてきました｡

デューイの言葉では continuousreconstructionof

experienceと表現 されていますが､ 先生 はこれを

｢絶えざる経験の改造｣ と訳 しておられました｡人が

他者やモノとの間で繰 り返される相互作用によって､

そのたびに経験が構成 しなおされ続けていて､それが

学ぶということにつながっていくということを､とに

かく何度 も授業の中で聞かされてきて､それが身体に

しみついているように思います｡それで､ゆたかな学

びの場としてのワークショップをデザインするときは､

経験することによってある対象に対する考えが更新さ

れていくような活動にしようとしているのだと思いま

す｡
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相互作用を繰 り返す中で経験を再構成 していくこと

が学びであるならば､博物館ではどのようなことがで

きるのだろうかということをずっと考えています｡そ

して､やはりそのような相互作用や経験を再構成する

状況への ｢きっかけ｣をデザインすることが､教育の

仕事ではないかという思いを持 っています｡それで､

ワークショップなどのプログラムを考えるときは､きっ

かけをデザインするとか､かかわり (コミュニケーショ

ン)をデザインするとか､という考えでやっています｡

デューイの考えをさらに発展させたのが､先ほどから

話題に出ているショーン (DonaldA.Schon)の ｢反

省的実践家 (reflectivepractitioner)｣という考え方

ですが､わたしも知識伝達型の学習ではなく､このよ

うな学び手が自らの知を構成 してく､という考えのも

とにワークショップなどをっ くっています｡ただ､わ

たしの場合は､既存の理論に沿 うようにプログラムを

考えているというよりも､テーマとなっているコンテ

ンツ､自分自身が理解 しようとするプロセスを分解 し

てそれをプログラム化 しようとしたら､結果として理

論にマッチしていたような気がしています｡ですから､

思考のプロセスを見えるようにし､ ひとっひとっを

｢意味のある活動｣にしていくことが ｢デザイン｣で､

そこで対象となるものや他者とどのようにかかわるか

のきっかけが ｢デザインできること｣なのだと思いま

す｡

わたしが企画をしていくうえで､特に大切にしてい

ることがふたっあります｡ひとっは､さまざまなかか

わりを用意するときに､来館者間のコミュニケーショ

ンがゆたかになるようなことをやりたいという意識が

常にあるということ｡ もうひとっは､何かある知識を

得るという場としてそのようなプログラムを用意する

のではなく､今日やった何かの経験によって､はかの

展示をみるときも新 しい視点でみられるようになるこ

とをしたいということです｡｢みる目｣がバージョン

アップするという感 じで しょうか｡ ワークショップな

どでの経験によって､はかの博物館に行っても ｢博物

館 ってこういうことができる場なんだ｣ とか､｢モノ

からこんなふうに何かを知ることができるんだ｣とか､
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｢こういうものの見方があるんだ｣ というような､何

かひとつを知ることで､それ以上に発展的に自分が場

を使いこなしていけたり視点が広がったりすることを

意識 してプログラムを組み立てています｡

実は､わたしのデザインしたワークショップに参加

していただいても､何にも詳 しくならないな､とよく

思います｡何かにすごく詳 しくなるというよりも､自

分なりの価値観が更新されるように意識 しています｡

｢○○観｣みたいなものがありますね｡ 今日はみんな

で話すことによって､博物館教育観みたいなものを再

構成しようとしているのだと思うのですが､ワークショッ

プに参加することで､その展覧会とのかかわりとか､

博物館とのかかわりとかによって､自分の ｢○○観｣

が更新されステップアップしたり､新 しく生まれたり

するような､そのようなことをとても意識 してアクティ

ビティの組み立てを行 っています｡

｢つくる｣ こと､｢語る｣ こと

デザインしたワークショップについて､よく ｢語 ら

せたがり｣と指摘されます｡先日も次の展覧会である

ブリコラージュのワークショップの打ち合わせをして

いて､｢また語 らせようとする｣とか､｢プログラムの

中でやたら 『語る』 ということとか､『モノ語 り』 と

かいうことを言 うね｣との指摘を受けました｡構成的

に自分の中にある価値観やある意識をっくっていくた

めには､自分が語 りなどを通 して何かを表に出してい

く､表現する､伝える､ということがとても大切だと

考えています｡その語るための素材として､何かをつ

くるという行為 も重要だと思います｡例えば､今日の

報告のタイ トルとして ｢語ることを通 して増幅される

コミュニケーション｣という題を付けても良かったの

ですが､語ることも何かをっくることによって増幅さ

れるので､つ くることを通 して語ることが増幅され､

それを語ることを通 してコミュニケーションが増幅さ

れ､コミュニケーションが増幅されることによって学

びというものがさらにひろがってくると考えているの

で､全部がとても関連 していると思いました｡そこで､

そのすべてのきっかけになるのがっくることにあると

思 ったので､タイ トルには ｢つ くること｣というのを

付けました｡

3つのタイプのワークショップ

先日､ある原稿を書 くに際 して､わたしがこれまで

にやったワークショップをふりかえる機会がありまし

た｡それで､わたしがデザインしたワークショップを

分類 したら､ 3つにわけることができました｡

ひとっめが､展覧会などの限定された特定のメッセー

ジを持った展示の場合､そのメッセージを読み解 く手

がかりとして､ワークショップのプログラムを考えて

いるということです｡ここに参加 してくださった方 も

いらっしゃると思いますが､ 4年前の ｢みんぱくミッ

クスプレー トひろば｣や､その冬に民博でシンポジウ

ムの時にやった ｢おくる-つながる｣がその例です｡

｢おくる-つながる｣は､北方民族の交易がテーマの

展覧会に関連 して企画 したワークショップで したが､

交易をモノの行き来による人と人のコミュニケーショ

ンととらえワークショップに組み立ています｡ このよ

うに展覧会の具体的で個別的なテーマをメタなメッセー

ジに読みかえて､それをワークショップの主題にして

います｡自分の身近な経験からそれとよく似た経験を

掘り起こし､何かをつくることを通 して､展覧会のメッ

セージそのものを理解するというようなタイプのワー

クショップです｡ これがひとっめのタイプです｡

もうひとつは､展示されているモノひとっひとっの

背景について思いをめぐらすようなワークショップで

す｡展示されているモノがどういう状況でつ くられて

いたとか､どういう状況で使われていたのかという､

そのモノの向こう側にひろがっている世界､モノが背

負ってきた世界そのものを慮るようなアクティビティ

です｡あるひとつの展示品を外側から観察するという

よりも､そのモノが､ある世界を凝縮したインターフェー

スになっていて､モノが人とどのようにかかわってき

たのかを想像するようなことをワークショップを通 し

てやってもらおうとしています｡そのモノは誰がっくっ

て､誰が使 って､その先にはどんな世界がひろがって

いて､どのような状況がこのモノの歴史としてあって､

今 ここに来ているのか､ というのを想像するような､

対象物の先の世界を思 うようなワークショップ､それ

が 2つめのタイプです｡

3つめは､博物館というものが何であって､そこで

はどのような学びの可能性があるのかということ自体

を子どもたちに気付いてもらうようなアクティビティ

です｡さまざまな情報が伝えられる場を読み解いてい

く､博物館を使いこなす リテラシーそのものを青 くん

でもらうようなタイプのワークショップです｡

2.図工科 ｢願いをこめた仮面をつくろう｣

での博物館活用
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本日ご報告させていただく事例は､この3つのうち

の2つめにご紹介させいただいた､-対象となる資料が

どういう世界を背負ってそこにやってきたのか､モノ

の先の向こう側にはどのような世界がひろがっている

のかを想像するようなワークショップです｡

単元開発としてのワークショップデザイン

この実践は､わたしにとってふたっのチャレンジが

ありました｡ひとっは小学校の先生と深 くかかわりを

持ってプログラム開発をしたということです｡これは

共同研究会に一緒に参加されていた小学校の先生と協

働で行いました｡実践中は何度 も先生とお会いして夜

遅くなるまで話をして､プログラムの相談をして､メー

ルも何回やり取 りしたかわからないぐらいに､密な交

流を持ってプログラムをつくりました｡あと､今まで

は､日曜日や夏休みに博物館へ来る人を対象にしたプ

ログラムつくりが多かったのですけれども､今回小学

校と組むということで､子どもたちは自由にやってい

ても､学習指導要領を意識 しての単元づ くりで した｡

これはとてもチャレンジングなことで した｡わたしと

しては､自由に学びの場をつくりたいと思っている反

面､｢佐藤さんは博物館だからいいよ｡ 博物館だから､

好きにやったらいい｣というように言われることがあ

り､好きにやっていることにもそれなりの意図や考え

があるし､学校でもできることがあるはずだと思って

いました｡何 らかの形で学校教育の場でも通用する実

践をやってみたいという思いを持っていたので､いい

チャンスでしたし大きなチャレンジであったわけです｡

本日お配 りさせていただいた資料は､ 1枚目は今お

話 ししている内容についての目次みたいなもので､ 2

枚目以降は小学校の先生 と一緒に作 った指導案です｡

この指導案を作るとき､ワークショップのデザインと

同じような考え方で､わたしは最初企画書を書いてい

きました｡活動の流れや意図を説明するものとして､

内容はこの指導案とほとんど同 じことを書いていまし

たが､学校での言葉に置き換えたり､子どもと教師の

視点で書き分けたり､ずいぶんと書き改めました｡教

科領域との関連性で､学習指導要領のどこをとりあげ

るかで同 じ活動であっても評価が異なってきて､ひと

つひとっの活動がどの項目のどの目標に合致するのか

ということを詳細にみていくことは貴重な経験でした｡

わたしが箇条書きにしていた目標を学校の中にどう当

てはめるかということは､とてもたいへんな作業だっ

たわけのです｡
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もうひとっのチャレンジは､これまでは展覧会のテー

マから企画することが多かったのですが､今回は常設

展全体を対象にしているということです｡民博は､地

域 ごとに展示場が区分されていてそれぞれの生活道具

が展示されています｡たとえば､今回の授業では仮面

をとりあげていますが､｢仮面 とはなにか｣ というよ

うなテーマをもった展示コーナーがあるのではありま

せん｡仮面は､地域ごとに展示場全体に点在 していま

す｡展示を通 して仮面の意味を伝えようという意図を

もって構成されているわけではないです｡ですか ら､

子どもたちの授業とのかかわりの中から､こちらで新

しいテーマを作 ってプログラムを組むということをし

ました ｡

モノ語りに思いを馳せる

博物館の仕事にかかわっていると､モノがさまざま

なス トーリーを背負ってそこにあるということがとて

も当たり前のようになっていますが､ 1年に 1回とか

数年に 1度とかというふうにたまにしか博物館に行か

ない人にとって､モノはただの物質としてのモノであっ

て､さまざまな情報とともにあるということやその後

ろの世界の広がりということにはなかなか結び付かな

いことが多いようです｡友人と博物館に行き展示をみ

ながら話をしていて､ある資料がそこにやってくるま

でにすごいス トーリーがあるということに関心がむけ

られていないこと､そのようなス トーリーの存在その

ものが気づかれていないことが多々あるのだと実感 し

ました｡そこで､ス トーリーがあるということにまず

は気付いてもらえれば､資料をみるのが楽 しくなるだ

ろうし､モノから興味がひろがるのではないかと考え､

そういうワークショップをしたいと思 っていました｡

一度でもそのような経験があれば､今後その人にとっ

て博物館がゆたかな場になると思ったのです｡一回き

りの経験で終わるのではなく､その人がこれからずっ

と使える ｢見方｣をひとつ提供できるのではないかと

いう考えです｡

モノの背後にある人の営みを慮る

今回実践をした学校では､これまでにも4年生の図

工科で毎年仮面作 りの単元をされていました｡従来か

らあった単元に博物館利用を組み合わせてもらうとい

う試みでした｡ ビデオを見ていただきながらお話 した

いと思います｡まずは博物館に来てもらうところから

始まります｡この単元はおよそ3ヶ月の実践でしたが､
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その一番最初に博物館に来てもらいました｡ これはそ

のときの映像です｡ もともとは､参加 した子どもに見

てもらうことを目的に編集 したものです｡

(ビデオ放映)

最初に､子どもたちにセ ミナールームに入ってもら

い､数点の仮面について資料の背景を話 しました｡そ

のときには､共同研究会のメンバーの中に大学で資料

貸 し出しの実践をなさっている先生がいらして､その

桜美林大学の資料を使いました｡児童数が多 く広い部

屋だったので､全員に見えるように実物投影機を使い

ました｡大切なもの､それは博物館の資料という大切

さ以上に､ もともと世界のある地域で大切に使われて

きたものという意味で大切さを感 じてもらいたいと思っ

ていました｡そこで､子どもたちに大切な物を扱 って

もらうということを理解 してもらうために､仮面を触

る人は全員白手袋を着けることにしました｡

ここで､子どもにとって意味や背景のわかりやすい

仮面 3点を例にして､どういう背景のもとに仮面がつ

くられていて､仮面はどのような役割を担っているの

かということの紹介をしました｡映像で写っているよ

うに､先生が前で実物投影機を使って見せて､その後

に希望者にも手袋をはめてもらって仮面を直接手にとっ

て見てもらいました｡子どもにとって仮面というのは､

夜店で売っているキャラクターのおめんがまず頑にう

かぶようでした｡ しか し､展示場で見ることのできる

仮面のほとんどは儀礼などで使われるものです｡儀礼

で使われるということ､そこには深い意味があること､

そして尊重されるべき物としてのお面であるというこ

とは､子どもにとっては新 しい ｢意味｣との出会いだっ

たのです｡それで､仮面にはつくったり使 ったりして

きた人のいろんな思いがこもっていて､それで大切に

扱わねばならないということを､扱いの丁寧さをもっ

て伝えたいと考えました｡ くりかえ Lになりますが､

博物館の資料だから大切にしなくてほならないという

意味ではなくて､これを使ってきた人や､つ くってき

た人たちのことへの尊敬の念として大切に扱わなくて

はいけないということです｡この場面では､このよう

な感覚を子どもたちに伝えることを重視 しました｡

上田先生のお話でもアプ リシエイ ト (appreciate)

という言葉がでてきましたが､わたしもこの感覚をア

クティビティの中で実践できるようにしたいと考えて

います｡アプリシエイ トには､認める､鑑賞する､尊

重する､感謝するなどの意味がありますが､ここでは

仮面の鑑賞 (アプリシエション)を通 して､仮面を使っ

ている人や仮面を作った人という､仮面の背景にいる

人たちを尊重 し認める (アプリシエイ トする)ことへ

向かいたいと考えました｡展示場へ入る前にアプ リシ

エイ トするという感覚を子どもたちに味わってもらい

たいということです｡ これはその経験をもとに展示場

へ向かうことで､自分の眼に留まった仮面を前にした

ときに､ひとりひとりが仮面とその背景にある人の営

みをアプリシエイ トすることができるようになるため

の準備です｡

こうした意図を持って､およそ 1時間､セミナー室

で仮面を見､話を聞いて､触 ってということをして､

展示場に出ました｡ただいまお配 りした A3のマップ

(資料1) と A4のシー ト (資料2･3)が､ この時､子

どもたちが持って出かけたものです｡ この 2枚のプ リ

ントを展示場見学の手がかりとしてもらいました｡セ

ミナー室では､仮面が持っている意味や文化的背景と

いうものを子どもたちに伝えていますが､展示場では

それぞれの仮面がどういう状況で使われていて､どう

いう願いを込めてつくられたのかということの正解を

得ることはありません｡子どもたちひとりひとりに､

自分の選んだ仮面について自由に想像するということ

をしてもらっています｡ ここでは､仮面をよくみても

らうために､選んだ仮面のスケッチをしてもらいまし

た｡そ/して､スケッチした仮面について､つ くった人

や使 っている人のことを想像 しそれをシー トに記入 し

ました｡見て絵を描いて､考えて言葉で書 くという作

業です｡これにおよそ 1時間を用意 しました｡

いま見ていただいている映像に､ときおり文字が挿

入されていますが､これは子どもたちが感想として書

いていた言葉を編集の際に入れたものです｡この日の

活動の最後に､一日の気付きや困り事などの感想をメ

モしてもらいました｡ 3色のポス トイットを子どもに

配り､色別に3種類のコメントを書いてもらいました｡

そのときのコメントの一部はお配 りした資料につけて

います｡ このコメントからいくつかの言葉を選び映像

につけました｡博物館での活動での気づきとして､仮

面とはすごく意味があるものであるとか､仮面の変な

形は変というよりは何 らかのすごい意味があってあの

形に到達 しているのだろうというようなコメントが多

く残されています｡

3.コミュニケーションのプロセスとしての仮面づくり
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意味をまとったものをつくる

本日のテーマであるコミュニケーションに結びつけ

ると､ここでは子どもたちが展示物を通 して､モノの

向こう側にいる人たちとのコミュニケーションを図る

ということを経験 してもらいと考えています｡本当に

子どもが リアルな世界を描けたかというと､それはと

ても難 しいことだとは思います｡子どもなりの想像だっ

たとは思いますが､それでもこの日展示場にはひとり

ひとりのモノを媒介にしたコミュニケーションがあっ

たのではないかと思います｡

このようにして博物館に来て､その後に学校に帰っ

て､次は自分たちの仮面をつくるということをしまし

た｡やはりここでも自分の願いを込めてお面をっ くっ

てほしい｡ただ形や見た目としての面白さというのを

追求するための表現活動ではなくて､

自分 も意味のあるものをっ くるということをしてもら

いたいという思いで授業のデザインを考えました｡

意味のあるもの､願いを込めたものを自分 もつくる

ということを通 して､実際につ くっていく過程で､ も

う一度展示場のお面というものが､やはり本当にいろ

んな意味をこめてつくられてきたというところへ思い

を巡 らして欲 しいと考えました｡そして､作品ができ

たら､展示場で考えたことや､それをふまえてつくら

れた自分の作品やそこに込めた思いなど､子どもたち

ひとりひとりの言葉で､自分の経験や考えを語 っても

らいたいと思いました｡つ くるということを通 して､

考えを形にするということを通 して､その対象への思

考がより深まっていくということを､仮面づくりの制

作に期待 しています｡展示されている仮面それぞれが

人々の願 い を背負っているように､子どもも自分の願

いをこめて仮面をつくる｡ これは仮面をっくったり使っ

たりしている人の経験を､そのままというわけではな

いにせよ追体験することになると思います｡思いをか

たちにすることで､展示されていた仮面にぐっと近づ

けるで しょうし､同時に語るための媒介物としての自

分の作品という仮面を手に入れることになります｡そ

れは､自分で自分のことを語れると同時に､語 りの埋

め込まれたモノ､意味あるモノ､という展示物に対す

る気づさにつながると思われます｡展示物が語 りに､

背景に満ちあふれているということを､自らもつくる

ことによって理解するということを目指 したいと考え

ました｡自分のつくったものを語るという部分は､上

田先生のお話にでてきた ShowandTellという手法

にあたるものでしょうか｡

つくること､考えること

一日分自身とのコミュニケーション

次に見ていただく映像は､博物館に行った次の日の

小学校での授業です｡ここでは帯状にカットされた厚

紙を立体的に組んで土台をっくり､そこに新聞紙を貼っ

ていく張り子という手法で制作 しています｡わたしは

制作の授業にも参加 しましたが､仮面づ くりを､どの

ような素材で､どういう手法で行 うかということにつ

いては､担任の先生方が考えられました｡授業の組み

立てについてわたしが関わらせていただいたのは､ど

のような意図をもってつ くるのか､ という部分です｡

どのような仮面をつくるかという計画を立てる前に､

博物館での出来事をふりかえってもらいました｡仮面

にはどういう役目があったのか､形の面白さだけでは

なくていろんな意味があったということをもう一回教

室で味わい直す機会を用意 しました｡展示場ではひと

りひとりが個別に想像 していたので､教室に帰ってか

らはかの友達がどの仮面を選んでどんな想像をしたの

かということを共有 しました｡ こうしてひとりひとり

が自分なりの考えをいったん表に出すことによって､

学びの共同体の中でのコミュニケーションが生まれる

と考えてこのような機会を設けました｡では､そのふ

りかえりと仮面づくりの計画をたてる授業の映像をみ

ていただきます｡

(ビデオ放映)

形からつ くるというよりは､最初に自分の原臥＼を十

分に頑のなかに描いた上で形を考える､というプロセ

スを子どもたちに経験 してもらいました｡原飢1をもと

にイメージをふ くらませてスケッチし､それを基にし

て仮面をつ くります｡ もちろんつ くっていく過程で､

いろいろ考え､手を動かすことで新 しいアイディアが

出てくるということもありますので､最初のスケッチ

から形が変わるということもあります｡自分の願いを

考えること､考えをもとに形にすること､を求めたの

で計画を記 してもらいましたが､最初のスケッチを固

守することは求めていません｡ できあがった子どもの

作品をみてみると､なんとなく造形の一部に展示場に

あったような部分をみつけることができ､展示場から

形の部分的 ヒントをもらっている子どももいるようで

す｡このことについては2通りの意見が聞かれました｡

美術教育を専門とされている研究者からは ｢子どもの
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ものづくりのよさは自由な発想で作ることにあると思

うけど､展示場で見本を見て しまうとイメージを限定

しない?｣と問われました｡今回は見本というよりは

表現のゆたかさにふれるということになったような気

が します｡実際､実践校の学級の先生方は､｢従来の

ように教室だけでの授業よりも､いろんな発想が生ま

れた｣とおっしゃっていました｡

語って伝える､語ってふりかえる

一共同体でのコミュニケーション

今みていただいているシーンですが､このインタビュー

の部分は子どもがお互いに撮影 したものです｡わたし

は毎回の授業にビデオカメラを持って行っていました｡

それは､授業の様子を撮影 して､後から子どもにふり

かえりの素材として見てもらおうと思っていたからで

す｡子どもはずっとビデオを使いたくてしょうがなかっ

たようです｡そこで､作品づ くりが早 くできた子たち

に､自由に使 っていいと渡 しました｡すると､お互い

に自分たちの作品のインタビューをしあっていました｡

どういう原糾､が込められているのか､つ くるというこ

とはどうだったのかなど､とても大切なことをちゃん

と質問 しあっているんですね｡それに､みんな恥ずか

しがったりせずにぺらぺらしゃべっているんです｡自

分のつくったものというのは､やはりちゃんと語れる

のだなというのをここでも実感させられました｡さき

ほどの ShowandTellがきちんと実践されているの

です｡しかも､わたしが聞くよりも､子ども同士でやっ

た方が緊張もなく､いいものになっていたように思い

ます｡言わされているというのではなく､｢伝える｣

ための表現ができていたように感 じました｡

今映像で見ていただいているように新聞紙の上に和

紙を貼って､そこに色をつけて､最後にニスを塗 って

完成です｡最後は､仮面をっけて演技をするアクティ

ングアウトを通 してのプレゼンテーションでした｡自

分のつくった仮面がどういう状況で使われて､どうい

う役割を果たすのかという状況を子どもたちが考える

ことで､今度は展示場の仮面の ｢使われる｣という部

分を思って欲 しいと考えたのです｡それで､仮面を使

う状況をもう一回考え､その状況を説明するような､

そういうプレゼンをしてもらいたいと思いました｡イ

メージしている状況を実際に演 じてもらうというプレ

ゼンです｡実は､それが結構難 しくて､ どうしても

｢○○の仮面です｡ こんな願いがこもっています｣ と

いうような説明になって しまって､あまりうまくでき

34

なかったなという反省点 もあります｡ShowandTell

はできているけど､演 じてみるというのは､-一 ドル

が高かったみたいです｡では､最後にそのプレゼンの

映像を見ていただきたいと思います｡

(ビデオ放映)

プレゼンで演技をする前に､ もう一回それまでの活

動をふりかえってもらいたかったのと､自分たちの発

表 も映像になるということを感 じてもらうために､博

物館に行ったときの映像をみてもらいました｡それか

ら､子どもたちはプレゼンのシナ リオを書 きました｡

どんな願いを込めていたかということと､どのような

仮面をつ くったのかということをふりかえってか ら､

自分が演 じるス トーリーを4コマ漫画のように4つの

フレームに描きました｡どのような振 りで何をしゃべ

るとかというイラス トと吹き出しの中の言葉をかいて

います｡何 シーンも撮るのではなくて､カメラは固定

されていて､その前でワンカットだけの演技です｡残

念ながらいい演技とは言い難かったのですが､ひとり

ひとり一生懸命考えて表現 してくれていました｡わた

しは120人分のキューを出 したのですが､それぞれの

作品にこめられた意味をきかせてもらい､すごく楽 し

かったです｡

今映像に登場 している子は､何でもつくれるという

願いをこめているそうです｡それで､ ものを作る場な

ので工場のマークを意識 してデザインしたそうです｡

次の子の作品は､一見するとピカチュウっぽいのです

けれど､上についている飾 りに注目していただけます

か､すごいので｡実は､民博の展示物に似たのがある

んですよ｡おそらく本人の頭の中でいろいろ混ざって

このかたちになったのだと思います｡映像は以上です｡

4ワークショップにおける ｢つくる｣こと

｢考える-決める｣をくりかえす

本日のタイ トルにしている ｢つ くる｣ですが､なぜ

｢っ くる｣ ワークショップをするのかということなの

ですけど､つくるということは､何かかたちにしたり

表に出したりするので､考えることをとても要求 して

いるのですよね｡ つくるというのは考えて決めて､考

えて決めてということを繰 り返す作業なので｡そうい

うことで､考えるということを繰 り返すことで､より

そのとき対象となっているモノや事の状況というもの

を想像 したり､その問題を自分自身のこととして考え
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たり､それを通 して自分のことを見っめ直 したりする

ことになると思います｡今回の実践についても､願い

を形にするということで二 日分たちが日々何を願 って

いるのかということを子どもたちはすごく考えたよう

です｡それで､最初に博物館で紹介された願いと､自

分たちの願いというものを､ もう一回並べて誰かが何

かを願 うということがどういうことなのかを考え直す

きっかけになったと思います｡

それから､つ くることによって､形についてもすご

く考えるのです｡実際､丸 くしたり四角 くしたり､何

かここにくっつけたり､色を塗ったり､ひとつひとつ

決めていかなくてはならない｡その中で､もう一回展

示物のかたちや色が､何だかすごく面白かったり迫力

があったりというのが思い出されて､鑑賞 したときの

ことが再確認されるのではないかと思います｡

そして､それが使われる状況を考えるということも

あります｡それは自分の願いをどうやって叶えるかと

いうことを考えることで､実際にそれをっ くっている

人たちがどういう状況の中で本当はそのモノを使って

いるのかということにまで想像がひろがると思うので

す｡展示物が本来置かれていた状況や､そのモノを使っ

ている人たちの生活の状況という､さまざまな状況を

イメージすることにつながるのではないかと考えてい

ます｡

そのようなことから､つ くるということは ｢考える

-決める｣を繰 り返 し､その過程によって何度 も何度

も自分の考えを構成 しなおしていく､構成せざるを得

ない状況に置かれるわけです｡ これは､上田先生のお

話 に あ っ た シ ー モ ア ･ ペ パ ー ト の

object-to-think-withにあてはめて考えられるで しょ

うか｡ ペパ ー トは コ ンビュクーのプ ログラムを

object?思考の道具に しましたが､ ここでは仮面がそ

の役割を担 っています｡そして､さまざまな状況を描

きながら想像と創造を繰 り返 していくので､全体を通

して､ ドナル ド･ショーンの reflectiveconversation

withmaterialsinasituationという反省的実践家

の営みが子どもの活動の中に埋め込まれているという

感 じになると思います｡

reflectiveconversation

withmaterialsinasituation

今回のテーマはコミュニケーションですが､この仮

面づくりの活動を通 して､子ども達が何とコミュニケー

ションしているのかを整理 してみたいと思います｡先

にもあげたように､ここでは3つのコミュニケーショ

ンの対象を考えています｡

まず第 1に､博物館に置かれているモノが本来あっ

た､その先の世界で起こっている出来事があげられま

す｡モノの背景とコミュニケーションをするというこ

とです｡アフリカのある地域の仮面を選んだ場合､仮

面を通 してその仮面がつ くられ使われてきたことと､

アフリカのある地域と､かかわるということです｡

もうひとっ､伝えるために考えたり､つ くるために

考えたり､いろいろ想像 したりすることによって､自

分自身の思考と何度 もやりとりを行います｡なので､

コミュニケーションの相手というのは､他者だけでは

なくて､過去の自分と今の自分､そしてこれから先の

自分というように､自分自身の中のコミュニケーショ

ンというのがあげられると思います｡子どもたちは､

自分で仮面をつくりながらいろんな思いをめぐらして

いたと思 うのです｡

3つ目は､学びの共同体でのコミュニケーションで

す｡ここでは､同 じクラスの友達や先生､わたしのよ

うな外から来ている人 も含めて､自分が学んでいる状

況を共有 している人たちとコミュニケーションをして

いきます｡学び合 う仲間とのかかわりが､先のふたっ

のコミュニケーションをよりゆたかなものにするのだ

と思います｡

このような3つのコミュニケーションがあるのでは

ないかと感 じています｡そして､博物館という場を楽

しむには､第 1にあげたモノの先の世界とのコミュニ

ケーションがまずあげられると思います｡でも､これ

ら3つのコミュニケーションは相互に深 くかかわって

いて､ひとっのコミュニケーションだけで完結するの

ではないと思うのです｡モノの先にひろがる世界とか

かわるためには､自分自身とのコミュニケーション､

すなわちよく考えることが大切だ し､自分の考えを吟

味するためには他者とのやりとりが重要になってきま

す｡他者とかかわりながら､いろいろと思いをめぐら

すことによって､資料にうめ込まれた情報とより深 く

かかわれるのではないかと思 うのです｡展示物とのコ

ミュニケーション､自分自身とのコミュニケーション､

仲間とのコミュニケーションが､博物館の楽 しみだと
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思います｡

5.むすび

状況のデザイン

わたしがこのような活動をするときにすごく大切に

したいと考えていることに ｢状況のデザイン｣という

ことがあります｡

この状況には2つ意味があって､ひとっはこのよう

なワークショップ的な学びの場という状況をどうデザ

インしていくかということです｡それはどういう場や､

道具立てを設定するかということ､どういうテーマを

提供することができるかということ､活動のフェーズ

ごとの状況､すなわち学習事態のデザインです｡先ほ

ど上田先生がおっしゃった､少 し先の経験をイメージ

して､こんな経験があるだろうという､そういう経験

の可能性のデザインという意味において､状況のデザ

インを大切にしたいと思 っています｡その状況とは､

さっきの ドナル ド･ショーンの言葉を再び借 りるなら

ば､ reflectiveconversationwithmaterialsina

situationを可能にする状況だと言えると思います｡

もうひとっは､子どもたちのつくったものが使われ

る状況です｡例えば､今回のように仮面をつくるのだっ

たら､仮面の形をどうするかということに意識が引っ

張 られすぎてしまうと､仮面が使われている状況とい

うのがややもすれば忘れられてしまうのですね ｡ 何か

をっくる前にデザインを知るという意味でもし博物館

を訪れるとするならば､造形だけに着冒して資料的背

景は知 らなくてもいいということもあると思います｡

しかし､もし博物館が持っているモノの背景としての

情報についても考えてもらいたいとするならば､その

ときには状況のデザインというのがすごく大切になっ

てくると実感 しています｡すなわち､なにかをっ くる

ことだけにおわらないような､文脈のデザインです｡

先日､ある研究会でとても興味深い実践例をきくこ

とができました｡技術家庭科の授業で､｢火吹き竹｣

と ｢押 しず しの型｣を作るという授業をされたそうで

す｡火吹き竹をっくった後に､使ってみるというとこ

ろまで授業で試されたそうです｡実際に火をっけてそ

の火吹き竹を冬の日に外でやってみたら､風が強 くて

火吹き竹を使 うまでもなくわーっと火があがったそう

です｡風が強 くてたいへんだったと報告された先生が

おっしゃったのですね｡その時に､子どもが ｢これっ

て､本当は部屋の中で使 うんとちゃうん?｣と言った

らしいのです｡火吹き竹は､火をおこすために風を送
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る道具なのに外でやったのではじめから強風が吹いて

いたのですよね｡ やはり火吹き竹が本来使われている

状況というものを想像 して､その ｢場｣そのものを学

び手自身が頑に描き演出してみるようなきっかけが提

供できたときに初めて､モノとその背景まで含めた対

象-の理解につながるような場が設定できるのではな

いかと思いました｡ こうしたふたっの状況のデザイン

というのを意識 しながらワークショップなどの活動を

組み立てたいと思っています｡

自らデザインする

以上が､博物館でさまざまなコミュニケーションの

きっかけをデザインする際に､わたしが大切にしてい

ることです｡ このようなことを通 して､どういう学び

をしてもらいたいかというと､ひとりひとりが自分の

日常や身の回りのことか ら､いろんな情報を集めて､

それを自分なりに再編集するような､そういう力を身

につけられるといいなぁと思っています｡一回のワー

クショップで答えがでるというよりも､そういう学び

につながっていくようなことをしたいというのがわた

しの希望です｡それが､ある対象を読み解 く力や､あ

る機会を使いこなす力ということなのだと考えていま

す｡

さっき上田先生が､｢小学校にデザイン科ができれ

ば｣とおっしゃっていましたが､わたしも総合的な学

習の時間が ｢情報デザイン｣を学ぶ時間になればいい

のではないかと思 っています｡｢総合的な学習｣ とい

う言葉では､何を学ぶのかが見えないですよね｡ また

｢生きる力｣ と言われても何を学びどのようなスキル

を身につけるのかが具体的にイメージしにくいような

気が します｡でも､つ くって､かたって､つたえて､

ふりかえって､という構成主義的な学びのプロセスは､

デザインするプロセスととても似ていると思うのです｡

そして､｢デザインとはコレクション&セレクション

だ｣とデザインの先生から聞いたのですが､これって

博物館の機能そのものだと思 うのです｡ しかも､デザ

インにも博物館にも共通 しているのが､自分のための

表現ではなくて､｢伝える｣ための表現だということ

です｡だから､博物館の機能を学ぶことは､デザイン

を学ぶことにもなるように思います｡ このようなこと

も､わたしが博物館の学びに感 じている可能性なので

はないかと思 うのです｡｢集めて編集 して伝える｣ と

いうキュレーションの仕事は､誰 もが身につけてとい

いのではないかと思 うのです｡そして､博物館側 も､
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構成 していくことを来館者にもゆだねていくというか､ 分で編集するスキルを身につけていれば､博物館をもっ

来館者が自分なりに編集 していけるような展示を提供 と楽 しめるのではないで しょうか｡ありがとうござい

できればおもしろいと思います｡そして､来館者 も自 ました｡
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｢琵琶湖博物館企画展 『のびる･ひらく･ひろがる 一植物がうごくとき-』

におけるハンズ ･オン展示手法比較と展示評価の試み｣
芦谷 美奈子

(滋賀県立琵琶湖博物館)

それでは今年度の企画展示で行なった- ンズオン展

示手法の比較と､その展示評価について報告をします｡

今日のこの博物館フォーラムは､布谷が昨日お話 した

ように､今年度開催 した 『のびる ･ひらく･ひろがる

一植物がうごくとき-』 という企画展に関連 した行

事 として､位置づけられているものです｡

この展示会は､去年の7月17日か ら11月23日まで4ヶ

月あまり行われたもので､展示は日展さんが造 って下

さいました｡チラシの表が(図 1)こういうウィリアム ･

モ リス風の椅麗なデザインだったので､裏はこういう

かわいいのにしてもらいました｡余談ですが､この女

の子はうちの博物館の学芸員のお嬢さんです｡ こうい

う展示についてお話をしたいと思います｡

お渡 しした資料 (P55-56)で､前の方には字がいっ

ぱいあるのに､後半のはすかすか していないかと思わ

れるとおもいますが､それは同 じ勢いで最後まで書 く

元気がなくなったというもあるのですけれど､それだ

けではなくて､前提の話 というのはあまり詳 しく話 し

てもしょうがない部分 もあるので､幾っかすごく重要

なことがあります｡ この企画展の企画は､実は5年 ぐ

らい前から持 っていたものです｡資料の一番最初､ コ

ンセプ トのところに､ 2つの- ンズ ･オンを持っ企画

展と書いてあるんですけれど､まず最初にあったのは､

- ンズ ･オンの企画展をしたいということで した｡-

ンズ ･オンがいっぱいある企画展をしたいのではなく

て､｢- ンズ ･オ ンとは何?｣ということを知 るため

の企画展を したいというのがまず 1つありました｡

2つ目は､ハ ンズ ･オンは手法なので､何 らかのコ

ンテンツが存在 しないと展示会として成立 しない部分

もあります｡昨日自己紹介のときに元植物をやってい

たとおっしゃっていた布谷と､私 も昔植物を扱 ってい

たことがあるので､そういうメンバーだか ら植物にし

ようかということで､ コンテンツは植物にしました｡

実際的には､ この2つとも､2つのテーマというのが

両方ともチャレンジングなものだったわけです｡ ご存

知のように､植物の展示というのには成功 している展

示があまりないんです｡

植物の展示はすごく展示 しにくいテーマです｡大阪
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自然史はまだちゃんとテーマを立てて展示をしてある

方なんですけれど､例えば海外に行 って､ ロンドンの

自然史博物館に行 ってきますと､いろんな展示室はそ

こで､入ると､バ ックライ トのグラフィックだけしか

なかったりとか｡あと､ シカゴのフィール ド自然史博

物館に行 っても､いろいろなス トー リーラインが工夫

された展示室がたくさんある中で､植物の展示室だけ

は 1種類､すごく精巧なレプ リカとか､そういうもの

だけがただひたす ら並んでいたりするわけです｡植物

をあつかった展示という実際つ くるのは難 しいテーマ

を選んで しまったというところはあるのですけれども｡

この 2つのテーマを持っというのがすごく重要なこと

なので､ これを強調 しておきたいと思います｡

実際には､まずアンケー トを取 りました｡植物につ

いてみんなが一体どんなイメージを持 っているかとい

うのを調べるために､おおっぴ らではないのですが､
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あちこち出掛けた時とかに､参加者の方にアンケー ト

を配 ったりとか､あとは井島さんにも協力 していただ

いて､たしか玉川大学の講義の時に学生さんにアンケー

トを書いてもらったりとか､そんなことをしていまし

た｡それで､そういう情報を基に話をつくっていこう

ということでした｡

資料の2つ目のテーマのところに ｢動かない植物 と

いうイメージを払拭｣と書いてあるのですが､私たち

が勝手にそう思っていたのですけれど､実はアンケー

トを取 ってみると､結構動 くことをみんな認識 してい

て､ではそういう動きではない動きみたいなものをちゃ

んと示せるものにしようということでやりました｡

実験の場にしたいということなので､展示造 りのプ

ロセスとしては､すごく正当な道をきっちり踏 もうと

思って､次にある展示メッセージというのもちゃんと

決めました｡ これは展示造 りの間に必ず戻っていくべ

きということで､ベースにある基本メッセージという

のは ｢繁殖｣ということを選んでいます｡だから､す

べての展示には繁殖というテーマに関する何らかのニュ

アンスが全部ちりばめられています｡

一次メッセージ､二次メッセージ､三次メッセージ

と､下に行けば行 くほど､入 ったりは入ってなかった

りという､場合によっては入れるかなみたいな､そう

いう位置付けになっていくのですけれども､基本メッ

セージだけはとにかくすべてに行き渡るようにという

ことになりました｡それと､この基本メッセージを含

む展示メッセージと､その下のス トーリーラインにつ

いては､きょう来て下さっている染川さんと井島さん

も含めて､ちょっと小さな- ンズ ･オンの研究グルー

プをっくって､その中で議論をしてつくったという経

過があるのですけれども､ス ト-リーラインをきっち

りとつくり､そのス トーリーラインがそのまま展示室

のゾーニングとかにつながっていくことになりました｡

その中で､｢のびる ･ひらく･ひろがる｣ というタ

イ トルを付けることになりました｡最初のプランでは

企画展自体のタイ トルは､｢植物がうごくとき｣ とい

うのがメインテーマだったのですが､館内のほかの学

芸員からも ｢誤解を招 くのでタイ トルを変えたほうが

いい｣という話があって､それで前に ｢のびる ･ひら

く･ひろがる｣を付けたという経緯があります｡

展示制作のプロセスについては､この辺は今日この

場に来ていらっしゃる何人かの方 も関係 したのですけ

れど､借越にも展示会社を選ばせていただくのに宿題

を出させて頂いたりして､めくり板についての展示ア

写真 1 ア トリウムでのプレ展示



ちょっとずつ触 ったりして､本当に比較可能な現状の

中で一番いい状態に展示を持っていくのに時間を使い

ました｡

ぱっとお見せ してもぴんと釆ないと思 うのですが､

これが平面図 (図 2)です｡大きく入 り口の所にプロ

ローグ､のびる ･ひらく｡ それで､こちらの扉がひろ

がる｡ それでエピローグというふうにス トーリーライ

ンがそのままゾーニングで入ってきています｡これは

後でもうちょっと細かい話をするときにもしか したら

また使 うかもしれません｡

実際に展示改善としてどういうことをしたかという

ものの一つの例なのですが､これはササユ リの模型に

花粉が付いていて､赤 く見える部分にマグネットの花

粉が付いていて､その反対側にマジックテープが付い

ていて､このチョウを持 って近付けると､チョウの体

に花粉がマジックテープと一緒にくっついてくるとい

う､そういう仕組みの展示物です｡ これが実はうまく

いかなくて､オープンして､誰がやっても体に付 く前

に花粉が全部下に落ちて しまうんです｡チョウが大き

過ぎて､ぶつかって､花粉を落とすということがわかっ

て､それで改善 して頂いたのが､このかわいいチョウ｡

さっきの大きさと全然サイズが違うのがわかると思 う

んです｡ この小さなチョウになってからは､ちゃんと

体に花粉が付 くようになって､一応こちらの目的を達

成することができたというようなことを､ほかのコー

ナーでもしました｡本当はもうちょっと別の方法もあっ

たかもしれないんですけれど､その場でできる最善の

ことということで直 していった結果です｡

では､全体をちょっと､何となくどんな展示会だっ

たのかを見てもらいたいのですが､プロローグのとこ

ろは､動けない植物ということを強調するために､映

像を流 して､ したにあるこれは根っこサンダルといっ

て､要するにこのサンダルを履いてもらうと動けなく

なるんですけれど､この上に大きな靴があって､動け

ない植物 というのを体験 してもらうという展示です｡

本当にこんなのを造って､みんなが履いてくれるのか

なと思っていたら､結構家族連れで履いてくれている

のがわかって｡ 一番最後の方にも出てきますけれど､

アンケー トなんかでも割と印象深 く残っているような

展示でした｡

次に､のびるゾーンですが､｢のびる｣というのは､

植物の成長が一体何のためかというのを､究極は基本

メッセージになっている繁殖というのが最後には来る

のですが､｢何のために伸びているの?｣というのを
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写真 2 プレ展示 (サクラの花を

作る)写真 3 ササユリに来るチ
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らったり｡ これは木の真ん中の辺が､400年前で した

が､本能寺の変とか､いろいろラベルが打ってあって､

細かく見ていくとすごく面白いんですけれど､こうい

うものを展示 したり､木を使 っていろんな製品がある

ということをこういうふ うに展示 したり､あるいは､

まだ科学的な話として､葉 っぱの配置が光をうまく受

けるようにうまく配置されているよというのを､こう

いう､これは実際に葉 っぱが動いて､子供たちが動か

して､きれいにきちんとなると､下に映る影がきれい

に5つの方向を向くような､そういう仕組みになって

いるのですが､こんな展示を造ったりしました｡

次のひらくゾーンというのは､基本的に花の話をす

るところで､種子を作るために開 くという意味です｡

初めは､のびる ･ひらく･ひろがるの言葉でいこうと

思ったのですけれど､ ものすごく抽象的で人にわかり

にくいだろうということで､やはり実際の展示ではちょっ

と説明的なことも付け加えています｡大体こんな感 じ

です (写真 5)｡

さっきのササユ リの展示がここ｡ こっちにまた同 じ

ような花ゾーンのレンゲの展示がありまして､このレ

写真 5 ひらくゾー

ンンゲの展示 も､初めはちょっと使い方がわかりにくいということで､途中で日展さんのグラフィックを改善して頂きました｡そのレンゲ

の展示については､最後にちょっとまた付け加えて言いたいことがあります｡無理

矢理- ンズ ･オン展示にしたいい例かなというのがちょっとあって､興味深かったのですが｡人が入 っている状態では大体こんな感 じです｡テーマが花だ
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ことで､いろんな花の花粉をいろいろな虫がそれぞれ

独自の方法で集めて花粉を運ぶポリネークーの役割を

果たしているんですよということを知 ってもらうため

に､スタンプのワークシー トを置きました｡これなん

かも､初めはスタンプラリーという形で､どこに何を

押 してもいいよとしたら､子供たちは展示を見ないで､

-ンコを集め始めてしまったので､これはいかんとい

うことで､どの虫がどの花粉を運ぶんだということが

わかるようなものに改善 しました｡でも､改善 しても､

後のデータを見てもらうとちょっと状況は厳 しいかな

という内容だったんですけれど｡

次､ひろがるコーナーというのは､種子ができて､

それが広がっていく様子を知ってもらうということで､

大体コーナーの感 じはこんな2枚の写真がほぼ全景を

見せている展示なんですけれど､こんな感 じで､個別

なものをお見せするという感 じ｡これはマジックミラー

かな｡ ボタンを押 して覗 くと絵が変わるというもので

す｡これは ドングリの運命を決めるめくり板です｡内

容をちょっと説明すると､ ドングリっていっぱい落ち

ているんだけれど､実際に発芽に成功するものはすご

く少ないということを知 ってもらおうというもので､

めくっていくと､全部 ×とか､虫が食 って駄目とか､

鹿に食べられて駄目､熊に食べられて駄目とか､子供

が拾っていくから駄目とか､そういうものが書いてあっ

て､めくり板が何十枚かあるなかで､1ヶ所か2ヶ所だ

け○が付いているような､そういうものでした｡

あとは､壁面のガラスを使 って植物を使 った応用的

な話とか､下之郷という､この博物館の近 くの守山と

いう所で発掘されたものすごい環濠集落があって､そ

こから出てきたものの解析にうちのスタッフも関わっ

ていたので､その中での植物の出土品｡布谷さんの方

から提供 して頂いて､展示をしています｡でも､-ン

ズ ･オン的な要素というのはちょっとだけ前にあって､

実際に出てきた物をルーペを使って見えたりするよう

な仕掛けにしているのですが､一応- ンズ ･オンを含

んだ展示コーナーです｡最後のエピローグというのは

どういう所かというと､考え方としては､プロローグ､

のびる ･ひらく･ひろがる､エピローグという流れの

中で､一つの植物の生を1周 ぐるっと回るような形に

うまく持っていけないかなということで､考えていま

した｡プレ展示の時にお話 ししたような､事前にいろ

んな子供たちからの植物の質問というのを受け付けて

いまして､それについてこの真ん中のように､これは

実際の子供の字なんですけれども､｢花の色 って何で

違うの?｣という､そういうすごく素朴な質問に､布

谷さんが全部1個1個答えていきました｡会期中もいろ

いろな質問をずっと受け付けたものについて､こうやっ

てお返事を張っていく｡ こういうコーナーを設けまし

た ｡

最後に､象徴的なこの実生の実物が置いてあって､

植物のこれからの成長をイメージしながら終わりとい

う､そういうス トーリーです｡

4ヶ月間やっていて､実際は本格的な評価調査みた

いなものを入れたかったのですけれど､諸般の事情で

というか､お金がなくて､そういうことができなくて､

結局､内部の人間だけで何とか しようやということに

せざるを得ませんでした｡そうした中でも､現場でス

タッフとしていらっしゃったアルバイ トの方たちが､

独自に自分たちが､なかでお客さんたちとより良 く交

流するためにはという視点からの発想だと思 うのです

けれど､お客さんの様子を調べたり､滞留時間を調べ

てくれたりしたというのがありました｡あの展示室の

広さは600m2ちょっとなんですけれど､滞在時問を見

てみると､一番短い人で5分｡ この話はまた後で しま

すけれど､長い人で1時間半 くらい｡平均すると26分

というデータがありました｡11月3日の入場者です｡

まず､今のようなことを頑の中に置いておいていただ

いて､ここからが本筋です｡- ンズ ･オンの実験の場

として､一体何を比べようかということになったとき､

- ンズ ･オンの研究グループの中でも意見が割れて､

何を実験 したら､その-ンズ ･オンの特性みたいなも

のが見えてくるのだろうかというのを考えて､3つ案

が出ました｡

1つは､めくりパネル､フリップパネルを使 って何

か実験をできないかということと､あと模型と本物と

で､触る効果のちがいとか｡あとは私がすごくこだわっ

てやりたかったのは､プロセスの違い､同 じテーマな

んだけれど､同じようなことをやっているのだけれど､

アクティビティのプロセスが違 うとどうなるかという

のを比較 したくて提案をしました｡

フリップパネルについては､いろんな展示会社さん

からいろいろ案を出して頂いたのを見たり､自分たち

で実際にいろいろな博物館へ行ってめくり板の展示を

見ていると､結局のところは､ハンズ ･オンは-ンズ ･

オンなのですが､コンテンツ次第で良 くもなるし悪 く

もなるという要素がものすごく大きな- ンズ ･オンの

手法なので､ちょっと今回の実験からは外 してしまい

ました｡
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ハンズ･オン展示手法比較

1)｢ひっつきむし (ひっついたね)｣-実物と拡大模型

･比較のポイント:｢触れる｣モノが異なるとどうなるか?

･コーナーで伝えたいこと :動物などにひっついていくタネがある

ことと､その仕組み｡

利用者の様子と比較の結果

実物利用者サンプル数および平均値 :70サンプル (71秒)

模型利用者サンプル数および平均値 :88サンプル (41秒)

2)｢飛ぶタネ (ふわり飛んだね)｣

-クローズド･エンドとオープン ･エンド

･比較のポイント:アクティビティのプロセスが異なるとどうなる

か?

コーナーで伝えたいこと :風にのって散布されるタネがあるこ

とと､その様々な形や飛び万 (-さらに､ゆっくり飛ぶものが､

遠くへ運ばれる可能性があること)

利用者の様子と比較の結果

オープン･エンドサンプル数および平均値 :

45サンプル (391秒-6分31秒)

クローズド･エンドのサンプル数および平均値

45サンプル (262秒-4分22秒)

図4

44 琵博研報 2006 No.24



では､ この2つが本当にベス トだったかと言われる

と自信は全 くありませんけれども､とにか くこれにつ

いて実験 しようということで､時間もないので､実験 ･

実験と言 って､持 っていって しまったようなところが

あります｡

まず､ひっつき虫の方ですけれども､ これは実物 と

拡大模型というのを子供たちに触 ってもらって､ こち

らが想像 していたのは､それぞれ触るといっても､受

け取る情報に同 じテーマを展示するにしても､受け取

る情報が全然違 って くるのではないかという｡ あるい

は､使い方 とか､触 り方 とか､そういったものに違い

が出て くるだろうと予測 して物を変えてみました｡

実際にこれはオオオナモ ミというのを使 ったのです

けれど､それについての話は､また後で写真を見なが

らします｡オープンエンドとクローズ ドエンドの場合

は､飛ぶ種の展示をするということなんですけれど､

アクティビティのプロセスが異なるというのはどうい

うことかというと､クローズ ドエンドというのは､一

応 こちらの理想 としては､誰がやっても同 じ結果に終

わるアクティビティを想定 していまして､オープンエ

ンドというのは､人によって結果が大 きく違 って くる
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ような仕掛けにしたかったんです｡ これもちょっと後

で説明をしますが､理想通りいったかというと､ちょっ

といかなかった部分があります｡

この 2つの実験について紹介をさせて頂 きます｡ま

ず模型のオオオナモ ミです｡実際､ このオオオナモ ミ

も､さっきサクラの例をお見せ しましたけれど､プレ

展示でちゃんと耐久性を調べて､作り直 しをしてもらっ

て､それでそのチェックができないまま当日を迎えて

設置された最初のころの状態なのですが｡

実はちょっと問題がありまして､軟 らかかったんで

す｡お客さんの様子を見ていると､まだデータは取 っ

ていないんですよ｡ 触 っているお客さんが ｢そうか｡

オオオナモ ミってこんなに軟 らかかったんだ｣ と､ こ

の模型を触った感覚をそのまま科学的な知識として持っ

て帰 りそうになっているのを見て､ちょっとそれはま

ずいですよということで造 り直 してもらって､硬 くし

てもらって､だか ら実験するには触ることによって間

違 った情報が伝わってはいけないので､展示改善の中

で硬 くしてもらうというふうにしました｡実際､初め

は実物を見せないで､模型だけを置いておいたりした

んですけれども､それも展示改善の中で､本物をちゃ

オオオナモミ模型展示と実物展示の利用時間
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んと置 くようにしたりというふうにしました｡

ものすごく正直な話､オオオナモ ミを選んだことと

いうのは､実はちょっと微妙なことがありまして､い

い面も悪い面もあって｡ オオオナモミって､みんな知っ

ていると､ひっつき虫の代表格だろうと勝手に私たち

は全員思 っていたのですが､今の子供たちにとってオ

オオナモ ミはあまり見たことがないもので､その辺に

あまり生えていないんですって｡ 滋賀県では特に珍 し

いということで､｢他のは集めたんですけれど､ これ

だけないんです｣と言 ってきた親子連れもあったぐら

い珍 しいものだったということが､ちょっと失敗｡本

当はヌスビト-ギとかアメリカセンダングサとかのひっ

つき虫の方が､子供たちにとってはポピュラーなもの

だった｡｢初めか ら知 っていたら､その模型を作 った

のにさ｣ という､そういう感 じの話なんですけれど｡

ちょっとこの辺は別の話になります｡

でも､逆に言 うと､大人の世代の人たちは､割とオ

オオナモ ミをよく知 っていて､子供にとっては ｢何だ

こりゃ｣でも､大人の方か ら話 しかけて ｢これはね｣
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というような交流が家族の中で成立 していたのも実際

にあったので､いい面 も悪い面 もと言 ったのはそうい

う意味です｡

実験はこのように大 きな模型が1個ぽんと置いてあ

る状態｡これが実物が トレーに入れてあって､前にくっ

つける布がある状態｡ これはサービスで､最後 ｢模型

も本物 も出 しちゃえ｣と言 って､模型 も本物 も出した

状態｡ 3段階､ 3つ目はデータを若干取 りかけたんで

すけれど､その話はちょっと抜いておいて､ この2つ

について､ではどうだったのか､お客さんの反応はと

いうところのお話をしたいと思います｡

皆さん気にしているであろう､後ろのグラフィック

は､もっと以前の話として､オオオナモミが本当はひっ

つき虫ではないかという話題です｡ひっつき虫という

のは動物にひっついて運ばれる種 という意味合い､変

な話ですけれど､ニュアンスで使われているんですけ

れど､実はそうではなくて､水散布､水によって運ば

れているのではないだろうかという仮説を布谷さんの

方が持 っていまして｡ そんなことを説明するために､

オープン･エンドとクローズド･エンド展示利用時間比較

那
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本当はわざわざタヌキの毛の拡大とセーターの拡大な

んかを出してみたりしたのですが､結局前のこのグラ

フィックはほとんどなんの役にも立 っていません｡ 子

供たちには何の役にも立 っていないんですけれど､こ

の大きな全体を写 した写真はちょっと持ってきていな

いんですけれど､大きな空間で一番右端の方に､小さ

なサイズのパネルで ｢もしかすると水散布かもしれな

い｣と書いてあって､大人の人は時々そこまでたどっ

ていって､｢--｣ と言 うらしいんですけれど､子供

はぜんぜん､これぐらいスペースが離れていると､も

う全然無関係なものとしてしか受け取ってくれないの

で､実験には影響がないものだろうと､勝手にこちら

も判断 しまして､このままにしておきました｡

どうだったかということなんですけれど､昔､植物

生態学をやっていた者としてこういうものがわかりや

すいので､思わず出 して しまうのですけれど(図 6)0

上がサンプル数の違いというのも若干あるのですけれ

ど､オオオナモ ミの実物と模型との展示を分の単位で

示すと､ もうどっちでも変わらない｡要するに､あま

り長 くは人が利用 しない展示であるということが調査

の中でわかってきました｡

では､秒単位で見ていくとどうなるかというと､左

側の､模型のときはこんな感 じ｡短いです｡短い方に

ピークがこう来ていて､ これは中は中学生､小学生､

下が幼児 と分かれているんです｡実物にしたときは､

時間のピークはちょっと長めにずれていきました｡

ということで､では長 く利用されたから実物の方が

いろいろなことが伝わっているのかというと､実は必

ず しもそうではないというのが1個1個のデータから見

えて くるんです｡仮にちょっと､ これは模型ですね｡

模型で､1分50秒触 っていた人たちの記録なんですけ

れど｡模型の意味もちゃんと理解 してくれて､お母さ

んが､ちゃんと子供にマジックテープと鈎針の形 と､

拡大模型のその引っ掛かる所の仕掛けの説明をちゃん

としてくれたという､理想的な例です｡結構そういう

科学的な解説が Lやすいのは拡大模型の方で､お母さ

んと子供の問でそういう､例えば ｢オオオナモミをモ

デルにして､こういうマジックテープとかができたん

やで｣と自慢げに説明するお父さんがいて､そういう

会話促進は割 りと模型の場合にはありました｡

今度､実物になるとどうなるかというと､やはり大

人 も子供 もそうですけれど､実物を見るとひっつけた

くなるんですね｡ ぽんぽん投げてひっつけたり､自分

の服にくっつけたりとか､そういうことがやはりアク

ティビティの中では大きく占めてきて､ じ一つと見る

とか､下の例は結構長 く､7分 も使 っていたという､

ものすごい例なんですけれど､こういうふうに使 って

くれる人 もいれば､ もうくっつけただけで終わって し

まう人 もいるという､かなり分かれるところなんです

けれど｡この辺で子供たちの反応を見ていると､やは

りくっつけて､楽 しんで終わってしまうというところ

で､ここなんかで､やはりお母さんとかがどういう関

わりをするのかというのが､ ものすごくメッセージの

伝達に重要になってくるというのが調査の隙間から見

えてきます｡

写真 6 飛ぶタネもう1個のオープンエンド､クロ

ーズ ドエンドの方ですけれど｡ この図を見せる前に､

飛ぶ種の展示はどういう展示だったかというと､上と

下で撮影 した時期が違 うので配置がちょっと変わって

いるのですが､こういうふうに中に種子を入れて､紐

を引っぼって箱を天井まで持ってゆき､箱の上部が天

井にあたると､箱が左右に分かれてぽかっと開 く｡ す

ごくうまい仕掛けを日展さんが作って下さって､それ

を使 って種を飛ばし

てもらいました｡先ほどのオ｣プンエンド､クロー

ズ ドエンドの内容琵博研報 2006 N



を詳 しく､一応言 っておきますと､誰が しても同 じと

いうことは､要するに決まった形の種｡つまり､既存

にある飛ぶ種の形を正確に模倣 した模型を作って､そ

れを飛ばすのがクローズ ドエンド｡ それを飛ばすと､

誰が飛ばしても同じ飛び方を本来するはずというのが､

こちらの予測だったのですけれど､本物を正確に模倣

した模型というのが作れませんでして､これがなかな

かとても難 しくて､いろんな工夫をしたのですが､本

当の意味でのクローズ ドエンドにはなりませんでした｡

実際はどんな感 じだったのかというと､●図7を見て

ください｡こういうふうに｡ これはクローズ ドの状況

なんですけれど､こうやって何とかの種､何とかの種

という､ちょっと飛ぶ種の実物 も見せながら､それに

似た模型をだ一つと入れておいて､それを飛ばしてみ

よう､何秒 ぐらい飛ぶかなという呼び掛けでやったん

ですけれども｡実際には､紙製ですので､前に使った

人がぐしゃっとかしていたら､ もうそれだけで飛び方

が違って しまったりとか､スタッフが頻繁に行って直

したりとか､新 しいのを次から次へと､特に実験のデー

タを取るときには､新 しい種子を次から次へと投入す

48

る形で行ったんですけれども､ちょっとセ ミクローズ

ドみたいな､ちょっと半分オープンみたいな感 じになっ

てしまったというのはあります｡

こちらの実験の方は結構子供たちの行動に大きく違

いが出ていて､今度は分単位で測っても十分にグラフ

が作れるぐらいになって､クローズ ドだと比較的短時

間のところにピークがあるのですが､オープンだと一

番多いのがもうちょっと6分 ぐらいまでいる｡5分から

6分の間｡それでこういう広がりを見せて､すごく長

い人はクローズ ドでもオープンでもいるんですけれど､

こんな状態になっています｡下のグラフを見てもらう

と､ もうちょっとはっきりと｡特に小学生の利用で､

オープンエンドの方が時間がいっぱいあるというのが

わかると思います｡

行動としては､一応調査票をまたコピーしてきたの

ですが､こっちがクローズ ド｡ ここでもやはりお父さ

んとかお母さんとかの働きというのは絶対必要で､お

父さん ･お母さんがいない場合､この飛ぶ種子のコー

ナーがどんなことになるかというと､すべての種子を

全部投入 して､だ一つとやって､上からばさっと落と

トラッキングによる展示全体の利用時間比較

1)トラッキング調査 :動線､展示利用時間､発話などの調査

2)調査対象 :5-13歳の子とも達 (サンプル数 :32)

3)各ゾーンの展示コーナーごとの平均利用時間くらべ

･全体利用時間の平均値 :35.5分

(最長 :75分､最短8分)

･ベスト10､ワースト10､それぞれの展示の特徴とは?

図 7 トレッキング
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して､全部拾い集めて､もう一回入れて､上からばさ一つ

ということになるんです｡実際にそういうケースも結

構あって､困ったなと思 うこともある反面､ちゃんと

お母さんが ｢何秒飛んだ?｣とか働き掛けてくれると､

子供は ｢いち､に-､さん｣ とか数え始めたりして､

別の種類に変えてみたりということも､ちゃんとアク

ティビティの中でやってくれるというような､こうい

う傾向がみられました｡

ですから､これはひとっの事例なので､さっきのグ

ラフにあったように､全部入れてばさっというのが結

構な比率を占めていて､多分その子たちは何がたのし

いのかなと思 うと､やはり上から物が降ってくるのが

きれいですし､それが種子であろうが､花であろうが､

葉っぱであろうが､とにかくきれいなものが何か降っ

てきて楽 しいという､そういう感覚で｡それもわから

ないでもないんですけれど､こちらの意図とはちょっ

と違 った行動かなということで した｡

これはオープンエンドの方で､オープンエンドはそ

ういうふうにしたかというと､このいろんな形のパー

ツがあって､既存のものを入れておとしたらいいので

はなくて､自分で種子のようなものを作 らないと駄目

としました｡そうすると､結構一生懸命考えて､いろ

んな種子を作ってくれたり､親子で競争 して､お父さ

んがちょっと工夫 して､紙を折 ってみたりしていまし

た｡でも､そうやって頑張 ってもあまり飛ばなくて､

子どもが簡単に作ったものの方がいっぱい飛んだりと

か､そういうので結構コミュニケーションが取れてい

た様子 も観察 しています｡ これも事例の一つなので｡

本当はこういう発話とか､そういったことをもうちょっ

ときっちり分析 したかったんですけれど､まだそこま

でぜんぜんいけていなくて､こういう事例を説明する

だけになって しまいました｡

ついでに全体の調査 もやってみました｡ これはすべ

て､一応宣言 して､｢あなたに私は付いていきますの

で､どうぞご自由にご覧 ください｣と言 って､お客さ■

んを放ったものなので､そういうことが多分影響 して､

さっきの平均26分 ぐらいだったのが､若干伸びたのは､

もしかするとその影響かもしれない｡でも､最長で75

分､最短で 8分､さっき一番短いので 5分というのが

ありましたけど､おおよそ普通に取ったデータと比べ

て大きくずれていないと考えています｡実際どうやっ

ていったかというと､追跡調査で､こうやって動線を

ずっと追 っていって､それぞれの所で何をしたとか､

あれをりましたけど､おおよそ普通に取ったデータと
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あまりそんなに大 きくずれていないと考えています｡

実際どうやっていったかというと､皆さん､追跡調査

を知っていると思 うんですけれど､こうやって動線を

ずっとしたとか､子どもが ｢見て植物だよ｣と話 した

とかを記録 します｡ これはプロローグの所なんですけ

れど､頭をロゼットに突 っ込む展示があって､まず自

分がやってみて､お父さんのはいっているのも見たい

か ら､｢お父さん､入 って入 って｣ と言 って､一緒に

入って､記念撮影をしたりとか､そういうことをして

いる様子とかを全部追 っかけていって､何分 ぐらいい

たとか､使 っていたとか､全部取 っていくわけです｡

それでわかったことが､一つ明 らかに言えるのは､

出口効果は全 く見 られませんで した｡出口効果という

のは有名な話で､要するに出口が見えている所の展示

というのは､だんだん見 られなくなっていって､本当

にきれいなデータで､つ一つと下がっていくグラフと

いうのが博物館学の本に載 っているんですけれど､そ

ういうのは全 くなくて､これは日展さんのゾーニング

のおかげかなと私は思っているんですけれど｡こうい

う状態でした｡

のびるゾーンに限って言えばこんなんで､最大でも

1個に付き2分 ぐらい｡タケノコの展示はちょっと人気

がありました｡ここですけれど｡飛ばしますね｡

ひらくゾーン｡ これぐらいの面積の所なんですけれ

ど､実はノアザ ミからアベ リアを抜か してヤブツバキ

までというのが花粉スタンプ集めの対象になっていて､

比較的利用時間が短いのは､みんなスタンプ集めの方

を重視 して､1個1個の花の機能よりもスタンプを取る

というので､利用の平均値を取ると短 くなって しまう

ようになりました｡これはワークシー トを改善 して少

しはまLになったんですけれど､結局､最後までそん

な調子でした｡それよりも花の模型を自分で組み立て

たりとか､自分で花のデザインをする｡こういう花び

らで､こんな色で､こういうおしべとこういうめしべ

で花を作るとどんな花ができて､それには虫が来るの

か､来ないのかという､コンピューターゲームのよう

なコーナーですけれど､そういう方が人気がありまし

た｡

ヤブツバキだけどうして高いかというのも､これも

理由があって､スコープが置いてあって､ぱっと見､

何かよくわからなくて､スコープをのぞかないと展示

が見 られない仕組みになっているので､結構ちゃんと

みんなスコープをのぞいてくれてというのがあったか

ら高 くなっています｡
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広がるゾーンでは､実験を行 ったひっつ く種のとこ

ろで して｡｢ふわり飛んだね｣の種飛ば しがやはり圧

倒的に利用時間が長 くて､あとはもう一つ､ ドングリ

コロコロという､これも長かった展示です｡

この中か らものすごく簡単にベス トテンとワ｢ス ト

テンをやってみました｡ベス トテンは ｢ふわり飛んだ

ね､葉っぱはどこに付 く｣というもので､パズルです｡

ドングリコロコロというのは､ ドングリを転が して､

運命の穴に入るのは難 しいという､そういうゲーム性

の高いものです｡ こういうふうになっていて｡

ワース トワンは､特徴を下に書いておきました｡0.

1秒 ってどういうことかというと､要するに誰か 1人

ぐらいは立ち止まったりとか､何かをしているんです

けれど､お しなべて平均値を求めると0.1秒 というか､

ほとんど何もみていない｡アベリアは新聞調グラフィッ

ク｡ しかも､スタンプコーナーではなかったというの

がまずあります｡花の色｡これは虫の目に花がどう映っ

ているのかというのを映像とグラフィックだけで示 し

ています｡｢いろんな種子だね｣ は､ガラスケースの

中に､外にもあるんですけれど､触れないようプラス

ティック萄埋標本｡標本はやはりプラスティックみた

いなそんな四角い標本ですか ら､あまり面白くない｡

｢鳥のふんだね｣ もガラスケースということで､子ど

もたちの好みははっきりと分かれて､ベス トテンの方

は､参加性のあるものは圧倒的にやはり食いっさがい

いんです｡逆に､ガラスケースの中に入 っているもの

というのはほとんど利用されなかったという｡ これは

子どもたちがそういう性質を持っているのではなくて､

多分展示場の性質として､初めにこういう- ンズ ･オ

ン的なものをいっぱい展示された中でガラスケースの

ものが出ていったときに､やはり子どもたちの見方が

急には変わらないというか､触れる物と触れる物の間

にガラスケースの物が1個あったら､多分子 どもたち

はスキップして行 って しまうのではないか､そういう

こともあるかなと思いました｡

例えば､例があるんですけれど､ これがベス トテン

に入 っていた樹冠を組み立ててみるパズル｡すると結

構難 しくて時間がかかるのですけれど､子どもたちは

こういうパズルを完成させるのがすごく好 きで､親が

｢行 こう｣ と言 っても行かないぐらいに頑張 ってやっ

て くれました｡逆に､ ワース トに入ったのはこういう

タイプの展示で､内容的にはすごく植物の面白いこと

を展示 してあるにもかかわらず､ガラスケースの中の

展示はほとんど見ない｡手前に出ているこういうもの

だけ､子どもたちはツバ ミミを していて､要するに､

前にある小さな箱だけをぽんぽんぽんぽんと飛んでい

くから､展示を見ていることにはならないわけですね｡

置いてあるものをただ触 っている､ル-ペを触 ってみ

るというだけで､全 く展示としては子どもたちには機

能 しなかったものです｡

これは花を作 ってみる､デザインしてみる展示 と､

自分で模型を組み立てて見る展示で､こちらはベス ト

に入 っていた方で した｡

これが最後なんですけれど､資料 (P57)にも書い

てありますが､発芽データの解析ができていないので､

本当のところの状態というか､本当のことをはっきり

と言葉で伝えることはできないので､利用者か らのア

ンケー トをお見せいたしますけれども｡ 子供たちか ら

の感想というのはいろいろあって､結構面白かったの

ですが､｢竹がすごく早 く成長する｡ すごい｣ とか､

ドングリが木になるのを初めて知 った子どもがいたり

とか､種子飛ば しの実験で､｢高 くか ら落ちてもゆっ

くりで衝撃を受けないと思いました｣という､そこま

でこちらは思 っていなかったのですけれど､言 ってく

れた子 どもたちもいて｡多かったのは､｢スタンプラ

リーとかいろいろあって楽 しかったです｣ とか､｢植

物を大事にします｣とか､そういう感想があって｡

大人か らの感想｡長いんですけれど､ネガティブな

ものを中心に拾 ってみました｡褒めてあるのは ｢触れ

るものが多 くて良かったです｣ というのもあるんです

けれど､｢本物が少ない｣ とか､｢もっと内容を濃いも

のにして ください｣ とか､｢もっと工夫 して博物館の

理念を大切にして ください｣とか､そういうア ドバイ

スもいただいて､ちょっと悩むところというかもあっ

たりしました｡

一番下のは､さっきの質問に答えているコーナーで､
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子どもの素朴な質問って答えるのがものすごく難 しい

んですけれど､布谷さんが一生懸命答えていて､張 っ

てある状態が､掲示板みたいなところに張 ってあるの

で､子どもは見ないんですけれど､逆に大人の人たち

がそういうものを見て､結構感激 したりするというケー

スが多 くありました｡

では､- ンズ ･オンってどうなのかというと､結局

のところ､手法を変えるといろいろな質が変わって く

るのはもちろん当たり前なんですけれども､子どもか

らの食いっさは本当にいいのですが､大人か らは､あ

る種､軽さみたいなものをやはり感 じて しまうケ-ス

が多い｡これはどうも自分たちがはしい情報がグラフィッ

クを読んでいくと､ ものすごく､普通のひとは多分知

らないであるような情報がたくさんあるにもかかわら

ず､そういう印象を与えて しまって､展示を最後まで

ちゃんと見てもらえないというケースもありました｡

先ほど､8秒 とか5秒 という人がいて､何をしている

のかという話 もちょっとしましたけれど｡私が観察 し

たおじいさんと子どもの利用者の人で､10分 ぐらいし

かいなかったんですけれど､まず 2人でずーっと入 っ

ていって､子どもがある展示に引っ掛かって ｢これ､

何 ?｣と聞いたら､おじいさんは無視 して､そのまま

行 って しまったんです｡次の所で､また子どもが ｢こ

れ､何 ?｣と聞いたら､やはりおじいさんは無視 して､

そのまま行 って しまって｡ もう一回 ぐらい､子どもは

｢これ､何 ?｣と聞いても､やはり無視 されて しまっ

て､子どもはもうそこから質問する気 も失せて しまっ

たし､あとはお じいちゃんについて､出口まで一直線

という感 じだったり｡

逆に､だからすごく教育的な､すごく大雑把な感想

を言 うと､お母さんというのはものすごく教育的だな

と今回思 ったのです｡多分私が付いて歩 くということ

も若干影響を及ぼ したかなと思 うのですけれど､あち

こちでとても解説 して くれるんですね｡ それをやはり

観察 してくれることによって､子どもたちの興味がど

んどん持続 して､長い時間利用 してくれるというのも

わかりました し､結局､ こちらの意図を伝えるには､

展示 と人だけが向き合 っていればいいのではなくて､

やはりファミリーラーニングみたいなそういうグルー

プの中での会話 とか､そういうきっかけ作 りというの

がすごく大事だなと感 じました｡

最後に､ ものすごく面白いというか､へんてこなコ

メントなんですけれど､ うちの館長は生態学の大御所

で して､動物生態学なんですけれど､植物の繁殖戟略
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とか､植物のそういう生 きざまの展示をすることの意

義 とか､その内容についてはもちろん十分にわかった

上で､私たちが造 ったというか､日展さんに創 ってい

ただいたこの図録があるんですけれども､ この図録 も

とても気に入 ってくれて､すごくこれは- ンズ ･オン

の要素を､若干 こういう中でめくったりするようなも

のを作 ってもらって､すごく気に入 って くれていたに

もかかわらず､この企画展について､私に ｢成功 して

いるようで良かったな｡でも､私はあそこに行 くと何

していいかわからなくなるというか､呆然としてしまっ

て､だか らどうしようもなくなって しまう｣｡だか ら

言い換えれば全然テイス トに合わないということで､

- ンズ ･オンのむき出 しのものというのは､恐 らく大

人の人の中に抵抗感を生 じさせているケースというの

が､実は結構あるのではないかなと思いました｡実際

に展示室にいると､｢くだ らん｡ 極めてつまらん｣ と

か言いなが ら歩いている大人の人 とかがいて､｢誰に

向かって言 っているんだろう?この人｣ とか思いなが

らいたのですが､そうまではっきり言 っている人 もい

るところを見ると､どうやらやはり子ども向けのもの｡

情報はそんなに低 レベルでも何でもないのに､やはり

抵抗感を感 じて しまう｡ ということは､｢館長はディ

スカバ リー ･ルームでもやはり呆然としているのか し

ら?｣とか､いろんなことも思 って しまうのですけれ

ど､そういう人たちがいるらしいということもわかっ

てきました｡ これは- ンズ ･オンのある種ネガティブ

な面でもあり､逆に子どもたちにとってみたら､- ン

ズ ･オンが､羅列の中で本当に大事な情報が- ンズ ･

オンでない方法で提示されているときに､それに目を

向けなくなって しまうというか､- ンズ ･オンに慣れ

過ぎて しまって､- ンズ ･オンでない展示をもう頭か

ら除外 して しまうというのが子どもたちの中には逆の

傾向としてあって｡ 大人は- ンズ ･オンであることに

抵抗を感 じて しまって､それを拒絶するとか､そうい

うことも起 こっているなというのが今回の調査でわか

りました｡以上です｡すみません｡

質疑応答

(質問)

クローズ ドエンドの展示とオ-プンエンドの展示に

ついてもう少 し説明 して ください｡

(芦谷)

モデルというか､クローズ ドエンドは､結局誰がやっ
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ても結果がほぼ同 じところに落ち着 くというプロセス

をクローズ ドエンドというふ うに呼んだのでありまし

て｡ だか ら､模型は､本当はものすごく精巧な模型を

造 って､その種が全 く自然界で飛ぶのと同 じように飛

ぶ ものだけあれば､誰がどう飛ば しても回る種は回る

であろうし､変な飛び方をする種は変な飛び方をする

ということを想定 したわけです｡そうすると､｢ああ､

何 とかっていう種類の種はこう飛ぶんだ｣ ということ

はインプットされても､いろんな形があって､それぞ

れ面白いというか､ もっと工夫の余地があったりとか｡

例えば､飛行機みたいなかたちのものはあるのか､な

いのかとか､そういうところまでは子 どもたちは発想

がいかなくて､知識がボンとくるだけで終わって しま

うかなということでオープンエンドの発想だったんで

す｡

逆にオープンエンドは自分で作 るので､自分の好 き

な形の種を作るか ら､実際にはなくてもよく種ができ

たりして｡ これはよく飛ぶけれど､何で自然にはない

んだろうとか､そういうところまで話が広が っていく

のではないかなということでオープンクローズ ドを徹

底 しました｡

(質問)

種子を飛ばす展示では､飛ばすものか ら違 っていて

は､その解釈の レベルは別ではないのですか｡

(芦谷)

レベルが違 う話だとは思 うのですけれど､別に違 う

話ではないと思 うんですけれど｡要するに､展示の機

能 として､毎回同 じことが起 こった場合にどう思 うか

ということと､毎回違 ったことが起 こった場合にどう

人は思 うかということを比較 したか ったのであって､

その後の解釈は別にどう見てもらって全然構わないの

で｡ 原則変わ らないと思 っています｡

(質問)

でも､それでは結果が解釈できないんじゃないでしょ

うか ?

(芦谷)

いや､だか ら､展示手法を比較 したかっただけなん

ですよ｡ 要するに､展示の解釈の比較ではなくて､展

示の手法を比較 したかっただけなので｡例えば､本当

にもっと､だか ら自然界のいろんな形に目を向けても

らいたいのであればオープンエンドみたいな形､ 自分

で自由に作 ってデザインを したものを飛ば してみると

いうという形の方がいいか もしれないし｡で も､ただ

自然科学 というのはすごく難 しいところもあって､物

理学 とかそういうものは実験を通 して何 となく体験す

るということが可能なんですけれど､生物学 とかそう

いう話 というのは､事実は事実 として､やはり歴然 と

してあったりするわけなんですよ｡ そういう落ちの場

合に､Aは Bですよということを示すに して も､ こ

ういう方法もあればああいう方法もあるというのをちょっ

と実験 したかったというのが､今回の実験の趣旨です｡

(質問)

オオオナモ ミの実物の展示では､実物を見てもらえ

なかったということで しょうか ?

(芦谷)

はい､そうです｡やはり実物 は大 きいといって も､

オオオナモ ミといっても､小さくてこれ くらいのもの

なので､ひっつ くって面白いけれども､それを じっと

見るまでにはなかなかやはり至 らなくて､遊んでしまっ

たりとかということになって しまうのですけれど､拡

大模型はやはり､本当はどういうふ うに針が付いてい

るとか､そこまでも見てもらえたら｡ らせん状にきれ

いに付いているんですよ｡ 自然界のきれいさみたいな

ものまで本当は伝わったらよかったんですけれど､そ

うまではいかなくて､ こういうふ うに引っ掛かるとい

うことがやはり伝わったのと｡ もうちょっと深い子で

は､かざの向きを気にしているようなケースもあって｡

それはやはり本物をただぽんと渡されたのでは得 られ

ない情報だったのではないかなと思 っています｡イン

タビューもちょっとだけしました ｡

(質問)

子どもたちの感想は､聞けているのですか ?

(芦谷)

発話の中か らでも拾えるものもありました し､実際

に展示を見た子にインタビューでお話を聞 くというこ

ともちょっとだけしたので｡私はインタビュアーとし

てはちょっと駄 目だったみたいで｡｢面白か った?｣

と言 って､｢うん｣ と言 って くれて､｢どうもありがと

う｣ とお礼を言 って しまうので､｢調査者 としては失

格｣ とか､染川さんに言われたような記憶があります
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けれど｡

(質問)

｢ありがとう｣ というのは､展示を面白いと言 って

くれたことについてですか?

(芦谷)

そうそうそう｡｢気に入 って くれてありがとう｣ と

いうことなんだけれど｡

(質問)

ヒッツキムシが くっついて､それが遠 くに運ばせる

ということについては､この展示の中で示されている

のですか?

(芦谷)

いや､できていません｡割としっかりくっつ くなと

いうのは､子どもたちは多分布に対 しては思ったでしょ

うけど｡だから､本当はそこにタヌキの毛皮を､とい

うのもちょっとだけやってみたんですよ｡ 実は人のセー

ターなんかに絡むとなかなか取れないんですけれど､

動物の毛皮とかに絡むと､そこそこしたら落ちて しま

うんですよね｡ そのあたりも比べたかったんですけれ

ど､ ものすごく情報が煩雑になって くるので､実際に

はちょっとしてみたんだけれど､実験の中からはオミッ

トした部分です｡
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(質問)

やりかたで しょう｡

(芦谷)

セーターとタヌキの毛を比べた場合に､セーターに

しっかりくっつ くほどタヌキにはしっかりくっつかな

いというのを提示 していた期間もありました｡一時期

だけですけれどね｡

(質問)

- ンズ ･オンは大人の人には不人気ということで し

たが､それは- ンズ ･オン展示の一般論 ということで

しょうか?

(芦谷)

一つ一つの手法は大人に対 して特に抵抗感を呼ぶも

のではないです｡多分その見せ方 というか､展示の見

え方の問題だと思 うんですよね｡ 今回､やはりメイン

ターゲットを子どもたちにしたということで､展示室

の造 り自体が子どもフレンドリーというか､そのよう

なものをちょっと目指 して しまったということも､大

人の人の抵抗感をちょっと誘 った原因かなと思 ってい

て｡ -ンズ ･オン自体は大人の人にネガティブなイメー

ジばかりを与えるものではないです し､実際に大人だ

けで来たグループはちょっと微妙なんですけれど､子

連れで来た大人たちにとっては､結構面白く､楽 しく､

会話が弾んですごく面白かったという感想 ももらって

いるので､取っ付き方 しだいというか､シチュエーショ

ン次第でいろいろ変わって くるのかなと思います｡
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琵琶湖博物館フォーラム当日配布資料 2005/2/15

r琵琶湖博物鯨企画展"のびる･ひろ<･ひろがる一植物がうごくとま:

に射十るJヽンス･オン展示手法比較と展示評価の拭alJ

芦等美奈子(滋賀県立琵琶湖博物鯨)

1.話の前提

1)企画展 ｢のびる ･ひらく･ひろがる｣ のはじまり

･コンセプ ト:2つのテーマを持つ企画展

① ハンズ･オンの企画展 :ハンズ･オン展示についての実験の場

② 植物の企画展 :｢うごかない植物｣というイメージの払拭

･事前アンケー ト:植物のイメージについて

2)展示メッセージ

･ 基本メッセージ :植物も動物も､みんな ｢繁殖｣のために生きている

･ 一次メッセージ:植物は､動物のようには自由に動き回ることは出来ない

が､独自の成長や繁殖の方法を持っている｡

･ 二次メッセージ :植物にとって､のびて､花をつけて､花粉をとばし､種

子をつけて広がることは､至上命題である｡そのために､長い進化の中で､

形や色､香 りなど様々な特徴を獲得し､複雑に分化してきた｡

･ 三次メッセージ :植物は､そのものが動いて拡がるだけでない｡ それらを

研究することで､色々な形に姿を変え､標本として世界をいきかう｡また､

時空を超えて､植物が証拠となって､過去の気候や植生がわかることもあ

る｡人によって､物理的に移動させられたり､加工されたりする｡

3)ス トーリーライン

･プロローグ

･のびる :植物の成長 ･伸長について｡それはなんのためか?

･ひらく :花の開花について｡花が咲く意味､昆虫をよぶ様々な工夫｡

･ひろがる :花が咲いた後､タネその他の状態で広がろうとする植物｡

･エピローグ

4)展示制作のプロセス

･ 展示会社の選定

･ 展示づくり:メッセージ､ス トーリーライン､個々のゾーン､個々の展示

などの考案や設計｡

4
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ハンズ･オン展示のプレ展示 :オオオナモミ拡大模型､サクラ組み立て模

型などの耐久性を試すため｡同時に､植物についての素朴な疑問を募った｡

その他の事前準備 :資料収集､写真撮影など｡

展示改善 (利用者のため､比較実験のため)

2.実際の展示の概要

1)平面図 (添付資料)

2)ゾーンごとの図

3)代表的な展示コーナー

3.ハンズ･オン展示手法比較

1)｢ひっつきむし (ひっついたね)｣-実物と拡大模型

･比較のポイン ト:｢触れる｣ モノが異なるとどうなるか?

･コーナーで伝えたいこと :動物などにひっついていくタネがあることと､そ

の仕組み｡

･利用者の様子と比較の結果

2)｢飛ぶタネ (ふわり飛んだね)｣-クローズ ド･エン ドとオープン ･エンド

･比較のポイント:アクティビティのプロセスが異なるとどうなるか?

･コーナーで伝えたいこと:風にのって散布されるタネがあることと､その様々

な形や飛び方 (-さらに､ゆっくり飛ぶものが､遠く↑運ばれる可能性があ

ること)

･利用者の様子と比較の結果

4. トラッキングによる展示全体の利用時間比較

1) トラッキング調査 :動線､展示利用時間､発話などの調査

2)調査対象 :5- 13歳の子ども達 (サンプル数 :32)

3)各ゾーンの展示コーナーごとの平均利用時間くらべ

･ベス ト10､ワース ト10､それぞれの展示の特徴とは?

5.アンケー トなどによる観覧者の感想

6.まとめ

1)今後の課題

･発話データの解析 など

2)結局､ハンズ･オンの展示って ･
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アンケートなどによる観覧者の感想

子ども達からの感想

･ ｢私が生まれてきて､やっとしんちょうが140cmになったのに､たけの

こは21日で140cmぐらいになるなんてすごい !｣

･ ｢1本になるどんぐりがあんなにおおいとは､しらなかったです｣

･ ｢どんぐりが木になるのをはじめてしりました｡10000こできるのもは

じめてしりました｡｣

･ ｢たねとばしのじっけんで､たかくからおちてもゆっくりでしょうげさをう

けないんだなと思いました｡｣

･ ｢一番さいしょにずっとうごかないようにしてたってたら人にふまれてし

まった花を見てかわいそうだと思いました｡だからこれから花をちぎったり

ふんだりしないようさをつけます｡｣

･ ｢スタンプラリーとか色々コーナーがあって楽しかった｡てんじ会をはじめ

て入ったのでよかったです !また釆たいです｡｣

大人からの感想

･ ｢体験できるさわれるものが多くてとてもよかったです｡ とても楽しむこと

ができました｡生命のたくましさや神秘的な働きをしりました｡とても活動

的な植物の姿や知恵は､人間もみならうべきところがたくさんありました｡

子どもと楽しい感動する時間を過ごせました｡｣

･ ｢体験できるのは面白いが､全体にもう少し本物が多いほうがよいかなO毒

を見るところとか｡麦の種の解説はおもしろかった｣｡

･ ｢もっと内容の濃いものを｡そして､もっと身近に感じられるようにがんば

ってください｡｣

･ ｢もう少し工夫がほしい｡当博物館の理念を大切にしたほうがよいと思う｡｣

･ ｢ハンズオンはやっぱりたのしいっすね-｡虫で草花なってみる､やってみ

る､さわってみる､いろいろあって｡とくになってみるはよかった｡ありが

とうございました｡またきます｡｣

･ 用どうして植物は枯れるの?』『どうして1年でる植物があるの?』など児

童の質問に対しての答え 『環境の変化に対応して別の地で生息して子孫を生

き残らせる為』(だったと思います｡)に感銘を受けました｡子孫をなるべく

確実に生き残らせるために植物たちがあみだした方法の多様性に驚かされ

ました｡そのような知恵を生み出したものは何なのかと考えると､植物なの

に意思があるように思えます｡｣
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琵琶湖博物館研究調査報告 第24号 58-76ページ 2006年 3月

｢歴史展示だってできるコミュニケーション｣

久留島浩

(国立歴史民俗博物館)

はじめに

まず､自己紹介から始めたいと思います｡私は8年

前まで､千葉大学教育学部でたった 1人の日本史の教

員でした｡ もう少 し積極的に博物館にかかわりたいな

と思ったきっかけは､もともと博物館に行 くこと自体

が好きだったということだけではありません｡ 学校の

先生になった教え子たちがまわりにいっぱい歴史教材

にできるものはあるのに､それを教材にする力が急速

になくなっているのではない かと感 じたことです｡教

科書で教えるとか､教科書を教えるとか､そんなレベ

ルではなくて､教科書 しか教えられなくなってしまっ

ているというのをどうしたらよいのか､という深刻な

問題を痛感 し始めていたわけです｡

【｢学区の歴史｣ はおもしろい】

そのなかで､最初に､学区の歴史を身近な教材とし

て取 り上げるのはどうだろうかと考えました｡私自身

も千葉に移 り住んだばかりで､私 も私の家族 も自分の

住む町のことをほとんど知 りませんでした｡

このままだと､ うちのこどもたちは､マンションの

窓から見える川崎製鉄の煙突のけむり (今は火が消え

て しまいましたけれど)､時々海から流れて くる生臭

いにおい (海は埋め立てられて 2キロ以上離れている

のに風向きで臭 うのです)提供公園のプレイウォール､

そんなものだけが彼 らの ｢原風景｣になってしまうの

ではないかと心配になりました｡30年前には､眼下に

は (もっとも､｢眼下｣ というと､自分が住んでいる

マンションを含めてですけれど)､ きれいな水田地帯

が広がっていたはずです｡実際にそのような風景を撮っ

た写真が残っています｡そこで､自分のこどもも含め

て､この地域の子どもたちに､そういう､自分たちの

学区の歴史を考える機会を与えたいと思ったわけです｡

ところが､学校の先生たちにとって､学区の歴史 (歴

史だけでなく実は現状 も)がほとんどわからなくなっ

ているようです｡ 3年から5年 らいで転勤をしてしま

う先生たちばかりになって､自分が通 っている学校､

こどもたちが通っている学校のまわりがまったく見え

ていない｡学区が見えていない｡ これはとても深刻な
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ことだと思いました｡ しかも､実はわたしの研究対象

が江戸時代の地域社会､とくに村社会で､この 2,30

年の問に､江戸時代の村の景観があっという間になく

なっていくことが気になっており､それをどうやって

記録に残すか､とくに､そこに住んでいる人が自らの

記憶に残 して､さらに次に伝えていくためにはどうし

たらよいか､ということについて考え始めていたとこ

ろでした｡ただ ｢学区の歴史｣と言 っても､本格的に

学区の歴史を縄文時代から現代まで研究 し叙述するこ

とを想定 していたわけではありません｡ とりあえず､

今でもまだ残 っている歴史の痕跡をていねいに記録す

る作業を､こどもたちと一緒にするというだけのこと

です｡導入はきわめて簡単で､ こどもたちと一緒に､

学区の不思議なもの探 しをしていくだけです｡とにか

く､ これはなんだろうと思 うような ｢不思議なもの｣

を､学校へ行 く道筋で写真に撮 って､それを並べてみ

るというきわめてシンプルなことをやりました｡それ

は何だろうと考えながら､一つ一つマップの上に貼り

付けていくだけなのです｡ もちろん､それだけでは歴

史研究のプロとしていささか恥ずか しいので､5枚の

というと､ 1つは現在の航空写真です｡空撮でその学

区が映っているものを選びます｡それから米軍が1950

年代に全国で撮った航空写真です｡三つめが､明治時

代の迅速図｡そして､江戸時代の過去の歴史的景観と

かかわらせて地図 ･絵図の写真を拡大 しました (これ

はあるところとないところがあります)｡ もう1枚が

現在の地図です｡ この 5枚､全部そろわない場合 もあ

るのですけれども､そういうものをそろえて､そのう

えに自分が撮影 したものがあった場所にシールを貼っ

ていく ｡ 次に､その絵図や地図や航空写真をもって実

際に歩いてみる｡ 最後は､現在の地図に書き込んでい

くというやり方 もよいかもしれません (このやりかた

は､『絵で読む図に見る千葉市図誌』から学びました)0

そうすると､私の住んでいる学区は､1960年代まで

は人が住んでいる集落のす ぐ前まで海が迫 っていて､

同時に水田もいっぱいあるという所だったことがわか

りました｡｢稲毛｣ という地名の言われも､なんとな

く理解できるような気が してきました｡この地域は周
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辺と比べてとても水田の比率が高いところだったとい

うことです｡ところが､60年代半ば以降､海も水田も､

ほぼ同時に埋め立てられて､あっという間になくなっ

てしまうのです｡このことが､この地域でもっとも大

きな ｢変化｣だったことに気づ くと､今度は逆に､

自分たちが発見 した ｢不思議なもの｣のうち比較的古

そうだなと思われるものが､この ｢変化｣のなかで残

り続けてきたものなのだということもわかりました｡

こうして､身近な学区のなかに残っているものだけで

も､十分に学区という ｢地域の歴史｣を考えたり感 じ

たりすることのできる教材にできることがわかりまし

た ｡

【国立歴史民俗博物館は使える?】

次に､学区の近 くで､まとまって歴史的な資料と出

会える場所､そうした資料をこどもたちと一緒に学ぶ

きっかけにできる場所はない かと考えました｡それは､

資料を実際に収集 し保存 している博物館だと思いあた

り､展示されているものを実際に教材として使えない

かと思い始めました｡そこで､比較的近 くにあって､

規模が大きい歴史系の博物館 (現在の職場である国立

歴史民俗博物館)で実際に展示されているものが､教

材として使えるかどうか検討するツアーを考えました｡

ところが､千葉県の長期研修生 (学校の先生たちが一

年間長期の研修をするために当時千葉大学教育学部に

来ていました)や院生 ･学生のみなさんと一緒に､

日かけてじっくり見て回ったあとの第一印象は､きわ

めて不親切な博物館だなあというもので した｡展示場

が暗 くて､ 2時間 もいると目の芯から疲れてきます｡

案内版に番号が振ってあるわけではなく､どこからど

のようにみたらよいのか皆目検討がつきませんでした｡

それでも､第 3室 (江戸時代にあたります)の展示は

小学校の教材としてどうか､という観点からじっくり

見たことは初めてだったので､実は使える資料がたく

さん選ばれて展示されていることはわかりました｡

しかし同時に､問題は､近世史研究者か､ もしくはは

んとうに歴史が好きで､通い続けなければとても使い

こなせない展示だということもわかりました｡こうし

た経験や感想を､歴博のある人に話 し､学校から見学

に釆たこどもたちにとって､展示されている資料には､

考えたり感 じたりすることができるものが多いのに､

実際に有効に使えないのは博物館の責任だと言 ったこ

とがきっかけとなって､この博物館に移ることになっ

たのです｡そんなに言 うなら､お前がここへ来て､学

校教育 との リンクを考えたらどうかというわけです

(この時点では､少 しでも ｢学校教育｣ とただ リンク

させればよいと思っていました｡当然 ｢自己学習｣と

いう位置づけでなく ｢教育｣という観点でした｡)0

ところが､入ってみると､制約だらけでした｡原則

としてギャラリー トークもガイ ドツアーもやってはい

けない､学校への特別な対応はしない､そもそも観客

に自由に観ていただくのであって､そのような ｢強制

動線｣になるようなことはしない､というのです｡ し

かたがないので､転勤 してから一 ケ月は､展示室 (第

3展示室-江戸時代が中心)へ出て､来観者がどのよ

うなものを観ているのか､できる限り毎日一度は観察

することにしました｡すると､第1展示室か ら順番に

観てくる来観者 (ほとんどすべての来観者は順番通 り

に見て回ります)が第3展示室に到達するのは､入館

後 1時間- 1時間30分後で､午前中で言 うと､10時30

分過ぎからしか観客がいないことがわかりました｡ し

かも､その多 くは疲れていて､ほとんど解説は読みま

せん｡ 目立っもの､来観者にとって気になるものを一

瞥すると足早に去 っていきます｡正直のところ､なん

のための､誰のための展示なのだ､と考え込みました｡

転勤 したことを後悔 もしました｡ しか し､ひとたび来

観者に話 しかけると､結構いろいろと聞いてくるし､

これはこのような物でこのようなことを知 ってほしく

て展示 してあるのではないか (｢この展示をつ くった

のは私ではないので､まったくそもそもの展示意図は

私にもわか らない｣)なとどいう説明をすると (一種

の ｢押 しっけ｣ですが)､知 らない間に展示物を挟ん

で会話が成立 していくことに気づきました｡もともと､

人と話すのは嫌いではないので､この経験を生かして､

私が転勤 して最初に関わった企画展示 (｢収集家百年

の歴史一水木 コレクションのすべて-｣では毎週3回

のギャラリートークを行うことにしました｡ギャラリー

トークをするなかで､来観者はこちらが考えてもいな

いような解釈をしていること､ちょっとした解説でじっ

くり展示物を観てくれるようになること､がわかりま

した｡同時にこうした経験のなかから､来観者の視点

と展示をっくっている歴史研究の専門家としての視点

とがまったく異なっていることも痛感 しました｡

【｢歴史を編む人｣と ｢歴史を読む人｣ との間 ･展示

をつくる人と展示を観る人との間】

実は､わたしは ｢歴史を編む (っ くる)人｣｢歴史

を読む人｣とのギャップを埋めたいと考えて､日本史
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の研究や教育をしてきた積 もりだったのですが､博物

館でこそ､展示をっ くる人と観る人とのギャップを埋

めることが必要だと実感できたことになります｡そこ

で､少 し腰を落ち着けて､来観者とのコミュニケーショ

ンを大切にするような博物館のありかた､展示のあり

かたについて考えてみたいと思うようになったのです｡

大変長い前置きをして申し訳ありません｡ しか し､

私が博物館にのめり込むようになった原点について､

お話することで､実は報告で言いたかったことはほぼ

尽きていると思 っています｡結論的に言 うと､展示さ

れているものの前で､展示をつくった側と展示を観る

側との問でコミュニケーションができれば､あるいは

展示を観る側が展示されているものとコミュニケーショ

ンすることができれば､難 しいと言われる歴史展示で

あっても､来観者に何かを持って帰ってもらえるので

はないか､ということです｡

1 歴史展示は､なぜ難 しいのか?

【歴史展示を構成するもの】

とは言っても､歴史展示は､たしかに難 しいと思い

ます｡研究者が ｢たしか｣だと判断 した資料が､その

資料などを分析 して想像復元 した研究者の歴史像のも

とで､一つのス トーリーを構成すべく並んでいるので

す｡現在の歴史系博物館の展示は､実物 ･複製 ･推定

復元模型 ･推定復元画といった ｢史料｣､ ラベル ･解

説パネル ･コーナーパネル ･案内パネルといった ｢書

かれた解説｣､音声ガイ ド･解説 ビデオにギャラリー

トーク･ギャラリーツアー (実施 しているところでは)

といった ｢語 られた解説｣すなわち ｢物語｣の三つで

構成されていると言えます｡

このうち､とくに難 しいのが､｢史料｣のうち､｢古

文書｣と言われるものです｡古文書はその作成のされ

方や残 り方､あるいは内容だけでなく形式でも､作成

された時期の社会関係を反映 しています｡私が属 して

いる ｢文献史学｣では､こういう古文書を解読 ･分析

し､歴史像を再構成することで研究を進めてきました｡

また､私のように近世村落史を専門とする者は､いま

なお現地に残る膨大な史料の調査 ･整理 ･収集 (写真

による) ･研究をするだけでなく､保存についても方

策を考える義務があります｡言わば､古文書と一緒に

研究を進めてきたわけで､古文書たちの将来のことも

含めて､古文書にはとても愛着があります｡ しか し､

観客にとってもっともわかりにくく､多 くの場合､ほ

とんど足を留めないのが､この古文書そのものの展示

60

であることはたしかです｡多 くの歴史系博物館では､

解説文 (読みと現代語解読)を付 したり､音声で読み

を聞かせる工夫をしたりしているのですが､どうも成

功 しているとは言えません｡ この点は､対話以前の問

題かもしれませんが､大きな課題として残っています｡

複製 (レプリカ) も､歴史系博物館では多用されま

す｡実物を出し続けることができないという､資料保

存上の制約ということもあるのですが､それだけでは

ありません｡比較するために､あるいは作成過程と素

材の実証的研究のためにも役立っ ものです｡ しか し､

問題は､わざわざ複製を制作 して展示する意図が来観

者にはほとんど伝わらないことです｡とくに何とどの

ような点で比較するのか､がわからなければ､複製を

つくった意味がなくなってしまいます｡

推定復元模型は､それが詳純なところまで ｢復元｣

されていればいるほど､実は来館者にとっては ｢落と

し穴｣になって しまいます｡来観者は､推定復元模型

は ｢事実の復元｣だと考えます｡人形や建物の仕様が

ていねいであればあるほど､一層事実だと思いこむこ

とになります｡ しか し､あらためて言 うまでもなく､

どうがんばっても ｢推定復元｣模型にすぎません｡構

想 した研究者の仮説であって､下手をすると､研究者

から話を聞いた人形作家の ｢想像力のたまもの｣かも

しれないのです｡そう考えると､来観者にとって､もっ

とも即物的に展示を理解する手だてである推定復元模

型 こそが､もっとも ｢危 うい｣ ものであるということ

になります｡わたしは､小学生たちの団体に､博物館

の見方についてア ドバイスすることを求められたとき

にはい･つも､｢ジオラマ (推定復元模型)｣にはだまさ

れないで｣と言います｡逆に､推定復元模型をよく観

て､不思議だなあ､なぜこんなことがわかったのか､

と疑問を持っことを勧めます｡疑問がでればしめたも

のです｡よい推定復元模型のまわりには､かならずそ

の ｢推定｣の根拠となる資料が展示されているはずで

す｡むしろ､なぜそのように想像復元できたのか､そ

の過程を追体験することこそが重要です｡

｢書かれた解説｣ と ｢語 られた解説｣については､

あらためて言 うまでもありませんが､展示 した側の意

図はここで語 られるはずです｡ しか し､こうした ｢解

説｣抜きに､意図は伝わらないのでしょうか｡｢解説｣

抜きには､来観者は展示意図を読み取 り､さらに自ら

の歴史像を構成することは不可能なので しょうか｡残

念なが ら､｢解説｣なしに理解することは難 しいのが

歴史展示だと言わざるをえません｡ 大量の資料のなか
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から､ごくごく一部の資料を選択 して並べて､ス トー

リーをっくっているのですから､モノとモノとの間を

埋めることが不可欠なのです｡ しかも､展示を見る側

の歴史的知識の多寡は､たちどころに ｢解説｣の理解

度に反映される傾向にあるので､解説である程度の歴

史的知識を補 う必要 もでてきます｡

【｢仮説｣としての歴史展示】

実際の歴史展示が､ このような構成になっており､

展示する立場にたってみると､あらためて､そこにあ

るのは自分の (久留島個人の)歴史像だなあと痛感せ

ざるをえません｡ もちろん､事実に近づこうとする学

問的方法と意思と努力とをおろそかにするつもりはまっ

たくありませんが､そこに示されているのは､わたし

が論文で ｢実証｣的に復元 したと考える ｢仮説として

の歴史像｣とほとんど違わないのです｡研究者の世界

では､論文などで仮説が公表されてから､その歴史像

をめぐって論争が始まり､修正や発展あるいは否定が

行われながら､多 くの研究者が同意できるような ｢通

説｣(正確には､通説 という ｢仮説｣ですが)ができ

るのです｡研究者間の自由な論争があってはじめて可

能だと言ってよいかと思います｡ これに対 して､歴史

系博物館の展示はどうで しょうか｡それを観る人と考

案 した人との間で､自由な論争はありうるのでしょう

か｡

【観客の思いこみ-たしかな史実が展示されている】

この点では､以下の二つの点に留意する必要があり

ます｡第一に､観客は､歴史系の博物館には､｢正 し

い歴史｣や ｢間違いのない史実｣が並んでいるはずだ

と思いこんでいることです｡すでにご存 じの方もいらっ

しゃるかとは思います し､すでに学界では否定されて

いますが､旧石器のレプリカが､かってはたしかにわ

たしたちの博物館の展示の冒頭に並んでいました｡わ

ざわざレプリカを制作 して展示 したということは､制

作を指示 した研究者はそれを事実であると認めたわけ

で､同時に観客には ｢事実｣として観なさい､という

メッセージを伝えたことになります｡博物館は何かを

学ぶ場だという思いこみ (これ自体が悪いわけではあ

りません)は､そこに展示 したるものについて疑わな

いということにもなりがちです｡逆に､｢複製｣ と書

いてあるのをみて､｢なんだ､複製か､だまされた｣

という顔ですぐにそこから立ち去 っていく観客も少な

くはありません｡先に申し上げたように､複製は､そ

れなりの意図があって制作されており､実際犀風など

絵画資料には多 くの歴史的情報がある場合 も多いので

す｡複製だというだけでその先は見ない来観者の行動

からは､歴史系の博物館には ｢実物｣が展示 してある

ということが､いかに観客の無意識の前提になってい

るかということがよくわかります｡そこでは､それが

どのような選択によって選ばれたのかではなく､ した

がってどのような歴史像がそこで示されているかは必

ずしも問題ではなく､そこで ｢たしかに存在 した実物｣

であることだけに意味があることになります (もっと

も､｢実物｣には実物にしかない ｢オーラ｣があるこ

ともたしかで､この点でわざわざベンヤ ミンを引き合

いに出さなくてもよいでしょう)｡

【展示をする側の思いこみ-

たしかな史実を展示 している】

第二に､実は展示をする側 も､この ｢事実を展示す

る｣という点では問題が無いわけではありません｡ こ

れからわたしたちの博物館では､戦争展示をしなけれ

ばなりません｡ 侵略や加害といったことについても､

どのように展示するかが問われています｡ このような

ときに､むしろ良心的な研究者の側から主張されるの

は､｢誰からも文句を言われることのないたしかな史

料｣で ｢『実証』されたことだけ｣を展示すればよい

のだという言説 (思いこみ)です｡1980年代以降､戦

争に関する教科書叙述や展示に対 して､加害を強調す

ることを ｢自虐的｣だとして､日本の歴史や文化､あ

るいは ｢日本人｣に誇 りをもてるような教育や展示を

すべきだという意見を述べる人々が目立っようになり

ました｡その際､展示された写真の一部には､その撮

影された背景についての史料批判が十分でなかったた

めに､写真に写 ったような ｢事実｣はなかったのだ､

残虐な行為自体が無かったのだ (あっても誇張されて

いるのだ)といった主張によって､展示そのものが変

更されたり廃止されたりすることが起こりました｡史

料批判を十分に行 うことは不可欠ですが､その結果

｢たしかな史料｣だけが並んだとしても､それを選ん

で並べるという行為自体には､ある価値観によって歴

史像を再構成するという過程が伴います｡ しかも､概

して､きわめて限られたスペースで展示を構成せざる

をえないわけで､文字で十分な説明ができる論文や著

作 と比べると､そもそも大きな制約があります｡｢た

しかな史料｣と ｢たしかな史料｣とをっなぐためには､

どうしてもある ｢物語｣の力を借 りざるをえないとい
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うことです｡む しろ､この点を十分に自覚することの

方が重要で､｢たしかな史料でたしかな事実を展示 し

たのだからそれでいいのだ｣と主張 して終わりではな

く､そうした展示に込められた歴史像 (やはりある種

の ｢物語｣のかたちになります)をめぐる自由な論争

が始まること (始まる条件を整備すること)が､重要

だということです｡ この点は､歴史系にとどまらない

｢博物館｣すべての ｢政治性｣の問題に関わることで

(金子淳 『博物館の政治学』青弓社､2001年)､ここで

改めて言 うまでもないことかもしれません｡ しか し､

｢誰が､何を､誰に対 して､何のために､どのように

見せるのか?｣はいっも念頭におくべきことではない

で しょうか｡そのうえで､展示をする側では､自らは

｢何を伝えたいのか?｣から､｢何が､どのように伝わっ

たのか?｣､観客は ｢何を観て､どのように感 じたの

か?｣｢観客は何を持って帰 ったのか?｣ということ

まで､観客との間で問いかけをしなければならないこ

とになります｡ もちろん､観客は､それぞれが持って

いる知識 も経験 も興味関心 も異なるので､実は解釈 も

まちまち､当然持って帰るものもまちまちです｡展示

した側の意図どおりに感 じる必要 も考える必要 もあり

ません し､すべてがそのようになるはずもありません

(そうなると､本当は怖いことかもしれません)｡にも

かかわらず､あえてこのような物言いをするのは､実

際の展示をするのが終わりではなく､むしろ始まりだ

ということを強調 したいからです｡その際､展示をし

た側の意図､観客に持って帰ってほしい点と実際に展

示を観て感 じたこと･考えたこととの ｢違い｣や ｢差｣

に気づ くことで､両者の間に議論が起こることが必要

だと思います｡ この ｢論争｣(コミュニケーションと

言い換えてもかまいません｡｢違い｣だけではないは

ずです｡)を経て､ もし意図をさらに明確に伝えたい

のならどうする､むしろもっと自由に考えてもらう方

がよいのならどうする､と展示に-工夫することがで

きるはずだし､こうして展示 (展示をめぐる説明や物

請)が変化 していく可能性を持っことが必要なのでは

ないかと思います｡

2 歴史展示を ｢読む｣

【人とモノとのコミュニケーション】

ところで､以上述べてきたことは､言わば展示の

｢物語｣をめぐる､展示をっ くる人と観る人との間の

コミュニケーションが不可欠だということですが､展

示を観る人と展示物との間でのコミュニケーションも
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必要だと考えます｡さきほど､歴史展示の構成につい

て話 しましたが､展示場には ｢過去から切 り取ったも

のが並ぶ｣ということもできます｡実物であれ､複製

であれ､あるいは映像記録 も聞き取 りも､過去のもの

を切 り取 って並べたことには変わりはありません｡ こ

の ｢過去から切 り取 られたもの｣同士を結びっけるの

が､展示 した側の展示意図という ｢物語｣だったわけ

です｡しかし､ここでは､もう一つのコミュニケーショ

ンの可能性と必要性について触れておかなければなり

ません｡すなわち､展示を観る人と展示されているも

のとの問のコミュニケーションについてです｡

ご存 じのように､展示物には､それぞれラベルがつ

いています｡そこには､どのようなものか ･どんな人

か ･なんという名前か ･いっ頃のもの (人)か ･何が

わかるのか ･どこを観たらよいのか､などについての

情報が記されています｡ これは､展示 した側がつけた

言わば ｢他者紹介｣ですが､ じっくり史料を観ると､

｢自己紹介｣をしているものもあります｡ もちろん､

モノそのものはそのままでは語 りませんので､自己紹

介なんて しているはずがないと思われるかもしれませ

ん｡ しか し､まず古文書は､文字情報というかたちで

すが､多 くの情報を持っています｡絵画資料 も､粉本

や絵師の想像という問題性を持ちつつも､ある図像と

そこに含まれた意味づけを提供 します｡ どちらも､

｢表象されたもの｣であるという点を考慮 しなければ

ならないにせよ､過去の ｢事実｣を可能な限り正確に､

｢叙述｣や ｢展示｣(吉田仲之氏によれば､これも歴史

叙述の一つ)によって ｢表象｣するためには､不可欠

な史料です｡先にも申しましたように､わたしたち歴

史研究者はこうした史料から情報を ｢読み取る｣こと

ではじめて研究ができるわけです｡

【コミュニケーションが始まるきっかけ】

しかし､こういう史料から何かを読み取るためには､

少 しトレーニングをすることが必要です｡たた し､冒

頭の ｢学区の歴史｣のところで話 したことともかかわ

りますが､きっかけや素材はごく簡単なものでよいの

です｡わたしたちの博物館では､学校から見学にきた

団体に対 して､希望に応 じてですが､いくつかのプロ

グラムを提供 しています｡それは一言で言 うと､一つ

の史料をじっくり観るというものです｡その ｢きっか

け｣は､さまざま考えられます｡事前学習用の ｢展示

物の拡大写真｣､単眼鏡 (これによって､ある場所を

拡大 して観る､というより､拡大 してもっとじっくり
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見たいと思 うものを探すことが重要だと思います)､

写生用のワークシー ト､クイズなどです｡友達に伝え

たいものをデジカメでとり､そのうち画像を5枚選ん

で､歴博の展示を説明 したり､自らのス トーリーをっ

くったりする ｢デジカメ歴史館｣ も試 してみました｡

いずれも､観る側が､気になる展示物､ もっと情報を

知りたい展示物をまず一つ選んで､その情報を読み取っ

たり､聞き取ったりしようというプログラムです｡実

は､展示をした側は､ もっと多 くの歴史資料のなかか

ら､選択 してその展示物を並べているわけですか ら､

ここでは観客が主体的に､さらにそのなかから ｢選び

取る｣という作業をしていることになります｡ じっく

り観て描 くということそのものに意味があると考えて

います (描 くことを強調するのは､解説文をただ写 し

取って帰る子どもたちが多いことに気づいたからです｡

そこでは､モノとの問での対話は成立 していません｡)｡

じっくり観ることで､はじめてそのモノとのコミュニ

ケーションが始まるからです｡また､この ｢選び取る｣

という作業が重要で､その過程で､なぜ選び取 ったの

か､なぜそのモノが気になったのか､さらに疑問の一

つでも出てくればしめたものです｡そのうえで､選ん

だものを絵に描いたり､デジカメで撮 ったり､文章で

表現 したり､形式は自由ですが､自分が選んだものに

ついて､名前をっけてもらうことにしています｡選ん

だ理由､不思議だなと思ったこと (もっと調べたいこ

と)など､を他人に伝える作業 (何 らかのかたちでの

発表)をしてもらうことにしています｡そうすること

によって､自分が選んだものとは何か､ということを

きっかけにモノそのものともう一度対話をしているこ

とになります｡と同時に､もっと重要なのは､その過

程で､自分自身がある物語を組み立てているというこ

とです｡｢選択｣をしたのが自分であることを実感 し､

絵や写真､あるいは音楽でも詩でも文章でも造形物で

もよいのですが､｢表現｣することで ｢再現｣するこ

とは､一つの′(小さい かもしれませんが)歴史像を組

み立てることにつながります｡

たとえば､｢デジカメ写真館｣や写生で持ち帰 った

画像を､教室に並べてみます｡グループであらかじめ､

たとえば衣 ･食 ･住などのテーマを決めて写生する場

合には､それぞれのグループごとにみんなの絵を並べ

て､どのようなものを観てきたのか､それを観てこな

かった他の友達に話 します｡それは､モノとモノとの

関係を含めて､物語を考えることにつながっています｡

こうして､一つのモノとじっくり向き合い､写生など

によって何 らかのコミュニケーションをする過程で､

一つの史料を選択することの意味に気づき､それを表

現することで､ある歴史像を自らつ くり上げているの

です｡

こうしたプログラムの効果については､長期的なス

パ ンでたしかめる必要があると思いますが､ これにつ

いてはまったくできていません｡ しか し､とりあえず

は､｢博物館で何かを発見 した｣､｢何かと対話 した｣

というこどもたちの率直な実感を､感想文から読み取

ることは可能です｡

【歴史的想像力】

わたし自身は､来観者に持って帰 ってもらいたいも

のを一つあげよと言われたら､｢歴史的想像力｣をと

りあげます｡｢過去を想像復元する力｣､それは塚田孝

さんが言 う ｢(過去の)全体社会を想像する力｣と言 っ

てもよいかもしれません｡ もう少 し言い方を変えると､

｢過去の人々と対話する力｣と言えるかもしれません｡

昨日の報告で佐藤優香さんがおっしゃっていたことと

関わりますが､モノの側というか､そのモノの作 り手

や使い手の側､その意味では歴史の向こう側にあるも

のを何か感 じる､あるいは人たちと何か対話するとい

うことだと言 ってもよいかもしれません｡過去や過去

の人々とコミュニケーションする力だと言 うことがで

きるかもしれません｡ いずれにしても､この力が少 し

だけど身に付いたなあ､と実感 して帰 ってもらえると

いいなあと考えています｡この力は､次に新たな楽 し

みを自ら発見するときの根源になる可能性があるから

です｡新 しい博物館で､あるいはもう一度わたしたち

の博物館に来たときに､また新 しい発見をして､その

歴史的想像力をレベルアップしてもらえたらいいなあ

と思います｡

3 ささやかな実践から得たもの

【歴史知識というバ リアー

- ｢那覇港図犀風｣の場合一

とは言え､｢歴史的想像力｣を身につけて持ち帰る

ということは､そう簡単なものではありません｡ どう

も､歴史展示では､こうした力を身につける際に､既

存の歴史的知識というものが大きなバ リアーになって

いるのではないかと思われてなりません｡

これまでに､｢那覇港図犀風｣ (江戸時代後期のもの

で､琉球の那覇港と首里城とを描 くことに特徴があり

ます｡いくつかの図像がありますが､ここでは総称 し
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【参考資料】 那覇港図扉風で伝えたいこと

1 3回の観客調査から

(1)3回の調査

① ｢歴史｣の知識 (近世中心)についてのイメージ調査 (front-ende>aluati

on以下､｢調査1｣と暗)

Ql 江戸時代への興味度

Q2 もっとも興味のある時代

Q3 江戸時代から連療すること

Q4 沖縄から連想すること

Q5 沖縄は何と呼ばれていたか

琉球のイメージ

Q6 琉球を支配していたのは

Q7 アイヌから連想すること

Q8 アイヌと交易していた藩

Q9 日本が交易していた薗

QIO海外と交渉した場所

Q116つのテーマへの興味度

② ｢事前｣調査 何も言わないで､｢那覇潜函屑風｣を見せる

(formativeのつもり､以下 ｢調査2｣と略)

Ql どこだと思うか

Q2 そう判断した理由

Q3 感じたこと､興味を持ったこと､知りたいこと

-コピーに印もしていただく .

③ ｢屑風｣についての解説 (15分)を聞いたあとの調査 (以下 ｢調査3｣)

Ql 興味の度合い

Q2 解説を聞いてどんなところに興味を感じたか

Q3 さらに知りたいと思ったこと

Q4 沖縄についてのイメージ

(2)今回は3回とも実施したのは､｢平田ボランティア｣29名と ｢ハ千代市教員

研修社会科部会の教員｣19名

千葉大学博物館学履修生 (竹内)の参加者92名は､front-endのみ

調査方法としての問題点は後述 ｢解説文やパネルを読ませる｣のではなく､

ことばによる ｢解説｣(扉風の読み方と全体としてのこのコーナーの展示意図)

を行った

【評価のポイント (調査1)】
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2 教科書の沖縄 (琉球)叙述をめぐって

(1)現行の小学校教科書の叙述

イ四つの□｣に依拠した叙述 と 沖縄戦 (｢ひめゆり隊員の手記｣)

たとえば東京書籍本では､｢鎖国の中で交流する｣-｢鎖国の中での交流

を､各地からのレポートでまとめました｣として､以下の三カ所のことも

たらからのレポートをのせるO

･｢長崎からのレポート｣では､出島は ｢海外に開かれた窓｣だとする

-ただし､オランダ買易だけ 長崎での中国賀易の叙述はない

･｢沖縄からのレポート｣では､｢室町時代のころ､首里城で有名な琉球国

は､アジアの国々との買易によって栄えていましたが､江戸時代の初め､

薩摩藩に制服されました｡その後も中国とは等易を続けましたが､その利

益は薩摩藩のものとされました｡｣として､首里城と､それを見学する

こどもたらの写真をのせる

･｢北海道からのレポート｣では､｢わたしの住んでいる北海道は､えぞ地

とよばれていました｡ここでは､アイヌの人々が､かりや漁で得たものを

Ej本の商人と取り引きをしていました｡17世紀の半ばすぎ､シャクシャ

インに率いられたアイヌの人々は､不正な取り引きを行った松前藩を相手

に戦いました｡｣として､シャクシャインの像とそれを見学するこどもの

写真をのせる

･他社の教科書も基本的には同じである｡

(2)高校用教科書での叙述例

15世紀の中山王による統一､棄アジアのなかでの交易拠点､島津氏による

征服､日本と中国への ｢両属｣､慶賀倭と謝恩使の派遣､琉球藩設置 ･台湾I

出兵 ･琉球処分 ･近代になってから ｢も｣抑圧 (差別)された地域 (北海道i

と沖縄)･海外移民 ･沖縄戦 ･アメリカ軍による占領統治と ｢祖国｣復帰運

動 ･沖縄返還 ･基地の島

3 展示する側の構成案と展示意図 (さしあたり久留鳥がイメージする近世

琉球 ここでは省略)

A(1)那覇潜に関する画像資料から読み取れること

三つの行列 (二つの琉球館)

(2)展示意図を話したあとの評価の変化

(3)新たな課題

｢歴史展示として不完全な｣資料の限界

実は､どんな博物館でも同じ ある意図で選択し､ある意図で並べる

展示の場で､｢分析｣｢考察｣の経過が示されることの意味と限界

｢叙述｣(ここでは歴史叙述)としての展示が持つ宿命
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て那覇港図犀風と呼びます)をモニターの方にじっく

り観てもらって､犀風からなにを読み取ることができ

たか､その意味でどんな対話ができたか､聞いたこと

があります｡この結果については､別に発表する機会

を持ちたいと思いますが､対話をすることはそんなに

簡単なものではないということを痛感 しました (資料

1)｡いまの沖縄に対するイメージ自体の問題性 (南

国､異国という､観光によってつ くられたイメージと

基地の島という現在沖縄が抱える問題を重視するイメー

ジとに分かれます｡) もありますが､近世の琉球王国

についてのイメージがきわめてまちまちで､たとえば

那覇港に描かれる船をとってみると､そのうちの中国

舵 (唐船 トウシン)に気づいて､ここは ｢異国｣だと

か､長崎港だとか誤解する事例と､薩摩藩主島津氏の

家紋が入 った船があることに気づき､薩摩とも関係が

あったと指摘する事例とに分かれました｡後者では､

当時の琉球が中国と日本 (直接には薩摩藩)とに ｢両

属｣ しているのだということを､あらか じめ知ってい

る知識と結び会わせて理解する人 もいましたが､それ

はほんとうにごくわずかで した｡むしろ､全体として

は､どこを描いているのかはよくわからない､という

観客の方が多 く､犀風から読み取ったことの量や質は､

観客がもともと持っていた近世の琉球についての歴史

的知識の量や質と正比例 している､

と言わざるを得ない結果になりました｡ この実践は､

再来年度に実施する第 3展示室の リニューアルに向け

ての ｢事前調査｣という意味合いを込めて行ったので

すが､どんなに情報量の多い犀風を展示 しても､歴史

的知識というバ リアーにはばまれて､展示意図はすぐ

には伝わらないことだけはよくわかりました｡では､

この犀風と対話するためにあらか じめ提供すべき情報

とはどのようなもので しょうか｡正直のところ､よく

わかりません｡ しか し､どこに何が描いてあるという

情報をていねいに示すことから始めようと考えていま

す｡個々の観客があらかじめ持っているさまざまな歴

史的知識をどのようにとらえ､それに何を情報として

付け加えれば対話が始まるのか､ということは難 しい

課題です｡

【江戸図犀風を読む】

ここでは､同 じくリニューアルで重要な位置を占め

る ｢江戸図犀風｣についての ｢事前調査｣(展示のた

めの事前調査)について少 し話 します (以下､実際の
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報告では ｢超精細拡大画像｣を使い､かなりの時間を

とりましたが､ ここでは､その詳細は省略 します｡

(資料 2･3･4)｡

この犀風は､徳川家光の治世を賞賛する目的で作成

されたものと考えられています｡現在 もっとも説得力

があると思われる黒田日出男さんの説によれば､家光

と同時代に (黒田さんはさらに描かれた年代を限定 し

ようとしています)､家光 と懇意であった大名 (黒田

説では､松平信綱)の注文によって制作され､信綱邸

への家光 (夫妻)の ｢お成 り｣に際 して披露されたの

ではないかということです｡ さて､｢事前調査｣ とし

ては､｢友の会｣会員のうち､その日の朝行われた古

文書講座の受講者に手伝っていただき､この罪風をじっ

くり観て､おもしろいと思ったところ､もっと知 りた

いと思 ったところを20カ所 (片隻10カ所)選んでいた

だくことにしました｡ところが､この作業には､かな

りの時間がかかりました｡全体に何が描いてあるのか

把握するだけで､10分やそこらは充分にかかって しま

い､おもしろい箇所を選んでいただくのに､さらに10

分以上の時間がかかりました｡ この犀風は､ リニュー

アルでは､第 3展示室の冒頭に複製をガラスケースか

ら出して置き､言わば展示全体のインデックスの機能

を果たさせるつもりなので､ここで20分 もかかってし

まったことにはショックを受けました｡歴史好 きの､

しかもわたしたちの博物館に何度も足を運んでくださっ

ている友の会の会員の方たちででさえ､これほど時間

をかけないと､このきわめて情報量の多い犀風と対話

をすることは難 しいのだと思い知 らされたのです｡そ

れでも､みなさんがチェックした箇所を集計 していく

と､おもしろい結果が出てきました｡たとえば､写真

1は左隻で､一番注目度の多かったシーンです｡18人

のうち､16人がここに興味を持ったことになります｡

品川沖での観艦式の場面です｡今でも国家の権力者が､

軍隊の行進を観るといったことはしばしば行われてい

ます｡｢軍隊の行進を観ている場面｣を国民に見せる

ことに意味があるとも言えるかもしれませんが､ここ

でもおなじような場面が描かれているわけです｡ もっ

とも､わたしは､家光自身もこの御座船に乗 っている

ものとして描かれているのではないかと想定 していま

すが､いずれにしても､この観艦式になぜ多 くの人が

興味を持ったのかと調べてみると､ちょうどそこが一

番見やすい場所になっていた､ということが第-の理

由だったことがわかりました (左隻の左下)｡ しかも､

何かにぎにぎしく描かれている (たくさんの旗指物で
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PART1

江戸図犀風に関するフロントエンド調査

実施日 :2005年 1月 22日 (土)

対 象 :古文書講座受講者

国立歴史民俗博物館では､現在､第3展示室のリニューアルにむけて､展示の内容や方法を検

討しています｡お客様によりわかりやすく､親しみを持って展示を観ていただくために､みなさ

まのご意見をうかがいたいと存じます｡

お忙しいところ､誠に恐縮ですが､調査に協力いただければ幸いです｡

江戸図犀風をご覧になった感想とご意見をお尋ねします｡

あなたが特に興味を持った部分､もっと知りたいと思った部分はどこですか｡

左隻 ･右隻それぞれ10点ずつ選んで､画面上に○をつけてください｡

具体的にどんなことが知りたいか､どんなことに興味を持ったかもできれば記入してください｡

【記入例】

琵博研報



古文書講座受講者 2005/l/22
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江戸図犀風フロントエンド調査 古文書講座受講生 2005/1/22
コメント

画面No. コメント

左隻 1 ･何をやってい

るのか･何を
している･何をし
ているのか･二手に分かれ

ている理由は･

何をしている?･ゲームの一種か○どんなルール､楽しみ

方であったのか○左隻 2 ･どこの船か:警濃

船､どこから来た船か 『 ｢

･船の種類､目的は･何のための船の集団か･どの

藩の船?荷は?年貢?献上物?;慧蓋重器 誓 がある

が､どんな意

味をもつのか○ ! 室･何船
･軍事用の船でしょうか

･船l左隻

3i 野 ㌻ &

･芝居小屋 ▼よ u･商人の町の状況
′･街並み

の拡大図･何店･京橋(町の様子)

正 吉 1左隻 4 I

議 ヲ--脚 長ニー.r
･何門か 托 ′.無㌻巧醇

-なに? }一山L野 望-l

!左 隻 5 ー日本
橋界隈 .･どういう人たちが住んでいるのか･日本橋の賑わい

･日本橋.江戸の表通りとしての都市計画?京橋とどう違

う.一 丁 nl

l･本



左隻 8 ?:

J･鹿狩

り?･狩場の様がどこにもある. A.･将軍様の鷹狩りでしょうかo <●

､一▲左隻 9 ･増上寺･武士の教育○服
装o･

表 示･増上寺左隻

10 11･愛宕山左隻 ll ･どういう人たちが住んでいるのか･どんな状況なのか.後の二人はどんな人か○

･武家

左隻 12

･何村?左隻 13 巧守Tl.[諾 土山なのかo実際の見え方はどうだったのか○本当にこの位置だつたの 莞

･季節があるが､常にシンボル

表現 ~一l....よ右隻I∴ 14Ii

･何をしているのか 印刷 ■
._蒜｢『･犬追い ■ p

･どのような身分の人々なのか･動物はいつも決まった催しなのか･犬と鹿?‥筑 集めてプレイをしているoしかし見物人は伽 ､ないようだ準 .盛 事･何

を



･何をしているかを具体的に知りたいC
･何をしているのか｡拡大図と説明｡
･乗馬

どんな魚で､その後どうするか｡
漁?
川魚漁
どんな流れなのか｡堀川?
漁法の面白さ
魚とり

･橋と武家､屋敷と内政の関係
8 ･緑深いたたずまい

･橋の遣り方

ういう人が何をしているのか
･緑深いたたずまい右隻 191･何を見物しているのか
･何をしているのか｡見物人の様子の拡大図｡
･大勢の見物人｡鹿の競争でしょうか｡

隻右
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_
1.

‥l_____- __‥

t
十

誓

-

.
丁

W
.

1

1

_____
__卜

LJ-_

･何をやっているのか
･今の場所(地名)は?
･街並みの賑わいと服装

十
･
22

~

It

~
T

It1~

･神田明神

右隻 十 重蓋貰芸芸三芸この拡大図
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右隻 24 ー 竃 二 二 二 = i ~. ⊥ヨ･どんな職業の人なのか 服装で St; 事 =■1.i.,.A,=i t '-i

ij･三 ■t.I-j

献 品 肇

～右隻

25 ･桜?右隻 26 ..qo行列か r
軒 ≡讐 警 聖 毒Fi m･大名行列?参勤交代? し耕 ㈱ ､､忠 ､一 一 こ

･行列の拡大図と説明 ..何の行列かと思ったら､シシが運ばれてくる

ぞ｡ 紬･ . ′ . 一右隻 28 鮒 か?作物がほしい｡ -豪華議trc,

.TS..._.賢 .､表 .1韓苧蘭rJ. 止 二 担 _:.;:.1.. うー.-1. 弓

右隻 30 JV-T∃if正二瓦.■■■■■■i■■■■■■■■●R鵬 - - ⊥声卦･標識(何処か)によりどんなところか知ることができる. '',.-I.l7..叩.

楓 何を売っている? 附 音感 誓 . 一

1J'仙

Lll Jその他 ･現在

の地名との対照

･町の内容･大名屋敷がわかるように

･どの時代?･よく知っている場所の昔の様子が興味深いo･現在もどこか見当がつく所､または､残っ
ている場所に興味を持つ○(例:漢草

寺､後楽園､上野山､千代田城)･他に川越の狩り場なども
興味を持つ○･家光の顔の部分は

いつも隠れていて､なぜか知りたいです.･犀風の季節の設定はありますか○
･ポイントをいくつか学んだ上で､デジタルを使った説明役の人(

ボランティア)がいると良



飾 り立てた船がたくさん並んでいる)ので､ここにみ

なさんの視線が集まってしまったということです｡と

ころが､このシーンについてもっと詳 しく知 りたいこ

とはどのようなことかについて聞 くと､これはどこの

港か､どこの藩の船か､荷物は何なのか､年貢を運ぶ

のか､献上物を運んでいるのか､日の丸みたいな旗が

一杯描いてあるが､ほんとうに日の丸なのか､などと

いう､実にさまざまな疑問が出されました｡ このよう

に､おなじ場所に興味を示 しても､その細部にいたる

とそれぞれの興味の対象はまちまちで､まさに興味関

心の対象は広がっていくわけです｡今回は､●この調査

のあと､わたしが30分程度､犀風の構図やそこに描か

れているものについての解説をしたのですが､一度 じっ

くり犀風を観てくださっていたので､ご自分がチェッ

クした場所に話が及び､わたしの解釈とご自身の解釈

(予想) との間で違いがあると､活発に質問が寄せ ら

れました｡質問に対するわたしの解釈をめぐって､ま

た新たな質問が出る､と言 った具合です｡ こういう質

問は貴重で､おなじ犀風を目の前にして､展示 したわ

たしと展示として見せられている方々との問でコミュ

ニケーションが成立 し､それに参加するなかで､さら

に観客同士のコミュニケーションも成立 していたこと

になります｡一つの犀風をじっくり観ることで､観客

はそこであらか じめ犀風から何かを読み取るというか

たちで､犀風との問でコミュニケーションをしており､

それを踏まえて､今度は展示をした側と､さらには観

ている人同士の間で新たなコミュニケーションをして

いるのです｡ じっくり一つの展示資料をみて､何かを

考えたり感 じたりすること自体が重要であるというこ

とは､美術館での鑑賞を考えると当たり前かもしれま

せんが､歴史展示でも不可欠であることがわかりまし

た｡あとは､その感想や疑問を､その場で解決 したり､

他と話 し合ったりする機会が必要で､そのために有効

なのは､やはり人だということもわかりました｡その

場で､コミュニケーションを組織する役割の人が､と

りあえず必要なのではないか､とも思いました｡ダイ

ナソーファクトリーの井島さんのお話をうかがってい

て､そういう役割の人が展示場にいること自体が重要

なのだと思いました｡

ところで､今回の調査は犀風のなかの気になったシー

ンを選択 してもらうものだったので､その結果からは

直接にはわからなかったのですが､友の会の方たちが

何にもっとも反応 していたかというと､実は文字 (崩

し字)に対 してでした｡犀風の中には､文字が書いて

ある札がたくさん張 り込んであります｡みなさんには

単眼鏡を渡 してありましたので､単眼鏡をのぞくと文

字が読めることに気づいたわけです｡ しかも､古文書

講座を受講 したばかりですから､今まで読んできた知

識でも読める崩 し字が結構あります｡たとえば､ここ

には ｢松平長門守｣､ ここには ｢松平陸奥守｣ と書い

てあります (写真略)｡犀風 という絵を読み解 く企画

だったのにもかかわらず､実は文字を読むことになっ

ているのですが､これも犀風からの重要な情報の読み

取 りです｡古文書講座を終えたばかりだという特異な

条件の下ではありますが､少なくとも犀風に文字が書

かれていることもあるのだ､それが読めると絵 も解釈

できるのだ､ということはわかっていただけたようで

す｡ このように､観客が犀風から情報を読み取ること

で､そこにはコミュニケーションが成立 しています｡

いずれにしてもこの ｢江戸図犀風｣についての事前調

査を行って､ じっくり見てもらうことで､犀風はい ろ

んな情報を持っているのだ､ということを実感 しても

らえたのではないかと思 っています｡

【不完全な展示としての歴史展示】

しかし､問題はもう少 し先にあります｡せっかくじっ

くり展示物をみて､たくさんの疑問を持っても､自分

自身でそれをどのように解決するか､ということです｡

情報を得ても､それが展示 した側の意図とどのような

関係になるので しょうか｡有 り体にいうとわたしは､

展示 した意図を伝えるためには､実際にその場で ｢物

語｣をすることが一番効率のよい方法だと考えていま

す｡要するに､展示 した側の意図は､展示 した人自ら

が語るのが一番です｡ しかし､それはいっでも実施で

きるというわけではないので､ガイ ドレシーバーがそ

れに代わる最良の方法だと思います｡ただし､その展

示意図と自分の解釈との違いは､ガイ ドレシーバーで

は埋めてはくれません｡ その場で生まれた疑問もただ

持ち帰るだけでは､いっまでも解決できません (疑問

をすべて解決する必要はありませんが)｡ この点では､

小島道裕さんがすでに指摘 しているように､｢歴史展

示とは常に不完全な展示なのだ｣ということに留意す

る必要があります｡展示場にあるのは､切 り取 られた

｢過去｣(しかもその一部)にすぎず､それを切り取 っ

た側の意図が観客に正確に伝わらなければ､切 り取 ら

れた全体像はきわめて理解 しにくいということです｡

何かを補 うといっても､ただ展示物を増やすだけでは

駄目で､それにかわってわたしたちが陥りがちなのは､
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推定復元模型や推定復元画というビジュアルなものの

力を借 りるというやりかたです｡でも､実はそれだけ

では､根本的な解決にはならないのです｡

【三内丸山遺跡の推定復元模型を観る】

この点について､一つ事例をあげて考えてみましょう｡

｢三内丸山遺跡｣の推定復元模型は､わたしたちの博

物館でも人気のある復元模型の一つですが､それを観

ている方たちと会話をしていて､気づいたのは､先ほ

ども申したことですが､多 くの観客はそこで表現され

たものを ｢事実｣だと考えている､ ということです｡

精微な模型をっ くればっ くるほど､｢事実｣だと錯覚

する度合いは強 くなります｡ しかも､展示する側では

一般に､自分たちが想像 した歴史像をわかりやす く伝

えるためには､文字での解説よりもこのビジュアルな

模型の方が有効だと思 っています｡ しか し､ほんとう

におもしろいのは､推定するという思考過程そのもの

です｡どうして､そのような推定をしたのか､その根

拠を知ることの方が重要だと思います｡そこで､わた

したちの博物館では､デジタルコンテンツを使 って､

この三内丸山遺跡の推定復元模型を徹底的に解剖 して､

細部を観ることができるようにしました (宮田公佳さ

んが中心になって作成 しました)｡模型 も､ じっくり

観ると､いくつかの場面に分かれています｡狩から帰っ

てくる場面､土器を制作 している場面などで､それぞ

れの場面には ｢物語｣があります (写真1･2)｡ しか

し､この ｢物語｣に気づく人は決 して多 くありません｡

そこで､いくつかのインデックスを用意 して､小さな

物語ごとに､拡大画面を選択できるように工夫 しまし

た ｡

これを使ってもらうと､おもしろいことに､ もう一

度推定復元模型をじっくりみて､それを確かめようと

いう気になるようです｡ ここでは､コンピューターの

プログラムという限定はありますが､観客は推定復元

模型との間で､コミュニケーションをすることができ

ており､そのことが楽 しく観ることにつながっている

ようです｡ほんの少 しの ｢きっかけ｣があれば､コミュ

ニケーションが始まります｡同時に､よい推定復元模

型であればあるほど､細部にまでこだわって､いくつ

かの場面ごとに物語をつ くっているのですが､その一

つ一つの物語を観客が理解できないと.､せっかくさま

ざまな資料を駆使 して推定復元を行い､その遺跡の全

体像を理解 してもらおうとした当初の意図も理解され

ないのだということです｡推定復元模型は､｢分解｣

74

写真 1

写真 2して､それぞれのパーツごとの物語を伝えなけ

れば駄目だと言 うことです｡そして､それぞれの物語

に利用した (その根拠とした)遺物や遺構などが､実

物や複製の展示､あるいはその他の手段によって明示

されなければ､せっかく推定復元模型を製作 した意味

がありません｡推定復元模型や推定復元は､結果だけ

が伝わりがちですが､それでは展示物と対話 したこと

にはなりません｡観客には何 も残 らないのではないで しょう

か｡【展示をつくる人と展示をみる人とをつな

ぐ人】以上から､歴史展示では､いやわかりにくい

歴史展示だからこそ､展示されているモノ (実物から

推定復元模型まで)と観る人とをっなぐしかけや役割

が不可欠だと思います｡モノと人､モノをはさんだ人

と人とのコミュニケーションをっくりあげるためには

､そうした役割をはたすことのできる人の力が必要だ

と思 うのです｡展示場で豊かなコミュニケーションが

成 り立つような､吉田憲司さんが主張されるような ｢

フォーカスとしての博物館｣にするためには､よき司

会者､よき仲介者が必要なのではないか､とわたしは

考えています｡少なくとも､展示の作 り手と観客との

間のコミュニケーションの場には､仲立ちする人の力
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欠です｡とりあえずは､それが､作り手自身であって

もかまいません｡ そもそも作 り手がよい司会者である

可能性 もあります｡ しか し､その場合､つなぐ役割を

自覚的に担 うことが必要だと思います｡

【モノはおしゃべり】

同時に､モノが発信する歴史情報 (｢自己紹介｣)を

いかに読み取 ったり､聞き取ったり､感 じ取 ったりで

きるか､ということは､やはり簡単なこと､誰にでも

すぐにできるようなことではありません｡この点では､

博物館との関わり方､楽 しみ方についての トレーニン

グが､とくに､歴史的知識という-一 ドルを有 してい

る歴史系博物館では不可欠だと思います｡小野正敏さ

んが指摘 していることですが､モノは本当は ｢おしゃ

べり｣なのです｡聞き取る力､感 じ取る力を鍛えるこ

とができれば､難 しい歴史展示 も楽 しくなるものと思

います｡コミュニケーションをさらに豊かなものにす

るためにも､自分で考える力を身につけることが必要

だと思います｡そして､自ら考えること自体はほんと

うは楽 しいことだと思 うのです｡

4 おわりに

すでに時間を大きくこえて しまいましたが､少 しま

とめておきます｡

【おしゃべりなモノがおしゃべりを始めるきっかけ】

歴史系博物館に身を置いて､難 しいと言われる歴史展

示を実際に構想 しながら､あるいは来館者に展示 した

側の意図を伝えるという活動をしながら､考えたこと

を述べてきました｡わたしたち歴史展示を構想する側

は､｢おしゃべり｣なモノを選んで､｢おしゃべり｣ し

やすいように並べているつもりです｡多 くの資料のな

かから､ひとつのモノを選ぶ過程で､なぜそれを選ぶ

のかについては､自問 しているはずです｡ しか し､伝

えたいことをちゃんと ｢おしゃべり｣ してもらうため

には､工夫が必要です｡観る人に､その前古寺立ち止まっ

て耳を傾けてもらう､ じっと見てもら.うことが必要で

す｡コミュニケーションが始まるためには､きっかけ

づくりが不可欠です｡それは､何でもよいと思います｡

一枚のカー ドに､｢わたしのここをよく見てください｣

でもよいし､｢わたしはだれで しょう｣でもよいと思

うのです｡あるいは､コンピューターのプログラムで

もかもいません｡ 人間が ｢つなぐ｣ことも大きな効果

があると思います｡

【観る側に必要な力】

そうしたやりとりのなかで､観る側の人々が､聞き

取る力 ･見つける力 (読み取る力)､感 じ取る力を身

につけてくれたらいいなあと思います｡さらに､感 じ

取 ったこと､考えたことを表現する力こそが大切だと

思います｡表現 してはじめて､感 じたものや考えたこ

とが､ほんとうに自分のものになるといってもよいと

思います｡ こんな力を､楽 しみながら身につけてもら

えるような工夫ができればいいなあと思います｡この

力を､歴史系博物館では､｢歴史的想像力｣ と総称す

ることができるでしょう｡ 過去とは未知の世界で､知

らないことの宝庫です｡過去を知ること､過去につい

ての情報を得ること､そして学んだことを改めて表現

することで､｢過去を想像する｣ことができるのです｡

この ｢過去を想像する力｣は､過去の人々とコミュニ

ケーションをする力であると言い換えることもできま

す｡その際､過去の人々の立場や思いを共有 したいと

思 うことができれば､すなわち共感する力があれば､

コミュニケーションはさらに深まります｡そう考える

と､歴史系の博物館とは､ シンパ シーをもって､過去

という ｢異文化｣とコミュニケーションする場の一つ

である､ ということもできるのではないで しょうか｡

【展示をつくる人と観る人の壁は必要か】

最後に､いっも繰 り返すことですけれど､これからの

博物館というのは､少なくとも来館者にとって ｢展示

のつくり手｣の姿が見えるものでなければならないと

思っています｡ もう少 し言えば､展示の場で､観る側

とつ くる側とがいっでも対話できることが望ましいと

考えています｡そして､できれば､｢あなた展示をつ

くる人｣､｢わたし展示を観る人｣という関係ではなく､

対等に交流 したり､相互に入れ替わったりできるよう

な関係が理想です｡今回､観客の視点を意識 した展示

を構想 しようとして事前調査をしましたが､そのなか

で､私 1人で展示を構想 しているのではなく､観客と

対話をするなかで､展示を変えていかざるをえないと

思っています｡変えていくなかで､実は作 り手は観客

の視点を共有する方向-さらに重点が移っていくので

はないかと思います｡次第に ｢合作｣になっていくの

ではないかと思っています｡そういう意味では､将来

的には､現在の来館者のみなさんにも ｢作 り手｣に加

わってほしいと思 うし､自分でいろいろなものを読み

取 ったり､見つけたり､感 じたり､表現 したりするな

琵博研報 2006 No.24 75



かで､｢展示の作 り手｣-｢文化の作 り手｣ としても

成長 してもらいたいなと思 うのです｡

ごめんなさい｡長 くなってしまいました｡

76

* 当日の報告はまとまりがなく､テープに手を入れ

ざるをえなかったことをお許 し下さい｡当日配布 した

レジュメにそって､再構成 しました｡また､｢国立歴

史民俗博物館における博物館教育の試み｣(『歴史展

示のメッセージ』アム ･プロダクション､2004年)と

も一部論点が重なっていることをお許 し下さい ｡
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｢すすんで展示を経験 してもらう｣

坂本 昇

(伊丹市昆虫館)

伊丹市昆虫館の坂本です｡よろしくお願 い します｡

ここのテーマは ｢展示 と人とのコミュニケーション｣

ということなんですけれど､その中で僕の方からは､

今までいくつか展示づくりにかかわらせてもらってき

ましたので､展示自体についてどういうふうに作 り込

もうかということに対 して､自分なりの考えをお話 し

しようと思っています｡

なぜそのような話をここでするかというと､展示は､

博物館に来 られた方と ｢もの｣との媒体というだけで

はなく､その背後に作 り手と来館者とのコミュニケー

ションの媒体として機能するという面があると思って

いるからです｡展示をいくつか作ってきて､うまくいっ

たと思うものもあればそうでないのもあったのですが､

いったい自分はどういうところにこだわって展示をっ

くってきたのかというのを､今回､この機会に自問自

答 していたんです｡本当はそれでまとまった考えをズ

バっと出したかったのですが､ うまくいきませんで し

た｡このフォーラムを通 じて､その答えの糸口が見っ

け出せたらと思っています｡今日は僕が ｢こんなふう

に考えて展示をつくっています｣ということで思い付

いたことをお話 しして､最近かかわらせてもらった企

画展を 2つ紹介させていただきます｡

簡単に自己紹介をしておきます｡伊丹市昆虫館で､

僕はチョウの飼育をはじめ､いろんなことを担当して

います｡ しか しもともと昆虫には素人で､大学 も教育

学部出身､ しかも技術科教育という､中学校の技術の

教員になる専攻で した｡昨日お話 しされた佐藤さんや

上田先生のように教育学を専門とされている方は､い

ろんな学習理論をくわしくご存 じですごいなと思った

のですけれど､僕の方はそうでもなく､何でこの人が

昆虫館に来ているんだという感 じですね｡どちらかと

いうと､教育の理論より授業づ くりのノウ-ウを学ん

だ記憶の方が大きいです｡実はそれが今の仕事でプロ

グラムを作ったり､展示を作ったりするのに大いに役

立っています｡学校教育というと ｢えー?博物館と違

う｣という感 じはあると思 うのですけれど､ もちろん

それはわきまえた上のことです｡そんなノウ-ウの中

で､今 も自分が展示やプログラムを考えるときに基に

しているキーワー ドがいくつかあります｡学校の授業

のものなので､そのままは使えないのかも知れない｡

いいものかどうかもわからないのですが､せっか くな

ので､それを先に紹介 したいと思います｡ 4つありま

す｡

まず､ひとっめですけれど､授業をっくる中で､相

手に持って帰 ってもらいたいこと､つまりこれだけは

知 って帰 って欲 しいというメッセージのことです｡

｢持 って帰 ってもらうものは､ 1回の授業でひとっに

絞る｣と学びました｡なぜかというと､僕自身 もそう

なんですけれど､たくさん言われても､そんなに覚え

て帰 られない｡散漫にあれこれ出すより､その中で

｢これ｣ というものひとっのことに集中させた方がわ

かりやす くなるし理解 もすすむ､というのです｡

2つめとして､先に言いました持って帰ってもらう

もの､それはどういうものを選んだらいいのか､とい

うことを教わりました｡それは､テーマの中でとにか

く ｢自分が一番面白いと思 うもの｣にするべきだとい

うことです｡そうではなくて､大事なこともあるだろ

うという意見 もあるかもしれません｡ しか し､自分が

面白いとも思っていないのに､相手が面白いと思 うわ

けがない､そんなものは伝わらない｡というわけです｡

3つめは､月並みなことかもしれないのですが ｢1

伝えようと思ったら10知 っておきなさい｣です｡た

くさん知 っておいた中で 1つ凝縮させると内容に深み

を持たすことができる､また､相手の反応の変化や質

問にも素早 く対応できる｡ というのです｡

最後の 4つめは､さきほどと少 し矛盾するかもしれ

ませんが ｢もともとそのテーマについて詳 しい人より

も､素人の方がわかりやすい授業にすることができる｣

ということです｡僕自身､最初は ｢そんな殺生な｣と

思ったのですが｡ もともと詳 しくない人は､その状態

自体が､授業を受ける側の人に近いわけです｡その人

が授業をっ くらなければならない立場になると ｢授業

をせなあかん｣と思 って必死に勉強をするわけですよ

ね｡ その中でいろいろ学んでいくこと､そのなかで

｢面白い｣と思 うところ､｢なるほど｣と思 う箇所があ
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るでしょう｡ これは､授業を受ける人が学んでいくの

と､立場は違うものの､近い体験をするような形にな

るわけです｡そうするとその中で､自分が ｢ああ､面

白いな｣と思ったこと､興味を持ったことを活か して

授業を作ると､わかりやすい内容にできる､というこ

とです｡ これらは授業づ くりで学んだことですが､僕

はプログラムや展示を考えるときのベースにしていま

す｡

本題に入る前にもうひとっ､展示の事例を見てもら

うためには､私の働いている館についての予備知識が

必要と思いますので､館の紹介からはじめたいと思い

ます｡伊丹市昆虫館は昆虫を主なテーマにした博物館

です｡チョウの温室がありまして､ここは 1年中､い

つ来ていただいても1000匹ぐらいのチョウが飛ん

でいるという温室です｡ ここをはじめとして､生きた

昆虫をたくさん飼育 して展示 しています｡ もちろん標

本などもありますけれど､昆虫の動物園みたいな面が

ある博物館です｡建物の広さは琵琶湖博物館の何分の

1かで､延べ床面積 3, 000m2ぐらいです｡来館さ

れるのは､幼児から小学生の方と､そのご家族の方が

中心です｡学校団体 もたくさん来てくださいますけれ

ども､幼稚園や小学校が多いです｡それから､常設以

外の企画展などは年に4回ぐらいやっています｡幼児

から小学生の方が多いということで､楽 しくてわかり

やすいもの､体験的な要素をとりいれたものが多いの

が特徴です｡たとえばこの展示は (写真1)､葉っぱを

くるくる巻いて巣というか､卵を産むところを作るオ

トシブミという甲虫がいます｡その葉を巻 く作業をやっ

てみようという展示です｡ちなみにこの展示では､オ

トシブミと同 じようには折れないというところがポイ

78 写真1 オ トシブミの

展示(伊丹市立昆虫館企画展 ｢おりおりムッシー展｣より) ントです｡オ トシブミはものすごいテクニックを

持っているんですね｡挑戦 した人にはかわいそうな気

もしますがそれを実感 してもらう､これはそういう目

的で作 りまし

た｡僕が働いている昆虫館に来る人というのは､虫

が好きな人だけでなく､家族で来る場合など､そうで

はない方 も一緒にやってきます｡展示をどういうふう

に作り込 もうということを考えたとき､そんないろん

な人たちに､どんな気持ちになってほしいのか?を考

えます｡基本的には､｢楽 しんでほしい｣ というのが

一番です｡僕は展示をはじめとした事業内容にかかわ

っている立場なので､展示の内容を楽 しんで帰ってほ

しいのですけれど､そうではなくても､伊丹市昆虫館

自体が楽 しいと思 ったら､それでもいいと思 っていま

す｡楽 しいと､もっと見たくなるかも知れないし､そ

こから発見 したりして､知る喜びというのにつながっ

ていくのではないかなと思っています｡ この ｢楽 しむ

ことが､発見 したり､知 る喜びにつながるのではない

か｣ということは､以前調査 したことがあります｡こ

こにこられている西崎さんが一緒にやってくれました

｡月に1回､折 り紙の講座をやっています｡ これは虫

などの折 り紙を折 って､その後で､みんなでその日の

テーマの虫について話 したり､観察 して仕上げたりす

る講座なんです｡その中でアンケートをしました｡楽 し

かったか､新 しい知識が得 られたか､などいろいろ聞

きました｡その結果､講座自体を ｢楽 しい｣と思って

くれた人たちの方が､そうでない人に比べていろいろ

知ることができたという結果が出ました｡そのような

こともあって､これは実感 していま

す｡次に､どういうふうに展示を経験 してほしいか

というところです｡僕が考えているのはあまりうまい

表現ではないのですが ｢すすんで｣です｡ しか し実

際は｢何となく｣経験する展示 って多いと思 うんです

｡僕も博物館にわりと行 くものの､展示物を ｢何 とな

く｣しか経験 していないことが多いのです｡その気持

ちのまま終わって しまうと､中身についてほとんど覚

えていないし､｢ああ面白かった｡行 って良かった｣

という気持ちにはなりません｡ でも時に自分から ｢こ

れ何やろ?｣と思 って ｢すすんで｣経験することがあ

る､のめり込んでみると､いろいろ発見できて､楽 しく

なってくる｡ できたら来 られた人に何かひとっでもそ

のような経験をして欲 しいと考えていま

す｡今回の話では､私たちの館でやっている企画展
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取 り組みについてお話 しします｡館に来 られた人にア

ンケー トをすると､来る人の多 くはチョウ温室が目的

で来ているんです｡企画展などは､一生懸命展示をっ

くって､ある程度広報 もしているつもりなのですけれ

ど､｢知 らなかった｡来て初めて知 った｣ という人が

多いんです｡広報の失敗なので しょうが､館にくる人

の多 くは､｢この企画展が楽 しみだ｣ と思 って館に来

ているわけではない｡そういう人たちに､展示の中で､

何か一つでも食 らいっいてもらって､何 らかの印象を

持って帰ってほしい｡それはどういうことかというと､

自分の心の中に､ 自分なりのイメージとか疑問とか､

そういうものを通 しながら経験 してはしいということ

です｡そのための入 り口として､どんなアプローチが

あるのだろうとか､作 り方としてできることは何だろ

うかといっても､具体的にどうなのでしょうか｡でき

ることはいろいろとあって､展示室の中だけで考えて

も､たくさんありそうです｡その中で､きょうは僕が

日々やっていて､｢これはやっぱりいいな｣ と思 って

大切にしていることを紹介 します｡月並みで改めて偉

そうに言 うことではないのですが､ 5つ､挙げてみま

した ｡

ひとつめは､｢来 られた人の身近な事柄や経験とい

うのを大事にする｣ ということ｡ 展示を作るときに､

取っ掛かりとして､どういうふうに持 っていくかとい

うとき､僕は自分を例にして考えるのですが､やはり

自分のことは大事だ し､自分に関係することは､気に

なりますよね｡ 自分のこと､身の回りのことには関心

がある人って多いと思 うんです｡そのようなことが導

入として何か展示の中に入っていると､そこから ｢何

やろか｣と思ってくれるのではないかと思います｡

それから､ 2番めは ｢展示の雰囲気｣です｡きのう､

環境のデザインというお話 も出ていた-･と思 うのです

が､雰囲気づ くりによっても展示室や内容､展示物の

印象というのが大きく左右されるし､それによってつ

かみ取れるメッセージ､印象､発見できることも変わっ

てきます｡特に来 られた方に対 して､気分を乗せても

らうというところで雰囲気は大きな役割を果たすと思っ

ています｡雰囲気を構成するには目に見える部分のは

か､音などもたいへん重要な要素だと考えています｡

3つめは ｢インパク ト｣｡ これは ｢うわっ｣ と驚 く

もの､そして､それまで持っていたイメージをくつが

えされるようなもの｡ 日々資料と接 している私たちは

｢これはすごいなぁ｣ と驚いたり､発見することが日

常的にあります｡それを素直に展示として出せれば､

｢驚き｣ と共に ｢どうなってるの?もっと見たい｣ と

思ってくれると思います｡内容によって､または､わ

かりやすくしようとしたらインパクトが減ることもあっ

てなかなか難 しく､毎日資料に接 していると､その感

覚がマヒしてくることもあるかも知れません｡ これを

効果的に表現するには､資料の詳 しい知識はもちろん､

展示を経験するであろう人がどのようなイメージを持っ

ているか､それを知 り､イメージすることも大切だと

思っています｡一方で資料としてうまく出せなくとも､

すごくびっくりするような文字であったり､展示の目

立ち加減であったり､そんなことを入 り口にすること

で､こちらが本当に伝えたいインパク トにつなげられ

る可能性 もあるで しょう｡

4番めに ｢きっかけや触媒 としての､作業や道具｣

と書きましたけれど､これはなかなか展示の中にのめ

り込んでもらえないというときに､何か手で作業をし

てみるとか､何か道具を使 ってみるということをきっ

かけにする､ということです｡先ほど例で挙げました

折 り紙の講座というのは､まさにそういう目的でやっ

ているもので､折 り紙はひとっのきっかけなんです｡

樽に､それは虫が好きではない人､例えば家族で来て､

お兄ちゃんに連れられてきた妹さんなどがやってみる｡

虫はどうでもいいけど､おりがみならやってみようと

思 ってやってくれる｡ やった後に虫を見ると､自分が

作ったものはどうかと比べてみてくれたりする｡ 自分

でつ くるという段階を途中に入れることで､本物にも

関心がうまれる｡ その結果自ら観察 してくれたり､経

験 してくれるということがあります｡ しか し扱い方に

よっては､作業する､遊ぶということで完結 して しま

うこともあるので､試行錯誤が必要なものだと思いま

す｡

それから最後は ｢多方向から攻める｣と書いていま

すが､別に攻撃 したり､押 しつけるわけではないんで

す｡展示の中の構成を考えるときに､個々の内容に関

しては､このひとっの展示を作る､というパターンが

割と多いと思うんです｡大きなテーマがあって､小テー

マがあって､この小テーマの部分はこの手法でつくる､

などということがあると思 うんですけれど､別にひと

つの小テーマ､または伝えたいことに対 して､あの手

この手 と手法を変えたり展開の仕方を変えたりして､

複数の展示があってもいいのではないかと思 っていま

す｡来 られる人はいろんな興味や年代があって､ひと

りひとり違います｡すると､ひっ掛かる部分 も違いま
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す｡いくつも用意 しておいてどれかひとつの展示で楽

しんでもらえたら､すすんで展示経験をしたり､発見

したりしてくれるのではないか｡それがきっかけでわーっ

とその人の気持ちが増幅されて関心が高まり､いろん

な展示を行ったり釆たりして､さらに発見や理解を深

めてくれるのではないか｡という考え方です｡実際に

そういう場面を見ていますので､効果的だと感 じてい

ます｡

これらの要素は展示の内容や意図によって､適切な

ものを選んでいますし､違ったものを考えることも往々

にしてあります｡たとえば展示室に学芸員や解説のス

タッフが出ていって直に来 られた人と交流すること､

これは理解や満足に大きな効果があり､その人たちが

入るかどうかによっても､展示デザインに影響するは

ずです｡ しか しまずは､展示物自体のことを考えてみ

ました｡ここから､実際にいま説明 した考え方を反映

させようとしてつ くってみた､事例の話にいきたいと

思います｡

2つあるんですけれど､まずひとっめは､｢む しの

うんこ｣ という企画展です (写真 2)｡ これは今日来

ている角正が主担当でやりまして､僕は副担当という

ことで､基本的なところは2人でいろいろ知恵を絞 り

合いました｡虫の ｢うんこ｣の展覧会｡ここでの私た

ちの思いは ｢虫も私たち人間と同 じようにうんこをす

るんだ｣ということにありました｡

写真2 企画展 ｢むしのうんこ｣入口虫のこと

を常に展示 しているのですけれど､虫ってあまりにも

人と違 う生き物であるために､私たちと同じ生きてい

る仲間というのが実感 しにくいのではないか｡それを

｢うんこ｣を通 して知 ってもらおうやないかという思

いを中心にして作った展示です｡｢うんこ｣80

をテーマにしてやろうという話になった時に､展示と

して成 り立っのか考えたのですが､ うんこを観察 した

り､ うんこについて考えを巡 らせたとき､さまざまなう

んこを観察するだけで形の多様さをはじめ発見が多くあ

り楽 しめそうだということ､体やくらしが反映されて

いるものなので､さまざまな展開が可能であり､奥が

深いテーマであるということに気づいたということが

あります｡そのはかの理由として ｢インパク ト｣という

のもあったんです｡｢うんこ｣ って､あまり正面か

ら向き合わないものというイメージを僕たちは持って

いました｡それなら､それを出すこと自体がとてもイ

ンパクトがあることだと考えたんです｡それに主なタ

ーゲットとした子どもたちは ｢うんこ｣大好きなんで

す｡これは､館でのプログラム実施時の経験として､印

象を持っていました｡虫にふれあってもらったときなど

､時に虫がうんこをすることがあります｡それにみんなも

のすごく注目するんです｡タイ トルはずばり｢む しの

うんこ｣ としました｡ これはインパク トをねらったと

ころもあります｡ しか し､その中にはこだわりも大きいのです｡たとえば ｢うんこ｣

と付けた時に､｢え?うんちじゃないの?｣という話

もあったんです｡｢うんこ｣はイメージが悪すぎる｡

｢うんちの方がきれいやん｣と｡ どっちでもいいよ

うな気がするかもしれないんですけれど､ここは特に

当館の角正がこだわっていて ｢うんこを正面から見な

いといけないんだ｣ということで､そうしました｡

スペースは広 くありませんが､その中でいくつかの

展示を展開 してみました｡展示 した評判ですが､名前

のインパク ト､それから ｢うんこ｣というと､みんな

毎日見ていますよね ｡ つまり誰にでも親 しみがあると

いうことで多 くの方に注目され､すごく人気を呼びま

して､かってないほど取材 も受けました｡来 られた方

へのアンケー ト

の結果でも､みなさんいろんな発見をしてもらえたよ

うです｡さらに ｢企画展を絵本にしませんか｣という話が釆まして､それが 3月に出版され

るんです｡中は展示テーマについて詳 しく解説 したも

のではなくて､展示 してあったような内容を､展示の

ターゲットとした､子どもたちに伝



写真3 きょうのうんこ

の

を置いて引き付けたいというのと､それからやはり生

きているものを飼 っている所だか らこそ見せることが

できる､フレッシュな ｢うんこ｣を見せたいというこ

とがありました｡虫を入れたケースは鳥かごなどであ

るような作 りで､床にあたる部分が綱になっています

｡虫がうんこをすると､そこか らうんこが落ちるようになっています｡落ちた下の部分は斜面にしました｡

そうすることによって､ うんこが手前の見やすい位置

に転がってくるんです｡それでよく観察できるという

ことと､においをかげるような穴 も

開けました｡ ここには3種類の昆虫を展示 して､ うん

この比較ができるようになっています｡次は ｢う

んこぬいぐるみ｣というもので､ うんこを拡大 したぬ

いぐるみをっ くりました (写真4)｡今日はせっか く

なので持 ってきました｡皆さんで見て ください｡全部で

7種類のうんこがあります｡ これをつ くったねらいは

､親 しみやす く見てもらうということにあります｡大きく

なっていて､手に取れるからよくわかるんですけど､

虫の種類によってうんこの ｢形｣が違うんですよね｡

そこを入 り口として､僕 らは ｢うんこ｣と､する元に

なった虫のくらしに興味を持 ってもらいたいなと考え

ました｡ この 7種類のうんこは､ほかの展示でもうん

この形が違 うことを示すために代表として使 っています

｡ぬいぐるみは当館ではよく作るのですが､その時

に､僕たちはこだわりを持 って作 っています｡わたした

ちは､どこでもあるようなぬいぐるみにしたら昆虫館

で作る意味はないと

思 っています｡ですか ら ｢はいこれつ くって下さい｣

と製作会社に依頼するというのではなくて､縫子さんに

来ていただいて､館内で ミシンを踏んでいただいてつ

くっています｡本物を観察 しながら､僕 らと相談 しながら作る｡ もちろんデフォルメし 写真

4 うん



間のものなのに虫のうんこが入 っている !ということ

で目を引き､人気となりました｡

しかし失敗の部分もあって､便器の上にあるトイレッ

トペーパー風のところに説明があるんですけれど､ふ

だんは巻 き上がっていて､必要に応 じて引っ張 り出 し

て見る作 りです｡でもたくさんの方に使われて､壊れ

て しまいました｡当館でいっも作るときには､壊れた

らす ぐに修理できるようなものを作ることが多いので

すけれど､ これは構造上､修理ができなかったんです

ね｡ これも先ほどぬいぐるみで配 ったのと同 じ7種類

のうんこが入 っています｡

次ですが､ これは ｢かんさつテーブル｣ といって､

うんこをじっくり観察 しよう､いろいろ見比べてみよ

う､というコーナーです (写真6)｡ ここには小さいう

んこをよく観察できるようにという目的と､道具とい

うきっかけがあれば見るのも楽 しくなるという理由で､

ルーペや実体顕微鏡を置いています｡うんこ自体はシャー

レに入れたり､カップレンズというフィルムケースの

ようなケースに入れて､ 60種類 ぐらい置きました｡

全部本物のうんこです｡本物をじっくり観察 してほし

いというので､やや高い年齢の人向きかと思 ったら､

子どもたちにも大人気で､幅広い年齢にわたって観察

してくださいました｡このコーナーでしっかり見ると､

ぬいぐるみではわからない､うんこを構成 しているパー

ツ 1個 1個の状態などを､いろいろ発見することがで

きます｡

この写真は展示室の様子です｡先ほどのぬいぐるみ

の場所は床が じゅうたんで､靴を脱いで上がるように

なっています｡

それから､近 くにあるテーブルですね ｡ これはコレ

クションテーブルという市販品を利用 しました｡天板

にガラスが入 って､下の引き出しに入れたものが上か

ら見 られるというものなのですが､そこには7種の虫

のうんこと ｢なさりぬ し｣の標本を一緒に入れて､ こ

こでも虫の種類によるうんこの違いがわかるようになっ

ています｡

今説明 してきた展示､ 5つありま●すが､これらのう

ち最初の生 きた虫の展示は別にして､それ以降は全部

同 じ7種類の昆虫のうんこを使 った展示です｡種類の

選定は当館で飼育 していて入手が容易ということもあ

るんですけれど､それぞれ形がかなり違い､さらに食

べ物 も違 うというものを選びました｡それは先はども

言いましたが､僕たちは来 られた人たちに､まずうん

この形の違いに注目してはしかったんです｡いろんな
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写真5 だれが したのか

な写真6 観察テーブル写真



にが一つと一直線に行 く人 もいるんです｡でも､ しば

らくそこにいて､まわりを見回すと ｢あ､何か似たも

のが違 うところにもある｣というので､行ったり釆た

りしてくれます｡そういう形のものを作 りました｡

行ったり来たりと言いましたが､展示室内の構成は､

入 り口と出口ぐらいは決まっているのですが､中は順

路がはっきりしていません｡ 順番に見てい かなくても

いいような構成にしています｡別に僕たちは展示を全

部経験 してはしいとも思っていないんです｡どれかの

展示が来た人にヒットしてくれたらいいのではないか｡

ヒットしたら､多分､この全部ではなくても､幾っか

は行 ったり釆たりして くれるだろうと思 っています｡

行ったり釆たりすることを最初から期待 しているとい

う意味でも､導線がきっちりしていないのは都合がい

いんです｡それによってさらに発見 してくれることが

あるのではないかということを期待 して作 っていて､

割とこの企画展ではそれがうまくいったと思 っていま

す｡

また､僕たちは子どもをとても意識 して雰囲気など

をデザインしたのですが､展示自体は子どもだけでな

く大人の方 もかなり熱心に経験 して下さいました｡こ

のとき展示構成として思いがけなくうまくいったと感

じたのは､小さい子どもたちに人気のぬいぐるみのコー

ナーがあること､それが部屋の真ん中にあるところで

す｡これによって子どもたちがぬいぐるみのところで

熱心に遊んでいる問､保護者の方 も展示を楽 しむこと

ができたようなのです｡

次です｡これは ｢うんこいっぱい 1万個｣という展

示です｡何の展示かというと､真ん中にある写真が

｢なさりぬ し｣であるカブ トムシの幼虫です｡ この幼

虫が卵からふ化 してサナギになるまで､土の中で生活

をして､たくさん食べて､ うんこを 1万個近 くするそ

うなんです｡その数の本物の ｢うんこ｣を幼虫の写真

のまわりに全部貼 り付けて展示 しました｡カブトムシ

というのは､子どもたちにはとても親 しみがあります｡

幼虫のうんこも学校から来 られた場合だと､クラスの

何分の 1かの子は､見たことがあるんですよね｡ 誰か

が必ず知 っている｡ それから､｢うんこ｣がぶわーっ

と一面に貼 り付けてあるのでばっと目に入 り ｢一面に

並んでるつぶつぶはいったい何だ｣ということで､す

ご＼く引きつけられたみたいです｡ これがもし ｢カブト

ムシの幼虫は 1万個 ぐらいうんこするんですよ｣と文

章でパネルに書いてあったら､誰 も読まなかったかも

しれません｡ パネルだけの展示なんですけれど､ うん

こはアルバイ トの方々がとても苦労 して貼 って､その

おかげで､とてもインパク トのある展示が出来上がり

ました｡

うんこ展では体験的な展示 もいくつかあったのです

けれど､アンケー トの結果､一番人気はこれで した｡

内容のインパク トが大 きかったようです｡｢なんだろ

うこれは｣とばっと兄で引きつけられる｡ それで関心

を持って､すこしある説明を読んでみる｡ そこで､並

んでいるものがよく知 っている､ もしくは名前 ぐらい

は聞いたことがあるカブトムシの幼虫のうんこで､な

んとそれが 1万個というのにすごくびっくりしたとい

う､驚きがあったみたいなんです｡ぬい ぐるみも人気

が高かったのですが､これには及ばなかったんですね｡

特に､みんなが知っているもので､なんとなく知って

いるけれど自分のイメージを超えたインパク トがある

と､強 く印象に残るものなんだなと感 じました｡

うんこ展はこのぐらいにしまして､ もう一つの展示

があるので､こちらを見てください｡さきほどとはず

いぶん展示室の雰囲気が変わっています｡ しか し同じ

展示室です｡これは企画展 ｢秋の鳴 く虫｣という､い

わゆるコオロギとかキ リギ リスの仲間を紹介 した展示

です (写真8)｡

写真8 企画展 ｢秋の鳴く虫｣



として知 ってもらおうと思いました｡｢季節感｣を演

出して､この季節と ｢虫｣の結びっさを感 じてもらお

うと｡ そのための方法として ｢雰囲気｣づ くり､つま

り展示資料それ自体ではなく展示室の演出によって感

じてもらおうとしました｡

展示室の様子はこんな感 じです (写真9)｡生きた虫

はもちろん飼育 して見ていただきましたが､虫を展示

している展示室の雰囲気から何かを感 じてもらおうと

いうことで､展示室全体を和風をイメージした空間と

し､その作 り込みに力を入れました｡空いた壁面によ

しずを立てたり､秋の七草を配置 したり､秋というの

を感 じてもらえるような工夫をしました｡伝えたいこ

とを展示室の雰囲気で表現 してみたんです｡

写

真9 企画展 ｢秋の鳴く虫｣展示室の様子生きた虫は､見や

すいようライ トで照 らされたケースに展示 してあるも

の以外に､展示室の奥の方に暗くしてあるスペースが

あって､そこでも生きたものの展示をやりました｡暗

い中でしか鳴かない種が多いので､実際に鳴いてもら

いたいということと､見た目の雰囲気だけではなく､暗

い中で鳴き声が聞こえるという様子を再現 したほうが

実感 してもらえるのではないかと考えたからです｡ も

ちろん展示室ですから､実際の野外とは違い､鳴いている様子を観察できる

ようにつくることができます｡観察 してもらうことで､声

の主が虫だということを実感 してはしかったんです｡

でも､暗い中でケースに小さい虫が入 っていても､な

かなか見えないし､気づきにくいですよね｡ そこでど

うしたかというと､懐中電灯を用意 しました (写真1

0)｡暗くしたスペースの入口に懐中電灯を置いたん

です｡そうして､懐中電灯を使って自分で虫を探 して

もらいました｡懐中電灯を使 うと､単に何となく受け

身で見ているのではなくて､探すという､自分のチャレ

ンジに変わるので参加性が高まり､人気の展示となり

ました｡84 写真10 懐中電灯を使ってケース

の中にいる虫を観察するこの方法は､やり方によっては懐中電灯で遊ぶ

だけになってしまったのかもしれません｡ けれど､展示

してあるのが生きている虫という魅力的なものだったか

らでしょうか､虫たちを一生懸命探 し､観察 してくれ

ました｡この展示は小さい子どもさんたちだけでなく

､大人の方にもとても人気がありました｡懐中電灯で

虫を探 した経験がある方が割 とおられるようで､この

行為を媒介にして､来館者同士でいろんな話をされてい

たのが印象的

です｡他の展示 も紹介 します (写真11)｡こちら

は俳句コーナーです｡幾っかの鳴 く虫は季語にもなって



写真11 俳句コーナーへの ｢思い｣を

お話 ししようと思います｡展示 って｢っ くる｣ もので

すよね｡ 当たり前のことかもしれませんけれど､作り

手の ｢作品｣だと僕は思っています｡作品であるから

には､客観的な視点なんてあり得なくて､どんな展示

にも作 り手ならではの ｢思い｣が絶対にあるはずだという考え方を持っています｡

一方で､来 られる人と作 り手との思いのやりとりがあ

る｡ 展示は展示物を通 じて事柄のやりとりをする媒体

だと思うんですけれども､その中には ｢思い｣のやりと

りがあると思うんです｡作 り手というのは､展示を作

るにあたり来館 して展示を経験する人を意識 します｡

同時に展示する ｢もの｣自体にも必死にかかわります

｡展示するために､あらためて ｢もの｣を見つめ直す

ことも多いと思 うんです｡ これは作り手だけではなく

て､来 られた人から見ても似たようなことになると思

います｡｢すすんで｣展示を経験すると､展示物に

かかわりをもっわけですが､同時にそれは作 り手ともか

かわっていることになる｡ 一歩すすんで､展示から､

作った人はこういうふうに考えているのかなとイメー

ジできる展示 も面白いのではないかなと思っています｡お互い直接のやりとりに発展するかも知れませ

ん｡ また､展示を経験する人が展示から発見すること

は､作 り手の意図 したものばかりでなく､それ以外の

ことに向かうこともあるでしょう｡ その場合は作 り手

とそれを経験する人が同 じ方向から､博物館の資料に

向き合 うことになるかも知れません｡ うまく表現できま

せんが､そういうことも大切にしたいと思っています し､それらから生まれるものが､博物館を面白くし

ていけるのではないかと思っています｡それから

展示を作るということは､いい表現が思い付かないん

ですけれど､ひとっの真剣勝負だと思っています｡まず展示する ｢もの｣自体｡展示物は展示す ると決める

以前にも調べてある場合がほとんどですが､展示するとなったときにどのようなもの

かを改めて確認 し､どう位置づけるのか､どう価値を

置 くのか｡展示への自分自身の思いも含め格闘

する｡ それから､博物館にくる人に対 して



(坂本)

昆虫だと､その魅力という部分と､あと小さいから

見えないというところもあるんです｡でも､どちらに

しても､大自然の一部みたいなものをその中のひとっ

だけこっちが選んで切 り取って大きいことを説明 して

しまおうという行為はとてもおこがましい事だと思 っ

ていますので､僕自身はそれはすごく吟味 した方がい

いというか､必要があって初めてやるものだと思って

います｡だから､ぽんぽんと作 って遊ぶ､楽 しくする

というよりも､ もちろん楽 しいということはいいのか

もしれないんですけれど､まずはきっちりものを見て

もらいたいという考えがあります｡展示のためにつくっ

たぬいぐるみは､僕の中では形を見てもらうという面

で作 り込みをしたっもりです｡質感などもイメージで

きるように作ることで､本物を見たとき ｢なるほど｣

と思ってもらえるものというものを考えていくことが

大事かなと｡ こんなので答えになっているかどうかわ

かりませんが｡

(質問)

触れるというだけでなく､作業をすることで理解で

きるような展示の例はありますか｡

(坂本)

お話 した例でいうと､ぬいぐるみを壁の穴にはめ込

むというのはまさにそういう発想のものです｡そのほ

かでは､単純な動作､例えばふたっを合わせる動作と

いう以外に､使い方というのを､身近な遊びのような

ものなどの､何かはかのところでよくやっていて慣れ

ている動作にする､というのは操作に関 してスムーズ

にやっていただくためのポイントだと思います｡普段
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から慣れている動作だと､ちょっと踏み込んだような

操作でもできるんですよね｡ そうでなかったら､よほ

どシンプルでないと､子どもとかだけではなくて､僕

らでもできないというか､やる気 しない､となってし

まうと思 うんです｡反面､作業がスムーズにできると

展示の理解をすすみ易 くなると思います｡そういうの

をどんどん取 り込んでいくということで､受け入れら

れやすくなるのではないかなと思 っています｡

(質問)

いろいろな展示のアイデアについて､それぞれがど

ういう効果があって､あるいはその組み合わせの効果

などは考えておられますか｡

(坂本)

以前から､さまざまなタイプの展示を組み合わせる

ことを意識 してきましたが､企画展 ｢む しのうんこ｣

ではそれを第-に考えたわけではありません｡ どちら

かというと､面白いものから置いた

んです｡面白いものからというのはいい表現では

ないですけれど｡ ものから置いたんです｡面白くて､

僕たちはこれをお薦めしたいと思 うもの｡ それが展示

の中で､全体で考えていることと合っているかどうか

を考えます｡合っていれば､その中に投入 します｡ し

か し､全体の構成を考える際に､それぞれの展示がど

のような人に受け入れられやすいか､どんな風に利用

されるのかを考慮 しています｡ しか し､個人的には､

全部わーっと遊ぶという意味ではなくて､ゆっくりす

るところとか､見るところとか､めりはりをっけると

いうことが大事だと思 っています｡
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｢心に響く展示を目指 して｣

坂東 元

(旭山動物園)

市の中での組織に､何部に属するとかいろんなこと

があって､いま考えれば､ぼ くも一応学芸員を取れば

取れる資格があったんですけれども､学芸員を取 って

しまうと教育関係の教育委員会の方に行 って しまうか

もしれないというのがあって､僕は取 ってはまずいと

いうことで取 らないでいて､今 こういうところで話 し

合いをすることが出るのなら､取 っておけばよかった

なと思 ったりしています｡そこで､今 日お話 しするの

は､総論的なというので しょうか｡ うちの動物園は今

結構話題になることが多 くて｡ なぜかというと､何 も

珍 しい､本当に普通に､どこの動物園でもいる動物ば

かりなのに､その見せ方をただ変えていっているだけ

なのに､どうしてこんなふ うに人が入るというか､み

んなが集まるようになったのだろうというところだと

思 うんですけれども､そういうふ うになっていった経

過だとか､そういうことについての話になって しまい

ます｡だか ら､あまり ｢各論的｣なことを言えないの

ですけれども､そういう話になろうかと思います｡

ただ､動物園というと､やはり博物館とか美術館 と

か､そういうところよりも､対象は広いというので しょ

うか､すごく来 られる方が､ もっともっとすごくいろ

んな目的､いろんなことで来 られるので､だからぎゅっ

と専門的に絞 るのではな くて､た くさん来た人に1個

でも何か感 じて帰 ってもらえるかというところなので､

ちょっと物足 りない部分 もあろうかと思 うのですけれ

ど､ もうお話を聞いていた僕なんか全然勉強 していな

いので､ こんなお話でいいのかなと思 ったりするんで

すけれども･-と思います｡今､冬 も開園するように

なったんですけれど､やはりこちらに来ると思 うので

すけれど､本当に全然違 う｡ 旭川 ってつ くづ く違 うな

と思 うのですけれど｡やはり寒いですね｡雪があって

寒 くてと､ これこそ武器なので､そういう所で生 き生

きするどうぶっを見て欲 しいというのがあって､今は

冬の見せ方に重点を入れています｡

例えば､夏だとホッキ ョクグマが水の中をば しゃっ

と泳いでいる､ペンギンが泳いでいると､気持ちよさ

そうだか ら何か一緒に泳ぎたいぐらいの気持ちになる

と思 うんですけれど､旭川はマイナス20度 ぐらいまで

下がるんですけど､その中でバ シバ シ泳いでいると､

これは真似できっこないんですね｡だか ら､言葉で何

かを説明するよりも､ もう一 目瞭然で､今温暖化､温

暖化 と言 っていますよね｡ もう彼 らはもう寒い所へ逃

げようがない所で生活 している生 き物だか ら､暖か く

なって しまったらどうなって しまうだろうというのが､

説明 しな くても感 じてもらえるのではないか｡そうい

うことを取 り組んでいきたいなと思 っています｡

ただ､入館者が冬 も3時間なんですけれど



ぐらい｡ブランド的なイメージができているから､そ

ういうところはちゃんと出来上がっていると思 って

来 られると思 うんですよね｡そうしたら､とんでもな

い､基本的にはど田舎の､田舎の地方動物園なので､

そういう基盤的な部分が全然駄目で､とにか く追われ

て追われて｡ 先週 も金土 日ぐらいで､土曜日は5,000

-6,000人 ぐらい｡ 3時間で5,000-6,000人 といったら

すごいのですけれども､寒い中6,000人 ぐらいの方が

来 られて､週末だけで1万人以上入園 したんです｡

とにかくもうちょっと想像ができないというかただ､

すごくうれしいのは､今アザラシ館が出来て､ちょう

ど流氷の観光でたくさん来 られるんですけれど､実際

にそこへ行ったらアザラシを見 られることがあるんで

すよ｡ うちの動物園でアザラシを見て､そこで本当の

流氷を見に行って､そこでアザラシを見る｡ 逆 もある

んですけれど｡何というんでしょう｡ 動物園とか水族

館､動物園は特にそうだと思 うんですけれども､自然

と切り離されて存在 しているというのですが､まだま

だ見世物的な部分が多いと思 うんですけれど､初めて

本当に身近な自然とリンクするような活動が出来るの

かなと思って､気合を入れています｡実際に､中でも

ゼニガタアザラシを研究 しているグループの人たちに､

コーナーを貸 し出すといったら変ですけれども､壁を

一面貸 して､｢そこを自由にレイアウ トしてやって下

さい｣とか､そういうことができ始めているので､ま

た新たなことに取 り組めるかなと思っています｡それ

では､始めたいと思います｡ただ､これは結構独断と

いうか､自分勝手な話なので､他の動物園の方が見 ら

れると､ちょっと､｢まぁ大丈夫かな｣ と思 うんです

けれど､やってみたいと思います｡ただ､やはりうち

が勝ち組なので､何をやってもいいのかなぐらいの感

じでやらせて頂きたいと思います｡

前 もちょっと ｢ZOO教研｣ とかでちょっとやった

ことがあったんですけれど､少 し改良 してやってみま

す｡動物園というと､皆さんどのぐらい知識があろう

か分 らないのですけれど､一般的にこの4つの役割が

あると言われていて､日本では特に娯楽の部分が一番

やはり大きいんだと思 うんですね｡動物園自体､ずっ

と全体で見ると入館者の数が右肩下がりになっていま

す｡そこでどういう社会的な役割とか､いろんなもの

を考え出したと言 ったら変なんですけれど､4つの役

割があると｡ 研究､自然保護､教育､それとレクリエー

ションの､ここでいうと娯楽になってしまうのかなと

思うんですけれど､この4つの役割があると言われて
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来たと思います｡ただ､一般の人たちですね｡やはり

来てもらう人たちがどう見ているのかというのが一番

大事だと思 うんですけれど､こういうことを多分同 じ

ように聞かれる｡｢旭山だけにいる動物 って何なんで

すか｣､それとか ｢赤ちゃんが生まれてますか｡生ま

れていたら､それを触れますか｣とマスコミの方には

聞かれる｡ マスコミの方が聞 くということは､結局一

般の人たちがそういうことを､ということだと思 うん

ですけれど､こういうふうな反応が多いです｡今でこ

そ､ うちはさすがにこういうふうに聞いてくるマスコ

ミはほとんどいなくなったんですけれど､一般的には

そうなのではないかなと思 うんです｡何でこんなこと

になってしまったかというか､日本の動物園というの

が欧米と全然違う位置付けのものになっていってしまっ

たのかというところなんですけれど､ これは絶対に国

民というか､来る側が悪いのではなくて､きっと見せ

る側が今まで悪かったのだと思 うんですね｡それが何

かというと､まず何を見てもらおうとしているのかと

いうところがはっきりしていない｡名前で見てもらお

うとしているのか､動物の姿形なのか､何なのか､そ

の全体を通 して何を伝えようとしているのかというコ

ンセプ トも含めて､それがすごく暖味なのではないか

なと思 うんです｡近年､ もう十何年前 ぐらいからです

が､いろいろな展示の方法とか､アメリカとかから入っ

てきて､すごいお金を投資 してつ くられている動物園

も結構あると思 うんですけれど､中から生まれてきて

いないというので しょうか｡どこかで評判になったも

のを寄せ集めてつ くっていくので､全体としてのコン

セプ トなり､主張なりが全然見えてこないのではない

かなと､自分なりにいろんな動物園を見て回ってずっ

と思っていました｡だから､水族館なんか､海遊館さ

んとかが出来たときには､やはりがちっとしたものが

出来て入ってきたので､もうびっくりしたのがすごく､

びっくりしたというか､本当に何て言 うんで しょう､

情然としたと言 うので しょうか､そういう記憶があり

ます｡だから､動物園自体が何を見せようとしている

のかが分からない｡野生動物を扱 っているんですけれ

ども､その野生の動物をどういう位置付けで見てもら

おうとしているのかが分 らない｡例えば､触れ合える

所にペンギンがいたりとか｡例えば野生動物 とずっと

共存 していこうと考えるなら､かわいいとか､触ると

かいうことではないんですよね｡ 本当はお互い尊重 し

て､距離を保 って､どうやって付き合っていけるかな

んですけれども､見せる側の方､窓口になっているは
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うはかわいいからとか､人口保育 したものを触れる所

に置いたりとか｡だから､そのような野生動物だとか､

そういう動物のことを根本的な部分での位置付けをす

ごく暖味なままに､とにかく見てもらう､喜んでもら

えればいいんだみたいなところがあったような気が し

ます｡あとは､何匹目の ドジョウと書いてありますけ

れど､これはパ ンダに始まりなのかもしれない｡ コア

ラとかラッコとか､そのようなものを次々に探 していっ

て､それで見てもらうということをして来たんだと思

うんですけれど｡これは何でこんなことになってしまっ

たかというと､やはり､特に動物園の場合､公立が多

いんですよね｡ 地方の博物館とか､そういうところで

はない､例えば観光に属するような部署にあったりと

か､建築の方だとか､土木だとか､そういうところに

所属 していて｡ 結局､上に立っている人が 素人なん

ですよ｡ だから､来て､｢どうにかすれ｣と｡｢あっち

にこの動物入れてあんなに人が増えたんだから､ うち

にも入れろ｣とか､そのような程度の発想で来たから

こんなことになっていたのではないかと思います｡

やはり野生動物というのは､例えばホッキョクグマ

を守れたら､その環境を守れたことになるわけで､温

暖化を防げたことにつながっていうわけで｡ だから､

全部が自然とか環境とかの代表として動物､魚 もみん

なそうだと思 うんですけれど､いるんだと思うんです

ね｡ だから､そういう部分での意識とか関心とか レベ

ルがあまりにも伝える側に低かったというか､まだ低

い｡全体としてはまだまだなような気がするんですけ

れど､見せる方の側､動物園って､実はすごく生き物､

例えばいろんな動物を知るときのすごく窓口になって

いるはずで､必ず1回は行 っているんですよね｡何回

かは幼稚園､小学校の時に来ているので､そういうと

きにイメージが作 られているのではないかなと思いま

す｡

僕 らが目指 していた動物園というのは､やはり普通

の人たちといったら失礼かもしれないのですけれど､

一般に来館される人たちですよね｡来園される人に何

を感 じてもらえるのかということ｡ 引き付けることが

できるのかということを考えました｡やはり偉そうに

言 っても､来てもらえなければ始まらないのでと思い

ました｡特にこのコンセプ トの部分なんですけれど､

これですよね｡娯楽というのがどうも気に入 らないと

いうか､すごく嫌で｡研究とか自然保護とか教育 もそ

うなんですけれど､これはそれぞれ専門でやっている

ところはあるわけではないですか｡全部 4つ役割とい

うけれど､全部別々にあるんですよね｡ だから研究だ

とか､自然保護 もそうですね｡どちらかというと､す

ごく極端な人がやっているようなイメージを持ちます

よね｡ 一般の人ではなくて､物好きと言 ったら変です

けれど､自分の ｢○○ちゃん｣みたいな感 じでシマフ

クロウなんか囲ってしまって､他の人を入れないとか､

そういうことを して しまう人たちが多かったりして｡

ただ､それぞれでは専門があるんですよ｡

娯楽だったら､例えばディズニーランドとかいろい

ろあると思 うんですけれど､では動物園って何のため

にあるんだろうというので､全体が､僕は思 うんです

けれども､安 らぎとかぬくもりとか居心地のよさとか

驚きとか感動｡娯楽という言葉をこれに換えたいんで

すけれども､そういうベースの上に研究があって､自

然保護があって､教育があるんだろうと思うんですね｡

動物園でしかできないのは､絶対ここで研究 した後の､

その後のことまで見えて来るのではないで しょうか｡

生き物としての姿として見えてくる｡ 細胞をいじって

いても､それが本当に姿として出てくる｡ だから､こ

れをこういう位置付けにしていきたい｡ベースはやは

り感動に裏打ち､感動という言い方､いい表現が思い

付かないんですけれど､そういうところに裏打ちされ

た知識とか､そういうことが伝えられればいいのかな

と思います｡

僕が目指 している､ うちが目指 しているのは､これ

はヨーロッパの動物園､ ドイツだったと思 うんですけ

れど､これはアザラシを見ている人たちなんですけれ

ど､アザラシを別に見ているわけではないんですね｡

アザラシのいる空間で普通の日常会話をしているとい

うんですか｡ しているんですよ｡ ここまでなっていて｡

例えば新聞を読んでいる人 もいれば､小説を読んでい

る人 もいるんですけれど｡だから､いろんな命がいる

というのを本当に居心地がいいんだと感 じられれば､

絶対にその自然をなくすようなことだってしないと思

うんですよね｡ 知識だけだったら､理屈だけだったら､

それはもう自分の心が痛まないので､よっぽど自分の

身に何かが降りかかってこない限り｡ 例えば､お金を

出そうとか､何か しようという活動には移 らないと思

うんですけれど｡やはりその部分をもっと身近な､自

分の心が痛むようなものになってくると､何かをして

あげようと思うので｡今は環境問題もそうですけれど､

国とかそういう政府のレベルではなくて､やはり僕 ら

国民一人一人というのですか｡ もっと下の方のレベル

まで下 りて来て､みんなで守 っていこうとか､何かを
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しないと､ もうできないところまで来ていると思 うの

で､そういうことが伝えられる動物園になりたいなと

思います｡

うちの動物園では､何でこんなふうになっていった

のかなというところなんですが､ うちは昭和42年にで

きました｡平成8年になってもそのまんまだったので､
ヽ

本当に時代遅れの動物園で､ コンクリー トと鉄柵の､

本当にただいるだけ､姿形が見 られればいいだけで価

値があるという｡ 例えばライオンなら ｢おお､ ライオ

ンだ｣ と見 られたらそれで良かっ

た時代のままでずっと来ていたんですね｡あとはす

ごく古 くなっていたんです｡ ヒョウとかライオンが寝

ていると､大体が昔 ｢可哀相｣｢つまらない｣｢臭い｣

と､肯定的な評価はないんですね｡そのライオンとヒョ

ウを見ていて､｢つまんねえよ､ こんなの｡ 動かない

し｡どうするんだ｣と言 って､石を投げ入れるは､棒

でつつ くは､脅かすは｡ これはもうしょうがないです

ね｡ただ､皆さんもそうだと思 うんですけれど､自分

らはヒョウを実際飼 ってみたらわかるのですが､すご

い生き物なんですよ｡ すごく大事にしていて､すごい

と思 っているものを見てもらって､やはり ｢それ､つ

まんないよ｣とか言われたら､大事なものをけなされ

ているようなところがあるので､やはり面白くないん

ですよね｡

ただ､本当にボールペン1本を買 うのも大変だった

ような時代だったんですね｡平成6年～7年 ごろかな｡

本当に予算 もなくて｡ だか ら､あとは喋るぐらいしか

ないとか､喋って何かを補わなければ全然駄目で､鉄

板が落ちていたら､その板きれを拾 って､ペンキ塗 っ

て字を書いて看板作ったりとか､そんなふうにして補っ

ていました｡ もう一つ､ちょっと伏線としてなんです

けれど､｢ラッコいないの?｣とかよく言われました｡

アザラシがいると｡アザラシ館はこれを根に持ってずっ

とやっていたようなものなので｡本当にそうなんです｡

｢今に見てろ｣ と思 っていました｡やはり見せる側が

動物に価値観を付けて見せたら絶対にいけないんです｡

そう思 っていたのですけれど｡本当に子供は見るんで

すよ｡アザラシがいても､先入観 とかなにかがないか

ら､アザラシの本当に純粋なかわいさとか､すごい素

晴らしさを子供はきっと見つけるんですよ｡子供がじ一つ

とアザラシを見ていると､親が来て､必ず連れて行 く

んですよね ｡｢ただのアザラシだよ､ こんなの｣ と｡

本当にそうだったので｡

ここか らなんですけれど､ ヒョウに戻 ります｡考え
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てみると､ ヒョウは寝る動物なんですね｡ネコを飼 っ

ている方がいらっしゃったら分ると思 うんですけれど､

一 日中走 り回っているネコがいたら病気ですよね｡寝

るんです｡寝ていて当たり前なんです｡食べているか､

ちょっと喰っているか､寝ているかではないですか｡

圧倒的に寝ているんですよね ｡ ただ､動物園って本当

は動物の素晴 らしさを､わざわざ生 きた物が置いてあ

るわけだから､命としているわけだか ら､その素晴 ら

しさを伝えるべきなんですけれども､寝ているヒョウ

はつまらないと見 られるというのは､良 く考えてみる

と､ これは根本的な問題ではないかなと｡ いろいろ話

したり､ガイ ドしたりというのは､そのころか ら悔 し

さみたいなものでずっとやっていたんですけれど､本

当に古 くなってきて しまって､立て替えるか､ ヒョウ

とかライオンの展示をやめるか､ もう二者択一 しかな

いぐらいまで､ぎりぎりまで来ていて｡ 見てもらって

つまらないという印象が残 って･･･ヒョウを見てです

よ｡ だったら見せない方が､む しろ潔 く動物園をやめ

た方がいいのではないかと本当にこの頃は思 っていま

した｡動物園なんて｡ だってその頃から､例えば映像

とかでは本当にすごい映像がいっぱいあって､実際の

ものを見たらつまらないという印象を与えて しまうの

だったら､本当に動物園なんてやめてしまう｡全部バー

チャルで､画面で ｢ヒョウ｣と展示 して何かすればい

いのかなぐらいに思 っていたんですよね｡ だか ら､ど

うしなくてほならないのかと､ちょうど本当に建物が

古 くなってしまって､ヒョウの鑑とか､地面まで繋がっ

ているであろう部分が､掘 ってみるともう腐食 してな

いんですよ､鑑がなくて｡ ライオンの部屋は､寝室 も

そうだったんですけれど､ちょっと尖 ったものでガン

とやると､壁がポロッと取れて､外が見えるんです｡

そこまでなっていたので､ もう本当に僕たち飼 ってい

る側 もこれ以上責任持てないというところまで来てい

たんですね｡それでどうしようというので､切羽詰まっ

た時でした｡入EiI者は26万人 ぐらいにまで落ち込んで､

もうどうにもならないのではない かという時だったん

です｡市長が替わったり､いろんな政治的なことがあっ

て､取 り合えず古 くなった建物にいる動物の新 しい建

物を造 ってもらえることになったんです｡だか ら､そ

の時おのずと新 しい動物を入れるという発想はなかっ

たんですけれど｡僕が考えたのは､ほとんどネコ科の

動物ばかりだったので､寝ているネコ科動物､ ヒョウ

をどうやったらつまらないではなく見てもらえるんだ

ろうというのを考えました｡その中ではとにか くヒョ
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ウを気持ちよく感動的に見てもらうにはどうすればい

いんだろうと､その一点だったんですよね｡いろいろ

考えるに､考えるというわけではないんですけれど､

自分たちが見せてとか､ガイ ドを しているとか､いろ

んな時の反応を見ていて､多分それぞれの種類がそれ

ぞれの能力を発揮 している､発揮できているときなん

だろう､できるようにしてあげることなんだろうとい

う結論になったんですよね｡ それで平成10年に寄せ集

めて､猛獣館というものを建てました｡だからそれま

で､昭和40年か らずっといた､みんながずっと見てい

た動物たちの見せ方を変えたということなんですけれ

ど､それで出来たのはヒョウに関 してはこういう見せ

方になったんですね｡

この辺の方法論は飼育をやっている方々ではないの

で､基本的に目線より高い所に行かせてあげると､何

も怖いものがなくなります｡ ヒョウとか､自分より目

線の下に置 くと制御効 くんですけれど､上に行ける空

間を作 ったら､絶対行 くんですね｡行かせてあげるの

ではなくて､行 くんです｡自分より目線が高い所での

んびりと過 ごさせてあげればというので出来たのが､

この下にも入園者が入 っていけるようになっていて､

ヒョウは上にいるんですね｡ ちょうどこれは今理想的

なまたがってベロンとしていて､いい格好をしている

ときの写真なんですけれど､これを想定 して造 りまし

た｡ これを猛獣館では出来ます｡

何をどういうふうに見せていくのかということなん

ですけれど､さっきも言いましたが､結局は勉強 しに

来るわけではないし､知識を求めてくるわけではない

と思 うんですね｡その人たちに何を感 じてもらうかと

いうところなので､動物たちの輝 き､すごさ､素晴 ら

しさですね｡ いろんな命がいる空間というのが､実は

すごく気持ちがいいものなので､-工もいたりするん

ですけれども｡ だけど､気持ちいいものなんだよとい

うことを伝えたい｡そのためには､まず根本的なとこ

ろなんですけれど､動物たちが生き生きとしているこ

と｡ これは当たり前なんですけれど､実は当たり前の

ようで当たり前ではないんですね｡動物園の展示､い

ろんなところを見てもらうとわかると思 うんですけれ

ど､果たして生 き生 きしているのか｡見せる側の思い

込みだけで､そこにいる主人公の､そこにいる動物が

本当に生き生 きするのかどうかということですね｡で

は､生き生 きさせるというのはどういうことなんだろ

うと｡ やはり能力や習性､行動が発揮できるというこ

とだと思 うんですね｡ これは空間の広さだけの問題で

はないと思います｡その造 り方 とか､どういうふうに

持 ってくるかということなんですけれど｡ もうひとっ､

何で飼育 しているのかという部分なんですけれど､飼

育下だから見ることができるアングルとか距離がある

だろうと｡ この2つなんですね｡ また､ さらに続いて

いくんですけれども､どうするのかという､見せる側

がまず動物に価値の差があるような見せ方をしないと｡

これはうちの考えなんですけれど｡パ ンダは要 らない

んですね｡パ ンダもタヌキも等 しく今まで進化 してずっ

と生 きてきているわけで､だか らそれぞれの動物の､

僕 らはそれを見つけ出 して､動物はすごいと思 って生

活 しているわけではないですから､僕たちは動物たち

の､僕たちというか飼育係ですね｡ 動物のすごさをす

ごいと思 ったことを見つけてあげて､それを入園者に

見てもらうというのが僕 らの仕事なんだと思 うんです｡

だか ら､そういうことです｡ちょっと変な表現なんで

すけれど､魅力を引き出して､個体から種へのアプロー

チと書いてますけれど､あと､姿形ではなくて能力､

習性､行動｡例えばライオンの話をすると､食肉目ネ

コ科でどうたらこうたら-という話を始めても､誰 も

興味を持たないですね｡聞いていて面白くないんです

よ｡ だけど､ うちの例えばライオンのライラ､ レイで

は何年生まれで､こういう､これだけ餌を食べて､ こ

んなふうにウンチしてとか､そういう方か ら入 ってく

ると､みんなすごく興味を持 って聞いてくれるんです

ね｡

日本の動物園の動物の見せ方が､生態的な展示とい

うのが今主流だと思 うのですけれども､ ライオンなら

ライオンが住んでいる環境をある程度再現 したところ

にライオンがボソッといるという見せ方ですね｡ それ

が生態的展示なんですけれど､その見せ方 って実は食

肉目ネコ科のライオンの見せ方なんですよ｡ そういう

アプローチだと恩 うんです｡僕はその野生 と同 じよう

な ミニチュアのちょっとしたものを造 って､そこにラ

イオンがいるのを自分が見に行 った時､何 も面白くな

かったんですね｡ 面白くないというか､何か心が動か

なかったんです｡

うちのアプローチの仕方は､全 く本当にころっと逆

で､個体からライオンの世界｡例えばオランウータン

だったら､ うちにいるオランウータンのジャックから

オランウータンの世界に入 っていってもらおうという

ことで､アプローチの､その動物を見せるという考え

方の部分で､多分全 く今の主流と180度逆の考え方だっ

たんだと思います｡あともうひとっなんですけれど､
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来園者の興味､好奇心を満足させる｡ これは当たり前

のようで､これも当たり前ではなくて､動物園とかに

行 くと､見る場所が決まっている所が多いと思います｡

間口があって､ここから見て下さいと｡ちょっとぼーっ

と草とかが茂 っていて､その裏に入っていたら見えま

せんというのが多いと思 うのですけれど｡これは環境

エンリッチメントという考え方が最近すごく言われて

いて､飼育されている動物の精神的な部分とか､肉体

的な部分の福祉の問題みたいなところなんですね｡入

園者の目線がストレスだということをよく言うんです｡

入園者がス トレスだと言 うんですけれど､入園者がス

トレスだと飼っている側が思 うのであれば､自分たち

で動物園を否定 しているのと一緒だと思 うんですね｡

入園者がス トレスだと思 うのだったら､動物園を潔 く

やめた方がいいのではないかと思 うんです｡そう思 う

んです｡ うちは入園者がス トレスではないと思うんで

すけれど｡だから､まず見てもらう側の人､見に来て

いるわけだから､見たいと思 ったら見 られるようにし

てあげることを考えるべきではないかということで､

この 3つがうちのいろいろなところで-｡やはり見て

もらって何ぼなんですよ｡ きっとそうだと思います｡

ちょっと具体的にですね｡猛獣館です｡猫 じゃらし

と書いていますけれど､今のなんですけれど､ うちは

入園者を猫 じゃらしにしようとか言ったら､必ずこう､

ぱぁ一つと見えて､こういうという考えです｡基本的

には｡目線環境の作 り方だと思います｡ネコは呼んで

も着てくれないけれど､ちらちら見えたら遊んだりす

るではないですか｡ネコ飼っているからといって､こ

れはネコなんだから､ネズミ食わそうと思って､生き

たネズミをやる人はいないと思うんですよ｡ただ猛獣

とか､特に食べる側の動物にはすごく単調なんですね｡

見た目的にいい空間をっくってあげても､実際のそう

いう行動ができる､そういう擬似的にでも獲物を襲 う

というような行動ができるようなことを何か してあげ

ないとなんですけれど､まさか僕 らが入 っていたので

は､それはもう ｢いただきます｣と｡本当に食べられ

て しまうので入れないですから､何かできないかとい

うことで､入園者とかを猫 じゃらし的に使っています｡

これはちょっと事故を起 こした トラなんですけれど｡

この間､ちょっと ｢撮 って｣なんですけれど､これで

すね ｡ 飼育係に対 して異様な反応を示すんですよ｡人

によってランクが違 うんですけれど､本気になる度合

いが全然違うんですよ｡ 見つけると必ず気付 くんです｡

今向こう側に飼育係､今ちょっと撮るのに走ってもらっ

92

ているんですけれど､飼育係はいっも必ず通るじゃな

いですか｡どこか遠 くでも､必ずかなりの人が通るん

ですね｡それを見て､必ず遠 くからでも絶対に見つけ

て反応をしているんですよ｡あとは入園者にもかなり

やります｡何を基準にするのかわからないのですけれ

ど､イッチャンというトラなんですけれど､イッチャ

ンなりに幼稚園児が100人釆たら､100人のうちの誰か

1人に決めていますね｡本当にそれをやりますね ｡ い

つもずーっと追いますね｡大人 もそうです｡大人の人

でも､誰かをきめると､ずっと追うんです｡大人だと､

特に追われると､本気で ｢バカ野郎｣と思 う人はい な

いじゃないですか｡ トラが反応 してきたら ｢あ､自分

に反応 しているんだ｣と思 うから､その人はしばらく

大体30-40分いるんですよ｡ 自分に ｢あっ｣と思 った

ら､行ったり釆たりして､ トラが自分に反応 して付い

て来ると､何となく何か嬉 しいじゃないですか｡入園

者的に｡他の人が ｢あの人に付いて行 っている｣みた

いな感 じで､ずっとやってイッチャンに構 ってくれる

んです｡そんな感 じで､入園者をそういう､僕 らの側

からすると､本当に猫 じゃらし的に使おうと｡ トラも

暇つぶ しができて良かったなということになると思 う

んですね｡ただ､この猛獣館､ちょっと全体像がない

んですけれど､これは下からも見えて､上からもぐるっ

と回り込んで､入園者か ら360度全部見えるんです｡

同業者の人からはできた時にポロクソに言われました

ね｡ 1ヵ所から見せて､来園者の目線を遮るシェルター

がないと｡ これは絶対にエンリッチメントに逆行 して

いる最たるものだと言われたんですけど､僕は ｢絶対

に違います｣と｡ 入園者が毎日右投げたりするんだっ

たら､それは絶対にス トレスになると思うんですけど､

基本的に風景なんです｡選ぶのは､ トラの側なんです｡

そういう関係さえちゃんとしっかりできていれば､僕

はそれは絶対に大丈夫だという自信を持っているんで

す｡ これは目線関係の作 り方､下から覗いて｡ ただ､

真下からいるんですけど｡この目線関係は､野生では

多分その次の瞬間､きっと自分が死ぬときの目線関係

になろうかと思うのです｡でも､だから何のために飼っ

ているのだろうというところだと思 うんですね｡ 上で

ボンと寝ていても､今までだったら ｢つまらない｣だっ

たのが､上で寝ているというだけでも全然違 うんです

よね｡どきっとして､ずっと1回身をよけるとか､そ

の動物の気配とか､例えば息をしたらふ一つと息がか

かってくるんですけれど､そのような気配とか臭いと

かも全部動物の一部なんで､これは画面では伝えられ
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ないだろうとおもうので､そういうことにこだわって

います｡

筋 トレと書いてあるんですけれど､ これは意地悪な

わけではないんです｡ これはヒグマの雌なんですけれ

ど､雄で成人になるともう木に登れなくなるんけれど､

雌の体重が軽いうちは登 ります｡餌をあげるので も

｢いただきます｣ とここに用意するのではなくて､何

か一つ間にかませてというのですか｡食べるために何

かをさせてあげるという｡ これは トンコというんです

けれど､最近だいぶ体重が重 くなってきて､登るのが

辛 くなって来ているんですけど､まだ頑張 っています

ね｡上の方に リンゴが刺さっているんですけど､それ

を取 りたくて｡ だか らほんのちょっとしたことなんで

すけれども､見せ方の部分とか｡結局､動物をみせる

ときの基本的な考えというのは､いろんな行動を して

いればいいんですけれど､例えば鳥は空を飛んでいて､

｢今 日は気持ちいいな｣ と思 って飛んでいるわけでは

ないですよね｡｢獲物がいないかな｣ とか思 って､明

日をも知れず飛んでいるわけではないですか｡気持ち

いいと思って飛んでる､決 してそうではないですよね｡

クマが歩 き回 っているのも､｢今 日はいいな｣ と思 っ

て散歩 しているわけではないですよね｡だから､本当

はやはり食べる為にいろんな進化をしているんですよ

ね｡ 食べるために､身を守るために｡だから､そうい

うことを意地悪ではなくて､ほんのちょっと何か､動

物でもみんなそうなんですけれど､楽を覚えたら絶対

楽な方に行 って しまいます｡ これも自分の意思でどう

にかこんなもので､ ここで食べて､食べるのではなく

て､一回走 ってか ら食べようとか､そんなことを動物

は考えないですね｡ あったら食べて しまいますよね｡

だから､それをどういうふうに引き出してあげるかだ

と思 うんです｡ちなみに､ このライオンの写真なんで

すけれども､親子でいます｡ このライオンも､僕は飼

育係繁殖というのを最終的な目標にやはりするんです､

けれど､それはその環境自体を､次の代に残すのに適

しているというのですが､次の代を残 しても安全な場

所だと認めて くれた証になるので繁殖を目指 します｡

しか しライオンなんかは必ず例外がいて､カバとライ

オンは増えすぎて困る動物なんです｡だか ら､ うちは

先に貰い手を探 してから計画繁殖をしています｡交尾

をさせるようにしますね｡貰い手が中国の動物園だっ

たんですよね｡

この間､ 2年前ですか､ 4頭生まれて､本当は貰い

手が中国の動物園だったんですよね｡ 貰 ってもらえる

ということで繁殖 させたんですけれど､SARSの問

題が起きて中国は全部止まってしまったんですけれど｡

最近旭山ブランドはかなり人気で､ うち生まれだとい

うだけで結構余剰動物､余剰動物は専門用語なんです

けれど､増えすぎてしまった動物たちなんですけれど､

どこか貰い手を探すのに非常に苦労するんですけれど､

最近旭山ブランドはすごいんですよ｡ 何を出 しても貰

い手がついて､結構九州とかに｡カピバ ラというネズ

ミを知 っていますか｡大 きなネズ ミがいるんですけれ

ど､わざわざうちのカピバラが欲 しいといって､九州

の動物園まで行 ったんですけれど､10匹 ぐらい生まれ

て､いっもだったら本当に困るんですけれど､10匹と

もす ぐ貰い手がついて､すごかったですね｡ というの

があります｡

ただ､ ライオンなんかは､やはり群れをっ くる､ネ

コ科の中では群れをっ くるのはライオ ンだけなので､

それをどうにか見て欲 しいというのもありますね｡ ト

ラとかと全然違 うので､やはり本来の習性 というか､

本当の生活の仕方 というのを しっかり見てもらいたい

というのがあるので､繁殖の方はまたどうにかやって

いきたいなと思います｡ これは本当に余談なんですけ

れど､ちなみにライオンは､動物園に行 ったら雄 と雌

が一緒にいたりするんですけれど､避妊 というか､子

どもができないような処置をしています｡皆さん､ネ

コとかイヌをお飼いになっていたらわかると思 うんで

すけれど､雄だったら玉を取 って しまえばという避妊

法があるんです｡僕､ 1回だけ見たことがあるんです

けれど､ ライオンを避妊するのに､雄の避妊を して玉

を取 って しまうと､たてがみがなくなるんですよ｡す

ごいんですよ｡1回だけ､ どこかで､すごいですよ｡

雄のライオンは顔がでかいんですよね｡ ぼーっとたて

がみのない､本当にすごい顔で､すごいオカマちゃん

なんですよ｡ だか ら､玉を取れないんですよね｡ 取れ

ないので､動物園でやるときは雄でやるならパイプカッ

トをします｡パイプカットだとまた後でつなぐことが

可能なので､それをやるか､今は雌にいいホルモン剤

があるので､皮下に埋めて繁殖制限をするんですけれ

ど､できるだけ子どもとこういう風景でライオンは見

て欲 しいなと思 っています｡これはペンギン館ですね｡

ペンギンはうちの動物園のイメージというか､評価が

変わったのがこのペンギン館だったんですけれど､そ

れまでやはり親子連れで来るというのが一般的な動物

園のイメージだったと思 うんですけれども､ このペン

ギン館ができてから､大人の入園者の比率が子どもの
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数より

がーんと増えて釆ました｡僕 も動物園自体､本当に

子どものための施設ではなくて､む しろ大人のための

施設だとずっと思 っていて､剥製ではなくて､本当に

生 きたペンギン･ライオンがいると､本当にすごいこ

とだね｡ キ リンがいるって考えてみると｡ だけど､動

物園､どうしても公立が多 い か ら値段が安かったりとかいうので､何となくファミリー的なイメージがあっ

て､子どもが行 くから付いて行 くみたいなところがあっ

たと思 うんですけれど､ うちはペンギン館が出来てか

ら､ガラッとイメージが変わって来ました｡ペンギン

で伝えたか ったのは､ペ ンギ ンは烏なんだよという､

水の中を飛ぶ鳥なんだよということを伝えたくて､足

の下まで全部 ぐるっと透明なアクリルの トンネルなん

ですけれども､そこで見てもらいました｡ これが出来た

時､これがペンギンだとわからない人がすごくいらっし

ゃるんですね ｡ それが年齢が高ければ高いほどそうで

す｡頭の中でペンギンというイメージが､よちよちし

たペンギンというイメージができているか ら､ これがペ

ンギ ンと結び付かないんですね｡｢これ､何 ?負じゃないよね?｣とか､結構本当にそんな感 じで した｡

うちは最近､迷子になる子 どもが多いんですけど､普

通迷子 となったら､子どもがどこかで熱中 しちゃってな

んですけれど､ うちの場合を見ていると､ このペンギ

ン館に入 って来るじゃないですか｡子どもは素直に ｢

あ､ これ､ペンギンなんだ｣ と見るんですよ｡ ブ94

アー ツと泳いでいるのを｡ 子 どもは一通 り見た ら､

｢わ ぁ､す ごいす ごい !｣と言いなが ら行 って しまう

んですけれど､大人がポカーンと開いたままにずっと見

ているんですよ｡子どもがいな くなって､ 自分が取り

残されて､子 どもが迷子になるという､最近すごくそ

のパ ターンが多いですね｡ペンギン館が出来たときは､

ちょうどうちは陸伝いでペ ンギンをこういうふ うに見

ることが出来るんですけれど､プールの向こうにペ ン

ギンではなくて､人止め柵のす ぐそこにペンギンが立

っているんですけれど､ずっと何十年 も動物園に足が

遠のいていた人たちがすごく釆始めたんです｡孫を連

れてきたお じいちゃんとかが､孫を放飼場の中に入れ

るんですよ｡ペンギンの所にヒュッと孫を入れて､｢一緒に写真撮るか ら､そっちに行きなさい｣とか言 っ

て撮るんですよ｡ ペンギンというと､何なんで しょう｡

かわいいというか､ぬいぐるみのイメージしかないん

ですね｡お じいちゃんは急に何十年ぶ りに来ているか

ら｡ そんなことぐらいいいんだろうと思 って来 られて､

結構いろいろ､お じいちゃん ･おばあちゃんの扱いが

一番難 しいというか｡昔来ているか ら



キをかけるのに使 っていますね｡飛ぶ距離を調整する

には足を使 って｡散歩｡ これが今､冬のうちの｡ これ

は散歩の時間が決まっているんです｡本当に散歩なん

です｡ これはペンギンが待 っているんです｡行きたい

よと｡ だか ら行進させているわけではないんですね｡

ペンギン歩 くという習性があるので､それを使わせて

あげようと｡ ただ､コンクリー トの上 とかアスファル

トの上を歩かせるのは非常に嫌なので､雪が積 もった

ときだけの限定なんですよということでやっています｡

これは最初から念頭に入れているので｡ みんなあたま

をぷつんですけれど､ これは仕方ないんですね ｡ リー

ダーがい るわけでもないんです｡警戒心が弱いですよ

ね ｡ 今 ヒナは留守番です｡ この画面では右にいるんで

すけれど､ ヒナは留守番をしています｡だか ら､行き

たいやつだけ行けばいいというやり方なんですよ｡ よ

ちよちと30分 ぐらい出掛けてくるんですけれど､入園

者が左右にいるので､その間を自動的によちよちと行

くだけなんですけれど｡だか らパ レー ドとか行進では

ないんですよ｡ 本当にイヌを飼われていたらわかると

思 うんですけれど､イヌは散歩に行きたいじゃないで

すか｡だか ら引き出してあげるというんですか｡させ

るのではなく､引き出す｡ これはくどいぐらい言 って

いる､確かにくどいんですけれども｡でも本当にそう

なんです｡よく ｢ペンギンのパ レー ドは何時か ら?｣

と聞かれるんですけれど､｢いや､ うち､パ レー ドは

やってないので､そういうものをやってませんよ｣と

いう答えをするんですけれど､行進だとかパ レー ドだ

とか ショーとか言われたら､｢絶対そんなことやって

ません｣と､意地になってこちらも言 うんですけれど｡

｢11時10分か らペンギンのパ レー ドやっているで しょ

う?｣と言 うか ら､｢いや､パ レー ドはやってないで

す｡ああ､分かりました｡散歩のことですね｣という

ように答えるようにしているんです｡相手 もぶち切れ

るんですけれど､こちらも切れるんですよね｡ あとは､

これもまた引き出してあげるという部分で､新雪が降っ

た時は､これが したくて散歩に出て行 くようなところ

があります｡よく何かの本に出ている･んですね｡キン

グペンギンは1羽が倒れると､みんなまね して倒れる

とか書いてあるんですけれど､た しかにやりますね｡

1羽が登 っていてパ タンと倒れると､みんなパ タンパ

タン､パタンパ タン倒れて､ この トボガンというのを

やります｡あまり長 くやらせていても意味がないので､

適当に切 り上げて､また散歩を切 り上げて帰 っていく

という見せ方ですね｡だから､特に劇的に何か特別な

ことをしているわけではないんですけれどね｡だけど､

これがもう｡ ただ､絶対 この風景はうちで しか､日本

だったら多分 うちで しかできないと思 うんです｡やは

り本来の行動ができると､ペンギンの目を見てもそん

なに生き生きかどうか､あまりよく表情はわからない

んですけれど､でも､やはりすごく生 き生 きして見え

ますよね｡

これはアザラシ館です｡他にもいっぱいあったので

すが､ちょっとはしょって｡ これは ｢ラッコが何だ｣

というのがすべてなんですね｡僕の中で｡ これは本当

に､今まで本当に笑い事なんですけれど｡でも､動物

園や水族館が一番やっては駄目なことを僕はずっと本

当にやっていたと思 うんです｡ ここにいらっしゃる方

とか､博物館の方 とか生物系のところにいらっしゃる

方はある程度詳 しいと思 うんですけれど､ライオンを

見たら､100人 ライオ ンってわかるじゃないですか｡

子どもから大人まで､お じいちゃんまで｡ ペンギンを

見ても､大体そのペンギンの写真を見たら､ペンギンっ

てわかるんですよね ｡ だけど､毎 日見ている庭にいる

烏とか､毎日空を飛んでいる烏｡｢あれ､何 ?｣と言 っ

てわかる人､多分100人に1人 もいないと思いますね｡

これは多分､動物園にもすごく責任があると思 うんで

す｡動物園が舶来､舶来品という言い方 も古いのかも

しれないですけれど､海の向こうのものばかり価値が

あると｡ 身近なものに対 して価値を認めない｡例えば

タンカーが沈没 して､ペンギンが油まみれになるといっ

たら､日本からもボランティアがぱーっと行 くじゃな

いですか｡だけど､営林署なり何なりが予算消化で河

川敷の下草をぱーっと刈 っていますよね｡ あの時､チ

ドリとか､いろんな烏が､何千羽､何万羽､きっと育っ

ていくはずだった命がどんどん奪われている｡ でもそ

れは誰 も気付かない｡誰 も心は痛まない｡だか ら､こ

れは多分すごく動物園､水族館にも責任があるんだと

思 って｡アザラシは､北海道では本当にすごく身近な

生 き物なんですね｡ だか らこれをちゃんと見せ られる

かどうかというのが､ これからの動物園｡ちょっと言

い過ぎかもしれないですけれど､何となくやる方向性

が もう見えなくなってきたところで､全体の動物園､

入園者は頭打ちみたいなところで､まだまだ宝の山で

はないですけれど､見せる側としての考え方ですけれ

ども､身近にいる生 き物を何 も今までやってこなかっ

たのだから､それをやればまだまだあるはずなんです

よね｡そのきっかけになればということで､ このアザ

ラシ館は気合が入 りました｡ただ､アザラシに別に何
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かをさせるわけではない｡ただ､ここを通 っていると

いう､ただ単純にそれだけなんですけれど､なぜかす

ごい評判で｡実は英語版のホームページを作 っている

んですけれども､ これを見て､アメリカからメールが

釆まして､すごい批判のメールだったんです｡｢夜寝

れなくなった｡ 日本人は本当にバカだ｣ と｡ 何でかと

いうと､ この中に閉 じ込めていると思 ったらしいんで

す｡ この筒の中に､朝何時か らか知 らないけれど､ア

ザラシをぽちょんと入れて､開園時間中入れて置いて

いると思 ったらしくて｡ これは単純につながっている

だけなんですね｡空間がこう､上か ら水があって､下

も通れる｡ こういうふうにぐるぐる回れるようになっ

ている｡ 閉 じ込めているのではないんですけれども､

｢閉 じ込めている｣ と言われまして｡ オランウータン

も結構言われました｡空中散歩と言っていますけれど｡

あれも見てノイロ-ゼになったと言 って｡｢落ちたら

どうするんだ｡考え出 したら寝れなくなった｣ とか､

そんな人がいました｡だけど-いろんな人がいるんで

すよね ｡ ただ､アザラシは何かひょうたんから駒だっ

たのか､本当に外国のメディアもすごく釆ていまして､

ここで言 ってあれなんですけれど､ うちは特許を取 っ

ていないので､絶対に取 っておくべきだとそこら中か

ら言われますね｡実際､日本の水族館の動物園も､多

分ほとんどの方が視察に来ていて､実際にこれを造る

というところが何 ヶ所 も出てきています｡水族館の人

たちには､｢どうやってここに筒を通 るようにさせた

の?｣と言 うんですけれども､だからさっきから言 っ

てるんですけれど､引き出しただけ出るので､させて

はいないんですね｡必然的に来るだろうと､好奇心が

強いので､絶対来るだろうということでやっているだ

けなんです｡ もし､冬来 られることがあればと思 うん

ですけれど､やはりここは冬なんですね｡ 冬になると

全然態度が変わります｡アザラシの方 も､何となく陸

の上だとす ぐにばっとっ水に逃げられる､水際にいる

んですけれど､雪が積 もってくるとかわるんですよね｡

だから､そういう本来の姿をそのまま見てもらいたい

という｡ だか ら別に何か しているわけではないんです

けれど､そういうところが-｡本当に長 くなってきま

したので､ちょっとこれから飛ば します｡かわいいと

か､きゃーでも何でもいいんですけれど､やはり何か

を感 じてもらわないとやっている意味がきっとないん

だろうと思いますね｡本当にかわいいですよ｡アザラ

シは一緒に潜っていたら､本当に飽 きないですね｡ボ

ンベが空になるまで何時間でもいれます｡一緒にいた
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オランウータン館をこの間造 ったんですけれど､地

面がない所で生活 していますよと本では書いてあって､

では実際に､ うちは環境を再現するというのではなく

て､動 きとか能力､特徴的な動きをしていれば､その

生活に想いは馳せると思 うんですよ｡ 徹底的に人口的

な環境なんですけれども､そのオランウータンの動き､

足の使い方 とか､股をびょ-んと闘いたりとか､すご

い動 きをするんですけれど｡ちょうど腿が離れて｡鑑

もガラスもな くて､同 じ空間の中にいます｡3.5メー

トルの距離 しか取 ってないでわ ナれど､かなり近いで

す｡ これは絶対釆ないという確信の下でやっているん

ですけれど｡自然を再現 しなくても､オランウータン

のこういう動きか らわかると思 うんですよね｡ もし森

がなくなって しまったらどうなるんだろうというか､

感 じられると恩 うんです｡だか ら､決 して自然を再現

して遠 くに見せて､一見自然の風景に見せるというこ

とがいいというわけではないんだろうなと思 うんです｡

これはジャック､雄なんですけれど､ これもこの建

物になってびっくりしたのですけれど､本当によく動

いているんですけれど､オランウータンの雄がこれだ

け動いているところは多分ないのではないかなと思 う

ぐらい動 きますね｡やはり何かを引き出 してあげると

いうか｡だか ら､自分的にはアザラシ館よりも結構 こ

ちらのほうが気に入 ったりしているんです｡獣舎の方
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は｡あとは､現場 レベルと書いてあるんですけれど､

ちょっと飛ば していきます｡例えば､これは真ん中の

ヤマアラシのところなんですけれど､手前に､ これで

すね｡ここを造ったんですけれど､これがないときは､

ヤマアラシは壁際の奥の方にいて､ うろちょろ ･うろ

ちょろしているんですね｡それでは入園者の側か ら見

えない｡ じゃあヤマアラシはそもそも洞とかそういう

ところに入 っているのだから､見える側に洞を造 って

やれば､ここに来るだろうということで､自分たちで

えっちらこっちら造 ったら､やはりす ぐここに来てく

れるようになるんですよ｡ そういうようなこと｡ 例え

ば､ これはタヌキ､キツネなんですけれど､本当にキ

ツネ､タヌキだったら､ この奥の方で寝ているんです

けれど｡これは洞があって､廃材の木なんですけれど､

そこに塩 ビ管を縦に付けて､鑑を破 って｡ 洞があった

らその中で寝るので､タヌキはここから転々とやると､

この中にいるんですよね ｡ この中で寝ている｡ ここに

ふたを付けておいて､めくったらいるよという｡ ぽかっ

と開けたら､タヌキがそこで寝ているだけなんですけ

れども｡ こちらもキツネなんですけれど､キツネがこ

の中にいて､ この手前のふたをぽかっと開けるとキツ

ネがいるんですけれど｡ほんのちょっとしたことなん

ですけれど､ほとんどの人が必ずやるんですよ｡ただ

見ているのではなくて､｢あー､本当にタヌキがいた｣

と｡ ただただ寝ているだけなんですけれど､そこに感

動するんです｡だから､いろいろと実はこっちがうち

のベースというか､こういうことをずっとうちらはやっ

ていて､そこからああいう大仕掛けのものを造 ってい

たんです｡例えば､これはクマゲラですね｡キツツキ

は木に穴を掘 って餌を食べます｡それはわかるんです｡

でも､野生のを見ていても､実際にどうやって食べて

いるのかわからないんです｡すごいです｡種類によっ

て全然違 うんですよ｡ この舌の伸び方が｡それは今ま

でになくて､ちゃんとこれは担当者が論文に出して評

価されたんです｡野性のものを見ていてもわからない｡

どうやって舌を使 っているのかとか､種によって舌の

長さが違ったり｡ だから､まだまだ本当に宝の山と言っ

たら変なんですけれども､知 らない､まだまだあるん

ですよね｡ これは本当にキツツキというと身近な鳥な

んですけれども､まだまだあると思います｡あとはソ

フト面なんですけれど､先程 もそうだったんですけれ

ど.も､ うちは看板に全 くお金をかけないように｡誰 も

看板を見に来ているわけではないので､ステンレスの

ヘアラインの看板は一基が10万円とかいうので､作る

くらいだったら､ もっと他のところに金をかけるよと

いう気になって､全 く作 っていないです｡何を見に来

ているのかなということと､お金をかけて作 った看板

はす ぐに描 き直 しが出来ないし､ちょっと気分転換で

色を変えてみようやみたいなこともできないので､ も

う最初から予算をかけた看板というのはほとんど作 っ

ていないです｡徹底的に手描 きで情報を出 していくと

いうやり方で､ これは多分やってみたらあれだと思 う

んですけれど､予算をかけて作 った看板と同 じ内容の

ことを手描 きで描いて横に貼 っておいたら､9割の人

が手描きの方を見ますよね｡ 読みやすいのは多分予算

をかけた方だと思 うんですけれど､ ほとんどの9割の

人がそちらを見ます｡ うちは動物が主役なので､看板

とか､館内のデザインなんて､そんなのは二の次なの

で､ もうとにか く壁があったら､何でも貼 りなさいと

いう形でやっています｡両面テープで､結構強力なの

を使ってやるので､アザラシ館 も建てた瞬間から壁が､

張 ったら､剥がすと壁 も剥がれるんですよね｡剥がれ

てしまうので､常に何かを貼っておけばいいんですよ｡

いや､本当にそうなんですよ｡ 常に何かを貼 っておけ

ばいいんですよ｡ 常に何かを貼 っておけばポロポロは

隠せるので､園長だけには見付かるなということでやっ

ているんですが､そんな感 じです｡だから､好きにやっ

ていくという感 じですね｡だから､アザラシ館とかは､

結構女の子 も多いので､ちょっとかわいいイメージに

なって くるんです｡でも､不思議なもので､本当にみ

せて くれますよね｡ 手描きの絵だとかいうのは｡ うち

はもう徹底的にこれなものですから､最初か ら意図 し

て､ こうわざとにこういうふ うに､｢どこに作 らせて

いるのか｣ と結構言われたりします｡｢わざとこうい

う仕上げのものを発注 しているんで しょ｣ と言われた

りするのですけれど､｢いやいや､違 うんですよ｣ と

こういうタイ トルとかだったら､発砲スチロールの リ

ンゴ箱で作っているので､そんなような形でずっとやっ

ています｡でも､その方が結局､建てっぱな しではな

くて､建てたペンギン館でもそうなんですけれど､はっ

ておいたら､5年 したら飽 きられると思 うんですけれ

ど､やはりすむ動物がいて､それを見せようと思 って

いる人間がいてだったら､新築 した家より､10年 ぐら

い した方が味が出て くるん じゃないですか｡だか ら､

そういうふ うになって欲 しいなと思 っています｡ペン

ギン館でもアザラシ館でもそうなんですけれど､5年 ･

10年経 って ｢本当に味が出てきて良 くなって来たね｣

と言われる様になって行ければ｡僕はこういう手描 き
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だとか､自分たちでいじれるようにしてあげることが

一番大事なのではないかなと感 じています｡あとはそ

のソフト的な部分ですけれども､このもぐもぐタイム､

これがもうバカウケしていまして､ うちに来た人はほ

とんどこれをはしごされるようになって来ています｡

これを考えたきっかけは､水族館に行ったら､必ずショー

の時間をチェックするじゃないですか｡何時からイル

カのショーがあるなと思 ったら､その時間に合わせる

ようにスケジュールを組む じゃないですか｡自分の動

きを｡動物園でやっているところが全 くなくて､ この

もぐもぐタイム､名前がなかなか難 しかったんですけ

れど､最初 ｢ご飯の時間｣ とやっていたら､サル舎と

かで､やったり ･やらなかったりするんです｡その担

当者が出て くる ･出てこないとか､いろんなことがあ

るので｡サル舎の前で ｢今日はご飯の時間がありませ

ん｣と書いてあると､入園者が ｢いやぁ､今日はご飯

を与えないんだね｡ かわいそうだね､ このサルたち｣

なんて言 ったので､｢ご飯の時間｣ は駄 目なんです｡

それで ｢もぐもぐタイム｣というのを｡いろいろ言 っ

てたら､市民か ら ｢こんなのいいん じゃない｣ と提案

してもらったんですけれど｡

ちょっと餌をあげてその動物の解説をします｡最後

に必ず環境問題みたいな話をちょっと入れてというこ

とでガイ ドをするんですけれど､決 してその餌で釣 っ

て何かをではなくて､最初に言 ったように､餌を食べ

る ･餌を取るためにいろんな姿かたちになっているわ

けで､一番特徴的な行動が出ると思 うんですね｡だか

ら､その時問を見てもらうということで､大体夏だと

30分に2-3ヶ所､30分に1回か ら2回のペースであるの

で､ うちは大体滞在時間が2時間半～3時間 ぐらいです
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ね｡ そんなに大 きな動物園ではないんですけれど､3

時間 ぐらい見ても､本気で見ようと思 ったら1日では

見 られないねと言 っていますね｡園長 も言 ってるんで

すけれど､飼育係 も展示動物だと言 っているんですけ

れども､そのぐらいのつもりで､自分たちも前に出て

お客さんと話をすればいいと思います｡

こういうようないろいろな新 しい見せ方ができて､

まだ10種類､20種類 ぐらいの動物なので､ うちでさえ

120種類の動物がいますか ら､まだまだ続 くんですけ

れど｡まだ半ばなんですけれども､結局知識からは得

られない心を動かすかけがえのなさというのを感 じて

もらえる環境教育の場 というのを目指 して､押 し付け

るのではなくて､結果として感 じて､そういう

ことを感 じてというのですか｡そうしたくなるよう

な気持ちになれるような場所を目指 していきたいと思っ

ています｡やはり､本当に伝えるのは命というのがう

ちのテーマなんですけれども､最終的にはいろんな命

が今よりも輝いていられるような地球を残 していきた

いなという､大きな目標を持 ってやっています｡平成

8年の来館者が 26万人で､今年度は 140万人は超

えて しまうという勢いで行 っています｡ちょっとブー

ム的なところはあると思 うんですけれど､でも方法自

体が､自分の中でなんですけれども､奇を狙 った物で

はなくて､必然として生まれたアイデアであって､そ

うだし､同業者の方もそうなんですけれど､すごくびっ

くりされて見て行きます｡

全然まとまりがない話だったんですけれど､ これで

終 らせていただきます｡どうもありがとうございまし

た ｡
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｢葛西臨海水族園における子どものための展示を活用した催しと評価の試み｣

坂本和弘

(東京都恩賜上野動物園)

自己紹介からいきますと､私は今､上野動物園の飼

育課長をしております坂本と申します｡

最初､軽い話からいきますと､きょう､まだ見てい

ないんですけれども､琵琶湖の企画展のプランク トン

にすごく興味があるのですが､ふと考えると､私は今

こういう仕事をしているのはなぜかなと思 うと､小学

校 1年ぐらいの時に､庭の廊下の金魚鉢の水を1滴取っ

て､ばとっと顕微鏡の中で見たら､ゾウリムシが分裂

したり､ツリガネムシがえさを食べているシーンを見

て､｢あ､ 1滴の水の中で大自然があるんだな｣ とす

ごく感動 した覚えがあるんです｡今ゾウのネクタイを

していて動物園にいるからあまり言えないのですけれ

ど､当時､｢野生の王国｣だとかいろいろテレビの中

で､増える､食ったり食われたりという動物の生き死

にとか､何かアフリカのサバンナで起こるようなこと､

すごく現実的ではないような考えだったんですね｡確

かにゾウが歩 くというのもすごいなと思ったんですけ

れど､自分のうちの金魚鉢の 1滴の水の中でそういう

生き死にとか､そういう食 ったり食われたりするのが

あるというのは､何かすごく非常に感動 した覚えがあっ

て｡ その感動がずるずるずるっと､大学は浮遊生物が

専攻で､体が大きい割に小さいのが大好きで､顕微鏡

の下で ミジンコの足を外 したりしていたんです｡

実は動物園や水族館に入ろうとは全然思っていなかっ

たんです｡高校の時は南の島の試験所で星を見ながら

暮 らしたいというのが自分の夢みたいものを文集に書

いた覚えがあるのですが､たまたま東京都に入ったら､

ちょうど水産試験所の採用がなくて､その年に葛西臨

海水族園の立ち上げで水産職の職員を 1人採るという

話になって､ じゃあ水産課 と市場 と水族館､｢じゃあ

水族館に行きます｣ということで水族館に入りました｡

入って 3カ月 ぐらいで､小笠原に行 ってサメを手づ

かみして帰 ってくる｡ それから深海魚の採集で冬の底

引き網に行 くとか､果ては水族園の準備で､南極へ行っ

て魚を捕って帰ってくるで､ペンギン釣 らないように

して魚を釣って帰ってくるという経験をしたのですが｡

そういう飼育係の仕事をしている中で､何か確かにい

ろいろ持っている､コレクションしているもの､動物

園や水族館は悪い言い方をすると､集めたコレクショ

ンを見せびらか して知識をひけらか していると､自戒

を込めて言 うのですけれども､そのような感 じが した

んですね｡ 飼 っている生き物をどう見せるのか､どう

伝えているかというのか､非常に足 らないような､そ

こがすごく大事かなと思いました｡ 3年間飼育係をし

て､葛西の準備にかかわっていたのですが､水族園が

できるときには飼育係ではなくて､先ほど金原が言い

ましたけれど､企画普及係というようなところで､パ

ンフレットとか､いろんなパネルのサインを造ったり｡

当時､初代の解説員で佐藤哲さんがいまして､一緒に

どんなことをやろう､『SEALIFENEWS』というよ

うな､そういうニュースレターを立ち上げたりなんか

をしておりました｡そのような中で､いろんな水族館

で来園者に何を伝えるのか､どういう人たちと共同 し

ていくのかというのが非常に自分の興味のあるような

ものになりました｡

今回は､去年の 7月までいました水族園で､ うちの

運営委員でいらっしゃいます染川先生などの協力を得

まして､子どものための展示というのを行いました｡

それを活用 した催 しとか､私が園長でいる時に美術館

との共同のワークショップをしましたので､そのよう

なことの話をちょっと話題提供 したいと思 っておりま

す｡

まず､堅い話をいきます｡お手元に資料を配 ってお

りますが､葛西臨海水族園はどういう設立の経緯か｡

実はこれは上野動物園の出先です｡昭和57年､上野動

物園100周年記念事業として計画されまして､夢の島

とか､13号埋立地とか､葛西臨海公園､どこに造るか

ということで､59年に臨海公園の中に造 りました｡当

時､パ ンダブームのでで上野動物園､非常に混んでい

まして､年間で700万人 ぐらい超えている時期だった

んですね｡ 水族館単独でやはり100万人を超えていま

したので､混雑の激 しい上野動物園から水族館を離す

というようなこともありました｡

水族園の基本理念､これは61年に懇談会ができまし

て､それは知事の諮問機関でされたことなのですが､

海と人の交流の場ということで､都民の自然に対する
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あこがれ､自然を守ろうとする気運に応え､水族園は

人々の海洋への関心を高め､楽 しみながら海の自然へ

の認識､水族についての科学的認識が培われる海と人

間の交流の場となるものであるということが基本理念

でうたわれております｡水族園の特徴なんですけれど

も､公立の水族館として成り立ちで､まずイルカのショー

を断念 しました｡

それから､他の水族館との差別化ということで､世

界中の海､ 7つの海からということで､太平洋､大西

洋､インド洋､南極､北極まで含め､そういう魚類を

収集 して､海獣類のラッコをやめております｡当時､

水族館三種の神器 といいまして､100万人を超えてい

る水族館はイルカのショーと､ラッコと､あとは水着

のお姉さん｡餌付けショーですが､それがあるところ

はみんな100万人を超えていたんですね｡ それもやめ

てしまって､本当にこんなところでお客さんが入るの

かと心配する委員もいたのですが､今までのものとは

違 うものをやる｡ 要するに子どものための施設だろう

と思われている水族館を大人 も楽 しめる､それをコン

セプ トに､谷口吉生さんの設計で､始まったものです｡

その目標と特色､飼育の困難な生物の展示に挑戦と

いうことで､世界初のマグロの展示と､海藻類の水槽

内飼育､深海魚の展示が三本の柱｡これはイルカにラッ

コに水着のお姉さんの代わりになる三本柱ですが､こ

ういうもので始まりました｡

12-13年かかりましたけれども､-～ ド装置の改修

とかで､今は閉鎖循環の中でジャイアントケルプが世

100

代交代をするようになっております｡

あまり言いたくないのですが､入園者の推移ですけ

れど､オープンして 1年冒ですね ｡10月10日のオープ

ンなんですが､年間ではぼ400万人入 りました｡設計

当初は､年間130万人 くらい来ればいいやという計画

だったのですが､非常にお客さんが多 くて､よく電話

で ｢きょう混んでますか｣ と聞かれると､｢きょうは

魚が見れない｡人の頭を見に来るようなものだか ら､

やめた方がいいです｣と言 っていたのですが､多いと

きには一日4万人 ぐらい来て しまいまして､展示場で

何かをするということが全 くできませんで した｡ これ

を見ていただくとわかるのですが､有料入場者が下で､

無料入場者が上なのですが､当時､大人のための水族

館というコンセプ トが非常に当たりまして､やたらデー

トスポットにいいというような取材が多 くて､佐藤哲

さんに ｢おまえ､そんな取材を受けるな｣と怒 られる

ぐらい､そういう取材が多かったんですね｡きのうは

バ レンタインデーで したけれど､クリスマスとバ レン

タインデーに､300席あるレス トランは全部カップル

で埋まるということが何回もあったそうです｡でも､

なかなか移 りやすいもので､お台場ができるとか､い

ろんな新 しいものができると､そういう人たちという

のはどんどん移 っていってしまいます｡ところが､有

料入場者は減っていくのですが､無料入場者はあまり

減 らないんですね｡ ここら辺が小学生以下とか65歳以

上とか､そういうふうな動きではありました｡

大体今は年間150万人か160万人で落ち着いてはきて
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いるのですが｡ただ､計画よりは多いとい

っても､ 目標は右肩上が りでなければ駄 目だという､

何 じゃそりゃあというような行政評価を下 ったりしま

して､いろいろ水族園の活性化 という話が出ていまし

た｡見てもらうというのも非常に重要ですけれど､ こ

れは情報発信の強化 ということで､ファクス通信､江

戸川区とか江東区中心に70校の小学校に毎週ファクス

通信を送 ったり､希望の先生にEメ-ルで送 ったりす

る｡ それから､教員向けの研修会を開 くとか､都内2,

000校の小学校に学習利用案内の ビデオ｡ 要するに､

水族園でこんな活動ができますよ､ こういう利用がで

きますというようなメニューのビデオを作 って､配布

なんかを しております｡今はこちら側から学校に ｢一

緒に何かやりましょう｣みたいな手を伸ばすこともあ

りました ｡

そのほかに､他団体 との連携､協働 ということで､

東京動物園ボランティアーズ､ これはことし30周年に

なったんですけれども､それとの協働 というのを深め

ております｡また､平成14年には練馬区立美術館 との

ワークショップとか､15､16年は東京都水産試験場と

の夏休み親子おさかな教室の共同企画を行 ったりをし

ておりました｡

きょうはいろんな団体の方がいらっしゃいますので､

この練馬区立美術館とのワークショップの話をご紹介

したいと思います｡

練馬区は割と子どもワークショップを開催するので

有名な美術館で､｢作家 と作 る不思議水族園｣ という

ことで､平成14年 6月､ 2週にわたって行いました｡

第 1週は水族園に来て､僕 らが魚の形の秘密 とか､ど

んな所でどうやって暮 らしているのかという､魚たち､

実物を､生きている魚を観察 してもらって､子どもた

ちがスケッチをしたりしました｡またその時に､子ど

もたちに自分が創造する魚､その魚はどこで暮 らして､

何を食べて､どんな生活をしているかということを考

えなが ら創造 した魚のスケッチを して､作 ってもらい

ました｡その翌週には､美術館でいろんな材料を使い

まして､美術館の制作室でその生 き物たちを創作 しま

した｡

これはここで､｢海藻の林｣の水槽の所なんですが､

子どもたちがいて､学芸員さんがいて､ うちのスタッ

フがいろいろ説明 しているところなんです｡その翌週

は､ これはビニール袋とか､いろんな物を使 って､ツ

キクラゲと子どもは名前を付けていましたけれど､月

の満ち引きによって形が変わるクラゲとか言 っていま

したけれど､いろんな材料で作 りました｡

この現場に僕 も立ち会 っていたのですが｡面白かっ

たのは､子どもは一生懸命麻袋にあんこを入れて大 き

な魚を作るのですが､ くたっとなって しまうんですね｡

その時に ｢はらはら､お魚を食べるとき､真ん中に何

かあるじゃない｣ と言 うと､｢あ､そうだ｣ と､背骨

の代わりになる物をどう探 して くるかなと思 ったら､

紙の筒を探 してきました｡｢それはね､シーラカンスっ

て知 っているで しょう? シーラカンスの脊椎は管状

になっているんだよ｣なんていう話をしてあげたりし
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ました｡子どもの中には､｢この魚は大 きな魚の下に

子どもの魚､はかの魚が くっついて生活 してるの｣な

んて言 って､僕に自慢げに見せに来るのですが､｢チョ

ウチンアンコウはね､大きな雌の所に雄が くっついて

生活 している､そういう魚がいるんだよ｣なんていう

話 もしてあげて､非常に子どもたちも喜んでくれたし､

僕 らも楽 しかったし､美術館の学芸員さんも面白かっ

たようです｡

これらの作品については子どもワークショップ展と

いうことで､｢不思議水族館｣ として展示を して くだ

さいました｡ギャラリーの展示場の中にいろんな子ど

もの作品を入れて､水槽の中か らいろんな不思議な生

き物たちが飛び出 して くるというようなことで造形を

造 っておりました｡ こちらの壁にある種 ラベルに当た

るような部分､子 どもの設計図ではないですけれど､

これは何という魚で､どこで何を食べて暮 らしている

かみたいなことを書いてあるんですが､なかなか面白

かったです｡ここの中には夜行性の魚､中には､､ブラッ

クライ トで光るようになっていたりするのですが､練

馬区の学芸員さんですけれど､非常にきれいに展示を

してくださいました｡配列なんか難 しいと思います し､

子どもが作 ったガムテープでぺたぺた張 っているのを

張 り直 して､きれいに加工を しておりました｡

これで思 ったのは､異業種間のコラボレーション､

入力は同 じでも出力が違 う｡ 僕 らなんかは､何か話が

入ると､サイエンティフイツクなレポー トしか出てこ

ないんですね｡ ところが､美術館とのワークショップ

でやった時に､子どもにはそういう知識を導入 しても､

創造的にいろんなものでいろんなものを作 り出す｡そ

ういうふうな出力があってもいいのかな｡ 僕 らは子ど

もの創造性に非常に驚きました｡制作の過程､あるい

は水族館での観察の過程では､子どもは本当の生物の

多様性というのですか､生き方いろいろというんです

か､それを子どもが驚いて くれたというのが､僕 らは

非常に面白かったです｡

活動の幅が広がる｡ 1つの園､館の中でできないも

のですよね｡そういうものでは､深みもあります し､

普段とは違 う､新たな活用方法等を利用者層の開拓と

いうようなこともつながっております｡ただ､これが

できるって､なかなか難 しいですよね｡フェース ･トゥ･

フェースで人の顔を知 らないと､とてもじゃないけど

できません し､ このワークショップをやる時の講師の

方が､東京芸大の助手をやっていた方で､動物園とよ

く付き合いがあった方がいるのですが､そういうふう
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な人との出会いがあったか らできたようなコラボレー

ションなんだとは思 うんです｡非常に面白いものがで

きましたし､今日のこういう場をきっかけに､ぜひ何

かどこかの美術館と博物館とか､動物園や水族館で何

かコラボレーションをすると面白いかなということで

紹介させていただきました｡

結構 これは､手伝いに来て くれた川崎の動物園の人

で､いろいろ造形がうまいのですが､そんな人の応援

もあって､非常に楽 しいワークショップができました｡

という話で､評価の話に移るのですが｡水族園は毎

年 1年間 ぐらい特設展示 というのをやっております｡

過去には､大体地域 とか分類群､例えばモントレー湾

の自然とか､地中海とか､そういうテーマで特設展を

やっていたのですが､お金がなくなってきて､平成12

-13年か らは､外側だけ､ 3年 も4年 も使 う展示を作

りました｡槽 5つの水槽があるのですが､それでテー

マだけ変えていくというみたいなことをやっていまし

た｡平成13年は軟体動物､ 5つ水槽があるんですけれ

ど､例えば斧足類 とか二枚貝とか､巻き貝､腹足類だ

とか､そういう分類的なやつで､｢柔 らかな体 もしな

やかな暮 らし｣ というテーマでやりました｡それで､

平成14年はキョク皮動物をテーマに ｢エキノデルマー

ク｣イキノデルマークという題名で､ウニだとか ヒト

デだとかナマコだとか､そういうのを紹介するという

ことをやっています｡平成15年か らは子どものための

展示 というものを開始 しております｡ これが当時の軟

体動物の展示なのですが､ ここにパネルがあって､ こ

こに最初にいろんなぱーっと説明がありますので､ こ

こで しっかりと見ていかないと､次がわからないんで

すけれども｡ タコがいて､ ヒザラガイの殻ですね｡ そ

れらを標本 も使 って展示 してあるというふうなことで

す｡いうなれば水族館の自己満足的な特設展だったの

ですが､あまり人手がかか らなくて､楽でいいんです

けれども､ こういうふうなことが行われました｡

染川先生がいらっしゃるのもあるのですが､海外の

水族館でも､やはり子どものための展示 というような

ことがいろいろ行われてきていまして､水族園でもや

りたいことが言われました｡皆さんのお手元に リーフ

レットを配 りましたけれども､展示の途中に東京の海

のエ リアというのがあるのですが､そこの特設展会場

で行 ったのですが､水族園自体､全体の トーンが大人

向けで､モノ トーンで作 られているところに､ぽーん

と子ども向けの施設があると､両方が際立っ ｡ ここに

大人向けの施設の中に子供のための展示がありますの
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で､ここが子どものための展示だということは非常に

認識されやすくなります し､ここを見ることによって､

周 りがより大人向けにデザインされているというのに

気付 く｡ そのような効果 も期待 して始めたものです｡

これが探検ゾーンといいまして､ 1つのウォーター､

水のマスといいましょうか､水塊みたいな感 じで､こ

こからのぞき窓になっているわけです｡これが探検ゾー

ン｡ 中は､ちょっとわかりづらいのですが､ここにパ ッ

チワークの大きなタコがいて､ここにイソギンチャク

のいすがあって､クマノ ミの絵が描いてあったり､ こ

れはスポンジボールですけれど､ これは砂粒なんです

が､それを開けると､これはちょこっと見えています

が ヒラメがいたり､いろんな生 き物が隠れているんで

すね｡ そういうのを探 してもらう展示がございます｡

それについては配布 した資料がございますが､子ども

たちは体験的展示を通 して生 き物の観察のための視点

を提供 して､ ここで生き物を探すということを経験 し

てもらって､水族館の水槽で生 き物を探 してもらいた

いと思 っているんですね｡

水族館の利用者を見ていますと､まるで警備員さん

のように見ていく人が多いんですね｡何とかの水槽が

あると､｢何とかチョウチョウウオ良 し｣｢何とかダイ

良 し｣｢OK､次｣ という感 じで､魚の名前がわかっ

た後は何 も見ていかないんですね｡ましてや､隠れて

いる魚を探そうともしないし､何で隠れているかもわ

からない｡僕 らはせっか く苦労 して捕まえてきて展示

している生 き物､何 も見てもらえないというんで しょ

うか｡非常に寂 しい｡

じゃあせっかく多大な人的､金銭的コス トを掛けて､

野生の動物を捕まえて､展示 して､水族館で何を伝え

たらいいんだろうというのを非常に疑問に思 っていま

した｡そのような中で､水族館はお客さんに観察の視

点の提供､基本的な科学的な知識 と､観察の視点の提

供というようなことを教育基本方針といいましょうか､

柱にしています｡ こちらの配布資料にありますが､い

ろんな形､泳 ぐ､食べる､身を守る､それから子孫を

残す｡そのような 4つの視点を提供 していこう｡ それ

が特設展であり､いろんなニュ-スレターであり､オ

リジナルビデオあり｡ そういうメディアで展開 してい

くという中で､ この年は､食べる､身を守る､隠れる

ということをテーマに行いました｡海の中の生きもの

がいろんな所に隠れている｡ 隠れる所がいろいろある｡

なぜ隠れなければならないか｡それは敵に食べ られな

いために､物を食べるためというふうなことで設計さ

れたものです｡ この中で､子どもたちはこのタコによ

じ登 ったり､のぞき込んだり､砂をどけたりして､体

を使 っていろんな所に隠れている生 き物を探 し出す｡

そのような探検ゾーンというものがあります｡

その裏側 といいましょうか､次の動線側には5つの

ツールが並んでいまして､ ここの発見ゾーンという所

で､ゾ- トロープとか､ ソーマ トロープとか､そのよ

うな- ンズ ･オン展示のツールを使 って､隠れること

についての理解を深めるということを考えました｡ 1

つ目は､海のニンジャというようなことで､ ここに透

明のシー トにタコの絵が描いてあったり､イカの絵が

描いてあったり､ばたばたばたっとやるのですが､そ

れで環境に合わせて色が変わるというようなことを感

じてもらうようなもの｡ それから､ここはソーマ トロー

プですが､ うちわをクルクル回すとカナ リアが鳥かご

に入るのと同 じような原理ですが､ガンガゼのとげの

問にへコアユが入るとか､そういうふうに､クルクル

回 して子どもたちに見てもらう､そのようなものを作

りました ｡

こちらはベーブサー トですが､ これはアマモを意識

したものですが､ ここに紙人形ではないですが､クマ

ノミを入れたりヨウジウオを入れたり､いろんな生 き

物を入れて隠れる､身を隠すというようなことを感 じ

てもらう｡ 親子で来ると､ ここで人形劇をやるみたい

なことが多かったのですけれど､あまり利用はうまく

いきませんで したが､そのようなものも置きました｡

それか ら､体を飾る｡ これはなかなか良かったので

すが､ここにマジックテープでできたカニがいまして､

そこにいろんな色のマジックテープを張 ってみるんで

すね｡背景色に合わせてうまく飾 らないと隠れ られな

いということを体験できます｡ これは後ほど出てきま

すけれど､臨海小学校の子どもたちがやっているとこ

ろで､後ろで琵琶湖博物館の芦谷さんがいて､子ども

が何を話 しているのかなというのを見てもらっていた

のですが､ こんなふうにさりげなく調査 も行 っていま

した ｡

これはゾ- トロープですが､食べ られないため､食

べるためというここでここにテーマで､ぐるぐるぐるっ

と回すとアニメーションのように見えるのですが､そ

れをのぞいてもらうようになっています｡

それについては､ちょっとお配 りした資料がありま

すが､ このアンコウとかの看板の裏側が小さなテーブ

ルになって､ ワークシー トみたいなのを置けるのです

が､ こんな ミニ本になるようなものが置いてあって､
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そこで見た物､ちょっと気付いた物を持って帰っても

らうようなことを考えました｡

このような特設展の準備をしたのですが､それを利

用 した催 しというのをやりました｡お正月の特別プロ

グラムということで､免許皆伝ニンジャ学校というこ

とで､隠れ技をテーマに水槽の中の魚を探させます｡

まず最初､来園 したときに､ ドームの中でさいころを

振ってもらって､それに合わせてこちらの方にある指

令書というのを渡 します｡ 2つ ぐらい､あまり混まな

い水槽を選ぶのですが､そこへ行って､この生き物た

ちの砂潜りの術とか岩がくれの術を見破れということ

を言います｡

最後に､その特設展示場のところで試験をするので

す｡これはうちの係長ですが､忍者の格好をして､来

園者に ｢どうですか｣と､さいころをポーンとビニー

ルプールの中に振ってもらうので｡その時は子どもも

喜んでポーンと投げてもらって､サイの目の代わりに

アンコウとクマノミとタコが付いてきます｡その出た

目によって指令書を渡す｡あまり1カ所に集中しない

ようにするんですけれど､その水槽にも､ちょっとこ

ういうふうなものを書いてあって､参加 していない人

も ｢どれどれ､探 してみようかな｣と思わせるように

しています｡

結構その指令書に基づいて､観察をしているのです
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が､親子であさらかに水槽前の滞留時間が長 く､ しっ

かり観察 してくれました｡

最後に認定試験というのをします､このツールを利

用 したり､あるいはこの軍手で作ったタコとかがいる

んですけれども､これは砂に向いた方の砂､こちらの

忍者先生が ｢砂｣｢岩｣ とか言 って､それに ｢赤上げ

て､白上げないで､赤上げて｣みたいな感 じで､どち

らのタコを上げるかみたいなことでゲームをさせて､

認定試験ということをしています｡そのほか､ここに

魚がいて､ちょっと写っていないのですが､軍手のア

ンコウがいて､それに寄 っていくとぱくっと食べられ

てしまうとかいうことで､試験をして､認定書をあげ

ます｡

｢注意｡この忍法を悪いことに使わないこと｣とあ

りますが､そのようなことで催 し物を行いました｡

それについては､その後､子どもに対 して何が記憶

に残ったかとか､アンケー ト調査をしましたし､親に

対 しては､後で子どもさんが今日の思い出だとか､遊

びの中に何か出てきたことがあったら書いて送ってく

ださいというはがきを渡 したんですね｡ そうしたら10

0通渡 したたら22通返信がありまして､帰 りの車の中

で､何度 も ｢ニンジャ学校は楽 しかった｣と言 ってい

たとか､認定書の裏側に､ちょっと紙をくるくるっと

丸めて､アニメーションみたいにして遊ぶんですけれ

【 『I

様々なゲームで認定試験
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∴ 学 校 モ ニ ター に よる評 価 調 査

言 ｣特設展示を利用することによる学習効果
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事前作業(2組の女の子)
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番を入れ替えたのですけれども､いずれも優位な差は

ありませんでした｡ これは学校の教育機関の協力を得

てできた関係の調査なのですが､観察の視点の提供と

して､特設展が非常に有効に機能 していたのかなと思

います｡

このワークシー トによる事前､事後の評価調査とい

うのは､割と使いやすいのかな｡効果的で､今後 も応

用ができるのかなと思 っています｡また､こういうよ

うなワークシー トを学校団体の実施調査をするときに

提供することで､より水族園や教育機能を活用 して､

知的利用の促進に手応えを感 じることができました｡

そのほかに､つきまとい､後ろからずっと付いて発

話調査をしました｡水槽があっても､壁に隠れられな

いんですけれど､子どもがどんな話をしているかとい

うのを､僕 も園長でしたけれども､現場に出て､ある

いはこの探検ゾーンの中に入って､子どもの話を聞く

と､非常に参考になって､水槽の魚を見るより､お客

さんを見ているのが楽 しいなと思いました｡自分の行

動の変革ではないですけれど､例えば旭山動物園に行っ

た時に､お客さんを押 しのけてペンギンを見るのでは

なくて､後ろ側からお客さんを入れ込み､動物園の利

用状態を見るようになったのですが､そういう思わぬ

効果もあったのです｡

そういういろんな調査をして､特設展を リニューア

~こ て~L'Ll .lL.~J~｢Jこす■'=
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ルしました｡最初から3年 くらいかけて､ちょっとず

つ育てる特設展みたいなことを考えました｡今年は､

お金がないからあまり変えていないのです｡ニンジャ

学校は評判良かったといいましょうか､そういうこと

もありまして､ことしは海のニンジャ学校ということ

で､このタコの先生がいろんな身を守る隠れ技を教え

るということで特設展示場を リニューアルしておりま

す｡

探検ゾーンのとき､布地で子どもの汗とかが染みつ

いて､おしっこ臭 くなってしまうような感 じだったの

ですが､表面をちょっとレザー風のものに変えるとか

改良 したり､あとは発見ゾーンの方で､あまりうまく

利用されていないツールについてほどかしてしまって､

以前からあるものはちょっと改良するというようなこ

とを行いました｡ ソーマ トロープの高さを変えたり､

入っている内容のものが変わりました｡二枚貝があっ

て､アサ リがあって､その裏側にカクレビンノカニが

入っていたのですが､子どもさんの反応を見ていると､

｢あ､カニさんが員に食べ られちゃった｣みたいなこ

とがあって､なかなかこちらの思 ったことが伝わって

いませんで したので､そういうふうなものを少 し改良

しています｡

また､前回のときだと､これば何を伝えているかと

いう看板がほんの50センチぐらいツールから離れてい
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･誹 ･FiLlJ 1;--'fJ'lL Li-･仁 王 T ､r】 '.LL /-1I､｣,,
二 ∴ 二 二lI-:･∴ 1.:未 .'･l-_整 Ij -･-+ -享 :=-::i･_.._:I;i-}這 .'_.___

改 良 さ れ た ツ ー ル た ち

琵



たのですが､そのことによって､このツールが何を伝

えようとしているのか､ うまく伝わっていなかったの

で､各ツールの上に簡単な解説を含め､看板を付ける

ようになりました｡

こちらの方は人気があった体を飾るですが､ちょっ

とリニューアルして､台の高さを下げることによって､

より小さい子が飾り付けができる｡ 一番人気があるか

もしれないですね｡ そういうふうなものになっていま

す｡

そのはか､水族園に全然実物がいなかったので､こ

れは ｢パ ッパ ビューの術｣ということで､タコの隠れ

技を紹介するという展示パネルがありまして､ちょっ

と見づらいのですが､この円形のものをくるっと回す

と､実際の水槽がのぞけて､そこに生きたタコがいる

ようになっています｡そのような展示 も改良いたしま

した ｡

また､これは透明のアクリルでできて､磁石の玉な

のですが､右と左に動かすと色が変わるということで､

タコが瞬時に色を変えて隠れるんだよということも体

感できるようなツールを作っております｡

｢ベイビーオク トパス｣､潮だまりじゃなくて子ど

もだまりと僕は呼んでいたのですが､大きいお兄ちゃ

んたちがこのツールとかこの中で遊んでいるときに､

小さい子はいられない｡親が子どもを抱いたまま立 っ

て見ているのもかわいそうだから､子どもだまりでは

ないですが､このいろんな形状のソファーの所で､こ

の中に子どもさんを放 して､親と一緒にまったりと過

ごしてもらう｡ その間に､そのお兄ちゃん､お姉ちゃ

んは､こちらの体験ゾーンとか発見ゾーンの中で遊ん

でもらうというような改良をしました｡

さて､一番最初の話で､自己紹介でも言 ったのです

が､水族館はボランティアさんといろいろ協働 してい

ます｡今まではボランティアさんに潮だまりのタッチ

コーナー､これはす し屋のカウンター形式と呼んでい

るのですが､こちらの裏側にスタッフだとかボランティ

アさんが入って､手前に水槽があって､ボランティア

の人がいろんな生き物を小さなプラケースに入れて解

説する｡ その後､ちょっと離れたところで､指 1本で

ヒトデやウニを触ってもらう｡ そういうふうに､直接

触 らないとわか らないようなことを体験 してもらう｡

だけど､前ふりでちゃんと解説があってから触っても

らうというようなことをしていますが､こういうふう

な活動の場があります｡ この特設展で､ここにボラン

ティアさんがいるのですが､小さい子に声掛けをして､

ツールをうまく使わせる｡上手にアシス トしていくこ

とができます｡また､この中で､-ンドパペットを持っ

ていますけれど､ここにボランティアさんがいて､小

さい子と交流 してもらうというようなこともやってお

ります｡

さっきの板東さんの話にもありましたけれど､動物

園､水族園の役割として､知的レクリエーションの場､

科学関係教育の場､自然保護の場､研究の場というの

がいわれていますが､僕は知的コミュニティーの場に

なれるのではないかと思うんです｡特に水族館なんて､

自然のなくなった都会で､都市における自然の窓とい

う言い方 もされます｡地縁､血縁が全然なくなってき

た都市において､知的コミュニティーができるのでは

ないか｡自然とか生き物が好きな人たちが集える場と

しての機能というのが大きいと思 うんですね｡それこ

そ､ボランティアなどの市民やいろんな思いのある企

業との交流の場ができる､これは公立施設としての大

きな役割ではないかと思っています｡海と人との交流

の場から､人と人への交流の場というのは僕は水族園

の役割かなと思います｡

生き物の素晴 らしさとか自然のかけがえのなさなど

に気付いた人たちが周 りの人たちに伝えていくことが

できる｡僕はボランティアさんって能動的な利用者と

思っているんです｡入園料を払 っていろんな展示を見

ていく｡ それは受動的な利用者なんですね｡入園料を

払わないけれど､貴重な時間を使 って水族館､動物園

に来て､自分が面白いと思 ったことをいろんな人に発

信 してもらう｡それもやはり利用者ではないかと思 う

んです｡そういう人たちに活動する場を提供すること

は､こういう公立施設としての義務ではないかと思い

ます｡そういう場をっくっていくのはすごく重要では

ないかと思います｡

都市における自然の窓としての水族館｡経営的には

｢来週 もまた来てね｣ と､ リピーターをっ くるのが正

しいかもしれないのですが､僕としては､来週 もまた

水族館に来てほしくないんですね｡やはり今週水族館

に来てタッチコーナーや水槽でいろんな生き物を見た

子が､来週は葉山だとか､いろんな身近な自然の場へ

足を向けてくれる｡ そういうのが大事ではないか｡水

族館マニアをつくるのではなくて､その子を本当に自

然にいざなうような､そういうのが正 しい役割ではな

いかと思っています｡水族館､そういうようなところ

を場として､いろんな異種業種間の人と交流する｡ ボ

ランティアさんを含め､いろんな人たちと交流する｡
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そういう人と人との交流の場 というのが展示を使 う新

たな展開､あるいは公立的な施設の役割と考えられる

のではないかと思いました｡

以上です｡

質疑応答

(質問)

ワークシー ト等で間違った子どもに対 して､何かフォ

ローをしましたか?

(坂本)

テス トではないので､展示の利用でどのくらい意図

が伝わるかを考えました｡例えば個々の間違いを訂正

するとか､そのようなことは一切 していないです｡た

だ､展示場を利用 した時に持っていくこういう解説 シー

トがあるのですが､そのような部分で僕 らが伝えたかっ

たものを持 って帰 ってもらうというようなことはあり

ました｡理解が進んでいないことについて､補習をす

るとか訂正するとか､そういうことは一切 していませ

ん｡

やろうと思 ったらできるとは思います｡学校を通 じ

て､各個々にお手紙を書 くとか､ シー トに名前があり

ますから､そのフォローはできると思いますが､そち

らの方にエネルギーをかけようとは思いませんでした｡

(質問)

学校 との協力で､一番気がかりなのは､生徒 も実験

材料にするのか ?というところです｡学校側との協力

で配慮 した点は?

(坂本)

そうですね｡ こちら側の意図としてはこういうこと

が知 りたいということなのですが､実は学校の先生側

はこれに付けて､生活科の校外学習として水族園で働

110

いている人の姿を見ようとか､そのようなことでやっ

て くれました｡決 して､そこの部分で割と先生 も自分

の生徒をサンプルとして実験するというふうな感 じで

はなくて､一番近い学校で､これは 2年生が 3年生に

持ち上がって､また水族園に来て くれる｡ 今度､ これ

とは別に､観察の視点を提供するようなワークシー ト､

クイズ形式のワークシー トを作 って､それを子どもた

ちに利用 してもらって､ アンケー ト調査をするとか､

そのようなことも行 っているんですね｡多分､一番近

いからまた来てみようということでは､一番フォロー

しやすい｡ 自発的にまた再度利用 してもらえるという

ことでは､単なる実験材料 として協力 してもらった以

上のことはできているのかなとは思 っております｡

(質問)

大人向けにつ くられた施設に子どもむけの展示をつ

くったきっかけや､それによって施設側の意識が変わっ

たりしましたか?

(坂本)

そこまではないですね｡今まで､例えば利用者の実

態が変わってきたというふうなことが一つ｡子どもの

ための施設を造ることによって､子どもを通 じて大人

に情報の発信 もできるかなということもありました｡

新たな利用者層の開拓 というようなものももちろんあ

りましたし､本当にあそこに子どものための施設を造

ることによって､ここのデザインは大人のためにでき

ているんだなというようなことは､利用者の方 もそう

です し､内部にいるものの意識 も変わったかなと思い

ます｡ただ､その部分でいろんなところの展示､サイ

ンだとか､それがまたオープン当初のように大人向け

に変わっていくというようなことはございませんで し

た ｡
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｢すでに出来上がっている展示を活用する～国宝鑑真和上展での試み～｣

鈴木有紀

(愛媛県美術館)

導入 鑑真和上を見つめて-

お話に入 る前 に少 しだけお時間をいただいて､ これ

か ら世界的に有名なある人物の ｢顔｣をみなさんに見

ていただこうと思います｡で も､スク リーンの画像で

はちょっと見えにくいと思 うのでお手元にカラーコピー

を用意 しております｡ こちらも参考にしてみて下さい｡

本当はこの方をこの場にお連れ して､みなさんに じっ

くりと見ていただくのが一番いいと思 うのですが ･･･

ごめんなさい､お連れできません｡ それで､見つめて

もらうにあたって､ひとっ､ルールがあります｡それ

はこの人が誰であるとか､ この人の背景 とか､ ご存知

の方 もいるか もしれませんが､ この場では全部忘れて

もらって､ じっくりと見つめて下 さい｡美術史の知識

等は忘れて見て下 さい｡では､お願い します｡

- 1分経過-

そうした ら､そろそろお伺い したいと思います｡ こ

の人の表情を見てどのように思われますか ?目に見え

ることで もいい し､ 目に見えない､ 自分のイメージで

もいいです｡ どうぞ教えて ください｡ (会場の瀬川氏

か ら手が挙がる) はい､瀬川 さん｡ありがとうござい

ます｡お願い します｡

(瀬川)

苦 しそうな､悲 しそうな表情に見えます｡

(鈴木)

苦 しそうな､悲 しそうな表情を している｡ それはど

ういうところか らそう思われたのですか ?もう少 し具

体的に話 していただけませんか ?

(瀬川)

口元 と目の閉 じ方か らそう感 じま した｡ (鈴木)

なるほど｡瀬川 さんは口元 と目の閉 じ方か ら､苦 しそ

うな､悲 しそうだと感 じた｡他に違 う意見はありませ

んか ? (染川氏か ら手が挙がる) はい､染川 さんお願
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いします｡

(染川)

私は何か考えているように見える｡ 音楽を聴いてい

るようにも見える｡

(鈴木)

染川さんは､何かものを考えているように見えるん

ですね｡

(染川)

微笑んでいるようにも見える｡

(鈴木)

微笑んでいるようにも見える｡先ほどの瀬川さんの

意見とはまた反対のものですね｡ありがとうございま

す｡他の方 も何かご意見はないですか? (津田氏から

手が挙がる)はい､すみませんお名前を教えてくださ

い｡津田さん､お願いします｡ありがとうございます｡

(津田)

あごの髭が生えているのが見える｡

(柏木)

そうですね｡髭が生えていますね｡教科書に載って

いる画像では､こんな細かなところまでは見えないで

すね｡同じようなことを先はど北村さんもおっしゃっ

ていました｡よく見ると塁己が生えていますね｡他に私

はこう思 うんだけれどもという方､おられませんか?

(坂本氏か ら手が挙がる)坂本さん､お願いします｡

(坂本)

よくわからないんですけれど､穏やかな気分でいる

ような｡

(鈴木)

穏やかな気分でいるように見える｡ それはもうちょっ

と具体的に言 うと､どういうところからですか?

(坂本)

ここ､ この辺のこの感 じがそうかなと｡(スクリー

ンの画像を指 してもらう)

(鈴木)

なるほど､ありがとうございます｡今､ 5人の方に

この顔の印象を話 していただきました｡瀬川さんのよ

うに悲 しそうに見えると感 じられた方 もあるし､染川

さんや坂本さんのように､笑っているように､安心､し

ているようにとられている方 もおられるし､津田さん

や北村さんのように､髭が見える､という方 もおられ

て､人によっていろんな箇所を見ている､同 じものを

見ていても考えが同 じだったり､違ったりということ

がわかると思います｡実はこれからお話 しするのはこ

の写真の人物､鑑真和上を中心に､美術館で子どもた
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ちと行った展示プログラム ｢あきらめなかった人の顔｣

というプログラムについてのお話です｡でも､実はこ

れは成功 した実践のお話ではなくて､どちらかという

と失敗談､プログラム作 りをとおして､私が子どもた

ちに教えてもらったこと､そ してその反省か ら今後､

展示プログラムを作 っていくためにどうしようと思っ

ているのか､ということについてお話 したいと思いま

す｡どうぞよろしくお願いします｡

申し遅れました｡愛媛県美術館の鈴木と申します｡

昨日も自己紹介の時に少 しお話 したのですが､科学系

博物館 ･歴史系博物館 ･美術館と異なる種類の博物館

に勤務 したというちょっと変わった経歴を持っていま

す｡大学では児童学を学び､卒業後は愛媛県の小学校

に事務職員として 3年間勤めていました｡山間の小さ

い学校だったので､職員が全員子どもたちに関わって

いるというような場所で､そこで子どもたちや先生方

からいろいろな事を学ぶうちに､ "｢学校｣とはまた

違った場所で､何か子どもたちの成長の役に立てたら"

と思 うようになりました｡そしてその後､学芸員試験

を受けて最初は愛媛県総合科学博物館というところに

2年おりました｡実は科学系博物館は最初希望ではな

かったのですが､今思 うと､最初の場所が科学系博物

館だったことが "博物館での学び- ミュージアム ･エ

デュケーション''に興味を持っきっかけになったと思

います｡それは､科学系博物館の利用者は子どもとそ

の親御さんが一番多いんですね｡でも､博物館がオー

プンしてからの様子はというと､様々な事業の立ち上

げに必死になる一方で､その受け手である子どもたち-

利用者のことは最後に考える､あるいはあまり配慮が

なされないという状態がずっと続いているように見え

ました｡そういう事からこれはいったいどういうこと

なんだろう､何か良い方法はないかと考え始めるうち

に､染川さんの紹介された欧米の ミュージアムの ｢-

ンズ ･オン｣の考え方や博物館教育- ミュージアム ･

エデュケーションの考え方を学ぶようになり､現在に

至 ります｡では､よろしくお願いします｡

1 はじめに

一展示プログラム開発という形での対応

はじめに､｢展示の活用｣ というテーマでのお話 と

いうことなのですが､これからお話 しするのは ｢展示｣

そのものではなく､展示に付属する展示プログラムの

お話です｡なぜ展示プログラムなのかということなの

ですが､私が博物館準備室に入った時､展示の内容は
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殆ど決まっていました｡また､今勤めている美術館で

も独自で開催する自主企画展以外は､年間 5回はど開

催する展覧会の殆どが巡回展という形で全国を廻るも

のです｡ この巡回展は最初の立ち上げ館でない限り､

展示趣旨も構成 も殆ど出来上がったものがやってきま

す｡ もちろん､巡回展は各館がその展示趣旨に賛同 し

て開催されるものです｡けれども､すでに最初から出

来上がってしまっている展示に後から何か工夫を施す

ことは時間的にもお金の面でもなかなか大変です｡で

も､展示そのものの改良は難 しくても来館する利用者

と展示とをなんとかっなぎたい !ここ (ミュージアム)

は面白い場所だということを伝えたい !そんな理由か

ら展示の開発ではなくて､利用者と展示の間に人が入っ

て両者をっなぐ ｢展示プログラムの開発｣を試みてき

ました ｡

2 平成14年度企画展

｢国宝 鑑真和上展での試み｣

(1)鑑真和上展概要

では､プログラムの話に入る前にこの ｢国宝 鑑真

和上展｣の概要について簡単にご紹介 します｡鑑真和

上展というのは､平成15年の2月7日から3月23日まで､

唐招提寺の金堂平成大修理記念の事業として開催 した

ものです｡巡回展として年一回､全国を廻るもので､

内容は少 し違いますが現在､東京国立博物館で開催さ

れているものと同 じです｡展示趣旨は､｢唐招提寺を

建立 した日本の律宗の開祖である鑑真和尚を中心に､

唐招提寺の歴史と美術を紹介する｣というもので､展

示プログラムの目的もこの展示趣旨に配慮を置いた形

で設定 しています｡

展示構成は5つのセクションから成っていて､ 1つ

目が ｢唐招提寺の歴史｣､それか ら2つ目が ｢唐招提

寺の美術｣､ 3つ目が ｢鑑真和上と唐招提寺｣､ 4つ目

が ｢戒律の復興｣､ 5つ目が ｢金堂の平成の大修理｣

という構成になっています｡ これから少 し簡単ですが

スライ ドで展示室の様子を紹介 します｡

一展示室の様子を紹介するスライ ドを順次投影-

この展覧会は美術館単独の企画ではなくて､新聞社

やテレビ会社等のメディアと一緒に協同で開催する実

行委員会形式という方法をとっています｡それから展

覧会の関連プログラムは､ もちろんテレビ会社や新聞

社主催の行事はたくさんありましたが､毎週水曜日に

行われた学芸員による大人を対象としたギャラリートー

クと記念講演会のほかは､美術館からは特別な準備は

行いませんでした｡(スライ ドの画面が "音声ガイ ド"

の場面にうつる)それからこれは展覧会に付属 してい

た "音声ガイ ド''です｡一般用 と学生用とがあって､

構成が物語のようになっていたので利用 した子どもた

ちや大人には好評だったようです｡

鑑真和上については教科書にも登場するし､本当は

学校団体の来館を予測 して何 らかの準備を考えるべき

だったのですが､美術館の小中学生の利用が普段から

とても少ないので､今回も申し込みはあまりないだろ

うと展覧会のチームの中で予測されたこと､それから

私はこの展覧会のサブ担当だったのですが､展覧会直

前まで 3ヶ月間県外の研修に出ていたためもあって､

それまでの企画会議に参画 したり､展示内容について

メイン担当の話を聞きながら事前にじっくり考えると

いう準備をしないまま展覧会に突入 してしまいました｡

実際､この展覧会は実行委員会形式なので多 くの企画

スタッフがいて､展覧会準備は着々と進んでいる状態

でした｡ 日本の多 くの ミュージアムの中で展覧会の準

備を進めていく時に､エデュケーションを担当する人

間が最初の企画会議から参画する､という場面はまだ

まだ少ないと聞きます｡教育プログラムを考えるのも､

展示が立ち上がってからがスター ト､ということも少

なくないと思います｡けれども後からも述べますが今

回の経験で痛切に感 じたのは､たとえ巡回する企画で

あっても､エデュケーションを担当する人間も会議に

どんどん参画 した方がいい､ということです｡展示内

容の変更は難 しくても会議に最初から関わると､展示

内容全体の動きが良 くわかるようになります｡そして､

それによってオープンまでにやらなければならない事

がどんどん見えて来るし､プログラムなどの教育活動

の準備 も早 く出来るようになってきます｡

(2)小学生のための展示プログラム

"あきらめなかった人の顔"

(彰 松山市立番町小学校からの申し込み

担当教諭の憩い "｢国宝鑑真和上坐像｣を

ぜひ子どもたちにも見せたい"

それで､展覧会が始まってからの学校団体の来館の

様子はどうだったかというと､先生方が自分で子ども

たちを展示案内する､というケースが多 くて学校側か

らこちらに展示案内を求められるということは殆どあ

りませんで した｡実際､美術館からは何 もPRはして
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いなかったので "利用 しづらい"と言われればそうな

のですが､展覧会が折 り返 しの時期に来ても殆ど何 も

要請がなかったのには､ちょっと残念な気持ちがして

いました｡実はこの頃になると､利用者の展示室での

様子や流れもわかるようになって来るので､｢もし､

子どもたちに展示プログラムを作るならどうするか｡

どの作品 ･資料を使 うか｣ということを考えていまし

た｡こんな感 じで学校からの展示案内希望は殆どなかっ

た鑑真和上展だったのですが､展覧会 も終わりに近づ

いた頃､近 くの小学校の先生から ｢鑑真和上坐像を中

心に展示案内をお願いできないか｣というお話があり

ました｡小学校は松山市立番町小学校というところで､

子どもたちは5年生､人数は25名です｡来館日までの

時間は2週間を切 っていました｡でも､この時とても

良かったことは､担任の先生に当日の美術館での過ご

し方について ｢どうしたいですか｣と聞いた時に ｢6

年生になったら教科書に鑑真和上が登場するんだけれ

ど､ちょっとしか出てこない｡それも一瞬でさらって

しまうので､特に国宝鑑真和上座像を見せたい｡ こん

な機会はめったにないので子どもたちに本物をじっく

り見てもらいたい｡｣ と､いうように展示室での目的

がちゃんと決まっていたことで した｡そして､私 もこ

の展覧会で子どもたちにプログラムを作るのだったら､

鑑真和上坐像だけに絞ろうと考えていたところだった

ので､｢じゃあこれを中心にやりましょうか｣ という

ことになってプログラムを開発することになりました｡

実は今回のプログラムの開発は美術館の方で ｢視点｣

を設定 して作っています｡本当だったら子どもたちの

ところに事前に出向いて行 って､鑑真和上や唐招提寺

の写真とかを見せながら､子どもたちの事前に持 って

いる知識とか思い出などの感情的な面を聴きとってプ

ログラムの視点を作 っていったらいいと思 うんですけ

れど､学校に行 く時間が殆どなかったのと､先生と打

ち合わせをしている時にも事前の知識 も事前学習 もな

いように思われたので私の方で考えることになりまし

た ｡

私がいっもプログラムを作るとき･に大切にしている

ことは､プログラム中､最初に行 う子どもたちへの質

問は ｢誰でもがとっかかりを持てる､どんな方向から

でも考えることができる-オープン･エンドなもの｣

ということと､｢その "言葉"が悪戯にではなくて子

どもたちの "感情"に届 くもの､プログラムに集中し

易 くなるもの｣ということを考えています｡それで今

回も､その最初の質問-プログラムの視点にもなるそ
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の言葉を探すために鑑真和上の背景に広がる歴史的な

事実や人物像についていろいろ考えたのですが､一つ

一つの事実だけに目を向けるとその向こうには何とな

く ｢知識の獲得だけ｣のゴールしか見えてこない､あ

まり子ども達の心に広がりを持たせることができそう

にもない｡ もちろん知識 も大事なのですが､子どもた

ちに鑑真和上の背景を説明するにしても､まず､どう

やって展示室のあの鑑真和上坐像の前まで子どもたち

を案内したらいいのかと正直とても悩みました｡時間

はどんどんせまってくるのに視点がなかなか思い浮か

ばない｡でも､そうやって悩んでいたある晩､既に展

覧会を見に来ていた私の父親が鑑真和上坐像を見た感

想をふっと漏 らしました｡それは､｢結果的には日本

にやって来れたけれど当時としては絶対に (日本に)

渡れるという保証はなかったのに､一度 ｢日本に行 く｣

と口に出したことを守 り通そうとしたその意志はすご

い｡今の世の中で一度自分が決めたことを途中で投げ

出さずに､出来る限りがんばってみるという人間がど

れくらいいるのだろうか｡｣というもので した｡一度､

自分の決めたことを途中で投げ出さずに出来る限りが

んばってみようとする姿勢-この出来事をきっかけに､

プログラムの視点 ｢あきらめない心とは?｣という言

葉が私の中に浮かんできました｡

② "あきらめない心"についての事前調査

さて､やっと ｢あきらめない心とは?｣という視点

が見つかったのですが､実際に来館する子どもたちが

この視点に対 してどういう反応をするのだろうか､と

いうことが次に気になり始めました｡面白そうなテー

マだと思って美術館側が設定 しても､それは単なる勝

手な思い込み､ということもあるからです｡お手元に

実際に子どもたち に送ったアンケー ト用紙をお配 りし

ています｡

これは本当は私が小学校まで行 って､この視点に関

して子どもたちから話を聞 くことが出来れば良かった

んですけれど今回全 く時間がなくて､それで先生にお

願いしてアンケー トみたいな形で子どもたちに ｢あき

らめない心｣について聞いてみたものです｡でも､い

きなり ｢あきらめない心ってどう思う?｣と聞いても､

抽象的過ぎて､多分困ってしまうだろうということが

予想されましたので､子どもたちにイメージし易いよ

うに､ "大人になったらなりたいもの ･将来の夢"と

いうテーマで聞いていくことにしました｡私は前に小

学校に勤めていたので､どんな子 もその時のその子な

りの夢を持っているということは一応経験的に知 って
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番町小学校のみなさんへ

3月18日には愛媛県美術館の鑑真和上展にようこそ IIその前に少しだけ教え

てくださいJI

① 大人になったら､やりたい仕事は何?なりたいもの

は何ですか? .

② どんな大人になりたい?どういう大人になっていた

い?
とちゆう だれ

③ やりたい仕事や､なりたい自分について途中で誰か

じこ
に反対されたり､事故にあって体が不自由になって

しまったら､どうしますか?また､そんな風になって
ゆめ

しまっても一度決めたことを続けていく(夢をかなえ

る)ためには何が必要だと思う?

④ -?(この質問は美術館で !!)

････では､楽しみにして美術熊でみなさんを待っています.

いたので､多分子どもたちは応えてくれるだろうと思っ

てこのようなテーマにしました｡

質問の内容は答えやすいように 3つに分けて､ 1つ

目が ｢大人になったら何になりたいか｣､それから2

番目が ｢どんな大人にな'1ていたいか｣､それから､

最後に ｢もし将来の夢が挫折 しそうになったら自分は

一体どうするのか｣ ということを聞いていきました｡

ここでちょっと注意 したのが､子どもによっては質問

にすぐに応えられる子と､ じっくりと一週間くらいか

けなければ考えられない子といろいろいますので､提

出を急がなくてもいいことを一応先生にお願 い して渡

しました｡でも､子どもたちは結構面白がってくれた

みたいで､ 3日ぐらいでばっと応えが返ってきました｡

子どもたちが何を書いていたかということについて

は､資料の方にも詳 しく載せていますが､かなり前向

きな答えが返ってきました｡これにはヾ内心ちょっと､

ほっとしました｡

もし､子どもたちの考えが逆のものだったら､その考

えにもちゃんと配慮をおいて､プログラムを進めなけ

ればならないな､と思 っていたからです｡それで､子

どもたちの考えの中身ですが､こちらがびっくりする

というか､例えば挫折 しそうになっても､その仕事に

就けなくても､その仕事を補助するような仕事につい

て役に立ちたいとかすごい答えが返 ってきていて､改

めて子どもたちの想いというのに姿勢を正 した次第で

す｡応えとしては､積極的な､前向きな考えが返 って

きましたので､この視点をプラスなイメージを持っも

のとして捉えて､当日 ｢あきらめなかった人の顔｣と

いうテーマでプログラムを実施 していくことになりま

した ｡

③プログラ与の流れ

プログラムの詳 しい内容については､お配 りした資

料を見ていただくとして､ここでは簡単にどんな流れ

だったかをお話 します｡まず､オ リエンテーションで

す｡ これはどこの館でも館内での行動o)仕方とか注意

事項の説明のためにやっていると思いますが､まあ､

それも大事なことなのですが､私は館内での子どもた

ちの気持ちのウォーミングアップの時間として捉えて

います｡私の勤めている美術館に限っていうと､館に

やって来る子どもたちはだいたいが ミュージアム初体

験という子が多 くて､だから初めての場所にとても緊

張 しています｡いっもと違 う場所と知 らない人に囲ま

れて何だか リラックス出来ない-その緊張を解きほぐ

すためにもこのオ リエンテーションの時間はとても大

事で､先はどお話 したオープン･エンドな質問から子

どもたち自身の考えを聞いていきなが ら､今日､美術

館に来た子がどんな子どもたちなのかということや､

美術館にやって来るまでの疲れ具合などを見なが ら､

次に進めていくようにしています｡今回の場合は､事

前に子どもたちに書いてもらったアンケー ト ｢大人に

なったらなりたいもの｣について再度子どもたちの顔

を見ながら､順番に話 し合いを行いました｡そして子

どもたちの緊張が少 し解けてきたかなと感 じたところ

で､では､これから入る展示室に自分の決めたことを

最後まで守 り通 した人が待っていること､その人はそ

れを達成するのに12年 もかかったこと､そしてその12

年の間に大切な仲間が死んでしまったこと､自身も目

が見えなくなっていったことを話 しました｡それから

最後に ｢あきらめない入 ってどんな顔をしていると思

う?｣と質問を投げかけました｡この時の子どもたち

の表情はかなり真剣なものになっていました｡そうし

て､この後は鑑真和上の展示室の中に入って行き､鑑

真和上座像をじっくり見て､その他に関係する展示物

の簡単な解説を行った後､最後は自由見学という流れ

になりました｡
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④ 1カ月後の追跡調査- "鑑真さんってどんな人だっ

たと思う?''

それから一カ月たった後に､鑑真和上という人につ

いて知 ってもらう､ということを一応プログラムの目

的にしていましたので､子どもたちが鑑真和上につい

てどの程度記憶 しているか､その目的が達成されてい

るかについて知るため簡単なものなのですが追跡調査

を行いました｡お手元の資料の裏側にその用紙があり

ます｡内容は ｢鑑真さんってどういう人だったと思う?

鑑真さんについで陰えていること､なんでもいいから

教えてください｣という一つだけの自由記述の質問に

しました｡いろいろ聞くよりもこの方が子どもの感情

面がわかるかなと思 ったんです｡実はこの追跡調査の

時にも私は学校に行 くことが出来ませんでした｡

そこでまた先生に協力 してもらって､鑑真和上につい

て記憶を誘発するようなことは一切言わないで下さい

とお願いして､調査を実施 してもらいました｡反応は

というと､子どもたちはまた面白がってくれたみたい

で調査用紙はす ぐに学校から返ってきました｡

この調査結果についてはお手元の資料に詳 しい結果

を載せています｡展覧会のプログラムに参加 した子は

25名だったんですが､調査 した時にはそのうち7名が

風邪で欠席 していて､結果は18名からの回答を得て返っ

てきました｡そこでその調査結果を見てみると､子ど

もたちの鑑真和上に関する記憶は､プログラム中､私

が解説 した､鑑真和上の人となりに関するもの､その

旅路に関するものが半数｡ もう半数が､鑑真和上座像

の表情に関するもの､という結果が出て､これによっ

てはぼ全員が一 ケ月経った後 も展覧会での出来事を記

憶 しているということがわかりました｡このことに関

して､追跡調査を行 った時はもう4月になっていて､

つまりは子どもたちは5年生から6年生になっていた

ので､歴史の教科書を手にしていて､教科書には鑑真

和上に関する記述が載 っていますのでそれを目にして

いるのではないかということも考えました｡ しかし調

査の時点ではその単元にまだ達 していなかったとこと

と､それから調査用紙の中の子どもたちの記述に ｢あ

きらめない｣という言葉や考え方が多数見 られたこと

から､この言葉はプログラムの体験者でないと表れな

いため､結果､このプログラムの目的は達成できたの

ではないかという印象を得ました｡その直後はすごく

うれ しくて､｢ああ､良かった !｣と思 ったのですけ

れども､追跡調査の終了から時間がたっにつれて､こ
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この前は美術館G)r峯真和上凧｣に来てくれて亡うもあLJdとう.あれから-
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事す｡とれF3･･･

fÎt.;A
r輩真土んってとういう人だったと思う?｣
竃真土んについて自分の心に残っていさこt.ぢんでもいいので

教えてくだまい｡

軟えてくれてe:うもあLJdとうJI

れで本当に良かったんだろうかという思いがわいてき

ました｡確かにプログラムの実施から一月経 った後 も

すごく記憶 しているし､目的は達成されているように

見えたんですけれども､追跡調査結果の子どもの文章

をじっと読んでいくに従って､自分が子どもに対 して

明らかな思い違いをしていたことがわかってきました｡

3 子どもたちから学んだこと

(1) 追跡調査結果の分析

一子どもたちへの思い違い

今回のプログラムの視点は､最初もお話 ししたとお

り､美術館が用意 したものであって､最初は子どもの

ものではありませんで した｡でも調査結果をじっと見

ていくと､その与えられた視点が､途中から､私 も知

らないところから､子どもたち自身の視点として変化

し始めていたということがわかってきました｡ このこ

とに気づいた時､｢あっ｣ という感 じでとても恥ずか

しい気持ちでいっぱいでした｡つまり､子どもたちは

美術館で用意 した ｢あきらめない人の顔｣という視点

を取 り込んで､自身の眼で鑑真和上を見つめてその表

情についての解釈とか洞察を試み始めていたというこ

とがわかってきました｡子どもたちのつぶやきはとて

も小さなものです｡例えばどんな声があったかという

と､｢目が見えなくてもとてもうれしそうな顔だった｣
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｢自分だったらこんなすごいことはできないと思 う｣

｢でも､自分のやりたいことを成 し遂げて､笑顔でな

いけれども､奥底に喜びを秘めている人だ｣｢勇気の

ある人だと思 う｣｢悲 しそうに見える｣など､一見す

ると普通の感想のように思えます｡でも､注意深 く読

んでいくと自分の眼で見ること､考えることを少 しず

つ始めていることがわかってきます｡でも私はプログ

ラムをやっている間どうしていたかというと､その進

行をただただ追っていただけであって､子どもたちの

心の中で起こりはじめていた変化に気づきませんで し

た｡鑑真和上坐像を見る時間は持ったけれども､ただ

見せるだけであとは個人個人の受け止め方にまかせて､

考えをじっくりと聴 くこともなく､そのままにして し

まいました ｡

(2)｢開かれた質問｣によるワークシー トの可能性

それから､もう一校､同 じく近 くの小学校 6年生の

子どもたちからも､今後プログラムを作るにあたって

教えてもらったことがありました｡この 6年生の子ど

もたちの来館の目的も､前回の時と一緒だったのでプ

ログラムができるかなと思 ったのですが､人数が151

名ということと､滞在時問の関係で概要説明だけ行 う

ようにして､あとは自由見学という具合でプログラム

の実施は行いませんでした｡前回の子どもたちは25名

だったので顔が見えるし､こういうプログラムも可能

なんですけれど､151名になるともう顔が見えなくな

るので､これはできないなと思いました｡でも､今度

はどういう子どもが来るのか､同じ質問をしたらどん

な応えが返って来るのか知 りたい｡どんな存在の子ど

もたちがやって来るのか知 りたい !という思いがあり

まして､さ っきと同じような ｢あきらめない心につい

てどう思 うか｣というようなアンケー トを事前にして

みました｡返 ってきた結果は前回と一緒で面白がって

すぐに書いてくれたらしくて､とても前向きなもので

した｡それを見ていて､大勢の人数で来た子どもたち

にもこのオープン･エンドな質問一日分で自由に考え

ることのできる質問は活用できるので･はないか､なん

となく所在なげに館内を見学 しているよりも､ もっと

面白く､能動的に展示を見てもらえるのではない かと

いう印象を持ちました｡

学校の方には美術館でも時々お話 しているんですけ

れど､クラス単位とか､20人とか､それぐらいで本当

は来館 して欲 しいということをお願い しています｡け

れども学校側の事情 もあって､学年単位でしか動けな

いとか校外に出る時はいろいろと制約があるらしくて､

規模の大きな学校はだいたいが200人とか300人 ぐらい

でやってくるんですね｡ そういう時には学習ノー トと

か､美術館だとワークシー トというものを用意 して館

内で子どもたちにやってもらう､ということを行って

いました｡でも､そのワークシー トの内容はどういう

ものかというと､大体決まった答えを展示室の中から

見っけ出して書き込むというものが多 くて､それはこ

れまで勤めてきた科学博物館､歴史博物館､美術館に

おいてもだいたい同 じでした｡ ここに来 られている民

博の佐藤さんもおっしゃっていましたが､民博でも､

子どもたちが展示を見ずに休憩所のベンチに座 って､

パ ンフレットの写真を見ながらワークシー トに出題さ

れた展示の絵を措き込んでいるとか｡だから佐藤さん

はそれ じゃいけないと思 っていろいろなワークショッ

プを試みられていますが､他にもオース トラリアの博

物館の方でも展示室の一角で子どもたちがシー トの答

え合わせをしている様子が報告されていて､決まった

答えだけを探 し出すワークシー トの在 り方について､

少 し考え直す必要があるん じゃない かと思っていまし

た｡

このことに関 して高知大学の上野先生 という方が

｢閉 じられた質問と開かれた質問｣ と題 してとても興

味深い発言をされています｡それは､閉 じられた質問

というのは1個の事実を聞 く質問であると､知識を確

かめる質問であるといわれています｡ この質問では観

客や生徒の考え方や感情を具体的に把握できない｡逆

に､開かれた質問だと､それを把握することができる｡

開かれた質問には3つあって､ 1つ目が動機を問う質

問で ｢何故なのか｣｢何故そうなったのか｣を問 う質

問｡ 2番目は､結果を予測する質問で ｢どうなるか｣､

問題解決を進める上で ｢どのようにして｣という質問｡

3番目が個々の判断を問う質問で ｢あなたはどう考え

ますか｣ と問う質問｡それが開かれた質問であって､

これはすべて観衆 (博物館利用者)に自分の解釈を問

う質問だといわれています｡

この考え方に出会 って､それで先はどの151名の子

どもたちのアンケー ト結果を見ていたら､今は答えを

書き込むことに必死になっているようなワークシー ト

も､少 し工夫を行えば子どもたちと展示の距離を縮め

るようなものになるのではないか､と思いました｡た

だ､開かれた質問､ 1つの答えを求めないというワー

クシー トは､子どもの数だけいろんな答えがあるとい

うことで､それらをちゃんと活かすためにはやっぱり
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学校と協力 しながら事前の準備 も必要になるし､美術

館から学校へ帰った後のフォローもすごく必要なので､

これは本当にやるのであれば真剣に検討 しなければい

けないなと思っています｡

それで､このワークシー トについて､何か良い方法

はないかとずっと頭のどこかで思 っていたのですが､

最近とてもいい実践をされている博物館を知りました｡

後からもお話 しますけれど､ダイノソアファクトリー

の ｢恐竜博士への道｣というワークシー トがそれに当

たります｡この実践を教えてもらった時に､これだ !

とやっと腑に落ちた感 じが しました｡

4 終わりに

(1)次の展示に向けて

(争 ｢聖徳太子と国宝法隆寺展｣

終わりに次回の展示に向けての取 り組みについてお

話 したいと思います｡実は今回のプログラムというの

は本当に急場 しのぎで 2週間ぐらいで作って､事前調

査も追跡調査もとてもおおざっぱなものだったのです

が､今度からはチーム体制 もちゃんと整った形でやろ

うと思っています｡

- ｢聖徳太子と国宝法隆寺展｣のスライ ド｣投影-

これは平成17年度の夏に予定 している企画展示で ｢聖

徳太子と国宝法隆寺展｣といいます｡展示の趣旨は聖

徳太子と瀬戸内とのかかわりを紹介 しながら､飛鳥時

代から受け継がれてきた法隆寺の文化財についてより

深 く親 しむというものです｡今回の展示構成は3つに

なっていて､法隆寺の宝物､聖徳太子信仰､それから

法隆寺と瀬戸内というテーマで伊予と法隆寺のかかわ

りを紹介する構成になっています｡今回の展示では､

まだ途中ですが､展覧会が始まる前からプログラム作

りのための準備を始めています｡これは､実は以前の

鑑真和上展の時には展示の中心となるものがわりとはっ

きりしていたのですが､今回､｢法隆寺 と聞 くと何が

最初に思い浮かぶか?｣と聞いてみると､職員の問で

もそれぞれ印象が違っていました｡それから同じく利

用者からも ｢修学旅行のときに訪れたけど何があった

かな｣とか､｢伽藍が興味深かった｣とか､｢聖徳太子

が建てたお寺ですよね｣とか､｢柿食えば ･･･｣｢世

界遺産に登録されているところ｣等､いろいろな意見

が聞かれて､これは前回とは違った角度からプログラ

ムを作 らなければならないなと思っています｡今､調

べている段階では人によって法隆寺について持ってい

るイメージはそれぞれ違っていて､はっきりしていた
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り､ぼんやりだったりと印象がまちまちです｡だから

今回の展覧会に来てもらうことで､その人にとっての

｢新 しい法隆寺の発見｣｢あらためての再確認｣みたい

なものがあったらいいな､という思いでプログラムを

組 もうかと思っています｡

具体的には今､ 3つのプログラムを考えています｡

1つ目が､｢大募集 !法隆寺展探検隊｣というもので､

小学校 3年生から6年生を対象にしたプログラムを考

えています｡ これは個人単位の申し込みで､先ほども

お話 したとおり､まだ事前調査の必要があるのですが､

3つのセクションに分かれた各展示室を使 って子ども

たちと対話をとおして展示をじっくり見る､というよ

うな内容にしたいと考えています｡それから､二つ目

は学校団体対応プログラムを考えています｡以前は準

備 していなかったのですが､今回はどれだけ来館があ

るかはわからないけれども､学校側にも出来たらPR

して行 こうということで､取 り上げるテーマについて

はまた学校と相談 しながら行 うのですが､こちらも対

話を中心としたものを考えようかということで今検討

中です｡いい忘れましたが､今回の展覧会は県内の小

中学生が無料になります｡そのこともあって､多分小

学生の利用が多いのではないだろうかということを想

定 してのプログラムでもあります｡

それからもうーっ､親子のためのプログラムを検討

しています｡具体的にはこれも開かれた質問から始ま

る､対話が中心のワークシー トを使用 したプログラム

にしようとを考えています｡先はどもちょっとお話 し

ましたが､ダイノソアファク トリーの ｢恐竜博士への

道｣というプログラムの運営形態を参考にしようと思っ

ています｡｢恐竜博士への道｣は､昨日皆さんもお聞

きになっておわかりのとおり､とても人を必要とする､

それも他人の話をじっくり聴 くことができる大変高度

なスキルを必要とします｡愛媛県美術館ではこの 4月

から展示作品ガイ ドボランティアを導入することが決

まっているのですが､このボランティアは､作品につ

いて利用者と対話を行 う時に一方的に作品の情報を利

用者に渡すのではなくて､利用者が作品を見た時に考

えていることをじっくりと聴きながら利用者と共に作

品を楽 しむことを目指 しています｡実際の活動は10月

スター トなのですが､ 4月から9月にかけてガイ ドの

研修時間を設けていまして､その一環としてこの親子

のためのプログラムの実践が出来ないかなと思ってい

ます｡ボランティアは今50名の募集をかけているとこ

ろなのですが､あまり応募がなかったら無理です し､
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これはまだ検討段階です｡

② ｢なぞなぞ美術館～あなたは､どう思う?～｣

次に同じくこの夏休みに常設展示室の一室を使って

｢なぞなぞ美術館｣ という小学生か ら大人までを対象

にした ミニ展覧会を考えています｡実はこの展示は今

年度の春に行 った ｢あなたのイメージ聴かせてくださ

い｣という展示が下地となっています｡

- ｢あなたのイメージ聴かせてください｣

展示風景のスライ ド投影-

この展示は､作品を鑑

賞する時､それを作 り出した作家､それから時代的な背

景などの作品にまつわる情報を知ることはもちろん大

事なのだけれど､それだけが作品を味わう全てとは限

らないのではないだろうか｡｢作品を見る｣というこ

とは､まずは自分の目で見る､考えることから始まる

｡ けれども､時にいろいろな視点の力を借 りると､普段

､自分一人では行けないような場所まで連れていって

もらえる ･･･つまり､何人かで見ると絵の見方

がどんどん変わって､｢こういう見方 もあったのか

!｣という知的興奮を味わう時がある｡ということが主

なメッセージになってい ます｡展示室の真ん中にこう

いうインタビューシー トを用意 して､利用者に展示室

の作品の中から自分の気になる作品を選んでもらって､

自分自身の作品に対するイメージを書いていってもら

い､それを私が整理 して､ハ リバネの簡単キャプショ

ンを作 って作品の側にどんどん感想を足 していく-と

いうことをやりました｡展示を始めて最初の頃は ｢あ

まり反応ないかもな｣と思っていたのですが､途中か

らどんどん感想キャプションが増えて､小学生から高

齢者まで､いろいろな年齢層の方が参加 してくれたので

試みとしては面白かったです｡

なぜこん
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あなたのイメージ､聴かせてください

①あなたの印象に残った､あるいはちょっと気になる絵はどれですか?

※いいなあと思う絵でも､これは､ちょっと･- と思う絵でもかま

いません｡

(作品名

②その絵からどんなイメージを受けますか?また､どうしてそう思ったか､

その理由も教えてください｡

年齢 ( )性別 (男 ･女)職業など (
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からトークを始めたいと思います｡よろしいで しょう

か｡とてもおしゃべりな作品が出てきます｡では､ど

うぞ｡これを30秒見っめてください｡

-30秒経過-

いいですか?では､まず､目に見えるものから皆さ

んに聴いてみたいと思います｡何が見えますか｡はい､

瀬川さん｡ ありがとうございます｡

(瀬川)

コントラバス｡チェロかコントラバスみたいなもの

が見える｡

(鈴木)

そうですね｡ コントラバスみたいなものが見えます

ね ｡ 他に｡他にはないですか｡

(瀬川)

紫色が見える｡ それから聖徳太子がいる｡

(鈴木)

そうですね｡真ん中に聖徳太子みたいな顔の人 もい

ます｡他にありますか｡

(男性)

もう1個､石原裕次郎の顔｡

(鈴木) ヽ

隣の顔は石原裕次郎の顔に見えますね｡他にありま

せんか｡

(染川)

仮面がある｡

(鈴木)

仮面 ?どの辺が仮面でしょうか｡紫色のもので

しょうか｡仮面のように見えますね｡その他に見

えるものはありませんか｡

(瀬川)

しっばのように見える｡

(鈴木)

瀬川さん､どれですか｡指をさして皆さんに説明 し

てあげてください｡ しっばのように見える｡ なるほど｡

-他の参加者から､｢模様がみえる｣｢真ん中の黄色い

ものが帽子のように見える､いや王冠か?｣との声が

あがる｡ -

(鈴木)

模様が見える｡ そうですね｡ これは模様みたいです

ね｡真ん中のは王冠みたいにも見えますね｡他にもう

ありませんか｡

(女性)

目玉｡

(鈴木)

どれでしょう｡ 一番上の所､ああ､目玉みたい

に見えますね｡ そうですね｡

(瀬川)

フクロウがいる｡

(鈴木)

フクロウ?どこですか｡さっき染川さんが仮面

のように見えると言ったところで しょうか?瀬川さん

はフクロウのように見える｡ ありがとうございます｡

他にありませんか｡ もう出尽 くしましたか｡

さて､ じゃあ今までは描かれているもの､目に

見えるものについて皆さんで確認 してもらったんです

けれど､今度はこの絵から受けるイメージについてお

尋ねしたいと思います｡どんなイメージを受けられま

すか｡どんなふうに見えるで しょう｡

(瀬川)

｢さあ､いくぞ !｣という感 じでこちら側に飛び出

してきそうな感 じに見える｡

(鈴木)

｢さあ､いくぞ !?｣｡なるほど｡そういうふう

な意見は初めて聞きました｡すごく面白いです｡さあ､

いくぞ- !って感 じ｡ 他にはありませんか｡

(女性)

中央の二つの顔から､何だか二面性のあるような感

じ｡

(鈴木)

どうですか｡今の意見に対 して ｢い や､私は違 う｣

とか､｢私 もそう思 ってる｣ とか､そういう意見の方

がありますか｡はい､梅田さんどうぞ｡

(梅田)

私は､なんだか中途半端な､不安感がある ･･･イ

メージに見える｡

(鈴木)

中途半端｡

(松井)

むらがあって､ちぐはぐな感 じがする｡

(鈴木)

なるほど｡今の梅田さんと松井さんの意見には共通

点がありますね｡中途半端なちぐはぐな感 じがすると｡

他に私はこんなふうに見えるという方はおられません

か｡
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(芦谷)

楽器の中から手がでている｡

(鈴木)

そうですね｡楽器の中か ら｡ やっぱり奇妙な感

じのする絵ですよね｡ 不思議というか｡ どうですか｡

(坂本)

ちぐはぐだけれども､非常に融合 しているような気

がする｡ これはこれでいいような感

じ｡なんか親 しみがわく感 じ｡

(鈴木)

ちぐはぐなんだけれども融合できているような

気がする｡ 新 しい意見です｡ちぐはぐなんだけれど溶

け合 っているような気がする｡ これはこれでいいよう

な感 じ｡他の方どうですか｡はい､佐藤さん｡

(佐藤)

日本のスカーフのような｡おか しいんだけれど､あ

りそう｡

(鈴木)

日本のスカーフのような､おか しいんだけど､

ありそうな感 じがする｡ ちょっとちぐはぐなんだけれ

ども､溶け合 っていて､ これはこれでいいような､親

しみがあるイメージがすると｡ はい｡すみません､時

間がないのでここでまとめて しまいますが､皆さんが

お話 していただいたこの絵は､実は 『日本の嫌いな絵』

というタイ トルが付いています｡

一会場から

｢なるほど｣｢ほお-｣ といった声が挙がる-

これは去年､川村記念美術館で ｢コマール&メ

ラミッドの傑作を探 して｣という展覧会で展示された

作品で､コマールさんとメラミッドさんという2人組

のロシア人のアーティス トが始めた ｢みんなで選んだ

絵｣というプロジェク トの作品のひとつです｡

このプロジェク トは､｢傑作 と呼ばれる美術は､先天

性のある天才芸術家が卓越 した技術と豊かな想像力に

よって作 りあげられるもの｣という誰 もが信 じて疑わ

ない "芸術家神話"をいったん脇において､万人に支

持されるのが傑作というなら前 もってアーティス トが

みんなの好みを聴いて傑作を作 って しまおう､それっ

て傑作 ?みんなの好 きな絵を､あなたも気に入るだろ

うか?多数決の意見で描いた絵は､本当にみんなが望

む絵になっているだろうか?それから､知能の高いゾ

122

ウに絵を描いてみせたらどんな絵ができあがるだろう?

人間の描いた絵よりもゾウの描いた絵を好 きになって

しまったらどうしますか ?あなたにとっての傑作はど

んな絵ですか ?傑作 ってなんだと思 いますか ?と､

｢美術は一人の天才のひらめきじゃないところか らも

生まれうる !｣というアーティス トの信念か ら始まっ

たものです｡みんなに支持されるのが傑作なんだった

ら､前 もってアーティス トがみんなの好みを聴いて傑

作を作 って しまおう､それって傑作 ?傑作 って何だろ

う?何か共通点はあるの?という趣旨で始まったもの

です｡それでどんな方法で作品を作 り出していったの

かというと､最初はアメリカか ら始まるのですが､世

界18カ国の普通の一般の人々に無作為に電話調査をか

けて､その国の美意識や具体的な絵の好み､筆さばき､

画面の表現方法 ･･･と､どんどんモニタリングして

いって､その国の "好 きな絵"と "嫌 い な絵"を描い

て しまう､というもので､大変面白い､奥の深い展覧

会で した｡各国の様子がどうだったのかというと､途

中まではある共通点があったようですが､途中の 3カ

国か ら- これが､オランダ ･イタリア ･日本なのです

が､全 く違 う結果がでたそうで､ これか らも見逃せな

いプロジェク トです｡今 日はこの図録を持 ってきてい

ますので､興味のある方がおられたら､またこの後ど

うぞ｡それか ら､最後に､｢日本の好 きな絵｣を紹介

したいと思います｡どんな絵だと思いますか｡ これな

んです｡

-会場から少 し笑いが起 こる-

まんまモネです｡ちょっといわさきちひろの子ども

のような白い陰 も見えます｡動物みたいなものも見え

ます｡ これが日本人の好 きな絵なんだそうです｡ とい

うことで､ これで ミニプログラムを終わります｡

- ミニプログラム終了-

質疑応答

(司会)

ありがとうございました｡では､ ご質問があればお

願いします｡

(青木)

知識を伝えることについてどう思われますか ?例え

ば博物館はとてもたくさんの情報一知識を持っていて､

これまではそれを伝えることを目的のひとっとして来
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たともいえると思 うのですが｡

(鈴木)

わかりました｡答えにならないかもしれないのです

けど､私は博物館の中心は誰かと考えたときに､利用

者が中心だと思 っています｡学芸員がもちろん一方的

に展示の情報一知識について利用者に伝えることもで

きるんですけれど､利用者はいろんな人が来て､いろ

んなふうに考えていて､同 じ展示を見てもそれぞれの

経験でいろんな関わり方をしています｡それから､琵

琶湖博物館の布谷さんもおっしゃられていたのですけ

れど､今までの博物館は展示でいろんな事実というか

原理原則を提示 してきたと思 うのですけれど､それも

大事なのですけれど､情報がこれだけ氾濫 している時

代にあって､すでに大部分の利用者はそういうことは

知っていると考えるべきだと｡ 博物館がこれから提示

する必要があるのは､開かれた課題というか､展示を

作った人間が ｢私はこの展示に関 してこう考えている

のだけれどもあなたはどう思うか｣というような､利

用者と展示について対話をすることが大事なのではな

いかと思うわけです｡今､私はすごく簡単に言 ってし

まったのですけれど､その考え方にとても共感をして

いて､そういう点は美術館も博物館 も科学館も､どこ

も一緒ではないかなと思っています｡

(染川)

｢あきらめなかった人｣という､その言葉があまり

にも素晴らしいというか､とてもインパクトがあって､

それでしか鑑真和上を振 り返 られなくなってしまう感

じもしています｡追跡調査の時に ｢鑑真さんってどん

な人だったと思 う?｣と聴いていますが､それだけだ

と､どうしても "あきらめない"という言葉に引きず

られてしまうというか ･･･｡

(森永)

私 も､何か誘導 している感 じが します｡

(鈴木)

誘導､そうですね｡ う～ん､誘導かもしれな

い｡ただ､いっもこういう歴史的なものを取 り上げる

時に考えるのは､例えばこの鑑真和上と子どもたちの

間には1250年という時間の隔たりがあるのですが､こ

の時空を越えて､どうやって子どもたちの目の前まで

リアリティーを持 って展示物を引っぼり出すかという

ことをいっもすごく考えていて､大人だったら､事前

の経験もあるし抽象的な考え方も出来るのですが ･･･｡

例えばいきなり鑑真和上の前に連れていって､いきな

り表情についてお話が始まっても､大人なら､すっと

入 って来 られるんですけど子どもの場合は何か言葉が

なければ､展示の前を素通りしてしまうこともあって､

誘導する感 もあるんですけれど､難 しいですね｡

(並木)

否定的な意味ではなく､この ｢あきらめなかった人｣

という言葉にはすごいインパク トがあると思います｡

プログラムとしてはいいと思 うんです｡だけど､振り

返 り1カ月後の質問が､本当にしたかったこと ･･･

何か障害に当たった時にあなたはどんなことをしただ

ろう､とか､その時に出会 った気持ちがよみがえるよ

うな質問だったら良かったのかなと思います｡このま

までは､どんな人だっただろうと､そこしかわからな

い｡｢あきらめなかった｣ というキーワー ドについて

何かそういうイメージから感 じているのか､再び聴い

ていけたら､ もっと良かったと思います｡

(井島)

でも､子どもたちの感想を良 く見ていくと小さいけ

れど､ ところどころ自分の感想 も入 っていたりして､

このプログラムはこれでもいいん じゃないかとも思い

ます｡

(鈴木)

ありがとうございます｡また一つ学びました｡プロ

グラムを行 った時には､子どもたちに記憶 してもらっ

ていることを確認するのに躍起になっていて､ああい

うふうになってしまったのですけれど､でも､今伺 っ

て ｢ああ､そんなふうに聴けばもっと広がりを持てた

んだ｣とすごく思いました｡そういう考え方は全 く考

えつかなかったので､何だか本当に目から鱗です｡あ

りがとうございます｡

最後に簡単なまとめなんですが､私が科学博物館､

歴史博物館､美術館と3館廻 って肌身に感 じて思 うの

が､扱 うものが違っていても､利用者を中心に考えた

ときには､ ミュージアムという場所は､利用者が展示

を通 して自分を見つめたり､振 り返ったり､成長 して

いける一人が生きていく力とか､成長 していく力を育

むことのできる場所の一つなのではないかなと思いま

す｡スポーツでも何でも､他にもそういう場所はいろ

いろあると思いますが､でも､ ミュージアムもそうい

う場所の一つではないかなと思っています｡

自分のところは違 う他館の事例や展示例を見て ｢う

ちには関係ないよ｣ とか ｢うちは美術館だから違 う｣

とか ｢扱 っているものが違 うし､目指す ものが違 う｣

という意見もありますが､利用者を中心に考えた時に

はミュージアムのコミュニケーションやエデュケ-ショ
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ンの基本的な考え方はどの館も同 じではない かと思い

ます｡昨日今日と､このフォーラムでいろいろな博物

館の事例をお聞きしていて､勉強になる事例がいっぱ

いありました｡今回学ばせて頂いたことをこれから自

分の中で熟成させながら頑張っていきたいと思います｡

聞き苦 しい点が多々あったと思いますがこれで終 りま

す｡どうもありがとうございました｡

フォーラムを終えて思うこと

一観客 (利用者)はやっぱりすごい !

今回のフォーラムは2日間が､ 2日間ともェキサイ

ティングで､面白くて (こんな集まりは今までで初め

てかもしれません)そして､ 2日間とも全 く気が抜け

ない時間でした｡

音楽やダンスにたとえていうなら､全編 ｢ボレロ｣､

全編 ｢カルメン｣という感 じで､どの発表 もずっしり

と重みがあって､こんなに集中しなければいけないフォー

ラムは初めてで した｡(どの発表 もすごいので､面白

くて聞かざるを得ない､どうしても集中 して しまう､

そんな状態で した)だから終 ってからしばらくは､疲

れ切ってぼんやりしていました｡

フォーラムから3ヶ月近 く経って､ようやくフォー

ラムでの出来事を振 り返ることが出来るようになりま

したが､振 り返 ってみて思 うのは､｢あきらめなかっ

た人の顔｣というプログラムは､私が実践 したあのま

まの状態ではやはり､子どもたちを誘導 してしまった､

というものです｡私が ｢あきらめなかった人の顔｣と

いうプログラムの実践で得た "気づき"は､｢子ども

たちはちゃんと自分で考える力を持っている｣という

ものでした｡プログラムの中で私は事前調査やオープ

ン･エンドな質問等の活用をしていますが､｢利用者

中心｣といいながら､結局のところ私は無意識のうち

にゴールを ｢知識の伝授｣に置いてしまっていました｡

知識 ･情報の伝達ということについては､ ミュージア

ムの中に限って言 うと､私は､子どもたちとの対話の

中でバランスさえとれていれば決 して悪いものではな

いと思います｡ しか し一番大切なのはその伝授ではな

くて､ ミュージアムに来る利用者が自らの目で展示を

見て､考えて､エデュケーターや学芸員､研究者など

の ミュージアムの人たちと対話 していく､一緒に考え

てお互い成長 していくことではないかと思います｡

フォーラム時にあった質疑応答のところで､｢鑑真

さんについて聴 くだけじゃなくて､鑑真さんに出会っ

て､プログラムを体験 した後の子どもたち自身の世界
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についても聴けていたらもっと広がりがありましたね｣

という､とてもすぼらしいご助言をいただいたのです

が､あの日の展示室の中で､子どもたちが感 じていた

鑑真和上への想いをもっとしっかり受け止めることが

出来て､そこで広がりを持 った対話が行われて､その

上でご助言いただいたような質問を投げかけることが

できていたら､それは本当にすごいプログラムになっ

たのではないかと思います｡

それから､フォーラムの最後で少 しだけ試みた対話

型ギャラリー トークについても､あの後何人かの方か

らお話をいただいたのですが､あの時居合わせた参加

者のみなさんは､実はとてもすごい読み解きをされて

いました｡(トークが終 ってからそのことに気づき､

その場でまとめられなかったことへの反省と参加され

たみなさんへの驚きと感動でいっぱいで した)実は､

あの ｢日本の嫌いな絵｣については､別のグループで

もトークが行われたのですがその時のまとめは､ある

グループは ｢嫌なイメージとはこういうもの｣となり､

またあるグループは ｢上っ面な､表面だけのイメージっ

てこんな感 じ｣というまとめ方をされていて､フォー

ラムでの トークの時も､多分同 じようなイメージで話

がまとまっていくのかなと思 っていました｡ しか し､

あの場で､出てきたみなさんのイメージは､あの絵の

情報について私は何 もお話 していないのに､｢ちぐは

ぐなんだけど､親 しみがわ く｣｢変なんだけど､それ

はそれでいい｣｢日本のスカーフみたい､おか しいん

だけどありそう｣というように､まさしく､私たちの

国一日本を言い当てていて､とても驚きました｡それ

も否定的なイメージではなく親 しみを込めてイメージ

されていたのには感動 しました｡本当にこのようなま

とめを見たのは始めてでした｡

このことについては後 日もある方か ら (以下抜粋

｢まだまだ話 していたかった｡あの絵は､みんなでい

ろいろおしゃべりするのには向いていたなあと思いま

す｡スカーフ的な構図を使 うことでまとまっているけ

れど､要素としては○○さんちの リビングルームにあ

るものみたいな感 じがしていて､タイ トルを聴いた時､

すごく納得がいきました｡あの作家さんはすごいね｡

日本のことを､それもステレオタイプとしての伝統な

どからイメージされる日本ではなく､普通の人たちの

日常的な日本らしさを表現 していて｡ やっぱり現代アー

トって面白いと思いました｡ こういう絵の楽 しみ方を

径験させて下さってありがとうございます｣という意

見をいただいて､やっぱりすごい !お客さん (利用者)
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はすごい !!と思いました｡ と思います｡最後にこのようなすぼらしい学びの機会

このフォーラムでの体験は､ ミュージアムでの学び を与えていただいた琵琶湖博物館の皆様､フォーラム

について考えていくにあたって､本当に貴重な経験と 参加者の皆様に対 し､心か らお礼を申し上げます｡本

なりました｡ここで得たことをしっかりと心に刻んで､ 当にありがとうございました｡

これか らも自分の ミュージアムでがんばっていきたい
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